
取扱説明書 







お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 

•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 


• オーディオやナビゲーションに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナ…にお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• オプションや仕様により異なる装備 
には* マークが ついていまず。 

• 関連する内容が他のページにちある 
場をは、該当ページを025日ペー 
ジ）のようなかたちで示していまず。 

• 操作手順などは、文頭に►を記し 
ています。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 


• スイッチなどの形状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることび 
ありまず。 





表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

A 

お 化 

口 

重大事故や命にかかわる 
けびを未然に防ぐために 
必ず守ってし）たださたし） 
ことでず。 

〇 

ミち意 

けびや事故、車の損傷を未 
おに防ぐため、必ず巧って 
し、にださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なこと 
や、知っておいていただを 
たいことでず。 

平 

環境 

環境保護のにめのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 




さくいん . 4 

はじめに . 13 


各部のを称、 . 19 

安全装備 . 29 

COMAND システム . 57 

車両の操作 . 69 

日常の取り扱い . 253 

万一のとき . 295 


サービスデータ 


369 
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さ < いん 



アシストグリップ . 252 


アシストグリップ . 252 

アダフティブブレーキ . 52 

アダプティブブレーキランプ . 48 

雨降りや 濃霧 時の運転 . 285 

ををのために . 13 

オートマチック車の取り扱い . 16 

オートマチックトランスクッションの 
セレクターレバーを操作ずるとさの 

を意 . 13 

ク□ージングサポーターについてのミ主意 

. 14 

モ供を乗せるとき . 15 

こんなことにもを意 . 17 

走イする前に . 14 

イージーエントリー . 103 

イージーエント U —の設定 . 104 

イグニッション位置 . 88 

キーによるイグニッション位置の選択 • 89 
キーレスゴースイッチによる 

イグニッション位置の選択 . 88 

インジケーター付きバッテ U —. 356 

インストルメントパネル . 21 

左八ンドル車 . 21 

ちノ V ンドル車 . 22 

インテ U ジェントライトシステム . 126 

アクティブライトシステム . 126 

コーナ U ングランプ . 126 

八イウェイモード . 127 

フォグランプ強化機能 . 127 

ウィンタータイヤ . 279.378 

ウォッシャー液 . 270.375 

ウォッシャー液の補給 . 270 

使用するウォッシャー液 . 271 

運転席ドアの解錠 . 334 


足元への送風温度の調整 . 233 

足元への送風温度を調整ずる . 233 

運転席連動モード . 232 

運転席連動モードを設定/解除ずる 

. 232 

エアコンディショナーの停止 . 222 

グ□-ブボックス送風口 . 227 

コント□ールパネルでの操作 . 219 

前席アームレスト下段のル物入れの 

送風口 . 226 

送風温度の調整 . 221 

COMAND システムでの操作 . 221 

コント□ールパネルでの操作 . 221 

送風口の開閉 . 226 

送風口の風向き調整 . 226 

送風口の選択 . 224 

送風口を選択する . 224 

送風モードの設定 . 234 

送風モードを設定する . 234 

送風量の調整 . 222 

COMAND システムでの操作 . 223 

コント□ールパネルでの操作 . 222 

通常の使いかた ( AUTO モード）……220 

デフ□スターモード . 229 

ウインドウの外側び曇るとき . 229 

内気循環モード . 230 

余熱 ヒーター. ベンチ レーショ ン•• - 232 

U ア送風口 . 235 

U ア中央送風口 . 235 

リアデフ ォッ ガー . 230 

エアバッグ . 34 

エアバッグの効果について . 30 

エマージェンシーキ. . 334 

キーか5エマージェンシーキーを 

取り出す . 334 

エンジン . 281 

エンジンオイル . 262.373 

エンジンオイル交換の時期 . 266 

エンジンオイルの補給 . 266 


エアコンディシ ヨナー . 218 

AC モード . 227 

AC モードを設定/解除する . 228 

COMAND システムでの操作 . 219 

COMAND ディスプレイの 

エアコンディショナーェ U ア . 220 


エンジンオイル容量 . 373 

エンジンオイル量の点検 . 263 

使用するエンジンオイル . 266.374 

エンジン警告灯 . 158 

エンジンの始動 . 142 
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キーによるエンジンの始動 . 144 

キーレスコ f - によるエンジンの始動-143 

シフト位置 . 143 

エンジン番号 . 371 

エンジンルーム . 257 

ゥォッシャー液 . 270 

エンジンオイル . 262 

エンジンルーム . 259 

ブレーキ液 . 269 

ボンネット . 257 

冷却水 . 267 

エンジンを却水温度計 . 158 

エンジンを停止ずるとき . 148 

エンジンスイッチにキーび差し込まれて 

いるとを . 148 

エンジンスイッチにキーレスづ一 

スイッチを取り付けているとき•…148 

オイル■液類/バッテ U -. 372 

ウオツシヤー液 . 37己 

エンジンオイル . 373 

オイル.液類に関するミち意 . 372 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 374 

燃料 . 372 

バッテリー . 375 

ブレーキ液 . 37己 

冷却水 . 374 

オイル-液類に関するミ主意 . 372 

応急用スペアタイヤ . 378 

応急用スペアタイヤが車載されている場含 
. 341 

才ートマチック車の取り扱い . 16 

才ートマチックトランスミッション••一149 

シフトポジション表示 . 151 

セレクターレバー . 149 

走行モード . 153 

ティップシフト . 151 

マニュアルギアシフト . 154 

オートマチックトランスミッションオイル 
. 374 

才ープン/ク□—ズ . 70 

キー . 70 


ク□ージングヴポーター . 83 

車速感応ドア□ック . 80 

ドアごとに辭錠/施錠ずる . 81 

ドアの開閉 . 79 

ドア□ックスイッチ . 82 

トランク . 83 

□ケイターライティング . 77 

オプションコードプレート . 371 



外観 . 20 


夕'!■気温度表示 . 158 

カップホルダー . 244 

センターコンソールのカップホルダー 

. 245 

U アアームレストのカップホレダー- 245 

可倒式バックレスト . 92 

フロントシ ー トのバックレストを倒ず 

. 93 

フ□ントシ ー トのバックレストを戻ず 


. 93 

可変スピードリミッター . 194 

可変スピード US ッターの使いかた-19己 

環境保護について . 13 

寒;を時の取り扱い . 277 

ウィンタータイヤ . 279 

スノーチェーン . 280 

キー . 70 

キーレスコ f —. 73 

U モコン機能 . 71 

キーによるイグニッシヨン位置の選択 • • • 89 

キーの電池交換 . 336 

キーの電池を点検する . 337 

電池交撰の手順 . 337 

キー レス ゴース イッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 88 

記憶させたシート位置の呼び出し . 111 

救急セット . 297 

クルーズコント□—ル . 180 

クルーズコント□ールの使いかた •••• 181 
ク□—ジング サポーター . 83 
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ク□ー ジング サポーターに ついてのミ主意.14 


けん引 . 359 

車を運搬する . 361 

けん引時のを意 . 359 

けん引ずる . 361 

けん引フックの取り付け . 360 

けん引フックを取り外す . 361 

けん引時のミ主意 . 359 

けん引フックの取り付け . 360 

けん引フックを取り外ず . 361 

けん引防止機能 . 54 

警報び作動したときの停止ちま . 54 

けん引防止機能を解除する . 54 

けん弓 I 防止警報機能の設定/解除••••日日 

システムを待機状態にする . 54 

待機状態を解除ずる . 54 

コートフック . 252 

故障/警告メッセージ . 300 

イラスト方ッセージ . 306 

文字方ッセージ . 301 

子供を乗せるとき . 15.40 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 . 44 

純正チャイルドセーフティシート……41 

助手席エアバッグオフ表示灯 ■. 42 

チャイルドセーフティシート . 40 

チャイルドセーフティシート検知 

システム . 41 

チャイルドプルーフ□ック . 45 

テザーアンカー . 44 

ル物入れ . 241 

グ□—ブボックス . 241 

後席アームレストのル物入れ . 243 

後席間のル物入れ . 243 

後席中央のル物入れ . 244 

サングラスケース . 242 

前席アームレストのル物入れ . 242 

フ□ントシート下部のル物入れ . 244 

コンビニエンスオーフニング機能 . 140 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 141 

キーレスゴー操作での作動 . 141 

U モコン操作での作動 . 141 



サンシエード . 240 


サンシエード . 240 

サンバイザー . 247 

バニティ ー S ラー . 247 

シート . 90 

巧倒式バックレスト . 92 

シートヒーター . 101 

シートベンチレーター . 100 

助手席コント□ール機能 . 91 

フ□ントシートの調整 . 90 

マルチコント□ールシートバック . 94 

リアシート . 99 

シートイ立置の記憶 . 111 

シートヒーター . 101 

シートベルト . 30、115 

シートベルトの着用 . 115 

シートベルトを着用する . 117 

正しい運転姿勢 . 118 

シートベルトの着用 . 115 

シートベルトを着用ずる . 117 

シート ベンチ レーター . 100 

事故-故障のとさ . 296 

室内装備 . 247 

12 V 電源ソケット . 251 

アシストグリップ . 252 

コートフック . 252 

サンバイヴー . 247 

電動ブラインド . 247 

灰皿 . 249 

ライター . 250 

自動チルトアップ機能 . 239 

自動防に機能 . 110 

シフトポジション表示 . 151 

車がランプ残照時間の設定 . 122 

車載工具 . 298 

応急用スペアタイヤび車載されている 

車種 . 298 

タイヤフィットび車載されている車種 
. 299 

車載品の収納場巧 . 296 

救急セット . 297 
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事故.故障のとき . 296 

車載工具 . 298 

停止表示板 . 297 

非常信号用具 . 296 

輪止め . 299 

車速感応ドア□ック . 80 

車速感応ドア□ックを設定する . 80 

車台番号 . 371 

車両に保巧されるデータ . 18 

故障データ . 18 

データび保巧されるその他の装備……18 

車両の施錠 . 335 

純正部品/純正アクセサリー . 370 

乗員安を装備 . 30 

PRE-SAFE . 39 

SRS (乗員保護補助装置） . 32 

エアバッグの効果について . 30 

デ供を乗せるとさ . 40 

シートベルト . 30 

棄員保護装置 . 30 

乗員保護装置 . 30 

助手席側ドア S ラーのパーキングヘルプ 

機能 . 112 

後退時の助手席側ドア S ラー角度を 

記憶させる . 113 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能の設定 . 113 

助手席側ドア S ラーを記憶させていた 
角度にずる . 112 

助手席コント□—ル機能 . 91 

ステアリング . 102 

イージーエント U —. 103 

ステアリングの調整 . 103 

ステア U ングの調藝 . 103 

上下位置を調整ずる . 103 

前後位置を調整ずる . 103 

スノーチェーン . 280 

スピードメーター . 157 

スライディン グルー フ . 236 

サンシェード . 240 

自動チルトアップ機能 . 239 

スライディングルーフの U セツト•• - 240 


スライデイングルーフを開閉する••••237 


閉じているスライディングルーフび 

途中で停止したとき . 239 

挟み込み防止機能 . 238 

スライディングルーフのリセット . 240 

スライディングルーフを開閉ずる . 237 

スライディングルーフを 

チルトアップ/チルトダウンする- 238 

積載荷物の制限重量 . 376 

セレクターレバー . 149 

前席上方の操作部 . 27 

センターコンソール . 26 

走行ま全装備 . 46 

ABS . 46 

BAS . 48 

EBV . 52 

ESP . 48 

アダプティブプレーキ . 52 

アダプティブプレーキランプ . 48 

走行時のま意 . 281 

雨降りや濃霧時の運転 . 28己 

エンジン . 281 

走行ずるとを . 282 

走行中に異常を感じたら . 283 

駐停車するとき . 28斗 

ブレーキ . 281 

走行ずるとき . 282 

走す5ずる前に . 14 

走行装備 . 179 

ABC . 199 

可変スピードリミッター . 194 

クルーズコント□—ル . 180 

ディスト□ニック . 184 

ナイトビューアシスト . 214 

パーキングアシスト U アビューカメラ 

. 20己 

パークト□ニック . 201 

ホールド機能 . 197 

走行中に異常を感じた5 . 283 

走行と停車 . 142 

エンジンの始動 . 142 

エンジンを停止ずるとき . 148 
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駐車 . 145 

発進 . 144 

走行モード . 153 

タイヤ空気圧警告システム . 275 

タイヤ空気圧警告システムを再起動する 
. 275 

タイヤ空気圧ラベル . 274 

タイヤとホイール . 271、376 

ウィンタータイヤ . 378 

応急巧スペアタイヤ . 378 

走行時のま意 . 273 

タイヤ空気圧警告システム . 275 

タイヤ空気圧ラベル . 274 

タイヤの回転ち向について . 273 

タイヤの点検 . 272 

タイヤ□—テーシヨン . 276 

タイヤを清掃するとき . 273 

標準タイヤ . 377 

タイヤフィットが車載されている車種••346 

タイヤ□— テーシヨ ン . 276 

タコメーター . 157 

正しい運転姿勢 . 118 

駐車 . 145 

パーキングブレーキ . 146 

駐停車ずるとき . 284 

停止表示ホ反 . 297 

停止表示板の組み立て . 297 

ディスト□ニック . 184 

車間距離の警告 . 191 

車間距離の設定 . 190 

車間ディスプレイ . 185 

ディスト□ニックの使いかた . 186 

ディスト□ニックを使用して 

走行ずるとをのを意 . 192 

ティップシフト . 151 

電球の交換 . 338 

電動ブラインド . 247 

COMAND システムでの操作 . 248 


フアンクシヨンスイッチでの操作 • • • • 248 


ドアごとに解錠/施錠ずる . 81 

ドアの開閉 . 79 

ドアの操作部 . 28 

ドアミラー . 107 

施錠時のドアミラー格納 . 108 

ドアミラーの角度調整 . 107 

ドアミラーの格納/展開 . 108 

ド^^ □ 、りクフッ ••••••••••••••••••• 82 

盗難防止警報システム . 52 

警報び作動したとをの停止ちま . 53 

システムの待機状態を解除ずる . 53 

システムを待機状態にずる . 53 

盗難防止システム . 52 

けん引防止機能 . 54 

閉じているスライディングルーフが 
途中で停止したとき . 239 

トラブルの原因と对応 . 320 

ウインドウ . 330 

エンジン . 327 

オートマチックトランスミッション- 328 

キー . 331 

車を使用しないとを . 333 

事故のとを . 326 

スイッチやボタンの表示灯/警告好- 320 

ナイトビューアシスト . 333 

燃料と燃料タンク . 326 

パークト□ニック . 329 

へッドランプ . 329 

ミラー . 331 

方ーターパネルの表示阿/警告む•■■321 
ワイパー . 330 

トランク . 83 

車外か日のトランクの開閉 . 84 

車内む、5のトランクの開閉 . 85 

トランクの独立施錠 . 86 

トランクリッドの開口角度制限 . 86 

トランク巧の収納 . 245 

トランクフック . 246 

トランクフ□アボード . 245 

ラゲッジトレイ . 246 

トランクの解錠 . 336 

トランクを開いたときの高さ . 376 
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ナイトビューアシスト . 214 

ナイトビューアシストカ方ラの位置- 216 

ナイトビューアシストの映像 . 217 

ナイトビューアシストの作動 . 216 

フ□ントウインドウの曇りやミちれ•• - 217 

慣5し運転 . 254 

日常の手入れ . 288 

外装 . 288 

高圧式スプレーガンの使用 . 290 

自動洗車機の使用 . 290 

センサーの手入れ . 292 

ノ ーキングアシストリアビュー 

カメラの清掃 . 292 

マットペイント塗装車の取り扱い •• 291 

マフラーの手入れ . 293 

ランプ類の手入れ . 291 

車内 . 293 

ナイトビューアシストプラスの 

映像が不鮮明なとさ . 29斗 

荷物の積み方/ル物入れ . 241 

カップホルダー . 244 

ル物入れ . 241 

トランク内の収納 . 245 

ニューカー プ レート . 371 

燃料 . 372 

燃料消費について . 373 

燃料タンク容量 . 372 

燃料計 . 158 

燃料残量警告打 . 158 

燃料の給油 . 255 


A 


パーキングアシストリアビューカメラ • ’205 

COMAND ディスプレイの映像 . 207 

カメラの位置 . 207 

後退駐車モード . 208 

縦列駐車モード . 210 

パーキングアシスト U アビューカメラの 

音声ガイド設定 . 213 

パーキングアシスト U アビューカ六ラの 
起動設定 . 213 


パークト□ニック . 201 

インジケーター/作動表示好 . 202 

センサーの感知範囲 . 20斗 

パークト□ニックオフスイッチ . 20己 

パークト□ニックセンサー . 201 

パークト□ニックの作動 . 203 

パークト□ニックの作動条件 . 203 

灰皿 . 249 

挟み込み防止機能 . 238 

発進 . 144 

ヒルスタートアシスト . 14己 

バッテ U —. 354、375 

VRLA バッテ U —. 356 

インジケーター付をバッテ U — . 356 

車載バッテ U - の電圧/容量 . 375 

バッテ U - 取り扱いの一般的なミ主意- 354 

バッテリーの位置 . 355 

バッテ U — があげったとき . 356 

始動の方法 . 357 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意…•354 

バッテ U — の位置 . 355 

パヮーウインドウ . 137 

コンビニエンスオープニング機能 • -■•140 
コンビニエンスク□—ジング機能 •••• 141 

パワーウインドウの開閉 . 137 

パワーウインドウの開閉 . 137 

挟み込み防止機能 . 139 

パンクしたとき . 340 

応急用スペアタイヤび車載されている 

車種 . 341 

応急用スペアタイヤの取0付け••- 34己 

ジャッキアップ . 341 

ジャッキダウン . 345 

タイヤ交撰の準備 . 341 

ホイールボルト . 34斗 


タイヤの修理およびタイヤ交換の準備 

. 340 

タイヤフィットび車載されている車種 
. 346 


タイヤフィットの準備 . 347 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージー体型） . 351 
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タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージ別体型） . 348 

ビークルプレート . 371 

エンジン番号 . 371 

オプションコードプレート . 371 

車台番号 . 371 

ニューカープレート . 371 

ビークルプレートの位置 . 371 

非常時の解錠/施錠 . 334 

運転席ドアの解錠 . 334 

エマージェンシーキー . 334 

車雨の施錠 . 335 

トランクの解錠 . 336 

非常信号用具 . 296 

非常点滅灯 . 125 


方向指示 . 124 

ホールド機能 . 197 

ホールド機能を解除する . 198 

ホールド機能を作動させる . 198 

ボンネット . 257 

ボンネットを垂直に開く . 259 

ボンネットを閉じる . 258 

ボンネットを開く . 257 



マニュアルギアシフト . 154 

ギアシフト操作 . 155 

シフトアップ表示 

(CL 63 AMG / CL 65 AMG ) ……156 
マニュアルギアシフトの選択 . 155 


ヒューズ . 362 

ヒューズー覧 . 364 

ヒューズの位置 . 362 

ヒューズを交換ずる . 364 

ヒューズー覧 . 364 

ヒューズの位置 . 362 


後席アームレスト奧のヒューズボックス 

. 364 

ダッシュボード横のヒユーズボックス 


. 362 

ヒューズボックス 

(エンジンルーム内運転席側） . 363 

ヒューズボックス 

(エンジンルーム内助手席側） . 363 

ヒューズを交換ずる . 364 

表示丹/警告灯 . 24 

標準タイヤ . 377 

ブレーキ . 281 

ブレーキ液 . 269、375 

ブレーキ液の交換 . 269 

ブレーキ液量の点検 . 269 

フ□ントシートの調整 . 90 

へッドレストの角度調整 . 91 

へツ ドランプウオツシヤー . 125 


へッドランプ下向き/上向走の切り替え 
. 121 


マルチ コン ト□— ルシー トバック . 94 

シートクッシヨンのサイドサポー!-95 

調整する項目を還おする . 95 

調整するシートを選択する . 95 

ドライビングダイナミックシート……97 

バックレストのヴイドサポート . 96 

バックレストのシヨルダー部のヴポート 

. 97 

マッサージ機能 . 98 

ランバーサポート . 96 

マルチフアンクシヨンステア U ング •••• 159 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 

. 25.159 

AMG メニュー . 168 

ギア-油温-電圧表示画面 . 168 

ギア.レースタイマー画面 . 169 

全ラップの計測結果を確認ずる • • • • 171 
ラップごとの計測結果を確認する • • 172 

アシスト分ニュー . 174 

ESP 設定画面 . 175 

車間距離警告音設定画面 . 175 

車間ディスプレイ . 174 

ノ —キングアシスト U アビュー 

力^ラの音声ガイド設定画面 • •••175 
ノ —キングアシスト U アビュー 

カメラの起動設定画面 . 175 

オーディオ方ニュー . 166 

DVD ビデオのシーンを選択する••-167 
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音楽を選曲する . 

ラジオ局を選局する . 

言交お •> ニュー . 

インテ IJ ジェントライトシステム 

設定画面 . 

へッドランプ点なモード設定画面 • • 

ディスプレイ表示 . 

電話メニュー . 

待機状態にする . 

着信した電話を受ける . 

通話を終える（電話を切る） . 

通話を保留する . 

電話帳から電話をかける . 

電話方ニューをオフにずる . 

トリップ分ニュー . 

基本画面 . 

瞬間燃費-走行可能距離表示画面 • • 

シヨートト I 」ップ^ーター画面- 

走巧速度表示画面 . 

□ングト U ップメーター画面 . 

ナビメニュー . 

ナビメニューを表示させる . 

マルチフアンクシヨンステア U ング •• 

六インメニュー . 

各^イン X ニューの表示項目 . 

メンテナンス方ニュー . 

エンジンオイ j レ量点検画面 . 

故障表示画面 . 

タイヤ空気圧警告システム画面 •••• 
メンテナンスインジケーター画面- • 

S3 . . 

自動防眩機能 . 

ドアミラー . 

ルームミラー . 

メーターパネル . 23、 

エンジン警告な . 

エンジン冷却水温度計 . 

外気温度表示 . 

スピード方一夕一 . 

タコ^—夕一 . 

燃料計 . 

燃料残量警告灯 . 

表示好/警告好 . 

メーターパネルの照度を調整する • 
六ーターパネルの点好 . 


メーターパネルの照度を調藝ずる . 157 


メー ターパネルの庶丹 . 157 

メモリー機能 . 111 

記憶させたシート位置の呼び出し •••• 111 

シート位置の記憶 . 111 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 112 

メンテナンス . 286 

メンテナンスインジケーター画面——286 

メンテナンスインジケーター画面 . 286 


メンテナンスインジケーターのリセット 
. 288 



ライター . 250 


ライター . 250 

ランプ . 119 

インテ U ジェントライトシステム••-126 

車外ランプ残照時間の設定 . 122 

非常点滅灯 . 12己 

へッドランプウォッシャー . 12己 

へッドランプ下向を/上向きの切り替え 

. 121 

ち向指示 . 124 

ランプスイッチ . 119 

ルームランプ . 128 

ランプスイッチ . 119 

パーキングランプ . 121 

フォグランプ . 120 

へッドランプ . 119 

リアシート . 99 

U アへッドレスト . 99 

ルームミラー . 106 

ルームミラーの角度調整 . 106 

ルームランプ . 128 

アンビエントランプ . 131 

センターコンソールランプ . 134 

ドア下部のランプ . 13斗 

ドアミラー下部のランプ . 134 

非常時の自動点好 . 129 

フットウェルランプ . 13斗 

フロント読書な . 129 


167 

166 

178 

179 

178 

159 

172 

172 

173 

173 

173 

173 

173 

162 

163 

16己 

163 

16己 

164 

166 

166 

159 

161 

161 

176 

178 

176 

177 

177 

106 

110 

107 

106 

157 

158 

158 

158 

157 

157 

158 

158 

•24 

157 

157 
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フ□ントルームランプの手動点灯/消巧 


. 129 

リアルームランプ . 129 

ルームランプ残照時間の設定 . 130 

ルームランプの点灯モードの選択 • ••-128 

お却水 . 267,374 

オーバーヒートしたとを . 268 

不凍液の濃度 . 374 

冷却水の交換時期 . 268 

;令却水の補給 . 267 

;令却水の量の点検 . 267 

レインセンサー . 136 

□ケイタ—ライティング . 77 

□ケイターライティングの設定 . 78 



ワイパー . 135 

レインセンサー . 136 

ワイパーを作動させる . 135 


ワイパー . 135 

レインセンサー . 136 

ワイパーを作動させる . 135 

ワイパーブレードの交換 . 339 

ワイパーブレードを取0付ける . 340 

ワイパーブレードを取り外ず . 339 

輪止め . 299 



ABC . 199 

サスペンションの自動制御 . 200 

サスペンションモードの手動選択 • •••200 

車高の自動調整 . 199 

車高の手動調整 . 200 

ABS . 46 

ABS び作動したとき . 47 

ABS 警告好 . 47 



BAS . 48 



COMAND システム . 25.58 

COMAND システムの機能 . 58 

COMAND システムの構成 . 60 


COMAND コン ト□—ラー . 60 

COMAND ディスプレイ . 62 

フアンクシヨンスイッチ . 61 

COMAND ディスプレイの角度/ 

照度調整 . 63 

安全のために . 58 

を種設定 . 64 

COMAND システムのリセット . 67 

COMAND ディスプレイの色調設定 • 6日 
COMAND ディスプレイの 

表示言語設定 . 64 

ユーヴー定義スイッチの登録 . 66 



EBV . 52 

ESP . 48 

ESP の機能の解除 . 50 

ESP 表示灯 . 50 

ETS . 50 



PRE-SAFE 


39 



SRS (乗員保護補助装置） . 32 

SRS 警告好 . 32 

エアバッグ . 34 

シートベルトテンシ ヨナー/ 

ベルトフォース U ミッター . 33 

シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 . 32 



VRLA /0 ツテリー 


356 


数字 


12 V 電源ソケット . 251 

グ□ーブボックス内の 12 V 電源ソケット 

. 251 

トランク内の 12 V 電源ソケット……251 



































































はじめに 13 


環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費が抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 

平環境 

Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導入 
しています。 



ち八ンドル車 

セレクターレパーの位置 

オートマチックトランスクッションの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にありまず。 

セレクターレ/ (—の操作ち法 

方向指おやワイパーの操作をずる際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないようにま意してください。事故 
を起こずおそれびありまず。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレ バーび ある車両と比べると、セ 
レクターレノ（一の操作方法び大さ <異 
なりまず。詳しくは （ C >149 ぺージ） 
をご覧ください。 
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ク □ー ジング サポーターに ついての 
ま意 

ドアとトランクにはク□ージングサ 
ポーターび 装備されていまず。 

ドアやトランクを□ックびひみ合5位置 
まで閉じると、ク□ージングサポーター 
び作動してドアやトランクを自動で閉じ 
ます。ドアやトランクを閉じるとさは身 
体を挟まないよう I こま意してくださし、。 

詳しくは （^83 ページ）をご覧くだ 
さい。 


走行■ず々目りに 


点検と壁備 

曰苗点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることび法律で義 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• オーバーヒートの予防策として、い 
つをより頻繁 I こを却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろの状態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行ずると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての柔員び 
シートベルトを着用してください。 

運転席足元にミ主意 

• 運転席の足元には、物を置かなし)で 
ください。ペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれび 
ありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死!!!ずるお 
それびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 
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ウオーハングアップ（暖機運転） 

エンジンが冷えているとさでち、停車 

したままでの暖機運転は必要ありませ 

ん。エンジンの始動後は、急加速を避 

けて車をウオーミングアップしてくだ 

さい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
<ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物が放0出され、 
乗員がけがをずるおそれがあ0まず。 

• 後席へッドレストの後方に荷物を置 
かないで<ださい。急 ブレーキ 時な 
どに荷物が放り出され、乗員がけが 
をするおそれがあ0まず。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に必 
ず カバーを して < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストよりも 
高<積み上げないで<ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レー吿などを積まないでください。 

万一のとさに引火や爆発のおそれが 

ありまず。 


子供を乗せるとを 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
が正しし M な置になっていることを大 
人が確認して<ださい。正し<シー 
トベルトが着用でさないルさな子供 
は、チヤイルドセーフテイシートを 
使用してください。 


• 乳児やモおを抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで< ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歲未満のモ供にはチャイルドセー 

フテイシート040ページ）を使用 

することが法律で義務付けられてい 

まず。 

モ供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モおが運転装置を触れ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、必 
ず後席に装着して<ださい。やむを 
得ず助手席に装着ずるとさは、車の 
進行ち向に向けてチャイルドセーフ 
テイシートを装着し、助手席シート 
をちっとち後ろおよび高い位置にし 
て、ヘッドレストの高さをもっとも 
高い位置にして < ださい。 

• モ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートをちっとち後ろおよび高 
い位置にしてへッドレストの高さを 
ちっとち高い位置にし、正し<座ら 
せて<ださい。エアバッグの作動時 
に大さな衝撃を受けるおそれがあり 
まず。 
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子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人び開閉 
してください。子巧び操作ずると、 
身体を挟んだり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

•チャイルド プルー フ□ック045 
ページ）を活用してください。 

ドアウインドウやスライディングルー 
フの開□部か5身体を出さない 

モイ其びドアウインドウやスライディン 
グルーフの開□部から身体を出さない 
ようにま意してください。けびをずる 
おそれびあ0まず。 

車か5離れるとを 

モイ其だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こずおそれびありまず。 


才ートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。 

才ートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかって 
し、るとを、シフトポジションび ra 、 
■ a 外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動を 
出します。これをク1」ープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 


エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキを踏み込んだとさに、ぺダ 
ルび一定のところで停止ずることや 
ぺダ J レの踏みしろの量を確認して< 
ださい。 

エンジンの始動 

シフトポジシヨンび ra になってし、 

ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 

確実に踏んでエンジンを始動しまず。 

アクセルペダルを踏む必要はありま 

せん。 

発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• シフトポジシヨンを〇、 D に 
ずるとをは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んでください。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• CL 63 AMG、CL 65 AMG では、ェ 
ンジンを却水び約 20° C 1； ■(下のとさ 
などエンジンび暖まっていない場合 
は、エンジン保護のためエンジン回 
転数び制限されまず。 

エンジンび暖まるまでは、急加速を 
避けてください。 
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走巧中 

• 走行中はシフトポジションを HI 
にしないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった<効かないため事故 
につなびったり、トランス S ツショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ツプして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なりまず。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
ションび走行位置になると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 急な上りあなどではアクセルペダル 
の踏み加減によって停止状態を保た 
ないで<ださい。トランス S ツショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
ションをにしないで<ださい。 
トランスミツションを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジションを ra にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 


• 後退したあとは、ずぐにシフトポジ 
シヨンを13か〇に戻ずように 
むびけてください。 ra になって 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


こんなことにち注意 

運転ずるときの注意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださい。 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂した0爆 
発するおそれびあ0まず。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働を 
をして、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 
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ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発火したり爆 
発するおそれがありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないで< 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、火災が発 
生するおそれがありまず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

定期交換部品などは純正品だけを使 
用して、燃料や油脂類などは指定品 
を使用してください。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないで<ださい。故障の原因に 
な0まず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがずとさは 、刃し 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださし、。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、ま意力が 
散漫になり事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して < だ 
さい。 


COMAND システムの操作 

C 0 MAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して < ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 


車両に保巧されるデータ 


故障データ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能がありまず。 

保存されたデータは、安全装備などが作 
動するとさ、または故障や異常の原因の 
特定、車両開発などに使用されます。 

データを使用して、車両の過去の移動 
経路を調べることはでさません。 

ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データび保巧されるその他の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることがでさまず。詳し< 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」を参照して<ださい。 
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が観 



名称、 

ぺージ 

① 

トランク 

83 


応急用スペアタイヤ 

378 


車載工具 

298 

⑤ 

へッドランプ 

テールランプ 

119 

⑤ 

U アデフォッガー 

230 

④ 

燃料給油口 

255 

⑤ 

ドァ S ラー 

107 

® 

スライデイングルー フ 

236 

③ 

ナイトビユーアシストカ 
巧 

214 

④ 

ワイ パー 

135 


名祿 

ぺージ 

感 ボンネット 

257 

エンジンオイル 

262 


373 

ブレーキ液 

269 


375 

ウォッシャー液 

270 


375 

冷却水 

267 


374 

バッテ U - 

35斗 


377 

® ヘッドランプウォッ 

125 

シャー 


⑩けん引フック 

360 

@タイヤとホイール 

271 


376 


夕懼 



をが6荒如 










インストルメントパネル 


21 


インストルメントパネル 

1 1 


左八ンドル車 



が 

化 

如 




を称、 

ぺージ 

⑦ 

サスペンシヨンモード 
選択スイッチ 

200 

④ 

パークト□こックオフ 
スイッチ 

205 

@ 

前席上方の操作部 

27 

⑩ 

エアコンデイシヨナー 
コント□ールパネル 

219 

⑩ 

エンジンスイッチ 

89 


キーレス3—スイッチ 

88 

@ 

ステア U ング調整レバー 

103 

@ 

パーキングブレーキス 
イッチ 

146 

@ 

ナイトビユーアシスト 
スイッチ 

216 



を称 

ぺージ 

① 

ランプスイッチ 

119 

⑤ 

コンビネーションレバー 
•へッドランプ 

121 

■ 方向指お 

124 


-ワイ パー 

135 

⑤ 

操作レバー 

• クル~ズコント□ール 

180 


•巧変スピードリミッ 

194 


夕一 

•デイスト□こック * 

184 

④ 

一夕ーパネル 

1已7 

⑤ 

セレクターレノく一 

143 



149 


車高調整スイッチ 

200 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 












22 


インストルメントパネル 


名称 

ぺージ 

①エアコンデイショナー 

219 

コン 卜□ールパネル 


⑤前席上方の操作部 

27 

⑤車高調整スイッチ 

200 

④サスペンションモード 

200 

選択スイッチ 


⑤パークト□ニックオフ 

205 

スイッチ 


® コンビネーションレ パー 


• へッドランプ 

121 

• 方向指お 

12斗 

• ワイパー 

135 

③操作レバー 


• クルーズコント□ール 

180 

•巧変スピード U ミッ 

194 

夕一 


- デイスト□ニック* 

18斗 



名妳 

ぺージ 

④ 

ーターパネル 

157 

③ 

セレクターレバー 

143 

149 

颇 

ランプスイッチ 

119 

® 

ナイトビューアシスト 
スイッチ 

216 

@ 

パーキングブレーキス 
イッチ 

146 

@ 

エンジンスイッチ 

キーレス3’ースイッチ 

89 

88 

@ 

ステア U ング調整レバー 

103 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


ち八ンドル車 
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名称 

ぺージ 

© タコメーター 

1已7 

⑦走行モード表示 

1已3 

④マルチフアンクシヨン 

1已9 

ディスプレイ 


@ホールド機能表示灯 

197 

⑩外気温度表お 

1已8 



名称 

ぺージ 

① 

エンジンを却水温度計 

1 已 8 

⑤ 

燃料計 

1 已 8 

⑤ 

パーク ト □ニック インジ 
ケーター/作動表示灯 

202 

④ 

ス ピー ド メーター 

157 

⑤ 

シフトポジション表示 

1 已 1 


ギアレンジ表示 

1 已 2 


ギア表示 

1 已 5 


メータ-パネル 


を we 荒如 
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メーター パネル 



名称 

ぺージ 

④ 

ESP オフ表示灯 

50 


方向指示表示灯 

124 

颇 

表示灯（機能なし） 


® 

エンジン警告灯 

158 

@ 

ABS 警告灯 

47 

@ 

SRS 警告灯 

32 

@ 

八イ ビーム 表示灯 

121 

® 

燃料残量警告灯 

158 



名称 

ぺージ 

① 

方向指示表示灯 

124 

⑤ 

パーキングブレーキ表 
示灯 

146 

⑤ 

パーキングブレーキ警 
告灯 

323 

④ 

シートベルト警告灯 

31 

⑤ 

ESP 表示灯 

50 

© 

車間距離警告口 

191 

③ 

ブレーキ警告灯 

321 

323 


表示：口 /警告 I 灯 



を WS 荒贿 


《表示む⑩は点巧ずることびありまずび機能はありません。 













を妳 

ぺージ 

⑤ 

眶,音声認識スイッチ 

160 

© 

COMAND ディスプレイ 
角度調整スイッチ 

63 


メーターパネル照度調 
整ノブ 

63 

⑦ 

COMAND ディスプレイ 

62 

④ 

DVD チェンジヤー 

PCMCIA スロット 

別冊 

感 

COMAND コント □— 
ラー 

60 



名称 

ぺージ 

① 

1 J 夕ーンスイッチ 
/音青認識解除ス 
イッチ 

160 

⑤ 

スク□ールスイッチ 

D 上にスク□ールずる 
n 下にスク□ールずる 
D ちにスク□ールずる 
D 左にスク□ールずる 
GH 確定ずる 

160 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

1已9 

④ 

電話/音量スイッチ 
^電話を受信する 
@電話を切断する 
—音量を上げる 

B 音量を下げる 

E 1 消音ずる 

160 






25 


ンディスプレイ/ COMAND システム 


7ルチフ: 


をが6荒如 

















26 センターコンソール 



を 

が 

e 

Da 

化 

如 



センターコンソール 


左八ンドル車 



名妳 

ぺージ 

① 

オーディオスイッチ 

61 

⑤ 

U ターンスイッチ 

61 

⑤ 

非常点滅灯スイッチ 

125 

④ 

マルチコント□ールシー 
トバックスイッチ 

61 

⑤ 

電話/情報、ナビゲー 
シヨンスイッチ 

61 

© 

COMAND システム 
ON / OFF スイッチ 

61 

⑦ 

音量調整ダイヤル 

62 



名妳 

ぺージ 

④ 

ユーヴー定義スイッチ 

62 

(D 

テレフオンキーパッド 

別冊 

⑩ 

COMAND コント □— 
ラー 

60 

® 

電動ブラインドスイッチ 

61 

@ 

へッドレスト格納ス 
イッチ 

99 

@ 

走行モード選択スイッチ 

153 
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前席上方の操作部 


を 

が 

姐 

如 



を称、 

ぺージ 

の 

フ□ント読書灯（左側） 
スイッチ 

128 

⑤ 

リアルームランプス 
イッチ 

129 

⑤ 

フ□ントルームランプ 
スイッチ 

128 

④ 

スライデイングルーフ 
スイッチ 

237 



を称、 

ぺージ 

⑤ 

点の'モード選択スイッチ 

128 

(D 

フ□ント読書灯（ち側） 
スイッチ 

128 

③ 

サングラスケース 

242 

④ 

ルーム S ラー 

106 
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ドアの操作部 


ドアの操作部 


を 

が 

tm 

炮 



左八ンドル車 



名祿 

ぺージ 

① 

ドアレ バー 

79 

⑤ 

ドア □ックスイッチ 

82 

⑤ 

シート調整スイッチ 

90 

④ 

助手席コント□ールス 
ィッチ 

91 


ポジションスイッチ 

111 


;<モリースイッチ 

111 

⑤ 

シートベンチレーター 
スイッチ 

100 


シートヒータースイッチ 

101 



名称、 

ぺージ 

(D 

ドアミラー調整スイッチ 

107 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

107 


ドアミラー選択スイッチ 

107 

③ 

ドアウインドウスイッチ 

138 


リアサイドウインドウス 
イッチ 

138 

④ 

セーフテイスイッチ 

45 


トランクスイッチ 

85 
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乗員を全装備 . 30 

走巧を全装備 . 46 

盗難防止システム . 52 


磐涨がが 
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乗員ま全装備 



事故が発生したとさの衝撃により、車 
は急激に加速または減速ずるおそれが 
ありまず。 

そのとさ、乗員は車内に身体を激し< 
ぶつけたり、車がに放出されて、けが 
をするおそれがありまず。 

ただし、シートベルトを中むに、シー 
トベルトテンシヨ ナー やべルトフ オー 
スリミッター、エアバッグなどで構成 
される乗員保護装置によって、負傷ず 
る可能性を最ル限にでさ、また、万一 
負傷したとさにち、けがの程度を最ル 
限にとどめることがでさまず。 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置を取0外した0、関連部 
品や配線などを改造しないで<ださ 
し、。また、車の電子制御部品やソフト 
ウェアを改造しないでください。 
誤作動でけがをしたり、事故などのと 
さ、正常に作動しなくなるおそれがあ 
0ます。 


エアバッグの効果について 

• UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。 


〇 シートベルトとエアバッグは、物 
がが部から車内に入り込んだとさの 
衝撃から乗員を保護ずる効果はあり 
ません。 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助ずる装置であり、シートベルト 
の代わりになるものではありません。 
必ず乗員全員がシートベルトを正し 
<着用し、シートのバックレストを 
でさるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 

〇 エアバッグは、あらゆる種類の事 
故で作動ずるわけではありません。 
また、乗員が正し<シートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアパツグによる補助的な保護を必 
要としないことがありまず。 


ソートヘルト 

シートベルトとチヤイルド セーフテイ 
シート04日ページ）は、車内に身体 
を激し<ぶつけたり、車がに放出され 
る危険から乗員を守0まず。 

シートベルトとチヤイルド セーフ テイ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 

Q 妊娠中の方やけがの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートベルト 
を着用して < ださい。 


擊骗がが 
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A けびのおそれびあ0まず 

. 乗車するときは、すべての乗員が正 
しくシートベルトを着用しているこ 
とを確認してください。 

• シートベルトを着用していなかった 
り、シートベルトのプレートが確実 
にバックルに差し込まれていない 
と、事故などのとさに致命的なけが 
をするおそれがあ0まず。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激し < ぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをするおそれがあります。 

• シートベルトやバックルがミちれて 
いたり損傷していると、シートべ 
ルトの保護機能が正し<発揮され 
ません。 

• シートベルトを正し<機能させ、損 
傷を防ぐたがにし: TF の点にミ主意して 
<ださい。 

◊ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの火など、熱いものをお 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 
• 衝突後やシー h ベルトが大さな衝 
撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品政外のシートベルトは使用 
しないで < ださい。 


シートベルト警告:0 

イグこッション位置を2にすると点丹 
し、数秒後に消口しまず。 

点灯しないとさは警告口の異常でず 
ので、すみやかに^ルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

運転席または助手席の乗員がシートべ 
ルトを着用していないとさは点灯した 
ままになりまず。 

エンジンがかかっているときに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告灯が点灯しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用し 
なし''でイグこッション位置を2にずる 
かエンジンを始動すると、警告音が数秒 
間鳴り、シートベルトの着用を促しまず。 

走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / h 政上になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルから外したときは、 
シートベルト警告灯が点滅して、断続的 
な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したときは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 krn/h 
1；( 上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重し、荷物などを積んでいる 
と、エンジンがかかっているとさに 
シートベルト警告が行なわれること 
がありまず。 


攫骗がが 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告灯 

• シートベルトテンシ ヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• ェアバッグ 

SRS 警告！0 

イグこッシヨン位置を1にずると点灯 
し、数秒後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点灯 
し、エンジン始動後に消口しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A けびのおそれびありまず 

し U 下のよラなときは、 SRS に異常 
が発生していまず。衝撃を受けてわ 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動するおそれがありまず。ずみや 
かに^ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯が点なしない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位置 
を2にしたときはエンジン始動後 
に SRS 警告灯が消灯しないとさ 
• エンジンがかかっているとさなどに 
SRS 警告灯が点灯したとき 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシ ヨナー とエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに前方から一定 iU 上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動ずるわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強さや方向などに基づいて作動 
します。 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、下の要素によってみま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


磐骗がが 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース iJS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の础果を局める装置です。 

シー トベルトテンシヨナ ーは イグニッ 
シヨン位置が2で、 iU 下のとさに作動 
します。 

. SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとき 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前後方向に急激に強い衝撃が加わっ 
たとさ 

• 車両の横ち向に強い衝撃が加わった 
とさ 

• 車両の横転などにより、一定(上の 
衝撃を検知したとさ 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

フ □ン トシートのベルトフ オース リ 
S ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


心 けがのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動時 
にわずかに白煙が発生ずることがあ 
りまずが、火災のむ配はありません。 
ただし、ぜんそくなどの呼颐疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがありますので、安全を確認 
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 

• 作動したシートベルトテンシヨナー 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で新品と交換して < だ 
さし、。 

未作動のシートベルトテン シヨ ナー 
を廃棄するとさは、廃棄専用の処置 
が必要でず。メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼してください。 


〇助手席に柔車していないとさは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
び作動ずることびありまず。 

Q シー トベルトテン シヨナーの 作動 
時に聞こえる爆発音は、ごくまれ 
に聴力に影響をあたえることびあ 
りまず。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置び不適切なとさや、シー 
トベルトび正しく着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇シー トベルトテンシ ヨナー は、 
パックレストに柔員の身体を密着さ 
せるにめのをのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーび作動 
すると、 SRS 警告灯び点灯しまず。 


摆骗がが 
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エアバッグ 


A けびのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく発 

揮するため、の点にミ主意してくだ 

さし、。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後部 
に動かし、エアバッグとの間隔を確 
保してくださし、間隔が狭すざると、 
エアバッグが作動する衝撃でけがを 
するおそれがあ0ます。 

. 乗員全員がシートベルトを正し<着 
用し、バックレストをでさるだけ重 
直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さにな 
るよラに調整してください。 

• 運転中はステア U ングのパッド部を 
持ったり、身体をステアリングや 
ダッシュボードにのせないでくださ 
し、。エアバッグの作動が巧げられる 
おそれや、エアバッグが作動したと 
さにけがをするおそれがあ0ます。 

• ステアリングのパッド部やエアバッ 
グ収納部に、バッジ、ステッカー、 
U モコンなどを貼付したり、市販の 
カップホルダーやアクセサリーなど 
を取0付けないで < ださい。 

• ドアなどの内張0に寄りかからない 
で < ださい。 

• エアバッグ収納部やそのお<に物を 
置かないでください。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に、 
ぺットや荷物を置かないでくださし、。 

• アシストグ U ップやコートフックに 
かたい物や鋭利な物をかけないで< 
ださい。 

• ウインドウやピラーの周囲にアク 
セサリーなどを取り付けないで< 
ださい。 


• シートに市販のシートカバーを使 
用しないでください。サイドバッ 
グの作動が妨げられるおそれがあ 
ります。 

• ルームミラーに市販のワイドミラー 
などを取り付けないで<ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭利 
な物を入れないで < ださい。 

• エアバッグのセンサーがドアの内部 
にあ0まず。 

ドアやドアトリムにオーディオや電 
装品を追加装備したり、修理や飯金 
作業などを行なラと、エアバッグの 
作動に悪影響を与えるおそれがあり 
まず。 

詳し<は^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

• エアバッグを取り外したり、関連部 
品や配線などを改造しないでくださ 
し、。誤作動でけがをしたり、正しく 
作動しな < なります。 


エアバッグの作動 

車が一定上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散-軽減しまず。 

〇エアバッグは高温のガスによりみ 
<らむため、 ず0傷や乂傷、打撲な 
どをずることびありまず。 

〇エアバッグの作動時に聞こえる爆 
発音は、ごくまれに聴力に影響をあ 
たえることびありまず 

〇 エアバッグび作動ずると、 SRS 警 
告灯び点灯しまず。 


磐骗がが 
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運転席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 
の運転席エアバッグ 
@助手席エアバッグ 


心 けびのおそれびあ0まず 

• 関連部品に身体を触れないでくださ 
し、。部品が熱くなっており、火傷を 
ずるおそれがあります。 

• エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありまずが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがありまずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 

• 作動したエアバッグは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換して < ださい。 

未作動のエアバッグを廃棄するとさ 
は、廃棄専用の処置が必要です。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場、または専門業者に依頼して<だ 
さし、。 


エアバッグの種類と収納場巧 


エアバッグ名 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステア1」ング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボード；くネル部 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

U アサイド 
バッグ 

1」アシートの 
左も端部 

ウインドウ 

バッグ 

フ□ントピラー 
と1」アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


前方からの強い衝撃を受けると作動 

し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 

散-軽減しまず。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 

エアバッグの作動に関わらず、下の 

ときに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
LU 上の衝撃を検知したとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

• 車両の横転などにより、前後方向か 
ら一定上の衝撃を検知したとさ 

〇 車の前方からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 
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サイドバッグ 



①フ□ントサイドバッグ 
@ U アサイドバッグ 


横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパツグが作動 
し、胸部への衝撃を分散•軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用し 
ないで<ださい。サイドバッグの作動 
が妨げられるおそれがあります。 


心 けびのおそれびありまず 

エアバッグのセンサーがドアの内部に 
あ0まず。ドアやドアトリムにオー 
ディオや電装品を追加装備した0、修 
理や飯金作業などを行なラと、エア 
バッグの作動に悪影響を与えるおそれ 
がお0ます。 

詳しくは;><ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


サイドバッグは、運転席/助手席エ 
アバッグや シー トベルトテン シヨ ナー 
の作動、シートベルトの着用に関わら 
ず、衝突の最初の段階で、左ちち向か 
ら一定政上の衝撃を検知したとさに作 
動します。 


また、車両の横転な どに より、左ち方 
向から一定政上の衝撃を検知し、サイ 
ドバッグの作動がシートベルトの効 
果の向上になると判断されたとさち、 
サイドパツグは作動ずることがあり 
9 〇 


ウインドウパツグ 



①ウインドウバッグ 


横方向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のウインドウパッグ 
が作動し、頭部への衝撃を分散-軽 
減します。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアパッグの作動、助手席の乗員 
の有無に関わらず、衝突の最初の段 
階で、左ち方向から一定上の衝撃を 
検知したとさに作動しまず。 

また、車両の横転な どに より、ウイン 
ドウバッグの作動がシートベルトの効 
果の向上になると判断されたとさち、 
ウインドウバッグは作動ずることがあ 
りまず。 


磐骗がが 
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運転席/助手席エアバッグび作動ず運転席/助手席エアバッグび作動し 
るとを ないとを 


正面衝突 など 車の前ち左ち 
約30度な巧の方向から強 
し、衝撃を受けたとき 





後ちか!5衝突されたとさ 



サイドバッグ/ウインドウバッグび 
作動ずるとを 


運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとを 

立木や電柱への衝突のとさ 


[ 



トラックの下に潜り込ん 
だとさ 



斜め前方への衝突のとさ 



攫涨がが 
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サイド バッグ/ ウインドウバッグびいずれかのエアバッグび作動ずる場台 
作動しない場合びあるとを びあるとを 


斜めち向から衝撃を受けたとさ 



客室政がの側面に衝撃を受けたとさ 



中央分離帯や縁石などに 



深い巧や溝に落ちたとさ 




が v 【. 


床下に強い衝撃を受けたとさ 



横乾したとさ 


替み' 



磐紙が化 
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PRE - SAFE は、車が危険な状態にある 
ことを感知したとさに、乗員保護機能 
を局める装置です。 

PRE - SAFE は、下のときに作動し 
ます。 

• BAS が作動ずるよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• アンダーステア状態や オーバース 
テア状態など、車の姿勢が危険な 
状態になったとさ 

PRE - SAFE の作動 

PRE-SAFE は、約 30 km / hm 上で走 
行しているとき、下のよラに作動 
します。 

•助手席が、エアバッグの作動に対 
し不適切な位置にある場合は、シー 
卜を適正な位置に自動的に調整し 
ます。 

• フ□ントシートのシートクッショ 
ンおよびパックレストのサイドサ 
ポートの空気圧を高< しまず。 

• 車の横滑りを感知ずると、万一の横 
転時に乗員が車がに放り出されるこ 
とを防ぐため、ドアウインドウとス 
ライディングルーフがかし開いた状 
態まで自動的に閉じまず。 

車が不安定な状態から脱したとさは、 
助手席の位置、ドアウインドウやスラ 
イデイングルーフの開さ具合を再度調 
整して < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

助手席の位置を調整するとさは、乗員 
の身体が挟まれないよラにミ主意してく 
ださい。 

Q 助手席の位置を調整ずるとさは、 
シート下部や後方に物がないことを 
確認して<ださい。シートや物を損 
傷するおそれがありまず。 

〇 車が不安定な状態から脱すると、 
フ□ントシートのシートクッシヨン 
およびバックレストのサイドサポー 
卜の空気圧が元の設定に戻りまず。 


攫骗がが 
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子供を乗せるとさ _ 

シートベルトは身長 150 cm し U 上の乗 
員が使用することを前提にしていまず。 
シートベルトが正しく着用でさない体格 
のモ供などは、適切なチャイルドセーフ 
テイシートを使用してください。 

A けびのおそれびありまず 

チャイルドセーフテイシートを使用し 
ている場合でわ、子供だけを車内に残 
して車から離れないで<ださい。 

• 運転装置に触れてけがをずるおそれ 
があります。 

•誤ってドアを開さ、事故の原因にな 
ります。 

• 炎天下では車内が高温になり、熱中 
症を起こすおそれがありまず。 

• 寒冷時には車内が低温になり、命に 
かかわるおそれがあ0ます。 

重い物やかたい物を積載するときは、 
確実に固定してください。 

荷物が固定されていなかったり適切な 
位置に置かれてし''なし''と、し U 下のよラ 
な場合に子供がけがをずる危険性が増 
加しまず。 

• 急 ブレーキ 
• 急な進路変更 
• 事故 

荷物を積むとさ/固定ずるとさについ 
て、詳し<は（:[>241ページ）をご覧 
ください。 


チヤイルドセーフテイシート 


心 けびのおそれびありまず 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激しくぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

• シートベルトが正しく着用でさない 
体格の子供などは、チャイルドセー 
フテイシートを使用してください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体を 
車内に激しくぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけがをするおそ 
れがおりまず。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシートを 
使用ずることが法律で義務付けられ 
ていまず。 

• 6歳！; Lb のモ供でち、シートベルト 
が正しく着用でさないテ供は、チャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 

• 身長1日 Ocm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• 子供の体格に適合したチャイルド 
セーフテイシートを使用し、子供を 
正しい姿勢で座らせ、身体をシート 
ベルトで確実に固定してください。 

• シートベルトが正しく着用でさない 
体格の子供が、そのままシー h ベル 
卜を着用ずると、首を締め付けたり、 
腹部を強<圧迫した0して致命的な 
けがをするおそれがあ0ます。 


• チャイルドセーフテイシートは、リ 
アシートに装着してください。 


磐骗がが 
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やむを得ず助手席に装着するとを 
は、必ず前向きに装着してください。 
また、助手席シートをもっとも後 
ろおよび高い位置にして、ヘッド 
レストををっとを高い位置にして 
<ださい。 

チャイルドセーフテイシート検知シ 
ステム装備車にセンサー付純正チャ 
イルドセーフテイシートを装着して 
助手席エアバッグの機能が解除され 
ている場含を除さ、助手席には後ろ 
向さに装着ずるタイプのチャイルド 
セーフテイシートを装着しないでく 
ださい。また、タイプにかかわらず、 
助手席にはチャイルドセーフテイ 
シートを後ろ向さに装着しないでく 
ださい。エアバッグが作動する衝撃 
で致命的なけがをするおそれがあり 
ます。 

チャイルドセーフテイシートに関 
ずるミ主意事項を記載したステッ 
カーが、サンバイヴーに貼付され 
ています。 



チヤイルドセーフテイシートが損傷 
しているときは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けたり、損傷 
したちのは子供を保護でさません。 


純正チヤイ ル ド セーフ テイ シート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意していまず。 

純正チヤイルドセーフテイシートに 
は、じ(下のタイプがありまず。詳し< 
は販売店におたずね < ださい。 


還択の目安 


シート名 

体 重 

年齢 

ベビー 

セーフ 

プラス 

約1 0 kg 
じ(下 
または 

1 3 kg LUT 

新生児〜 

9 力 月位 
または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9 〜 1 8 kg 

8力月〜 

4歲位 

キッド 

1日〜 

36 kg 

3歳半〜 

12歳位 


《チャイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


チャイルド セーフ ティ シー ト検知 
システム* 

P 車種や仕様により、チャイルド 
セーフティシート検知システムの 
装備の有無は異なりまず。詳し< 
は、お買い上げの販売店におたず 
ね< ださい。 

助手席シートの座面に検知システムが 
装備されており、センサー付さ純正 
チヤイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行なつ 
てチヤイルドセーフティシートの有無 
を判断し、助手席エアパツグの機能を 
解除するシステムでず。 


擊骗が拟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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助手席エアパックの機能が解除される 

と、助手席エアパッグオフ表示灯が点 

口しまず。 

A けびのおそれびありまず 

後ろ向さに装着ずるタイプのチャイル 
ドセーフテイ シー トを助手席 シー トに 
装着ずるとさは、必ずセンサー付を純 
正チャイルドセーフテイシートのみを 
使用してください。 

センサーが付いていないタイプのチャ 
イルドセーフテイシートを使用する 
と、助手席エアバッグの機能が解除さ 
れないため、エアバッグが作動する衝 
撃で致命的なけがをするおそれがあり 
ます。 

〇助手席のシート座面とセンサー付 
さ純正チャイルドセーフテイシー 
卜の間に物を入れないで<ださい。 
チャイルドセーフティシートを検知 
でさな<なるおそれがありまず。 

〇 センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、助手席エ 
アバッグオフ表示灯が点口してち、 
サイドパッグやウインドウパッグ、 
シートベルトテンシヨナーの機能は 
解除されません。 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、チャイルドセーフテイシート 
検知システムに対応していないタイ 
プがありまず。詳し<は販売店にお 
たずね < ださい。 


助手席エアバッグオフ表示な 



左八ンドル車 

①助手席エアバッグオフ表示灯 


チャイルドセーフテイ シー ト検知シ 
ステム装備車の助手席にセンサー付さ 
純正チャイルドセーフティ シー トを装 
着しているとさは、イグこッシヨン位 
置を1か2にずると、助手席エアバッ 
グオフ表示口のが点灯し、助手席エ 
アパッグの機能が解除されまず。 

点口しないときは、チャイルドセーフ 
ティシート検知システムが故障して 
いまず。助手席でチャイルドセーフ 
ティシートを使用せずに、ずみやかに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

Q センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを助手席に装着してい 
ないときは、イグニッシヨン位置を 
1か2にずると、助手席エアバッ 
グオフ表示灯が点灯し、数秒後に消 
灯しまず。 

点灯しないとさや点灯後に消灯し 
ないとさは、システムの故障でず。 
すみやかにルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


磐骗がが 
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心 けびのおそれびあ0まず 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを装着するとさは、 i ; rF の 
点にミ主意して正しく使用してくださし、 
• チャイルドセーフティシート検知 

システム非装備車の場合 

◊ 純正チャイルドセーフティシー 
卜は後席に装着してください。 

◊やむを得ず助手席に装着すると 
さは、必ず前向きに装着し、助 
手席シートをもっとち)後ろおよ 
び高い位置にして、ヘッドレス 
卜をもっとを高い位置にしてく 
ださい。 

◊後ろ向さに装着するタイプの純正 
チャイルド セーフ ティ シー トは 
助手席に装着しないでください。 
エアバッグが作動する衝撃で致 
命的なけがをするおそれがあり 
まず。 

◊チャイルドセーフティシート検 
知システム非装備車にセンサー 
付さ純正チャイルドセーフティ 
シートを装着したとを、助手席 
エアバッグオフ表示灯が点灯す 
ることがあ0ますが、助手席エ 
アバッグの機能は解除されてい 
ません。純正チャイルドセーフ 
テイシートは後席に装着してく 
ださい。 


チャイルド セーフ ティ シー ト検知 

システム装備車の場合 

◊センサー付き純正チャイルド 
セーフティシートを助手席に装 
着したとさは、必ず助手席エア 
バッグオフ表示灯が点灯するこ 
とを確認してください。 

〇助手席エアバッグオフ表示打が点 
灯しないとさは、助手席エアバッ 
グの機能は解除されていません。 
純正チャイルドセーフティシート 
は後席に装着してくださし、。また、 
ずみやかに^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

◊チャイルドセーフティシート検 
知システムに対応していなし、 
タイプの純正チャイルドセーフ 
ティシートは必ず後席に装着し 
てください。 

やむを得ずチャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着ずる 
ときは、必ず前向きに装着し、 
助手席シートををっとち後ろお 
よび高い位置にして、ヘッドレ 
ストをもっとも高い位置にして 
ださい。 

◊助手席のシートクッションに、 
電源の入ったパソコンや携帯電 
話などの電子機器、または磁気 
カードやにカードなどを置かな 
いでください。チャイルドセー 
フティシート検知システムが誤 
作動して、事故のとさに助手席 
エアバッグが作動しないおそれ 
やセンサー付さ純正チャイルド 
シートを検知でさずに助手席エ 
アバッグび作動するおそれがあ 
0ます。 


醒骗州が 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 



①カバー 
感固定装置 


リアシートに、に 0- FIX 对応チャイル 
ドセーフティシート用の固定装置® 
を装備しています。 

チャイルドセーフティシートを固定装 
置に装着ずる 

►カバーのを上方に開さまず。 

► 固定装置®にチャイルドセーフ 
ティシートを装着しまず。 

A けびのおそれびありまず 

• この固定装置は、体重 22 kgl ； rF の 
子供を乗車させるときに使用して 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートは、 
必ず製品の取扱説明書の指示に従 
し、、左ちの固定装置に装着して< 
ださい。装着ち法を誤ると、事故 
のとさ、十分な効果が得られなかつ 
たり、チャイルドセーフティシー 
卜が外れるおそれがあります。 

• チャイルドセーフティシートや固 
定装置が事故で損傷した0強い衝 
撃を受けた場含は、新品に交換し 
て < ださい。 


テザーアン カー 



のテヴーアンカー 
@カバー 


リアへ ッ ドレストの収納部にテヴーア 
ンカー©を装備していまず。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトを使用して、テヴーアン 
カーに対応した専用チャイルドセーフ 
テイシートを装着できまず。 

チャイルド セーフ テイ シー トの上部を 
固定することにより、事故などのとさ 
にチャイルド セーフ テイ シー トの前方 
への移動を抑えることがでさまず。 

カバー®を取りがして使用して < だ 
さし、。 

A けがのおそれびありまず 

• テヴーベルトは、チャイルドセーフ 
テイシートの位置に対応したテヴー 
アンカーに取り付けてください。 

• テヴーベルトがねじれたり、複数の 
テヴーべルトが交差しないことを確 
認してください。 

• テヴーアンカーに、テヴーベルトが 
確実に固定されていることを確認し 
て < ださい。 


磐骗がが 
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〇 純正チヤイルドセーフテイシート 
には、テヴーベルトを装備していな 
いタイプがありまず。詳しくは販売 
店におたずね < ださい。 

〇 チヤイルド セーフ テイ シー トの取 
り扱いや装着方法については、チヤ 
イルド セーフ テイ シー トに添付さ 
れている取扱説日月書をお読み < だ 
さい。 


チャイルドプルーフ□ック 



左八ンドル車 

©セーフテイスイツチ 
©表示口 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 
と、 U アシート脇のスイッチからリア 
サイドウインドウの開閉操作がでさな 
<なりまず。 

モイ共がリアシートに乗るときなどに使 
用して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

子供び後席に乗車するとさは、チャイ 
J レドプルーフ□ックを設定して < ださ 
し、。子供が U アサイドウインドウを開 
くと、事故やけがの原因になります。 


セーフテイスイッチを設定ずる 

► セーフテイスイッチのを押しまず。 
スイッチの表示灯®が点灯しまず。 

セーフテイスイッチを解除ずる 

► 再度、セ ー つティ スイ ッチの を押 
しまろ。 

スイッチの表示灯®が消灯しまず。 

〇 セーフテイスイッチの設定/解除 
にかわ、わらず、運転席ドアのスイッ 
チによるリアサイドウインドウの 
開閉はでさまず。 


醒账がが 





46 


走行ま全装備 


走巧を全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP (エレクト□ニック.スタビ1」 
ティ.プ□グラム） 

• EBV (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワ ー. ディスト U ビューシヨン） 

• アダプ ティブブレーキ 
〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンター タイヤや スノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィン 
ター タイヤや スノーチェーンを 装着 
することで、走行安全装備の効果び 
発揮ごれます。 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備が適切に作動してわ、車 
両操縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界があ0ます。常に道 
路や天候の状況に注意し、十分な車間 
距離を保って運転してくださし、。 

また、タイヤのグリップが失われた状 
況では、走行安全装備は効果を発揮し 
まはん。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのフレーキ時など、車び不 
ま定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよ5になりまず。 

滑りやずい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでを ABS は作 
動します。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ操作をずるときは、ブレーキ 
ぺダ j レをしっかりと踏み込んでくださ 
し、。ポンピングブレーキを行なラと制 
動距離が長<なるおそれがあります。 


A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防ぐ 
ちのではありません。 

ABS が適切に作動してを、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界が 
あります。常に道路や天候の状況に 
ま意し、十分な車間距離を保って運 
転してください。 

また、タイヤのグリップが失われた 
状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


磐骗がが 
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.ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
お0ます。 

Pabs は制動お離を短くずる装置で 
はありません。 LU 下のよ5な路面び 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることびありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 

P マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに ABS に関する故障/警告 
メッセージび表示されたとさは 
0307、309ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

OaBS に異常びあると、 ESP に関ず 
る故障/警告メッセージび表おさ 
れることびありまず。ずみやかにメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 バッテ U —電圧びほ下ずると ABS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると、機能を元に戻りまず。 


ABS び作動したとを 


ABS び作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体び振動ずるこ 
とびありまずび、異常ではありませ 
ん。そのままペダルを踏み続けてく 
ださい。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいまで踏み込んで 
<ださい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びわずかに振動した0モーターの音 
び聞こえることびありまずび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異苗ではありません。 

■〔@)1 ABS 警告。 

イグニッシヨン位置を2にしたとき、 
またはキーレス3—でのエンジン始動 
操作直後に点灯し（点灯しないとをは 
警告灯び故障していまず）、エンジン 
始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンびかかっているとさに点灯した 
ときは、 ABS に異常びありまず。 

ブレーキは 通常通り作動しまずび、 
ABS 、 ESP 、 目 AS 、 ETS 、 PRE-SAFE 
などは作動しません。 

いつをより慎重に運転し、ずみやかに 
メルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 


醒骗がが 
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BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補助 
する装置で、無謀な運転からの事 
故を防ぐものではありません 。 BAS 
が作動してち制動距離の短縮には限 
巧がありまず。また、タイヤのグリッ 
プが失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

• BAS に異常があるときち)ブレーキ 
は通常通り作動しますが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なるお 
それがお0ます。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

Q マルチフアンクションデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたとさは BAS は 
作動しません。詳しくは0307〜 
309ページ）をご覧ください。 


OBAS に異常があると、 A 巨 S も正し 
<作動しな<なることがありまず。 

Obas に異常があるときは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告ッセー 
ジが表示されまずが、ブレーキは通 
常通0作動しまず。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


アダプティブブレーキランプ 

約已 Okm / hLU 上からの急ブレーキ時 
に BAS が作動ずると、ブレーキラン 
プが点滅し、後方の車両に注意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点口に変わりまず。 

また、約 70 km / h _ UU 上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車ずると非常点滅灯が自動的 
I し点滅しまず。 

自動的に点滅した非常点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度が約 lOkm / hiU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP 

ESP (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空 
転時や横滑り時など、車が不安定な 
状況になったとさに、車両操縦性や 
走行安定性を確保しよラとずるシス 
テムです。 


磐骗がが 
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心 事故のおそれびありまず 

ESP は車両操縦性や走行安定性を高め 
るシステムで、無謀な運転からの事故 
を防ぐち)のではありません。 ESP が作 
動してを、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では効果 
を発揮しません。 


A 事故のおそれびありまず 

ESP 作動時の安全確保や危険回避につ 
いては運転者に全責任があ0ます。 

P マルチファンクシヨンディスプレ 
イに ESP に関する故障/警告><ッ 
セージが表示されたときは （0307 
〜309ページ）をご覧ください。 

P 指定されたサイズ Li (がのタイヤを 
装着すると、 ESP が正しく機能し 
ないことがありまず。 

P 車輪を上げてけん引されるとさ 
は、イグニッシヨン位置を2にし 
ないでください。 ESP が作動し、 
接地している車輪にブレーキがかか 
りまず。また、ブレーキシステムを 
損傷するおそれがあります。 

Q ESP が故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに警告 
ッセージが表示され、エンジン 
の出力が低下ずることがあ0まず。 
走行が困難なとさは、ずみやかに 
安全な場所に停車し、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 


〇 ABS に異常が発生したときは、 
ESP の機能ち解除されまず。 

〇 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP が 
作動することがありまず（走行中に 
ESP 表示口が点滅したままになり 
まず）。 

〇 ABS 警告口が点灯しているとさ 
は、 ESP ち作動しません。ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

〇 エンジンがかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアブ 
□ーチを走行しているときなどに、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ESP に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたり、 ESP 表示 
灯や ABS 警告灯が点灯ずることが 
ありまず。 

このよラなとさは、安全な場所に停 
車してからイグニッシヨン位置を0 
にして、エンジンを再始動して<だ 
さい。しばら<走行ずると、故障/ 
警告^ッセージや表示灯.警告灯は 
消灯しまず。 


醒骗がが 
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走行ま全装備 


S ESP 表示灯 


イグこツシヨン位置を2にしたとさ、 
またはキーレスゴーでのエンジン始動 
操作直後に点灯し（点口しないとさは 
表示口が故障していまず）、エンジン 
始動後に消口しまず。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP が作動していまず。 

ESP の機能を解除（>51ページ）し 
ているとさや、 ESP が故障していると 
さは、点灯したままになりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP 表示灯が点滅したとさは、タイヤ 
が空転しているか、車が横滑りしてい 
ます。アクセルペダルを踏む力をかし 
ゆるめて < ださい。 

また、慎重に運転ずるととわに、じ(下 
の操作は絶対に行なわないよラにして 
ください。 

-急八ンドル 
-急ブレーキ 
-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
- ESP の機能の解除 

A 事故のおそれびありまず 

走行中に ESP 表示灯が点口している 
とさは、 ESP の機能が解除されていま 
ず。路面や天候の状況に合わせて憤重 
に運転してください。 


ETS 


ETS (エレクト□こック-トラクション- 
サポート）は ESP の機能の一部でず。 

滑りやずい路面などで車輪が空転した 
とさに、ブレーキを効かせて、発進や 
加速のための駆動力を確保しよ5とし 
まず。 

A 事故のおそれびありまず 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や走 
行安定性を高めるシステムで、無謀な 
運転からの事故を防ぐをのではありま 
せん。 ETS が適切に作動してを、駆動 
力の確保には限界があ0ます。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避につ 
いては運転者に全責任があります。 

〇 ESP の機能を解除したときも、 
ETS の機能は解除されません。 

ESP の機能の解除 


次のよ5な状況では、 ESP の機能を解 
除したほラが走行しやすい場合があり 
まず。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し''るとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP の機能を解除しまず。 


磐紙が化 







走行まき装備 


A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除したとさは、必ず路 
面の状況に応じた速度で慎重に運転す 
るととをに、似下の操作は絶対に行な 
わないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除する必要がなくなっ 
たときは、 ESP を待機状態にしてくだ 
さい。車が不安定な状況になったとき 
に、操縦安定性や走行安定性を高曲る 
ことがでさません。 

ESP の機能が解除されると、 L ツ下の状 

鼠引こなりまず。 

• ESP は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとずることが 
でさな < なりまず。 

•駆動輪が空転した場合、ブレーキ 
制御による駆動力の確保は行なわ 
れますが （ ETS の作動）、エンジン 
の出力制御による駆動力の確保は 
行なわれません。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP は 
自動的に作動しまず。 



ESP の機能を解除ずる 

エンジンがかかっているとさに操作で 
さまず。 

► マルチフアンクシヨンステア U ング 
の D または D を押して、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの 
インメニューから"アシスト"を選択 
しまず。 

► マルチフアンクシヨンステアリング 
の Eia を押しまず。 

EU を押ずたびに、"オン"と"才7 II 
が切り替わりまず。 

ESP の機能が解除されると、 ESP 
オフ表示灯が点灯しまず。 

〇 エンジンを始動したとさ、 ESP は 
常に待機状態になりまず。 

〇 ESP の機能を解除しているとき 
にタイヤの空転や横滑りを感知ず 
ると、 ESP 表示灯が点滅しまずが、 
ESP は作動しません。 

ただし、このとさにブレーキを効か 
せたときは、 ESP は自動的に作動 
します。 


攫骗がが 
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资難防止システム 


EBV (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行ま定性を確保し 
よ5とするシステムでず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

EBV に異常びあるとをちブレーキは通 
常通0作動しますび、急ブレーキ時な 
どには後輪び□ックするため、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすおそ 
れびあ0ます。車両操縦性のを化にミ主 
意して慎重に運転してくださし、。 


アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の快適性とま全性を高めるシステム 
でず。 

アダプティブブレーキには、ホールド 
機能0197ページ）とヒルスタート 
アシスト機能0145ページ）を含ま 
れます。 


〇 車種や仕様により、ルーフ内張り 
の中央部に、室内センサーカバー 
のびありまずび、日本仕様では室 
内センサーは機能しません。 



①室内センサーカバー 


①表示灯 

盗難防止警報システムが待機状態のと 
さに iU 下の状況を検知ずると、サイレ 
ンが約3日秒間鳴り、非常点滅口が通 
苗の2倍の速さで約日分間点滅しま 
す。また、ルームランプや読書灯が約 
已分間点灯しまず。 

• ドアやトランクが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 


盗難防止警報システム 


アダプ ティブブレーキ 


EBV 


盗難防止システム 


磐骗がが 
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盗難防止警報システムは、 U モコン操 
作またはキーレス3—操作により施 
綻した後、エマージェンシーキーで運 
転席ドアやトランクを解錠し、開いた 
とさを作動しまず。 

システムを待機:!犬態にずる 


► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で施綻しまず。 

表示灯のび点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示灯 

のび点滅を続けまず。 

〇システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認して<ださい。ボンネットの 
□ ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にずると、ボンネットび 
開けられてを警報は作動しません。 

〇システムび待機状態のとさに車内 
のドアレバーを引いてドアを開いた 
り、ボンネット□ック解除レバーで 
ボンネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
をは待機状態にしないでください。 

H システムを待機状態にしてを、表 
示灯のび点滅しない場合は、シス 
テムび故障していまず。ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けて < ださい 


システムの待機状態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠しまず。 

表示灯のび消灯しまず。 

警報び作動したときの停止ち法 

► じ(下のいずれかの操作を行ないまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

• キーのいずれかのボタンを押ず 
-キーびキーレスゴーの左ち側ア 
ンテナの検知範囲 （073 ページ) 
にあるときにドア八ンドルに触 
れる 

-キーびキーレス ZJ —のトランク 
側アンテナの検知範囲073ペー 
ジ）にあるとさに、トランクの 
八ンドルを引くかトランクの 
キーレス3—スイッチを押ず 

• キーび 車室内の キー レス3’ ーア 
ンテナの検知範囲（>73ぺ一 
ジ）にあるとさにエンジンスイッ 
チに取り付けたキーレス3—ス 
イッチを押ず 

〇 ドアやトランクび開けられたり、 
ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、それらをずぐ 
に閉じてを、警報は停止しません。 


摆账がが 
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送難防止システム 


けん引防止機能 _ 

車を施綻して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検知 
すると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非甫点滅灯び通常の2倍の速さで約5 
分間点滅しまず。また、ルームランプ 
び約5分間点灯しまず。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動しまず。 

システムを待機:！犬態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機げ態を瞄除ずる 


► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作で車を解綻しまず。 

警報び作動したときの停止ち法 

► LiTF のいずれかの操作を行なしほず。 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーびキー レス3’ 一の 左ち側アンテ 
ナの検知範囲 （073 ページ）にあ 
るときにドア八ンドルに触れる 

• キーびキー レス ZI —のトランク側 
アンテナの検知範囲（[>73ページ） 
にあるときに、トランクの八ンドル 
を引<かトランクの キー レス3’ース 
イッチを押ず 

• キーび車 室内の キー レス： 1— アン テ 
ナの検知範囲（[>73ページ）にあ 
るときにエンジンスイッチに取り付 
けた キー レス3—スイッチを押ず 


けん弓 I 防止機能を解除ずる 


誤作動を防止ずるために、け下のよラ 

な状況で車を施湿ずる場合は、けん引 

防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U — や車両運搬車に載せて 
移動ずるとさ 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとを 

〇 けん引防止警報機能を解除した状 
態で車を施錠してを、なにリモコン 
操作またはキーレス3’一操作で解錠 
したとさは、けん引防止警報機能び 
設定されます。 

〇 けん引防止警報機能を解除して 
を、盗難防止警報システムは作動し 
ます。 

〇 けん引防止警報機能の設定と解除 
の操作を、センターコンソールの 
ユーヴー定養スイッチに登録ずるこ 
とびできまず。詳しくは （>66 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


擊骗がが 
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けん引防止警報機能の設定/解除 
( COMAND システムによる操作） 



► メインエ U アび車両設定画面(外の 
とをは、アプ1」ケーシヨンエ1」アで 
" 車両" を 選択して i@i - コ 

ント □ーラーを 押しまず®。 

メインエ U アび車両設定画面になり 
ます。 

けん引防止警報機能を設定/解除ず 
るの 



► メインエ U アに" けん引防止警報機 
能" を 表おさせて im - •、コ 

ント □ーラーを押 しまず®。 

コント□ーラーを押ずにびに、" け 

ん引防止警報機能 ON " と" けん引 
防止警報機能 OFF " び切り替わり 
ます。 


" けん引防止警報機能 ON " 

U モコン操作で施錠ずると、けん 
引防止警報機能は待機状態になり 
9 〇 

" けん引防止警報機能 OFF " 

U モコン操作で施錠してを、けん 
引防止警報機能は待機状態にな0 
ません。 

けん引防止警報機能を設定/解除ず 
る⑤ 



► アプ U ケーシヨンエ U アの" 車両" 
を選択して 《◎、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定メニューび表おされまず。 

S むブクィント 。 M 

ドで巧 

イー卜か> A 子7ジンヴタシ A 卜 
AV ドろイ正 H 0が 
fr — もわ了 nil •田 w 
7">ピむ卜3イトがか 
n 灯ケイイサイ>グ 
■ nJEBEh 了 日け 
■けん AK 止 


攫骗がが 
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盜難防止システム 


►" けん引防止警報機能" を 選択して 
{◎ I . •◎*、 コント □ーラーを 押し 
ます®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークび 
表示/消去されまず。 

けん弓 I 防止警報機能び設定されてい 
るとをは、左側のボックスにチェッ 
クマークび 表示されまず。 

けん引防止警報機能の設定/解除 
(音声認識機能による操作） 

けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

► ステア U ングの音声認識ボタンを押 
します。 

►" ピッ"と鳴ってから約6秒じ(内に 
II ケンインボウシケイホウキノウ 
オフ"と発声しまず。 

II けん引防止警報機能を OFF にしま 
す"と返答びありまず。 

けん弓 I 防止警報機能を設定ずる 

► ステア U ングの音声認識ボタンを押 
します。 

►" ピッ"と鳴ってから約6秒じ(巧に 
II ケンインボウシケイホウキノウ 
オン"と発声しまず。 

II けん引防止警報機能を ON にしま 
す"と返答びありまず。 

〇返答びないとさは、設定/解除 
び行なわれていません。再度操作 
を行なって < ださし、。 

〇 音声認識については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


磐骗がが 
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はじめに 


はじめに 


COMAND システムは、ナビゲーシヨ 
ンやオーデイオ、エアコンデイシヨ 
ナーや車両設定などの各機能を一体化 
したシステムでず。 


安全のために 

A 事故のおそれびありまず 

• 走行中に COMAND システムを操 
作ずるとさは、常に周囲の状況にミ主 
意してください。 

• 車両が約日 Okm / h で走巧している 
ときは、1秒間に約 14 m を走行し 
てしまラことを常に急頭において走 
行してください。 

• COMAND システムの操作は、でき 
るだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してから操作してください。走 
行中に COMAND ディスプレイを 
見るとさは、必要最ル限（約1砂 
じ(巧）にとどめてください。 

〇 ま全のため、 COMAND システム 
には、走行中に操作でさない機能や 
表示されない項目びあ0まず。 


COMAND システムの機能 

COMAND システムで操作でさる機能 
はち表のよ5に大別されまず。 

それらの機能は、 COMAND ディスフ 
レイ（[>62ページ）のアプ U ケーシヨ 
ンエ1」アおよびエアコンディシヨ 
ナーエ U アを選択ずることで操作で 
をまず。 

また、マルチコント□—ルシートバッ 
クスイッチを押ずことで、マルチコン 
卜□—ルシー トバック（[>94ページ） 
の設定び行なえまず。 


© © 巧）感感 

か i ィ-于一 〜 



感 
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機能 

ぺージ 

① 

ナビ（ナビゲーシヨン） 

別冊 rCOMAND システム取扱説日月 
書」をご覧< ださい。 

⑤ 

オーディオ 

⑤ 

電話/情報 

④ 

TV /映像 


車両 


• 電動ブラインドの開閉 

248 


• ドアミラー設定 

108.113 


• イージーエントリー機能 

104 


. 車外ランプ残照機能 

122 

⑤ 

• ルームランプ残照機能 

130 


• アンビエントランプ色調/照度設定 

132 


• □ケイターライティング 

77 


• 車速感応ドア□ック 

80 


• けん引防止警報機能 

54 


• トランク U ッドの開口角度設定 

87 

(D 

エアコンディショナー 

218 

マルチコント□—ルシートバック 

94 
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はじめに 


COMAND システムの構成 

C 0 MAND システムは、 

• COMAND コントローラー 
• フアンクシヨンスイッチ 

• COMAND ディスプレイ 
から構成されてし''まず。 

〇 電話の発信操作をずるためのキー 
パッドび装備されていまず。 

詳しくは、別冊 「 COMAND システ 
ム取扱説明書」をご覧ください。 

〇 オーディオや電話などの操作の一 
部は、ステア U ングスイッチで行な 
ラことびでさまず。 

詳しくは、0159ページ）か、別 
冊 「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 


COMAND コント□—ラー 



COMAND コント□ーラーを操作ずる 
ことにより、 COMAND システムの 
様々な機能を選択したり、設定ずるこ 
とびでをまず。 


操作の方向 

本書中の 
表記 

押す 

押して保持する 


まねす 

¢◎5 

上下にスライドずる 
スライドして保持する 


左ちにスライドする 

スライドして保持する 


上下左ち斜めにスライ 
ドする 

スライドして保持ずる 

•'る' • 

' Y 、 


〇 それしツ上項目を選がでさないとさ 
などは、コント□ーラーの作動び電 
気的に□ックされ、まわずことびで 
さな < なりまず。 
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フアンクシヨンスイッチ 



スイッチ名称 

① mi 電動ブラインドスイッチ 

③ ra オーディオスイッチ 

⑤ BU ターンスイッチ 

W ^マルチコント□—ルシート 
W バックスイッチ 

A ^電話/情報、ナビゲーシヨ 
U ンスイッチ 

(D EH ON / OFF スイッチ 
@音量調整ダイヤル 

④ 眶■ユーヴー定養スイッチ 


の阿雷動ブラインドスイッチ 

電動ブラインドを開閉ずるとをに押し 
まず。詳しくは、瓜247ページ）を 
ご覧 < ださい。 

⑤〇才ーディオスイッチ 

COMAND システムをラジオや CD な 
どのオーディオモードにずるとさに押 
し 9 〇 

⑤ B U 夕ーンスイッチ 

1つ前の画面に戻るとさに押しまず。 

④ ^マルチコント□—ルシート 

バックスイッチ 

マルチコント□—ルシートバックを調 
整するとをに押しまず。 

COMAND ディスプレイびマルチコン 
卜□ールシートパックの調整画面にな 
りまず。 

⑤ 胃電話/情報、ナピゲーシヨン 

スイッチ 

COMAND システムを電話や E メール、 
ナビゲーシヨンモードなどにずるとさ 
に押しまず。 


ベ / S aNVI/MOO 


© El ON / OFF スイッチ 

COMAND システムをオン/オフずる 
とさに押しまず。 
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はじめに 


©音量調整ダイヤル 

オーディオやナビゲーシヨンの音声案 
内などの音量を調整しまず。 

音量を大さくずる 

► 音量調整ダイヤルを前方にまわし 
ます。 

音量をルさくずる 

► 音量調整ダイヤルを後方にまわし 
まず。 

® 〇ユーザー定義スイッチ 

使用頻度の高しル U 下の機能をこのス 
イッチに登録でさまず。 

• COMAND ディスプレイのオン/ 
オフ 

• けん引防止警報機能のオン/オフ 

登録の操作については、 （066 ぺージ） 
をご覧 < ださい。 

m 下の機能についてちこのスイッチ 
に登録でさまず。詳し< は、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」を 
ご覧ください。 

• ルート案内時の音声案内のオン/ 
オフ（ナビゲーシヨン） 

• 地図表示の現在地への復帰（ナビ 
ゲー シヨン） 

• ルート案内時の音声窠内のオン/ 
オフと、地図表示の現在地への復帰 
(ナビ ゲー シヨン） 


COMAND ディスプレイ 




名称 

の 

ステータスエ U ア 

⑤ 

アプ U ケーシヨンエ U ア 

⑤ 

メインエ U ア 

④ 

サブ六こユーエ U ア 

⑤ 

エアコンディシヨナーエ U ア 


COMAND ディスプレイの各エリア 

COMAND ディスプレイは、選択した 
機能とそれに関連ずる^こユーを表示 
しま弓。 

画面内は、上段から下段にかけて5つ 
のエ U アに分かれていまず。 

選択されているエリアは日月るく表示さ 
れます。 

ステータス エリアは選択でさません。 
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©ステータスエリア 

接続されている携帯電話の電波受信状 
況や、ミュート（消音）にしたとさの 
インジケーターなどび表示されまず。 

③アプ U ケーシヨンエリア 

COMAND システムの各アプリケー 
シヨンび表示されまず。このエ U アか 
日、各アプ U ケーシヨンを選択しまず。 

⑤メインエ U ア 

選択されにアプ U ケーシヨンに応じた 
画面び表示されまず。 

まに、アプ1」ケーシヨンエ1」アやサブ 
メニューエ1」アからのポップアップメ 
ニューび表示されまず。 

な)ヴブメニューエリア 

選択されているアプ U ケーシヨンに応 
じた設定項目び表示されまず。 

⑤エアコンディシ ヨナー エリア 

エアコンディシヨナーの作動状況び表 
示されます。 

各項目を選択することにより、エアコ 
ンディシヨナーの操作を行ないまず。 

OON / OFF スィッチで COMAND 
システムをオフにしてを、エアコン 
デイシヨナーェ U ア⑤は表示され 
まず。 


COMAND ディスプレイの角度/ 
照度調壁 


ち八ンドル車 ち八ンドル車 

①角度調整スイッチ（左向さ） 

⑤角度調整スイッチ（ち向さ） 

⑤照度調整ノブ 

COMAND ディスプレイの角度を左向 
をにずる 

►角度調整スイッチ（左向さ）©を 
押します。 

COMAND ディスプレイびち向さの 
とさは、角度調整スイッチ（左向さ） 
©を2度押しまず。 

COMAND ディスプレイの角度をち向 
をにずる 

►角度調整スイッチ（ち向さ）③を 
押しまず。 

COMAND ディスプレイび左向きの 
ときは、角度調整スイッチ（ち向を） 
③を2度押しまず。 
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各種設定 


COMAND ディスプレイの角度を中央 
にずる 

► COMAND ディスプレイが左向きの 
ときは、角度調整スイッチ（ち向き） 
©を押しまず。 

COMAND ディスプレイがち向さの 
ときは、角度調整スイッチ（左向き） 
©を押します。 

COMAND ディスプレイの照度を巧る 
くずる 

► 照度調整ノブ®を時計回りにまわ 
します。 

COMAND ディスプレイの照度を暗く 
ずる 

► 照度調整ノブ③を反時計回りにま 
わします。 


各種設定 


COMAND ディスプレイの表示言語 
設定 _ 

COMAND ディスプレイの表示言語 
を、日本語または英語に設定でさまず。 

© COMAND システムの言語設定に 
連動して、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの表示言語ち変更され 
まず。 

► アプ U ケーシヨンエ U アで"車両" 
を選択してコント□一 
ラーを押します®。 



メインェ U アび車両設定画面にな 
りまず。 



► サブメニューエ1」アで"システム 
設定"を選択して、コント□ーラー 
を押します®。 
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テ4ス了1レ4 
ビーブ t 
■ ■ ' LirtfUUf 



COMAND ディスプレイの色調設定 


3 —ザ ー •す 

•<Lj4^DOLh 

化 jj > 9 nNi 


"言語/ Language " を 選択して 
{◎}.♦◎*、 コント□— ラーを 押し 


ます®。 



COMAND ディスプレイの色調を、昼 
画面や夜画面にでさまず。また、周囲 
の明るさに連動して自動的に昼画面と 
夜画面を切り替えることちでさまず。 


テピぶ—ティオ TV .- IS * •占 

—i 

► アプ u ケーシヨンエ u アで" 車両" 
を選択して ！◎) . •◎*、 コント□一 
ラーを 押します®。 

メインェ U アび車両設定画面にな 
りまず。 


現在選択されている表示言語の左側に 
は、" •" び表示されていまず。 

表示言語を日本語にずる 

►" 日本語" を選択して 《◎) • *◎*、 
コント□ーラーを押しまず®。 

表示言語を英語にずる 
► " English " を選択して i ◎:. •◎*、 
コント□ーラーを押しまず®。 



► サブメニューエ U アで"システム 
設定"を選択して、コント□-ラー 
を押します®。 
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各種設定 


，，ユかイ 


t —ブ看 
■霉 / 一。 
ユーザ ー g 瞩 A イ 
BuMoeiih 

■J わ卜 



" ディスプレイ"を選択して 1©さ • 
、コント□ーラーを押しまず®。 



〇 "ディスプレイ OFF " を選択ずる 

と、 COMAND ディスプレイがオフ 
になりまず。 

再度表示するにはコント□ーラー 
を押すか®、いずれかの方向にス 
ライドし まず-: を。 


ユーザー定義スイツチの登録 



現在選択されている色調設定の左側の 
" 〇 " の中には、" •" び表おされて 
し、ます。 

昼画面に設定ずる 

►"昼画面設定" を選択して 

*◎* 、コント□ーラーを押しまず®。 

夜画面に設定ずる 

►"夜画面設定" を選択して SOJ - 
*◎* 、コント□ーラーを押しまず®。 

周囲の日月るさに連動させる 
► II 才ート II を選がして mi - *◎■•、 

コント□ーラーを押しまず®。 




ユーザー定義スイッチに機能を登録 
ずる 

► アプ U ケーシヨンェリアで"車両" 


を選択して «@1 - 
ラーを押します®。 


コント □— 


メインエ U アび車両設定画面にな 
りまず。 




シス — tiff * 


► サブメニューエ1」アで"システム 
設定"を選がして、コント□—ラー 
を押します®。 
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デ■(スでレイ 

ピ—ブ& 
■■'lAAfUaft 

a — ヴイが 

•ucrtoo ホ 

リわ卜 

MU ' iUti , 


►"ユーザー 定義 スイッチ" を選択 
して {◎?.*©*、 コント□— ラー 
を押します®。 


' L - り 


こ一户巧 


A い.，-ご f 

-た； t ブレイ W 

心-- J -:| 非:*おっ 产 

け hfW と ■HWfe 

’"j a ‘] 卜 

■ A " 

‘ .jJ ; ピ を 

■» 

… .J が卜ぷ 

n 宙か 


現在登録されている機能の左側に 
は、" •" が表示されていまず。 


► 登録ずる機能を選択して • 
、コント□ーラーを押しまず®。 


COMAND システムのリセット 

COMAND システムの設定内容を、 
工場出荷時の状態に戻ずことがでさ 
ます。 

► アプリケーションエリアで"車両" 
を選択して ■ •^©*、 コント□一 
ラーを押します®。 



インェ U アが車両設定画面にな 
りまず。 



► サブ ニューエ U アで"システム 
設定" を選択して、コント□ーラー 
を押します®。 
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各種設定 


テ4ス了レイ 
t ’ブ1 
g II L ドか Mn 

ユーザー ： rg A イ'，-チ 

■化か 


NU/i|3rtMi 


►"リセット" を選択して • 
、コント□ーラーを押しまず®。 




"はし、" を選おして ■ *^©、 コ 
ント □ーラーを 押しまず®。 
COMAND ディスプレイに、確認 
メ ッ セージが再度表示されまず。 


►" はい" を選択して (©) - コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

この作業を実行ずると、 COMAND シ 
ステムの設定内容が工場出荷時の状態 
に戻るととちに、 iU 下のデータが削除 
されまず。 

• ナビゲーシヨンの設定 
• ラジオのプリセツト内容 
• S ユージ ツクレジスターのデータ 
• 登録している Bluetooth ® 対応携帯 
這話の政ぉ 

•アドレス帳のデータ 
• —ルのデータ 


インターネッ トの データ 
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才ープン / ク□-ズ . 70 

トランク . 83 

イグニッシヨン位置 . 88 

シート . 90 

ステアリング . 102 

ミラー . 106 

メモリー機能 . 111 

シートベルト . 115 

ランプ . 119 

ワイパー . 135 

J のーウイン ドウ . 137 

走行と停車 . 142 

才ートマチックトランス吉ッシヨン 

. 149 

メー ターパネル . 157 

7ルチフアンクシヨン 

ディスプレイ . 159 

走行装備 . 179 

エアコンディシ ヨナー . 218 

スライデイングルーフ . 236 

荷物の積みち/ル物入れ . 241 

室内装備 . 247 



■を邸昼冊 
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r — プン / ク□—ズ 


I 



U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解話/施 
結に使用しまず。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキー （ C >337 ページ）を収納し 
ています。 

A 事故のおそれびありまず 

• テ供だけを残して車から離れないで 
ください。車び施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運転 
装置に触れて、事故やけびをするお 
それびあ0まず。 

また、キーび車室内またはドア付近 
などの車外にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチを押ずことにより、エ 
ンジンび始動し、事故の原因になり 
ます。 

• 短時間でち、車内にキーを残したま 
ま車から離れないで<ださい。事故 
や盗難のおそれびあ0まず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要 liLh に大さな 
物、ステア U ングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださし、。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア U ングなどに接軸す 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐにめ、ただちにメルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと、1」 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないで< ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施錠してくだ 
ごい。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇車を操作ずるとさは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3’ 一 操作を行な5と、作動しなかっ 
た0、誤作動ずるおそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品のお< に 
キーを置かないで<ださい。 


B を邸 S 恒掛 





O 2 つの キーを 見わけるため、 キー 
のストッパー （0337 ページ）の色 
は異なりまず。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

〇 キーの電ミ也び消耗ずるとキーの表 
示灯び点灯せず、 U モコン操作や 
キーレス3—操作びでさなくなり 
ますび、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことによるイグニッ 
シヨン位置の選択とエンジンの始 
動はでさまず。 

リモコン機能 



①発信部 
⑤表示な 
⑤施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑤ トランク オープナー ボタン 
® エマージェンシーキー 

イ グニ ッ シヨン位置び 0 でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
I こ(下の操作びでさまず。 

-ドア、トランク、燃料給油フラップ 
の解綻/施綻 

-トランクを開< 


• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作（>140、141ページ） 

操作時に表示灯⑤び1回点滅しまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下しにとさ 
は、キーの電池び正苗でをリモコン 
操作はでをません。 

解錠ずる 

► 角军淀ボタン④を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解淀され、非常点滅灯び1回点 
滅しまず。 

まに、盗難防止警報システム （^52 
ページ）び解除されまず。 

トランクび独立施淀（>86ページ) 
されているときは、解錠ボタン④ 
を押してをトランクは解淀されま 
せん。 

施綻ずる 

► 施綻ボタン⑤を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび施錯され、非常点滅灯び3回 
点滅します。 

また、盗難防止警報システム （ C >52 
ページ）び待機状態になりまず。 

Q U モコン操作で施錠したとさは、 
非常点滅灯び3回点滅したことを 
確認して < ださい。 


■を邸昼冊 
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トランクを開< 

► トランクが開さはじめるまで、トラ 
ンク オープナー ボタン®を約2秒 
間押し続けまず。 

トランクが独立施錠 （ C >86 ページ） 
されているとさは、トランクオープ 
ナーボタン感を押してちトランク 
は開さません。 

リモコン機能の切り替え 

U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップのみを解錠ずる 
ように設定できまず。 

► 解錠ボタン®と施錠ボタン®を同 
時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯®が2回点滅し、設 
定が切り誓わりまず。 

この状態では iU 下のよラに作動し 
ます。 

•解錠ボタン®を1回押すと、運 
転席ドアと燃料給油フラップの 
みが解錠され、非常点滅灯が1 
回点滅します。 

また、盗難防止警報システム 
052ページ）が解除されます。 

• 続けて約4日秒 Li (内に解錠ボタン 
④を押ずと、助手席ドアとトラ 
ンクが解錠され、非常点滅灯が1 
回点滅します。 


元の設定に戻ずには、再度、解錠ボタ 
ン@と施錠ボタン③を同時に約6夥) 
間押し続けまず。キーの表示灯®が 
2回点滅し、元の設定に戻ります。 

〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
じ(巧に、じ(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• キーレス3’ースイッチを押ず 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押ず 
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キーレスゴー 



①ち側アンテナの検巧範囲 
⑤左側アンテナの検巧範囲 
⑤トランク側アンテナの検巧範囲 
④車室巧アンテナの検巧範囲 

キーレス3—は、キーを携帯ずること 
により、キーとキーレス3—アンテナ 
び電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしな<てを、車の解蟲/施錠やエ 
ンジンの始動を行なラことでをまず。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとをは、キーレス: n 一操 
作を行なラことはできません。 

〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれていないとをを、エンジンびか 
ひっているとさやイグニッシヨン位 
置び2のとさは、キーレス3’ 一 操 
作で施錠でさません。 


キーの位置により、キーレス3—操作 

で行な5ことびでさる操作びし i (下のよ 

ラに異なりまず。 

キーび左ち側アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

ドア八ンドルに触れると、車の施錠/ 

解淀びでさまず。 

〇 キーの 位置によっては、 キーび 検 
知範囲にある側と反対側のドア八ン 
ドルに触れることで、車び施錠/解 
錠されることびありまず。 

キーびトランク測アンテナの検知節囲 

にちるとを 

-トランク八ンドルを引くと、トラ 
ンクのみを解錠して開くことびで 
をまず。 

• トランクのキーレス3’ースイッチ 
を押して、車を施錠ずることびで 
をまず。 

〇 キーの 位置に よっては、キーび 卜 
ランク側アンテナの検知範囲にない 
とさを、トランク八ンドルを引< こ 
とでトランクのみび解湿して開くこ 
とび ありまず。 

キーが車室内アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

. イグニッシヨン位置の選択びでさま 
す088ぺージ）。 


• エンジンの始動びでさまず（088、 
142ぺージ)。 

〇 ドア付おやルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーびあると 
さを、車室内アンテナにキーび検 
知されることびありまず。 
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心 けびのおそれびありまず 

-埋め込み型む臓ペース一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちや、それし U 外の医療用電子機 
器を使用されている方は、車を使用 
する前に、あらかじめ医師や医療用 
電子機器メーカーなどにキーレス 
づ一による電波の影響についてご相 
談ください。 

-埋め込み型む臓ペース一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちは、キーレス Z ]' —アンテナか 
ら約 22 cm し U 内にお付かないよう 
にしてください。キーレスづ一操作 
を行なラときは、キーとアンテナの 
間で電波が送受信されるため、埋め 
込み型む臓ペース^ーカーおよび埋 
め込み型除細動器の作動に影響を与 
えるおそれがあ0まず。 

-デ供だけを残して車から離れないで 
ください。施錠されていてち、誤つ 
て車内からドアを開いたり運転装置 
に触れて、事故やけがをずるおそれ 
があ0ます。 

また、ドア付近やルーフの上、ボン 
ネットの上などの車外にキーがある 
ときち、キーレスづースイッチを押 
すことによりエンジンが始動ずるこ 
とがあり、事故の原因になりまず。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


Q 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたときは、施錠/解錠しな 
いことがありまず。 

Q キーが左ち側アンテナの検知範囲 
にあるときに、ドア八ンドルを清 
掃したり、ドア八ンドルに雨粒や 
水しぶさがかかった0物などが触 
れると、車が解錠されることがあ 
りまずのでミ主意してください。 

〇 キーを車から遠ざけたとさは、 
キーレス3’一操作で車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動ずるこ 
とはでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、ドア八ンドルを引いてからキー 
レス3—操作を行なって<ださい。 

〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
内にキーがあるとさは、キーを携帯 
していない人でち、キーレス3’一操 
作を行な5ことがでさまず。 

〇パッ テリーあがりを起こしたとき 
は、キーの電池が正常でちキーレス 
3’一操作はでさません。 
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解綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解錠され、非苗点滅灯び1回点 
滅します。 

また、 盗難防止警報システム （^52 
ページ）び解除されまず。 

トランクび独立施錠瓜86ページ） 
されているときは、ドア八ンドル 
の重側に触れてをトランクは解綻 
されません。 

〇 解錠後約40秒し i (内に、し U 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

-ドアを開< 

-トランクを開< 

• キーレス3—スイッチを押す 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

-ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 


解綻時の設定の切り替え 



①表示な 
⑤施錠ボタン 
⑤解錠ボタン 


運転席ドア八ンドルの重側に触れて解 
錯したとをの作動内容を切り替えるこ 
とびでさまず。 

► 表示灯®び2回点滅ずるまで、約 
6秒間施錠ボタン⑤と解錠ボタン 
⑤を同時に押し続けまず。 

このときは、じ(下のように作動しまず。 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

運転席ドア、燃料給油フラップが解 
錠され、非常点滅灯が1回点滅し 
ます。 

また、盗難防止警報システム(>52 
ページ）が解除されまず。 
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ネリ期設定に戻ず 

► 表示灯のび2回点滅ずるまで、約 
6秒間施湿ボタン⑤と解淀ボタン 
③を同時に押し続けまず。 

〇 設定を切り替えにとさを、助手席 
ドアのドア八ンドルの童側に触れた 
り、トランク八ンドルを引くことで、 
ドアやトランクを解錠ずることびで 
さまず。 


施綻ずる 



ち側ドア 

①施錠操作部 


► ドア八ンドルの施錠操作部®に触 
れます。 

または 



⑤トランクのキーレスゴースイッチ 


► トランクのキーレス3—スイッチ 
⑤を押しまず。 

トランクび閉じまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップび 
施結され、非苗点滅灯び3回点滅し 
ます。 

また、盗難防止警報システム （ C >52 
ページ）び待機状態になりまず。 
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o 車を施湿したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことをお認して< 
ださい。 

〇 キーび車室内やトランク内にある 
ときは、ドア八ンドルやトランク 
のキーレス 3— スイツチで施錠で 
をません。このときは、7ルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"キ-び 
車内にありまず II または"キ-を認 
識でさません"と表示されること 
びありまず。 

にだし、キーび左ち側アンテナの検 
知範囲にあり、をラ1本のキーび 
車室内にあるときは、ドア八ンドル 
の施綻操作部に触れることで施淀で 
をます。 

トランクを解綻して開く 

► トランク八ンドルを引きまず。 

トランクのみび解錠されて開さまず。 

〇トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間びあることを確認し 
て < ださい。 


□ケイターライティング _ 

周囲び暗いとを、 U モコン操作で車 
を解顏すると、 LU 下のランフび点灯 
し 〇 

-車幅灯 
• へッ ドランプ 
-フ□ントフォグランプ 
• テーレランプ 
-ライセンスランプ 
-ドア三ラーランプ 

点口したランプは政下のとさに消口し 
まず。 

-運転席ドアを開いたとさ 

-エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

-キーレス3’ースイッチでイグこッ 
シヨン位置を1にしたとき 

-点灯してから約40秒経過したとさ 

COMAND システムで設定を行ない 
まず。 
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► メインエ u アび車両設定画面しツ外の 
とさは、アプ1」ケーシヨンエ U アで 
" 車両" を選択して «@J - •◎ •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

メインェ1」アび車両設定画面にな0 
ます。 

□ケイタ—ライティングの設定の 



メインエ1」アに "□ケイターラ 
イティング" を表おさせて ！◎)- 
•◎•、コン ト□ーラーを押しまず®。 
コント□ーラーを押ずたびに"□ケ 

イターライティング CW " と"□ケ 
イターライティンヴ OFF " び切り 

替わりまず。 

" □ケイターライテイング CW II 

□ケイターライティングび設定され 
ています。 

" □ケイターライテイング〇巧" 

□ケイターライティングは設定され 
ていません。 


□ケイタ—ライティングの設定⑤ 


化 - わ: t •«<«■ iv/mm " 

► アプリケーションエリアの"車両" 
を選択して •◎、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 

I ! "»?，'>ド—《•ぶ 

口 巧— ■* 

イージーエントリ— みサンダた >—> 

• V がか W 
ルームクープ？11111■けげ 
7>ビエ>卜9イ !' ザグか I イ 
■£? ケイイテ" ■■ 

-■• BEK 7 かク I 

〇けん I 

► " □ケイターライティング"を選択 
して {◎! . *◎*、 コント □ーラーを 
押します®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左側の 
ボックスのチてックマークが表示/ 
消去されます。 

□ケイターライティングが設定され 
ているときは、左側のボックスに 
チェックマークが表示されまず。 



「■ 
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ドアの開閉 



© ドア A ンドル 


車がか!5開く 

► ドア八ンドルのを引きまず。 

車がか6閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に 
閉じまず。 



感 ドアレバー 
⑤インナーグ U ップ 
④□ックノブ 


車内から開く 

► ドアレバー⑤を引さます。 

ドアび開さまず。 

ドアび施錠されているときは、 
□ックノブ④び上びって解錠さ 
れ、ドアび開さます。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ップ⑤を持って確実 
に閉じまず。 

〇 ドアウインドウと U アサイドウイ 
ンドウび全閉のとさ、ドアを開くと 
ドアウインドウと U アサイドウイン 
ドウびかし下降し、閉じると上昇し 
て閉じまず。 

A 事故のおそれがありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じちび不完全（半ドア）な 
場合、走行中にドアび開くおそれ 
びあ0まず。 

• ドアを開くとさは、周囲のま全を十 
分確認してください。 

• 同乗者びドアを開くとさは、を険 
びないことを運転者び確認してく 
ださい。 

• ドアの□ックノブび下びっていて 
ち、車内のドアレバーを引くとドア 
は開きます。子供び乗車していると 
きは特にを意してください。 


A けがのおそれびあ0まず 

ドアを閉じるとさは、身体や物を巧ま 
ないよラにミ主意してください。車の周 
りにモ供びいるとさは、特にミ主意して 
<ださい。 
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〇車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施錠してくだ 
さい。 

D ドアポケットを持ってドアを閉じ 
ないでください。ドアポケットを損 
傷するおそれびありまず。 

〇ドアウインドウび凍結していたり、 
バッテ1」一の電圧びほ下していると 
さは、ドアを開いたとさにドアウイ 
ンドウや U アサイドウインドウは下 
降しません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
で<ださし、。ドアやウインドウ、シー 
ル部を損傷するおそれびありまず。 

〇 助手席ドアは、開いているとをに 
□ックノブを押し込んでひら閉じる 
と施錯されます。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクションディスプレイに警告 
マークび表示されまず。 

〇 ドア□ックスイッチや車速感応ド 
ア□ックなどにより車び施錠されて 
し、てを、シートベルトテンショナー 
やエアバッグび作動ずると、自動的 
に解錠されまず。 

〇 シフトポジションが〇、〇、 
〇のとさに運転席ドアを開くと、 
マルチフアンクションディスプレ 
イに"セレクタが走行位置"と表示され 
ます。 


車速感応ドノ/□ック _ 

走行速度が約 15 km/h (上になる 
と、ドアとトランクを自動的に施錠 
し 〇 



► ^インエ U アが車両設定画面政がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
■ I 車両" を選択して (©) - •© •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

メインエ U アが車両設定画面になり 
まず。 

車速感応ドア□ックを設定ずるの 



► >< インエリアに" 車速感応ドア□ッ 
ク" を表おさせて i©J • •、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

コント□ーラーを押ずたびに、 "車 

速感応ドア □ ック cw " と" 車速感 
応ドア□ック〇户户" が切り替わり 
ます。 
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" 車速感応ドア□ック cw " 

車速感応ドア□ックが作動しまず。 

" 車速感応ドア□ック 〇巧" 

車速感応ドア□ックは作動しません。 

車速感応ドア□ックを設定ずる® 



► アプ U ケーシヨンエリアの"車両" 
を選択して *◎、 コント□—ラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 

■が 

巧よ 5 - 11 * 

イ — y - エ> トリ- A チンヴ户>-卜 
かがか 》 面が 
ルー止わ巧 
7 > ビェ ント S か ホク仆、 

B 日:ケ4や〜ヴ < 

•に卜70。ク 

■けん ' 

► "車速感応ドア□ック"を選択して 
^◎3 ■ •◎•、 コントロ—フ—を押し 
ます®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左 
側のボックスのチェックマークび 
表示/消去されまず。 

車速感応ドア □ ックび設定されてい 
るときは、左側のボックスにチエツ 
クマークび表示されまず。 


〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押したり、タイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさや、シャ 
シーダイナモに載せるときは、イ 
グニッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。 

車輪び回転ずると施綻され、車外 
に閉め出されるおそれびありまず。 

Q 車速感応ドア□ックで施話された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠 
すると、ドアを開<かエンジンを 
再始動するまで、車速感応ドア□ッ 
クは作動しません。 


ドアごとに解錠/施錠ずる 

A 事故のおそれびありまず 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
モ供を柔せたとさは特にを意してくだ 
さし、。 



の□ックノブ 
@ドアレバー 


解錠ずる 

► ドアレバー②を手前に引きまず。 
このとさドアを開さまず。 
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施錠ずる 

► □ックノブのを矢印のち向に押し 
込みます。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作により施錠した後に、車内のド 
アレバーを引いてドアを開<と、ド 
アが！;のよ5に解錠されまず。 

-施錠してから約日秒政内にドア 
を開< 

すべてのドア、トランク、燃料 
給油フラップが解錠されまず。 

-施錠してから約日秒後〜約10秒 
1;(内にドアを開く 

開いたドアだけが解錠されまず。 

• 施錠してから約10秒 LU 上経過し 
てからドアを開< 

開いたドアだけが解錠され、盗難 
防止警報システムが作動しまず。 



©解錠スイッチ 
@施錠スイッチ 

車内から、ずべてのドアとトランクを 
スイッチ操作で解錠/施錠ずること 
がで'さまず。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにありまず。 

解錠ずる 

► 解錠スイッチのを押しまず。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ③を押しまず。 

次のよラな場合はドア□ックスイッチ 
で解錠/施錠することはでさません。 

-リモコン操作またはキーレス3’一操 
作により施錠しているとさ 

• 助手席ドアが開いているとさ 
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〇 ドア□ックスイッチで施錠されて 
いるときに車内のドアレバーを引い 
てドアを開くと、他のドアとトラン 
クち解錠されます。 

〇 運転席ドアが開いているとさにド 
ア□ックスイッチで解錠/施錠する 
と、他のドアとトランクが解錠/施 
錠されます。 

〇 トランクが独立施錠（>86ぺージ） 
されているとさは、ドア□ックス 
イッチで解錠してち、トランクは解 
錠されません。 


ク □ー ジング サポーター 


□ックがかみ合う位置までドアまたは 
トランクを閉じると、ク□ージングヴ 
ポーターが作動し、ドアまたはトラン 
クが自動で閉じまず。 

A けびのおそれびありまず 

• ク□ージングサポーターが作動して 
いるとさに、身体などが挟まれない 
よラにま意してください。万一、身 
体などが挟まれそラになったとさ 
は、車外のドア八ンドルや車内のド 
アレバー、またはトランクの八ンド 
ルを引いてください。ク□ージング 
サポーターの作動が停止します。 

• ドア側面またはトランクの□ック部 
分に手や指を触れないでください。 
ク □ー ジング サポーターが 作動して 
□ック部分が自動的に動さ、手や指 
が挟まれてけがをするおそれがあり 
ます。 


トランク 


A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを開 
いたままにしないでください。排気ガ 
スが車内に入り、意識不明になったり、 
中毒死するおそれがありまず。 

A けびのおそれびありまず 

トランクを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに十分ミち意してくださ 
い。車の周りに子供がいるとさは、特 
にま意してください。 


Q トランクルームには乗車しないで 
<ださい。事故などのとさ、けがを 
するおそれがあ0まず。 

〇モイ共などがトランクに閉じ込めら 
れないようにミ主意してください。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障害物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

〇トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

H 強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられ、トランクが不意に下 
がるおそれがありまず。風の強い曰 
は十分に注意してください。 

また、トランクに雪が積もっている 
ときち同様に注意してください。 

Q トランクを閉じたとさは、トラン 
クが確実に閉じていることを確認し 
て < ださい。 
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トランク 


P 車が施錠されているとさにリモコ 
ン操作やキーレス3’一操作、エマー 
ジェンシーキーなどでトランクを開 
き、再度トランクを閉じるとトラン 
クは施錠されまず。キーの閉じ込み 
にま意してください。 

〇 トランクが完全に閉じていない状 
態で走行すると、警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークが表示されまず。 

〇 車が施錠されているときは、キー 
のトランクオープナーボタンを押ず 
とトランクだけが解錠されて開きま 
す。その状態でトランクを閉じると、 
トランクは施錠されまず。 

〇 車が施錠されているとさち、キー 
がキーレスゴーのトランク側アンテ 
ナの検知範囲にあるときは、トラン 
ク八ンドルを引くと、トランクだけ 
が解錠されて開さまず。その状態で 
トランクを閉じると、トランクは施 
錠されます。 


車がか5のトランクの開閉 


トランクを開< 



mu ■けが I 


® 八ンドル 


► 八ンドルのを手前に引さまず。 

トランクび自動で開さまず。 

まには 

► トランクび開さはじめるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン （071 
ページ）を押し続けまず。 

トランクび自動で開をまず。 



⑤トランクク□ーヴースイッチ 
③キーレスゴースイッチ 
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トランクを閉じる 

► トランクク□-ヴースイッチ③を 
押します。 

トランクが自動で閉じまず。 

トランクを閉じて車を施錠ずる 

► キーレス3’ースイッチ③を押し 
ます。 

トランクが自動で閉じて、車が施錠 


されます。 

車内か5のトランクの開閉 



左八ンドル車 
® トランクスイッチ 


トランクを開< 

► トランクが開さはじめるまで、トラ 
ンクスイッチ④を押し続けまず。 

トランクが自動で開さます。 

トランクを閉じる 

► トランクスイッチ®を押し続け 
ます。 

押している間、トランクが閉じまず。 

スイッチから手を放ずと、その位置 
で停止します。 


〇 トランクが開閉しているとさに身 
体や荷物などと接触ずると、トラン 
クの動さが停止し、閉じていたとさ 
は自動で開さまず。 

〇 走行中は、トランクを開閉ずるこ 
とはでさません。 

〇 開閉操作を繰り返ずと、トランク 
が一時的に開閉しな<なることがあ 
りまず。 

〇 トランクが開閉しているとさに m 
下の操作を行なラと、トランクの動 
さが停止しまず。 

-トランクの八ンドルを引< 

-トランクク□ーヴースイッチを 
押す 

• トランクの キー レス3’ ース イッ 
チを押す 

- キーの トランク オープナー ボタ 
ンを押ず 

-運転席ドアのトランクスイッチ 
を押ず 

〇 キーが車室内やトランク内にある 
とさは、トランクのキーレス 3' —ス 
イッチでトランクを閉じて車を施錠 
ずることはでさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"キ-を認識できません"または 
"キ-が車内にありまず"と表おさ 
れたり、トランクが閉じた後に再度 
開 < ことがありまず。 

〇 ドアが完全に閉じていないとき 
は、トランクのキーレス3’ースイッ 
チでトランクを閉じることはでさ 
ません。このとさは確認音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"卜''アを閉めてから□ックしてく 
ださい"と表示されまず。 
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トランク 


トランクの独立施綻 



① キーシ 1」ン ダー 

©独立施錠解除位置 

⑤独立施錠位置 

@エマージェン シー キー 

トランクを独立して施綻でさまず。 

トランクを独立施綻ずる 

► トランクを閉じまず。 

► トランクの キーシ U ン ダー ①にエ 
マージてン シーキー ④ （[>337ペー 
ジ）を差し込みまず。 

► エマージェンシーキー④を独立施 
錯位置®にまわしまず。 

► キーシ U ンダーのから エマー ジェ 
ンシーキー@を巧さまず。 

〇トランクを開いた状態でを、上記 
の操作を行なってトランクを手動で 
閉じると独立施綻されまず。このと 
をは、エマージェンシーキーの閉じ 
込みにま意してください。 

〇 駐車場などで キーを 預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その 際は、エマージてンシーキー 
を キー 本体か日取り外して携帯し 
て < ださい。 


独立施綻を解除ずる 

► トランクの キーシ 1」ン ダー ①にエ 
マージてンシーキー④(>337ペー 
ジ）を差し込みまず。 

► エマージェンシーキー®を独立施 
錠解除位置®にまわしまず。 

► キーシ U ンダーのから エマー ジェ 
ンシーキー@を巧をまず。 

トランクリッドの開□角度制限 

上方に十分な空間のないところでトラ 
ンクを開くとさに、トランク1」ッドの 
開□角度をルーフの高さまでに制限ず 
ることびでさまず。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 



► メインエ1」アび車両設定画面(がの 
とさは、アプ1」ケーシヨンエ1」アで 
II 車両" を選択して •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

メインエ U アび車両設定画面になり 

cK 9 〇 
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トランクの開□角度を設定ずる① 



占むトリ" 


► インエ U アに"トランクリツド 
開□角度制限"を表おさせて 1©) - 
* ◎•、コン ト□—ラーを押しまず®。 
コント□ーラーを押ずたびに"卜 
ランクリツド開□角度制限 CW " と 
■ I トランクリツド開□角度制限 〇巧" 
が切り替わりまず。 

■ I トランクリツド開□角度制限 CW " 
トランクリツドの開口角度がルーフ 
の高さにな0まず。 

■ I トランクリツド開□角度制限 OFF " 

トランクリツドの開口角度は制限さ 
れません。 

トランクの開□角度を設定ずる® 


ド T 巧 ■ 

イ。ジ占 I ートリ= えテた/ーダ,一ート 

、，け仆 K—Ng が 
ルームろーブ>圆商星 ♦が 

7 >t ェ:坤9イト がイト、，? 

〇^.すクー50<>ヴ 
g 田* K ド70ッゥ 
けん wb 正 

卜 f ンゥ U が—〇*—顚 

" トランクリッド開□角度制限"を 
選択して 1感さ’*@* 、コント□ーラー 
を押します®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左側 
のボックスのチェックマークが表示 
/消去されまず。 

トランク U ッド開口角度制限が設定 
されているとさは、左側のボックス 
にチてックマークが表示されまず。 


ナ C -す一む才 


ttfmm ■■ 


► アプリケーシヨンエリアの"車両" 
を選択して •◎、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定 ニューが表示されまず。 
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ン位置 


A 事故のおそれびあ0まず 


を 

邸 

恒 
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ごく短時間でち、車から離れるとさは 
エンジンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。また、モ供だけを車内に残さ 
ないでください。いたず！5か！5車の発 
進、义災などの事故び発生ずるおそれ 
びあ D ます。また、炎天下では車内び 
非常に高温になり、熱中症を起こすお 
それびあ0まず。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニツシヨン位置の選択 



ち八ンドル車 

① キー レス ゴース イッチ 


車室内にキーびあり、エンジンスイッ 
チにキーレス ZJ —スイッチのを取り 
付けてあるとさ、キーレス3’ースイッ 
チのを押ずことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動びでさ 
ます。 


イグニツシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとを 
にキーレス ZJ — スイツチ®を押ず 
と、じ(下のよラにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスゴース 
イツチの操作 

イグニツシヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 
まず。 

さらに1回押ず 

1から2になり 

9 〇 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスゴースイッチ®を押し 
9 〇 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動できることび 
ありまず。車両の盗難にミ主意して 
<ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーレス3’ 一 
スイッチを取り付けた直後は、キー 
レス コースイッ チでのイグニッシヨ 
ン位置の選択やエンジン始動びでさ 
ないことびありまず。 

〇 車室内にキーびないとさにキー 
レス:： 1— スイッチを押ずと、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
"キ-を認識でさません"と表示さ 
れまず。 
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キーによるイグニッシヨン位置の選択 



左八ンドル車 

® キー レス ゴース イッチ 
⑤エンジンスイッチ 


キーレス3—スイッチ®を取り外し、 
エンジンスイッチ⑤にキーを差し込 
んでまわすことにより、イグニツシヨ 
ン位置を選択でさまず。 


イグニッシヨン位置を選択ずる 



► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 


しッ下のようにイグニッシヨン位置び 
変更されます。 


キーの位置 

イグニッシヨン位置 

© 

0: キーを 差し込む/ 
抜 < 位置 

① 

1:イグ こッシヨン 
位置が1にな0 
ます。 

⑤ 

2 :イグ こッシヨン 
位置が2にな0 
ます。 

⑤ 

3:エンジンが始動し 
ます。 


。エンジンスイツチに エマー ジェ 
ンシーキーを差し込むことはでさ 
ません。 


P バッテ U —あびりを防ぐため、駐 
車時はおずエンジンスイッチから 
キーを巧いてくださし''。 

〇 キーレス：1ースイッチは、通常は 
駐車時でを取り外ず必要はありま 
せん。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧 
かずに®の位置で長時間放置して 
し、ると、キーびまわせな<なるこ 
とびありまず。このとさは、キー 
をいったん巧を、再度差し込んで 
からまねして<ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
巧れていると、エンジンを始動で 
をな < なりまず。 

〇 エンジンスイッチに異なる車両の 
キーを 差し込んだとさを キーを まわ 
すことびでさる場合びありまずび、 
イグニッシヨン位置は0のままに 
なりまず。 
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心 事故のおそれびありまず 

運転席シートは、必ず停車している 
とさに調整してください。走行中に 
調整して操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれ 
がお0まず。 

A けびのおそれびありまず 

シートの調整をするときは他の乗員の 
身体が挟まれないよラに注意してくだ 
さい。また、エアバッグに関する注意 
ちご覧ください。 

テ供を乗せるとさは、 （04 日ページ） 
をご覧ください。 


A けびのおそれがありまず 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。誤ってシート調整ス 
イッチに触れるとシートが動さ、けが 
をずるおそれがあります。 

。シートを 調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して < ださい。 

シートや物を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 



ち側フ□ントシートのスイツチ 


矢印の 
ち向 

調整内容 

の 

へッドレストの高さ 

③ 

シートの高さ 

⑤ 

シートクッシヨンの角度 

④ 

シートクッシヨンの長さ 

⑤ 

シートの前後位置 

(D 

バックレストの角度 


シートを調壁ずる 


► シート調整スイッチを矢印の〜® 
の方向に操作しまず。 

A けびのおそれびありまず 

柔車するとさは、必ずヘッドレストの 
中央び目の高さになっていることを確 
認してください。事故のとさ、首にけ 
びをずるおそれびありまず。 

0 シートを調整しているとさは、操 
作していない調整箇所を自動的に作 
動することびありまず。 
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© PRE - SAFE が作動ずると、助手席 
シートはエアバッグの作動に巧し 
て適正な位置に自動的に調整され 
ます。 

〇 へツドレストを取り外ずことはで 
きません。 


へッドレストの角度調壁 



①へッドレスト角度の調整 


へッドレストのち度を調壁ずる 

► へッドレスト下部を持って矢印⑦の 
方向に動かしまず。 

下のとさ、イグこッシヨン位置 
を1か2にずると、助手席のへッ 
ドレストが自動で下がりまず。 

• 助手席に乗員がいないとさ 

• 助手席のシートベルトがバック 
ルに差し込まれていないとさ 

• 停車中のとさ 

助手席に乗員が検知されるか、助手 
席のシートベルトがバックルに差し 
込まれると、助手席のへッドレスト 
は元の位置に戻りまず。 


助手席コント□ール機能 


心 けびのおそれびありまず 

助手席に乗員がいる場合は、助手席 
シートはでさるだけ後方に動かして、 
助手席エアバッグとの間隔を十分に確 
保してください。間隔び狭すざると、 
事故などのとさに助手席エアバッグが 
作動する衝撃で、助手席の乗員が けが 
をするおそれがあります。 


〇シートの調整をずるとさは他の乗 
員の身体や物などが挟まれないよラ 
にミ主意してください。 

〇モ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。シート調整ス 
イッチに触れるとシートが動さ出 
し、けがをずるおそれがありまず。 



ち^^^ンドル車 

①助手席コント□ールスイッチ 


運転席ドアのスイッチで助手席シート 
を調壁ずる 

► 助手席コント□ールスイッチのを 
押しまず。 

► スイッチの表示灯び点灯しまず。 
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イッチの文字は" L" と表記されています。 
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► 運転席ドアのシート調整スイッチや 
ポジションスイッチ、^モ U —ス 
イッチ、シートヒータースイッチ、 
シートベンチレータースイッチを操 
作しまず。 

助手席のシート位置や><モリー機 
有目、シートヒーターやシートベンチ 
レーターが操作でさまず。 

►調整が終了したら、再度助手席コン 
卜□—ルスイッチ©を押しまず。 

スイッチの表示口が消口しまず。 

D 助手席シートの調整び終了した 
日、必ずスイッチを押して、スイッ 
チの表示灯を消灯させて<ださい。 
誤ってシート調整スイッチに触れ 
ると助手席シートび動さ、乗員び 
けびをずるおそれびありまず。 

〇 助手席コント□ールスイッチを押 
してから、約10秒間操作をしない 
と、スイッチの表示灯は消灯しまず。 


可倒式バックレスト 



①□ック解除 レバー 

フ□ントシートのバックレストを前方 
に倒ずことびでさまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

• フ□ントシートのバックレストを倒 
した0、戻したとさは、シートの前 
後位置び自動で移動しまず。他の乗 
員の身体び巧まれないよラにを意し 
て < ださい。 

挟まれそラになったとさは、対応す 
る側のシート調整スイッチ090 
ページ）やメモ U —スイッチ、ポジ 
シヨンスイッチ （01 11ぺージ）を 
操作してください。シートはその位 
置で停止しまず。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。□ック解除レ 
バーを引いて、フ□ントシートの 
バックレストを操作ずると、シー 
卜が動さ出してけがをずるおそれ 
があ0ます。 


。フ□ントシートの足元やシートの 
後方に物が無いことを確認して<だ 
さい。移動するシートと物が接触し 
て、シートや物を損傷ずるおそれが 
ありまず。 


B を邸6恒掛 
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〇 助手席コント□ール機能 （091 
ページ）が設定されているときは、 
運転席側のシート調整スイッチや 
ポジションスイッチを操作ずると、 
移動している助手席シートが停止 
します。 

〇 前方または後方に移動しているフ 
□ントシートび挟み込みを検知ずる 
と、シートの移動び停止し、シート 
の位置によっては後方または前方に 
移動します。 

フ□ントシートのバックレストを倒ず 

► □ック解除レバーのを矢印の方向 
に引さ上げまず。 

ヘッドレストび下びりまず。 
►ヘッドレストび下びりきったら、 
□ック解除レバーを引さなびら、 
バックレストを前方に倒しまず。 

フ□ントシートび前方に移動しまず。 

U バックレストは必ずへッドレスト 
び下びりをってから前方に倒して 
ください。ルーフ内張りにヘッド 
レストび干渉して損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇 シートび前方にあるときは、バッ 
クレストを前方に倒してを、シート 
は前方に移動しません。 


フ□ントシート①バックレストを戻ず 

►フ□ントシートのバックレストを 
後方に起こしまず。 

フ□ントシートの前後位置び自動 
的に元に戻りまず。 

►バックレストび確実に□ックされ 
ていることを確認しまず。 

助手席に柔員び座ると、ヘッドレス 
卜の高さび自動的に元に戻りまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

フ□ントシートのバックレストを戻し 
たときは、バックレストび完全に□ッ 
クされていることを確認してくださ 
し、。完全に□ックされてし、なし、と、シー 
トベルトの機能び発揮でさなかった 
り、走行中にバックレストび前ちに倒 
れて車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびあります。 

〇 フ□ントシートび完全に□ックさ 
れていない状態でドアを閉じ、イグ 
ニッシヨン位置を2にずると、警 
告音び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージび表 
おごれます。 

〇 シートび完全に□ックされていな 
いとをは、シート調整スイッチで 
バックレストの角度とへッドレス 
卜の高さを調整することはでさま 
せん。 

〇 バックレストを大きく後方に傾け 
ていたとさや、バックレストを前 
方に倒してからシート調整スイッ 
チを操作したときは、バックレス 
卜び元の位置に戻らなくなること 
びありまず。 


■を邸昼冊 
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ク J レチ」ノト〇— J レソートノ（ッご7 

シートクッションやバックレストの形 
状やヴポートの強さを調整します。 

イグこッション位置が1か2のとさ 
に調整でさまず。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 

マルチコント□ールシートバックで 
は、 iU 下の調整を行なラことがでさ 
ます。 

. シ—トクッションのサイドサポート 
(09 日ページ） 

-バックレストのサイドサポート 
(096 ページ） 

-ランバーサポート （096 ページ） 

• バックレストのショルダー部のサ 
ポート097ページ） 

• ドライビングダイナ S ックシート * 
([>97ページ） 

• マッサージ機能* ( C >98 ページ） 

〇 マルチコント□—ルシートバック 
の調整を行なったとさは、シートか 
ら作動音びずることびありまず。 

Opre - safe び作動ずると、シート 

クッションとパ'ックレストのヴイド 
サポートの空気圧び高<なり、サ 
ポートび強< な0まず。 



①マルチコント□ールシートバックス 
イツチ 


► マルチコント□—ルシートバックス 
イッチのを押しまず。 

COMAND ディスプレイにマルチコ 
ント□ールシートノ（ック調整画面が 
表示されまず。 



左八ンドル車 


を邸 S 恒掛 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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調壁ずるシートを選択ずる 



ち A ンドル車 

►サブメニューエリアで、 "運転席" 
まには"助手席" を 選択して {◎) - 
•◎•、コン ト □ーラーを 押しまず®。 

調壁ずる項目を選択ずる 

► メインエ1」アでコント □ーラーを ま 
わすか ！◎)、 左ちにスライドごせ 
ます。 

し U 下の順まで調整項目び表示されまず。 
シートクッシヨンのサイドサポート 

i t 

バックレストのサイドサポート 

i t 

ランバーサポー h 

i t 

バックレストのシヨ J レダー部のサポート 

i t 

ドライビングダイナ S ックシート 

i t 

マッサージ機能 


シートクッシヨンのサイドサポート 



ち八ンドル車 

> "サイド" (上記画面）を表おさせ 
てコント □ーラーを 押 
しまず®。 

調整画面び表示されまず。 

►コント □ーラーを まわずか «◎)、 
上下にスライドさせまず ，⑩*。 

スケールのゲージび動さ、数字び変 
化しまず。 

ゲージび上に動さ、数字び大をくな 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► コント □ーラーを 押しまず® 

サポートの強さび設定されまず。 


〇 シートクッシヨンとバックレスト 
のサイドサポートは、どちらち"ヴ 
イド"と表示されまず。それぞれ 
の画面の内容を確認して < ださし、。 


■を邸 i 冊 
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パックレスト①サイドサポート 



ち八ンドル車 


►"ヴ^ド" （上記画面）を表おごせ 
て JOI . コント □ーラーを 

押します®。 

調整画面び表おされまず。 

►コント □ーラーを まわずか {@1. 
上下にスライドさせまず *@*〇 

スケールのゲージび動さ、数字び変 
化しまず。 

ゲージび上に動さ、数字び大さくな 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► コント□— ラーを 押しまず®。 

サポートの強さび設定されまず。 

ランパーヴポート 



ち八ンドル車 


► II ランパ’一"を表示ごせて «@1 - 
•◎•、 コント□ーラーを押しまず®。 
調整画面び表おごれまず。 



ち八ンドル車 

ランバーサポートの上下位置を調壁 
ずる 

► コント□—ラーを上下にスライドさ 
せて 》◎*、 ランバーサポートの上 
下位置を調整します。 

調整画面の11 + 11び上下に動さまず。 

ランバーサポートの上下位置び数 
字®で表示されまず。数字び大さ 
くなるほど、サポート位置び高く 
なります。 



ち八ンドル車 


B を邸6恒脚 
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ランパーヴポートの強さを調壁ずる 

► コント〇—ラーを左ちにスライドさ 
せてランバーサポートの強 
さを調整します。 

調整画面の"+ II び左ちに動さまず。 

ランバーサポートの強さび数字⑤ 
で表おごれます。数字び大さくなる 
ほど、サポートび強くなりまず。 

► コント □ーラーを 押しまず®。 

ラン バーサポー トの強さび設定され 
ます。 

バックレストのシヨルダー部のヴ 
ポート 



左八ンドル車 

► II ショルダー" を表示させて {◎} - 
•◎•、コン ト□ーラーを押しまず®。 
調整画面び表示されまず。 

►コント □ーラーを まわずか «◎)、 
上下にスライドさせまず 

スケールのゲージび動を、数字び変 
化しまず。 

ゲージび上に動さ、数字び大さくな 
るほど、サポートび強くなりまず。 

► コント □ーラーを 押しまず®。 

サポートの強さび設定されまず。 


ドライビングダイナ吉ックシート* 

カーブを巧びるとをなどに、バックレ 
ストのサイドサポートを自動的に増加 
ごせ、身体を効果的に支える機能でず。 



ドライビングダイナ吉 ツクシー トのヴ 
ポートのレベルを設定ずる 

► 上記の画面で" ダイナ云 ツクシー 
卜 "を選択してコン 
卜□ーラーを押しまず®。 

調整画面び表示されまず。 



►コント □ーラーを まねずか «◎}、 
上下にスライドさせまず 

スケールのゲージび動を、数字び変 
化しまず。 


を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 








" 0 " 

ドライビングダイナ s ックシートは 
作動しません。 

" 1 " 

サイドサポートび作動しまず。 

II 〇 II 

サイドサポートびよ0強<作動し 
ます。 

► コント□—ラーを押しまず®。 

サポートのレベルび設定されまず。 

マッサージ機能 * 

バックレストのエアクッシヨンび膨張 
と収縮を繰り返し、長時間走行などの 
疲労を軽減でをます。 



マツ サージのレベルを設定ずる 

► 上記の画面で"パルスモード"を 
選択してコント□—ラー 
を押します®。 

マツサージレべ J レ設定メニューび表 
示されます。 


現在選択されているレベルの左側の 
" 〇 " の中には、 "•" び表示されてし、 
ます。 



► レベルを選択して i@j - »◎»、 コン 
卜□ーラーを押しまず®。 

マッサージのレべ J レび設定されまず。 

"0 : OFF " 

マッサージ機能は作動しません。 

"1 :弱（ス □-) II 

エアクッションび膨張と収縮をゆつく 

り繰り返し、弱めにマッサージしまず。 

"2 :強（ス □-) II 

エアクッションび膨張と収縮をゆつく 

り繰り返し、強めにマッサージしまず。 

"3 :弱（クイック）" 

エアクッションび膨張と収縮を早めに 
繰り返し、弱めにマッサージしまず。 

"4 :強（クイック）" 

エアクッションび膨張と収縮を早めに 
繰り返し、強めにマッサージしまず。 

〇 マッサージ機能は約6〜20分後 
に自動的に停止しまず。 


を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 








シ—卜 


99 


リアシート 


U アへツ ドレスト 



©へッドレスト格納スイッチ 

へッドレストを格納ずる 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさまず。 

► へッドレストスイッチのを押しまず。 
へッドレストが格納されまず。 

A けびのおそれびありまず 

乗車するとさは、必ずヘッドレストを 
起こし、□ックしていることを確認し 
てください。衝突時に重大なけがをず 
るおそれがあ0ます。 


へッドレストを起こず 

► へッドレストを手で弓 I き起こしまず。 
または 

► イグこッシヨン位置が1か2のと 
きにへッドレストスイッチのを押 
し続けまず。 

へッドレストが自動で起さまず。 

©イ グこッシヨン位置が1か2で 
へッドレストが格納されているとき 
に、後席の乗員がシートベルトを着 
用すると、へッドレストが自動で起 
さまず。 


へッドレストの角度を調整ずる 



► へッドレストの下部を持って、矢印 
の方向に動かします。 


A けびのおそれびありまず 

へッドレストを起こしたり格納すると 
さは他の乗員の身体が挟まれないよラ 
にミ主意してください。 

〇 空気圧によりへッドレストを格納 
するため、左ちのへッドレストが同 
時に格納されないことがありまず。 


■を邸昼冊 
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シートベンチレーター 


イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できまず。 



①シートベンチレータースイツチ 


シートベンチレーターを使用ずる 

► シー トベンチ レーター スイッチの 
を押します。 

シ ー トベンチレータースイッチを押 
すごと I こ点灯ずる表示口の数が変わ 
り、シートベンチレーターの作動が 
切り替わります。 

シートベンチレーターを停止ずる 

► シートベンチレータースイッチの 
を押して、表示口を消口させまず。 


点 1 灯している 
表示灯の数 

作動内容 

3 

シ ー トベンチレー 
ターが強で作動し 
ます。 

2 

シートベンチレー 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シートベンチレー 
ターが弱で作動し 
ます。 

0 

停止していまず。 


〇 U モコン操作でドアウインドウと 
スライデイングルーフを開くと、運 
転席のシートベンチレーターび強で 
作動します。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
0バッテ1」一の電圧びほ < なると、 
シートベンチレーターび停止ずるこ 
とびありまず。電圧び回復ずると、 
再び自動的に作動しまず。 

〇 運転席ドアの助手席コント□ール 
スイッチ （091 ページ）の表示灯 
び点灯しているときは、シートベン 
チレータースイッチを押すと助手席 
の シー トベンチ レー ターび作動しま 
す。運転席のシートベンチレーター 
を作動させるとさは、助手席コント 
□ールスイッチの表示灯び消灯して 
いることを確認して < ださい。 


B を邸6恒掛 
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シートヒーター 


イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できます。 



① シートヒーター スイッチ 


シートヒーターを使用ずる 

► シー ト ヒーター スイッチのを押し 
ます。 

シー ト ヒーター スイッチを押ず ご 
とに点灯ずる表示灯の数が変わり、 
シー ト ヒーターの 作動が切り替わり 
ます。 

シートヒーターを停止ずる 

► シー ト ヒーター スイッチのを押し 
て、表示灯を消灯させまず。 


点なしている 
表示灯の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 

約8分後に自動的 
に中に切り誓わり 
ます。 

2 

シー トヒーターが 
中で作動します。 

約1日分後に自動的 
に弱に切り替わり 
ます。 

1 

シー トヒーターが 
弱で作動します。 

約2日分後に自動 
的に停止します。 

ただし、シート 
ベンチレーター 
([>100ページ）を 
作動させていると 
さは、シートヒー 
ターは自動的には 
停止しません。 

0 

停止していまず。 


を邸 S 恒冊 
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ステアリング 


〇コートや厚手の衣服などを着用し 
ている状態や、毛ななどの保温性の 
高いをのをシートにかけた状態で 
シートヒーターを使用しないでくだ 
さい。また、シートヒーターを連続 
して使用しないでください。異常週 
熱によりほ温乂傷（紅斑、水ぶ<れ） 
を起こしにり、シートヒーターび故 
障するおそれびありまず。 

P し U 下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざた0、低温乂傷をずるおそれび 
ありまずので、十分にま意してく 
ださい。 

•乳幼児、お年寄り、病人、体び 
不自由な方 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用された方 
• 飲酒した方 

P シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因にな 
りまず。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
0バッテ U —の電圧びほ < なると、 
シートヒーターび停止ずることびあ 
りまず。電圧び回復ずると、再び自 
動的に作動しまず。 

〇 運転席ドアの助手席コント□ール 
スイッチ （091 ページ）の表示灯 
び点灯しているとさは、運転席ドア 
のシートヒータースイッチを押ずと 
助手席のシートヒーターが作動しま 
す。運転席のシートヒーターを作動 
させるとさは、助手席コント□ール 
スイッチの表示口が消口しているこ 
とを確認してください。 


ステア U ング 


心 けがのおそれびありまず 

-運転中はステア U ングのパッド部を 
持たないでください。万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を妨げるお 
それがお0ます。 

• ステアリングのパッド部にカバーを 
したり、運転席エアバッグ収納部の 
上にバッジ、ステッカー、オーディ 
才のリモコンなどを貼0付けないで 
ください。運転席エアバッグの作動 
を巧ばたり、作動時にけがをずるお 
それがお0ます。 

-テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。ステア U ング調整 
レノ（一を操作することでステアリン 
グが動さ出し、ステアリングに挟ま 
れるおそれびあ0ます。 


〇ステア1」ングをいっぱいにまわし 
た状態を長 < 保持しないで < ださ 
しんステア U ング装置を損傷ずるお 
それびありまず。 

〇故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるときは、十分ま意してくだ 
さい。エンジンび停止していると、 
通常のときに比べてステア U ング操 
作に非甫に大さな力び必要でず。 
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左八ンドル車 

©前後位置の調整 
® 上下位置の調整 

前後位置を調壁ずる 


► ステア U ング調整レバーをのの方 
向に操作しまず。 

上下位置を調壁ずる 


► ステア U ング調整レバーを⑤の方 
向に操作しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ステアリングの調整は、必ず運転前に 
行なってください。運転中に調整ずる 
と、車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびありまず。 


〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シー トの位置やドア S ラーの 角度、 
マルチコント□ールパ'ックの設定と 
併せて記憶させることびでさまず 
(>111ページ）。 


イーソー - C ノトリー 

運転席への乗り降りを容易にずるた 

め、次のいずれかの操作をずると、ス 

テアリングが上方に、運転席シートが 

後方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

-イグこッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開く 

-運転席ドアが開いているとさに、 
キーレス3—スイッチでイグニッ 
シヨン位置を0にずる。 

ステア U ングと運転席シートは、次の 

いずれかの操作をずると、元の位置に 

戻0まず。 

-運転席ドアが閉じた状態でエンジン 
スイッチに キーを 差ず 

-イグこッシヨン位置が0のときは 
1の位置にずる 

-イグこッシヨン位置が1のとさは、 
運転席ドアを閉じて2にずるか、 
イグこッシヨン位置を0にしてか 
ら1の位置にずる 

〇 イージーエント U —を設定してい 
るときは、事故などのときにステア 
U ングび自動的に上方に移動して、 
車外への脱出や乗員の救出を容易に 
します。 


■を邸昼冊 
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ステアリング 


っーソー - C ノトリーのなた 

ステア U ングのみ、あるいはステア U 
ングと運転席シートを同時に移動する 
設定を選択でさます。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 


現在選択されているイージーエント 


U —の設定の左側には" 
れていまず。 


" が表おさ 




► インエ U アが車両設定画面がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
■ I 車両"を選択して (©» - コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 

イージーエント U —を設定ずる® 


► イージーエント U - の設定を選択し 
てコント□ーラーを押 
します®。 

"OFF" 

イージーエント U —は作動しません。 
■ I ステアリング" 

ステア U ングのみが移動しまず。 

"ステアリング/シート " 

ステア U ングとシートが移動します。 

設定した内容が^インエリアに表示さ 
れまず。 



► ^インエ U アに"イージーエント 
U — " を表おさせて C®I ■ •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 
イージーエント U —設定こユーが 
表示されます。 
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イージーエントリーを設定ずる⑤ 


t ビ ィ3 TWtM ■!! 


ェもの E 
づ 


巧 巧 • 



現在選択されているイージーエント 
U —の設定の左側には" •" が表示さ 
れていまず。 


アプリケーションエリアの "車両" 
を選択して *◎、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定メこューが表示されまず。 

のブぅイ >ド ， 
h アミ，一 at 
イ—ジ.占 I > KU—W 

へ ホう イト tt ■•■か 
ルームおヴ甘——'か 
7州エ>卜9 イト ホでイト、•: 

〇ヴ 》ff — そイテ*>ヴ 
■ K 化卜70。ク 
けん 

"イージーエントリー"を選択して 
{◎}■•◎*、 コント□—ラ—を押し 
ます®。 

イ… ジー エント U —設定こ ユーが 
表示されます。 



► イージーエント U —の設定を選択し 
て{@1.*©*、 コント □ーラーを 押 
します®。 

"OFF" 

イージーエント U —は作動しません。 

■ I ステアリング" 

ステア U ングのみが移動しまず。 

■ I ステアリング/シート " 

ステア U ングとシートが移動しまず。 

設定した内容が車両設定 ニューに表 
示されまず。 


■07 ラた4 齡& 

巧巧 — Mar 
ィ■ツ•エントリ-が〜 
ドうイト n 晒口田が 
ルームク>ブ311>9けけ 
7>ビエン巧かォヴか ■ ■/ 
0クイす〜5イを4>ヴ 
巧 ABJZ >70 v 。 

けん411%4冒-«臟 
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巧一 


A けびのおそれびありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。誤ってドアを開いたと 
量などにイージーエントリーが作動 
し、身体が挟まれてけがをするおそれ 
がお0ます。 


心 けびのおそれびありまず 

イージーエントリーが作動していると 
さは、身体が挟まれないよラにミ主意し 
て<ださい。シートやステア U ングの 
作動を停止するとさは、運転席のシー 
卜調整スイッチ、ステアリング調整レ 
バー、運転席ドアのポジションスイッ 
チや;>< モ U —スイッチのいずれかを操 
作してください。 


〇 イージーエント U —の作動中に走 
行を開始すると、イージーエント 
U 一は停止しまず。 


巧一 


A 事故のおそれびありまず 

S ラー類は必ず走行前に、後ちが十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こずお 
それがありまず。 

ルームミラーやドア S ラーには死角が 
ありまず。車線変更をずるとさなどは、 
必ずルーム S ラーおよびドアミラーで 
後方を確認してください。また、肩ご 
しに直接斜め後方を確認して<ださい。 

Q ルームミラーやドアミラーのミちれ 
を取るときにガラスクリーナーを使 
用ずる場合は、必ず^ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、 S ラーが変色ずるおそれがあり 
まず。 


ル—ムニフ— 


ルーム S ラーの 角度調整 



► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 


B を邸 S 恒掛 
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ドア s ラー _ 

Q ドアミラーに写った像は実際より 
も遠くにあるように見えまず。ドア 
S ラーで後方を確認ずるとさは十分 
注意して < ださい。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ミ主意 
して < ださい。 

Q ドアミラーのガラスが損傷ずる 
と、液体が漏れ出ずことがありまず。 
この液体は物を腐食させる性質があ 
りまずので、目や皮膚に直接触れな 
いよラ注意して < ださい。 

万一、液体が目に入ったとさや皮膚 
に付着したとさは、ただちに清潔な 
水で十分に洗い流し、医師の診断を 
受けて < ださい。 

P 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水を湿らせた巧などで 
拭さ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがあ0まず。 

〇 ドアミラーにはヒーターが装備さ 
れています。 U アデフォツガーが 
作動しているとさや外気温度が下 
がると自動的に温められ、凍結を 
防ざます。 


ドア S ラーの角度調整 



ち八ンドル車 

® ドア云ラー調整スイッチ 
©助手席側ドア云ラー逞択スイッチ 
⑤ドア S ラー格納/展開スイッチ 
©運転席側ドア吉ラー逞択スイッチ 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に調整でさまず。 

► 調整ずる側のドア S ラー選択スイッ 
チ⑤まには④を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯び 
点灯しているとをに、ドアミラー 
調整スイッチのを操作してドアミ 
ラーの角度を調整しまず。 

〇 ドアミラー選択スイッチを押して 
から、約15秒間操作をしないと、 
スイッチの表示灯は消灯しまず。 

〇 ドア S ラーの角度は、運転席シー 
卜やステア1」ングの位置、マルチコ 
ント□ールシートバックの設定と 
併せて記憶させることびでさまず 
(>111ページ）。 


■を邸 i 冊 
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巧一 


ドアミラーの格納/展開 

イグニッシヨン位置び1か2のとを 

に、格納/展開できまず。 

ドア5ラーを格納ずる 

► ドアミラー格納/展開スイッチ⑤ 
を押します。 

ドアミラーを展開ずる 

► 再度、ドアミラー格納/展開スイッ 
チ®を押しまず。 

〇ドア S ラーは手で格納しにり、展 
開しないで<ださい。ドア云ラーを 
損傷するおそれびありまず。 

〇走行ずるとをはドアミラーを展開 
して < ださい。 

〇ドアミラーを格納/展開している 
とをは、身体や物び挟まれないよ5 
にミ主意してください。車の周りにモ 
供びいるとをは、特にま意してくだ 
ごい。 

〇洗車機を使用ずるとさはドア S ラー 
を格納してください。ドアミラーを 
損傷するおそれびありまず。 

〇走行ずるときはドアミラーを展開 
して < ださい。 

〇 走行速度び約 45 km/hii (上のと 
さは、スイッチでドア S ラーを格納 
することはでさません。 


施綻時①ドア S ラー格納 


車を施錠ずるとさにドア S ラーを併せ 
て格納でさまず。 

格納されたドア S ラーは、ドアを開< 
と展開します。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、ドアを開いてち、ドア三ラー 
は展開しません。 



► インエ U アが車両設定画面がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
■I 車両"を選択して (©J - 、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

インエ U アが車両設定画面になり 
9 〇 
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施綻時のドア吉ラー格納設定の 



►メインエ U アに"ドア吉ラー設定" 

を表示させて «◎).*◎*、 コント□一 
ラーを押します®。 

ドアミラー設定メニューび表示され 
ます。 



►" ドア□ック連動格納"を選択して 
コント □ーラーを 押し 

ます®。 


コント□ーラーを押ずにびに、左側 
のボックスのチてックマークび表示 
/消去されまず。 

施綻時のドア S ラー格納び設定され 
ているときは、左側のボックスに 
チェックマークび表示されまず。 


施綻時のドアミラー格納設定⑤ 



► アプ U ケーシヨンエリアの"車両" 
を選択してコント□ーラーを 
押します®。 

車両設定メニューび表示されまず。 



►" ドアミラー設定" を選択して 
コント □ーラーを 押し 

まず®。 

ドアミラー設定メニューび表示され 
9 〇 


■を邸昼冊 
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巧一 



►" ドア□ック連動格納"を選択して 
{◎I . •◎*、 コント□—ラ—を押し 
ます®。 


コント□ーラーを押ずたびに、左側 
のボツクスのチてツクマークが表示 
/消去されまず。 

施錠時のドア S ラー格納が設定され 
ているとさは、左側のボックスに 
チェック マークが 表示されまず。 


自動防眩機能 



①センサー 


心 事故のおそれびありまず 

電動ブラインド0247ページ）を使 
用しているとさなど、ルーム S ラーの 
センサーに後続車のライトが当たらな 
いとさは、自動防目玄機能が作動しない 
おそれがあります。このとさは、ルー 
ム S ラーの角度を調整して眩惑を防 
ざ、十分ま意して走行してください。 


Q ルームミラーのガラスが損傷ずる 
と、液体が漏れ出ずことがありまず。 
この液体は物を腐食させる性質があ 
りますので、目や皮膚に直接触れな 
いよラ注意して < ださい。 

万一、液体が目に入ったとさや皮膚 
に付着したとさは、ただちに清潔な 
水で十分に洗い流し、医師の診断を 
受けて < ださい。 

〇液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水を湿らせた巧などで 
拭さ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがあ0まず。 

〇 シフトポジションが ra のとさ 
やフ□ントルームランプが点口して 
いるとさは自動防眩機能は解除され 
まず。 


周囲が暗<イグニッシヨン位置が2 
のとさに、ルームミラーのセンサー 
のが後続車のライトを受けると、自 
動でルーム S ラーと運転席側のドア 
S ラーの色の濃度が変わり隘しさを 
防止します。 
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メモリー機能 


シート位 置の記憶 _ 

フ□ントシートでは、ポジションス 
イッチにシート位置やマルチコント 
□ールシートバックの設定を記憶させ 
ることびでさまず。 

まに、運転席シートにはステア U ング 
の位置やドア S ラーの角度を記憶させ 
ることびでさまず。 

〇 助手席コント□ール機能091 
ページ）により、運転席ドアのス 
イッチで助手席シートの記憶と呼 
び出しびでさまず。 



運転席ドアのスイッチ 
® メモ U — スイッチ 
⑤ポジションスイッチ 


► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、さらにステア U ング 
の位置やドア S ラーの角度を調整 
します。 

ドアミラーの角度やマルチコント 
□ールシートノ（ックを調整ずると 
をは、イグニッシヨン位置を1か 
2にして<ださい。 


► メモ U — スイッチのを押しまず。 

►約3ホ少じ(内にポジションスイッチ⑤ 
の " 1 " 〜11311のいずれひを押しまず。 

II ピッ"とい5確認音び鳴り、その 
ポジションスイッチにシート位置な 
どび記憶されまず。 

他のポジションスイッチにを同様の方 
法でシート位置を記憶させることびで 
さまず。 


記憶させたシート位置の呼び出し I 

► 呼び出したいポジションスイッチ⑤ 
の " 1 II 〜 11311 のいずれかを押し続け 
ます。 

シートなどび動さはじめ、記憶させ 
た位置になると停止しまず。 

〇 ま全のため、ポジションスイッチ 
⑤から指を放ずとシートは停止し 
ます。ただし、マルチコント□ール 
シー h バックの設定の呼び出しは停 
止せず、継続されます。 

A 事故のおそれびあ0まず 

運転席シートのシート位置の呼び出し 
は、必ず停車しているときに行なって 
ください。走行中に行なって操作を誤 
ると、車のコント□ールを失い、事故 
を起こずおそれびありまず。 


心 けびのおそれびありまず 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。スイッチを操作ずるこ 
とでシートなどが動さだし、身体を挟 
まれるおそれがあります。 


■を邸昼冊 
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メモリー機能 



左八ンドル車 

①運転席側ドアミラー選択スイッチ 
©助手席側ドアミラー選択スイッチ 

シフトポジションを〇にしたとさ 
に、助手席側ドア S ラーの角度があら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にずることがでさまず。 

イグこッション位置が2のとさに作動 
します。 

助手席測ドア S ラーを記憶させていた 
角度にずる 

► 助手席側ドア S ラーのパーキングへ 
ルプ機能が設定されていることを確 
認します （>1 13、114ページ）。 

► ブレーキ ペダルを 踏みまず。 

► シフトポジションを|ミ画にしまず。 

ドア S ラー選択スイッチの表示口が 
点灯します。 

運転席側のドア S ラー選択スイッチ 
の表示灯が点灯したとさは、助手席 
側ドアミラー選択スイツチ®を押 
します。 


〇 助手席側ドア三ラーのパーキング 
ヘルプ機能が設定されているとさ 
は、シフトポジションを眶ミ画にず 
ると、いずれかのドアミラー選択ス 
イッチの表示灯が点灯しまず。 

助手席側ドア S ラーの角度は次のいず 
れかのとさに元の角度に戻りまず。 

-走行速度が約 lOkm / hLU 上になつ 
たとさ 

-シフトポジションを D の位置か 
ら他の位置にして約10秒経過した 
とさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチを 
押して、運転席側ドア S ラーを選択 
したとさ 

このとさは運転席側のドアミラー選 
択スイッチの表示灯が点灯しまず。 

再度、助手席側ドア三ラー選択ス 
イッチを押ずと、助手席側ドア S 
ラーは記憶させている角度になり、 
助手席側ドアミラー選択スイッチの 
表示灯が点灯しまず。 

• イグこッション位置を0か1にし 
て、再度イグこッション位置を2 
にしたとさ 
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後退時の助手席側ドア S ラー角度を記 
憶させる 



左八ンドル車 

モリースイッチ 
® ドアミラー調整スイッチ 
感助手席側ドア S ラー選択スイッチ 

►イグこ ッ シヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
⑤を押しまず。 

助手席側ドア三ラー選択スイッチ 
の表示灯が点灯しまず。 

►スイッチの表示口が点灯している 
とさに、ドアミラー調整スイッチ 
⑤で、後退時に後方を確認しやず 
し、角度に助手席ドア S ラーの角度 
を調整します。 


► 運転席ドアのモリースイッチ© 
を押しまず。 

► 約3秒内にドアミラー調整スイッ 
チ⑤をいずれかの方向に押しまず。 

このとさ助手席側ドア三ラーが動か 
なければ、そのとさの角度が記憶さ 
れます。 

► ドアミラー調整スイッチ⑤で、走 
行時の角度に助手席側ドアミラーを 
調整します。 

H 走行ずるときは、ドアミラーを後 
ちが十分確認でさるよ5に調整して 
<ださい。 

〇 助手席側ドア三ラーが動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

〇 助手席側ドア三ラーが後退時の角 
度に自動調整されているとさに助 
手席側ドア三ラーの角度を調整ずる 
と、調整した角度が新たに記憶され 
9 〇 


助手席側ドア S ラーのパーキングヘル 
プ機能の設定 



ナピ 4 : u . .m かづ！諭 》 



► インエ U アが車両設定画面(がの 
とさは、アプ U ケーシヨ ンエ U アで 
■I 車両" を 選択して mi - *© •、コ 
ント □ーラーを押 しまず®。 

インエ U アが車両設定画面になり 
ます。 


I 
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メモリー機能 


パーキングヘルプ機能を設定ずるの パーキングヘルプ機能を設定ずる® 





メインエ U アに"ドア S ラー設定" 

を表示させて «◎).•◎•、]> 卜□一 
ラーを押します®。 

ドア S ラー設定メニューび表示され 


ます。 


" U バースポジション" を選択して 
{◎).◎*、 コント□ーラーを押し 
ます®。 

コント□ーラーを押ずたびに、左側 
のボックスのチてックマークび表示 
/消去されまず。 

この機能び設定されているとさは、 
左側のボックスにチェックマークび 
表示ごれます。 


ナビ f_r 才 U.'fac TV づ已》 ■■ 

► アプリケーシヨンエリアの"車両" 
を 選択して* ◎、コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定 >< こユーが表示されまず。 



ド T 巧 — 


ィ—ジ — I > KU - なが J > かシ‘ 
•%ホぅか1»—函 W 
ルー止を^ブ ttPIII ■巧が 
7ンビエント5イトサクか I ■/ 
〇日クィホ—54モ<：/ヴ 
•■•«に巧。ッ。 

■けん 


ドアミラー設定" を選択して 
{◎I ■ •◎*、 コント □ーラーを 押し 
まず®。 

ドア S ラー 設定 >< こ ユーが 表示され 


まず。 
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►" リバースポジション" を 選択して 
{◎}.◎*、 コント□— ラーを 押し 
ます®。 


コント□ーラーを押ずにびに、左側 
のボックスのチェックマークび表示 
/消去されまず。 

この機能び設定されているときは、 
左側のボ ッ クスに チェック マークび 
表示されます。 


シートベルト 


シートベルトの着用 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトを正しく着用して 
いなかったり、シートベルトが 
バックルに確実に差し込まれて 
いないと、シートベルトの機能 
が十分に発揮されずに、致命的 
なけがをするおそれがあ0まず。 

•着用前に、シートベルトやバッ 
クルに損傷やミちれがないことを 
確認してください。 

•乗員全員が、常にシートベルト 
を正しく着用していることを確 
認してください。 

• シートベルトは身体に密着させ 
て、ねじれのないよラに着用し 
てください。 

• コートなどの厚手の衣類は着用 
しないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にか 
けてください。絶対に首や脇の 
下には通さないでください。ま 
た、シートベルトを引さ上げて 
胸に密着させてください。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさる 
だけ低い位置にかけて<ださい。 

•ペンや眼鏡など、を類のポケッ 
卜に入れたとがった物やこわれ 
やすい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートベルトク U ップなどを使 
用してシートベルトにたるみを 
つけないで < ださい。 

• 1本のシートベルトを2人し U 上 
で共用したり、シートベルトと 
身体の間にバッグなどを挟み込 
まないで <ださい。 
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シートベルト 


• デおを膝の上に座らせて走行しない 
で<ださい。急な進路変更やブレー 
キをかけたとさ、追突したとさなど 
に子供を保護することびでさず、子 
供と他の乗員が致命的なけがをずる 
おそれがあります。 

• 身長150 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを正 
し<着用することがでさません。必 
ずチャイルド セーフテイ シートを適 
切なシートに装着して、子供の安全 
を確保してください。 

詳しくは （04 日ページ）をご覧く 
ださい。 

• 子供が着用ずるときは、着用状態を 
運転者が確認してください。また、 
正し < 着用でさない体格の子供は適 
切なチャイルドセーフテイシートを 
使用して < ださし、。 

• チャイルドセーフテイシートを装着 
するときは、製品に添付されている 
取扱説明書に従って<ださい。 

• 妊娠中の方やけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを着 
用して < ださい。 

• シートベルトを使って、重し''荷物な 
どを固定しないでください。 
シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直に近い位置で、乗員 
が上体を起こして座っている場合にの 
み発揮することがでさまず。絶対に 
バックレストを大きく寝かせた状態で 
走行しないで<ださい。急ブレーキ時 
や追突時に致命的なけがをするおそれ 
があ0まず。 

シートベルトについては030ぺージ） 
ち)ご覧ください。 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトが下のようなと 
さは、機能が十分に発揮されず 
に致命的なけがをするおそれが 
おりまず。 

〇シートベルトが損傷している 
とを 

〇事故などでシートベルトに大 
さな衝撃がかかったとき 
〇シートベルトを改造-分解し 
たとを 

• 鋭利な部分の上にシー h ベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷ずるおそれがあります。 

• シートベルトがドアやシート 
レールに 挟まれていないことを 
確認してください。シートべル 
卜を損傷するおそれがあります。 

• シートベルトを改造した0分解 
しないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトが大さな 
衝撃を受けたとさは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で 
新品と交換し、関連部品の点検 
を受けてください。 

• 純正部品];^外のシートベルトは 
使用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度が低下し、 
乗員保護機能が損なわれるので、 
清掃するとさは似下の点にま意 
して < ださい。 

〇強い酸性やアルカリ性洗剤、 
有機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射曰 
光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しない 

• シートベルトに損傷がないか、定 
期的に点検してください。 
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シートベルトを着用ずる 



①ベルトアンカー 
⑤プレート 
⑤バックル 
④辭除ボタン 


► 肩を通るベルトび肩の中央にかかっ 
ていることを確認しまず。 

また、腰を通るベルトび腰骨のでさ 
るだけほい位置にかかっていること 
を確認します。 

また、腰を通るベルトび腰骨のでさ 
るだけほい位置にかかっていること 
を確認します。 

お要に応じてシート位置090ペー 
ジ）を調整して、ベルトを身体に 
密着させます。 

シー トベルトを夕ほ" 

►手でプレート⑤を持ち、バック 
ル⑤の解除ボタン④を押して、 
シートベルトをゆっくりきさ取ら 
せます。 


シートベルトを着用ずる 

► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっくりと引を出しまず。 

シートベルトび□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトを肩の中央にひけ 
ます。 

► シートベルトにねじれびないことを 
確認して、プレート⑤の先端をバッ 
クル③に差し込みまず。 
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シートベルト 


正しい運転姿勢 


正しい運転姿勢になるよ5に上記の 
点にミ主意してシートを調整してくだ 
さい。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おな 

• バックレストはできるだけ垂直に 
する 

• 背中はバックレストに密着させる 
• シートベルトが正しく着用できる 
• ペダルが楽に踏み込める 
• ステア U ングが楽に操作でさる 


H シートを調整しているとさは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないで<ださい。挟まれ 
てけがをずるおそれがあ0まず。 

Q シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それ上操作しない 
で < ださい。 

Q 誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートが動さ、乗員がけがをず 
るおそれがあ0まず。モ供を乗せて 
いるときは十分注意してくださし、。 


A 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の運 
乾姿勢にをった正しいシート位置に調 
整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こすお 
それがあ0ます。 


A けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟ま 
ないでください。事故のとさ、けが 
をするおそれがあります。 

• バックレストを大きく後方に傾けた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や衝突時などに身体がシー 
トベルトの下を抜けてベルトの力が 
腹部や首にかかり、致命的なけがを 
するおそれがあ0まず。 
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左八ンドル車 
①ランプスイッチ 

※ち八ンドル車は、車幅な表示な©とフ□ント 
フオグランプ表おむ®の位置び逆になりまず。 



位置 

作動内容 

⑤ 

〇 

ずべてのランプび消灯 

⑤ 

〇 

周囲の明るさに応じて、 
自動的に点灯/消灯 

④ 


車幅灯、テールランフ、 
ライセンスランプやス 
イツチなどの照巧び点灯 
し、表示灯⑦び点灯 

⑤ 

四 

車幅灯などに加え、へツ 
ドランプび点灯 


因 

ち側のパーキングランプ 
び点灯 

巧 

左側のパーキングランプ 
び点な 

⑦ 

車幅灯表示灯 

④ 

フ□ントフォグランプ表示灯 

③ 

U アフォグランプ表示灯 


へッドランプは手動または自動で点口 
/消灯でさまず。 

へッドランプを手動で点'打ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ランプスイッチのを E 9 の位置に 
しまず。 

へッドランプを自動で点'打ずる 

► ランプスイッチ©を ra の位置に 
します。 

周囲が暗いとさ、イグニッシヨン位 
置を1にずると、車幅灯、テール 
ランプ、ライセンスランプが自動的 
に点灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへッドランプも点口しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ランプの点好/消灯に関する責任は運 
転者にあります。ランプの自動点灯機 
能は運転者を支援する機能です。 


心 事故のおそれびありまず 

し处下の状況などではランプは自動的に 
点灯しなかったり、点灯していたラン 
プが消灯して事故を起こずおそれがあ 
りまず。このとさは、手動でランプを 
点灯してください。 

• 霧の中を走行ずるとさ 
• 対向車のランプなどにより、セン 
ヴーが正常に作動しないとさ 


へッドランプ 
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ンプ 


A 事故のおそれびあ0まず 

ランプスイッチを D から^の位 
置にずるとさは、必ず停車してくださ 
し、。ランフび一瞬消巧して事故を起こ 
すおそれびありまず。 


〇ランプスイッチび应 a の位置のと 
を、エンジンスイッチにキーび差し 
込まれていない状態やキーレス3’ 一 
でイグニッシヨン位置を0にして 
いる状態で運転席ドアを開くと、警 
告音び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ライトを消してく 
ださい"と表示されまず。このとさ 
はランプを消灯してください。バッ 
テ U —びあびるおそれびありまず。 

〇エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないで<ださい。 
パ' ッテ U —びあびるおそれびあり 
ます。 

〇へッ ドランプび点灯しているとを 
に、イグニッシヨン位置を2 Li (外 
にずると、へッドランプび消灯しま 
す。さらにこの状態でイグニッシヨ 
ン位置を0にして運転席ドアを開 
くか、エンジンスイッチに差し込ま 
れているキーを巧くと、車幅灯など 
を消灯しまず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、自動点灯機能び働か 
な< な0まず。 

〇 ランプスイッチび D の位置のと 
をは、トンネルなどの暗い場所や悪 
天候のとをなどに、ランフび自動的 
に点灯ずることびありまず。 


フォグランプ 


フ□ントフォグランプを点なずる 

►イ グニッシヨ ン位置び 2 でランプ 
スイッチの位置びち回まには E 9 
のとをに、ランプスイッチを1段 
引さまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯④び点 
灯しまず。 

フ□ントフォグランプ/ U アフォグ 
ランプを点：打ずる 

►イ グニッシヨ ン位置び 2 でランプ 
スイッチの位置び E 回まには画3 
のとをに、ランプスイッチを2段 
引さまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯④と U アフォグランプ 
表示灯®び点灯しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ランプスイッチび D の位置のとさ 
は、フォグランプは点なでさまはん。 
霧の中を走行ずるとをは、あらかじ 
めランプスイッチを E 9 に合わせて 
へッドランプを点なしてください。 

U フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
し U 外には使用しないでください。巧 
向車や後続車の迷惑になりまず。 
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パーキングランプ 


パーキングランプは、暗びりでの駐車 
時に後続車などに車の存在を知らせる 
ため、車幅灯とテールランプだけを点 
灯しまず。 

パーキングランプを点:打ずる 

イグニッション位置び0のとさ、まには 
エンジンスイッチにキーを差していない 
ときに点灯ずることびできまず。 

► ランプスイッチを因に合わせまず。 

ち側のパーキングランプび点灯し 
ます。 

まには 

► ランプスイッチを四に合わせまず。 

左側のノ くーキングランプび点灯し 
ます。 


へツドランプ下向を/上向をの切 
り替え _ 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にしまず。 

へッドランプび下向きになりまず。 

へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
位置にしまず。 

へッドランプび上向きになりまず。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
S び点灯しまず。 

パッシングずる 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 S び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手を 
放ずとのの位置に戻りまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せを走行 
するとをは、へッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 



①下向を 
⑤上向を 
⑤パッシング 
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車がランプ残照時間の設定 


周囲が暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅口、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプ、ド 
アミラー下部のランプ0134ページ） 
が点灯し、ドアやトランクを開いて閉 
じた後、一定の時間が経過ずると消灯 
します。 

C 0 MAND システムで設定を行ない 
ます。 


ナ t ブ 


rj な：.9圓 tk mm ご圃- 


► >< インエ U アが車両設定画面政がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
■ I 車両" を選択して C@J - •、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

メインェ U アが車両設定画面にな0 
ます。 


車がランプ残照時間の設定© 


► ^ インエリアに"へッ ドライト残 
照時間" を表おさせて 《◎} ■ *◎*、 
コント□ーラーを押しまず®。 

車外ランプ残照時間設定^ニューが 
表示されます。 

現在選択されている鶏照時間の左側に 
は、"-"が表示されていまず。 
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►残照時間を選択して《@1-*©*、 コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

"0 秒" を選択ずると、車がランプ 
は点灯しません。 



車外ランプ残照時間が設定されまず。 

車がランプ残照時間の設定® 



► アプ U ケーシヨンエリアの" 車両" 
を選択して •◎、 コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 


I ■& 7 ラぶ " 

h 了巧 -nr 

イ-ーエントリー なサ7が-•ダ， y -卜__ 

ド 5 イト >■—lOff r-- 

みームラ y プ》1|1|画巧け 
7>ビエい卜9かォクか■■户 
n 日クイ f — ラ<モ4>ヴ 

-■鼠了かぶ 

■けん 

►"へッドライト残照時間" を選択し 
て {◎}.*◎*、 コント□ーラーを押 
します®。 

車がランプ残照時間設定 こューが 
表示されます。 


現在選択されている残照時間の左側に 
は、"-"が表示されていまず。 



►残照時間を選択して、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

"0 秒"を選択ずると、車がランプ 
は点灯しません。 
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I ■"?，.'>!： MA * 

壬 3 —in 

イ — y - i > トリ- が： r リンダ-みご卜 -n 
、'が,卜 •■•■ joft M 

ル—ムゲ/ブ UMm ■けけ ■]' 

7ンビエント！ H ■ト ホでイト - -t 
〇日:ヴ ヴ I 

■ 口。。。 

■けん41111 I 

車外ランプ残照時間び設定されまず。 

車がランプ残照機能を一時的に解除 
ずる 

►エンジンを停止した後、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 ランプび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやトランクを閉じてひら消灯ず 
るまでのおよその時間でず。 

〇 エンジンを停止してからドアや卜 
ランクを閉じたままにずるか、開い 
てそのままにしてから約60秒後に、 
ランプは消灯しまず。 

〇 エンジンを停止してひら約60秒 
し U 巧であれば、設定した時間び経過 
してランプび消灯したあとでを、ド 
アやトランクを開<たびに車夕1ラン 
プは点灯しまず。 


方向指示 


イグニッシヨン位置び1か2のとを 
に点滅ごせることびでさまず。 



ち八ンドル車 

①ち側の方向指示打び点滅 
⑤左側の方向指示なび点滅 


ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向に操作しまず。 

左側の方向指示打を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作しまず。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 

ネーションスイッチは自動的に戻り 

ます。戻らないとさは手で戻して<だ 

さい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 

メーターノ くネルの方向指示表示灯ち点 

滅します。 

〇 方向指示灯を点滅させているとを 
に非甫点滅灯スイッチを押ずと、非 
甫点滅灯に切り替わりまず。再度、 
非苗点滅灯スイッチを押ずと、方向 
指示灯に切り替わりまず。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作ずると、方向指示灯び3回点 
滅します。 
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非常点滅*打 


故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 



①非常点滅灯スイツチ 


非常点滅灯を点滅させる 

► 非常点滅灯スイッチのを押しまず。 

非常点滅ロスイッチのと 一夕一 
パネルの方向指示表示灯ち点滅し 
ます。 

非常点滅灯を消灯させる 

►再度、非常点滅ロスイッチのを押 
します。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ1」一びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 非甫点滅灯を点滅させているとさ 
に方向指おの操作をずると、その方 
向の方向指示なの点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯を消灯させると、 
再び非苗点滅灯に切り替わりまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非甫点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自動 
的に点滅した非常点滅灯を消灯ず 
るとさは、非苗点滅灯スイッチを 
押します。 


〇 約 70 km / h じ(上で走行していると 
をに急ブレーキを効かせて停止した 
とさは、非甫点滅灯び自動的に点滅 
します。自動的に点滅した非常点滅 
灯は、非常点滅灯スイッチを押ずか、 
走行速度が約 lOkm / hiU 上になる 
と自動的に消口しまず。 


へツトフンプウオツシヤ— 

イグこッシヨン位置が2で、ヘッドラ 
ンプが点口しているとさに、ウインド 
ウウォッシ巾一 0135ぺージ）を約 
5回作動させると、ウォッシャー液が 
自動的にへッドランプに向けて噴射さ 
れまず。 

〇へッドランフは樹脂製レンズを使 
用してし''るため、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇イグ ニッシヨン位置を1にずるか、 
車外ランプを消灯ずると、ウインド 
ウウォッシャーを作動させた回数は 
I 」セッ トされまず。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 
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インテ u ジェントライトシステム 

インテ U ジェントライトシステムはじ ( 
下の機能から構成されまず。 

• アクティブライトシステム 
• コーナ U ングランプ 
• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

インテ U ジェントライトシステムは、 
周囲び暗いとさに作動しまず。 

この機能の設定と解除については 
0179ページ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



へッドランプび点灯しているとさ、走 
行中にステア U ングを操作ずると、操 
作した方向にへッドランプの向さび変 
わりまず。 

〇 ヘッドランプの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドランプの角度はル 
さいため、変化びわかりに<いこと 
びありまず。 


コーナ IJ ングランプ 



へッドランプび点灯しているとさ、走 
行中に方向指示灯を点滅ごせたりステ 
ア U ングを操作ずると、コーナリング 
ランプび点灯しまず。 

方向指示打との連動 

► 走行速度び約 40 km/h (下のとさ 
に方向指示灯を点滅させまず。 

点滅させた側のコーナ1」ングランプ 
び点灯しまず。 

シフトポジションび〇のとを 
は、コーナ1」ングランプは点灯し 
ません。 

ステアリング操作との連動 

► 走行速度び約 70 km / h け下のとを 
にステア U ングを操作しまず。 

操作した側のコーナ1」ングランプび 
点灯しまず。 

シフトポジションび ra のとさは、 
ステア U ングを操作した側と逆側の 
コーナ1」ングランプび点灯しまず。 
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〇 点滅させた方向指お灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のコーナ 
1」ングランプび点灯しまず。 

〇 コーナ U ングランプはゆつ < り 
消口ずるため、一時的に左ち両側 
のコーナ U ングランプが点口ずる 
ことがありまず。 

〇 点灯したコーナ U ングランプは約 
3分後に自動的に消灯しまず。 


八イウェイモード 



1；!下のとさに、へッドランプの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 


•約 110 km / h _ Ui (上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 

• 走行速度が約 130 km / hiU 上になつ 
たとさ 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


〇 ヘッドランプの照度は、走行速度 
が約 80 km / haU 上になったときに 
上が0まず。 

〇 走行速度が約 80 km/h (下になる 
と、八イウェイモードは停止しまず。 


フオグランプ強化機能 



へッドランプが道路の脇を照射ずる 
ことで視界を確保し、睦しさを軽減し 
ます。 


走行速度が約 70 km / h 政下のときに 

U アフォグランプを点灯ずると作動し 
9 〇 

〇 走行速度び約1 OOkm / h を超えた 
とを、または1」アフォグランプを消 
灯したときは、フォグランフ強化機 
能が停止しまず。 

《上記は、車両の機能の説日月です。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 
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ルーム ランプ 



①フ□ント読書打（を側）スイッチ 
⑤ U アルームランプスイッチ 
⑤フ□ントルームランプスイッチ 

④ 点なモード選択スイッチ 

⑤ フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 
@フ□ント ルーム ランプ 

⑦点灯モード表示灯 


ルームランプの点：订モードの選択 

自動点なモードにずる 

►スイッチ④を押して、点灯モード 
表示灯® "OFF" び消灯している状 
態にしまず。 

し U 下の操作をずるとルームランプび点 
灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアを閉じるとただちに消 
灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは消灯 
しません。 


◊イグ ニッ シヨン位置び 0 か 1 の 
とさ、またはキーび巧いてある 
とさは、ドアを閉じると約10ホ少 
後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは約5 
分後に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧くと 
点灯し、設定した時間び経過ずると 
消灯しまず0130ぺージ）。 

• U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作で解錠ずると点灯し、約30秒後 
に消灯しまず。 

D 車を施錠したとさは、ルームラ 
ンプび消灯ずることを確認してく 
ださい。 

〇 点灯しているルームランプや読 
書灯などは、 U モコン操作または 
キーレス3—操作で施錠すると、 
数秒後に自動的に消灯しまず。 

常時消'なモードにずる 

►スイッチ④を押して、点灯モード 
表示灯® "OFF" び点灯している状 
態にしまず。 

1；■(下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプは点灯しません。 

• ドアを開< 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作で解錠ずる 
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フ□ントルームランプの手動点な/ 
ミ肖な 

フ□ントルームランプを手動で点な 
/消なずる 

► スイッチ⑤を押しまず。 

フ□ントルームランプ®び点灯 
/消灯しまず。 

非常時の自動点な 


ルームランプび自動点灯モードのとさ 
は、シートベルトテンシヨナーやエア 
バッグび作動ずると、ルームランプび 
自動的に点灯しまず。 

また、このとさは非苗点滅灯を点滅し 
ます。 

自動的に点なしたルームランプを消'な 
ずる 

► 非甫点滅灯スイッチを押しまず。 
まには 

► U モコン操作で施錠した後、解錠し 
ます。 

または 

► スイッチ④を押しまず。 


フ□ント読書■灯 



@フ□ント読書灯（左側) 
@フ□ント読書灯（ち側) 


フ□ント読書'灯を点な/消なずる 

► スイッチ①⑤を押しまず。 

フ□ント読書灯④®び点灯/消灯 
しまず。 


U アルーム ランプ 



⑩ U アルームランプ 


U アルームランプを手動で点灯/消'な 
ずる 

► スイッチ⑤を押しまず。 

U アルームランプ颇び点灯/消灯 
します。 
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ルームランプ残照時間の設定 

ルームランプの点灯モードが自動点灯 
モードのとさ、エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさに点灯したルームラ 
ンプの残照時間を設定でさまず。 

COMAND システムで設定を行ない 
ます。 



► インエ U アが車両設定画面がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
■ I 車両"を選択して C@J - 、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

インェ U アが車両設定画面になり 
ます。 

ルームランプ残照時間を設定ずるの 



►メインエリアに"ルームランプ残 
照時間"を表おさせて mi - -◎*、 
コント□ーラーを押しまず®。 

ルームランプ残照時間設定 こユー 
が表示されまず。 



現在、選択されている残照時間の左側 
には" • II が表示されていまず。 


► 残照時間を選択して (©1 - 、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

"0 秒" を選択ずると、ルームラン 
プは点灯しません。 



ルームランプ残照時間が設定されまず。 

ルームランプ残照時間を設定ずる® 



► アプリケ…シヨンエ U アの"車両" 
を 選択して* ◎、コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定 こユーが表示されまず。 
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• ドアを開 < と約日分間点口しまず。 


ドアを閉じると約10秒間点灯し、 
その後約20秒間は COMAND シス 
テムで設定されている照度で点灯し 
まず。 


現在、選択されている残照時間の左側 
には" • II が表示されていまず。 

►残照時間を選択して 《◎}-*◎* 、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

"0 秒"を選択ずると、ルームラン 
プは点口しません。 


• U モコン操作またはキーレス:！!‘一操 
作で解錠ずると点口し、約4日秒後 
に消灯しまず。 

• イグこッシヨン位置が2のときは、 
COMAND システムで設定されてい 
る照度で点灯します。 

イグこッシヨン位置を2から1ま 
たは0にずると、約10秒後に消口 
します。 


I lll ブ，ィ JWA 

ド T 巧 一 W 

イー ジ—エントリ— みンヴシート 

舌 fMI ■国 ■ W 

ルームウ y プ?1,•■巧 Uf 

7>ピ。卜9かオヴかけ 
=日クが—54テ 4 パ 

■けん 4 lh 止 


■»7，ィ>ド 

口 巧一 at 

イ—ジ■ェ>トリ— ながリーヴ心 
A ホ： MHimw W 
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アンビエントランプ 


ルームク: 


が 


7>ヒエント S イト W イト、 
日クイホ—5イ ヴ 

■•• E 阿〇ッ。 

けん 


"ルームランプ残照時間"を選択し 
て {◎! . *◎*、 コント□ーラーを 
押します®。 

ルームランプ残照時間設定 ニュー 
が表示されまず。 


左八ンドル車 

のアンビエントランプ 


アンビエントランプの点'打/消'打 


ルームランプ残照時間が設定されまず。 












アンビエントランプは、色調と照度の 
設定がでさまず。 


Ft 才ーデ+才 ■ail 


か ■— 


H 

► ^インエ U アが車両設定画面政がの 
とさは、アプ U ケーシヨンエ U アで 
■ I 車両"を選択して 《◎? ■ •、コ 

ント□ーラーを押しまず®。 

メインエ U アが車両設定画面にな0 
ます。 

アンビエントランプの色調/照度を設 
定ずる© 

► ^インエ u アに"アンビエントライ 

卜" を表示させて •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

アンビエントランプ設定 >< こユーが 
表示されます。 

アンビエントランプの色調および明 
るさが設定でさまず。 



アンビエントランプの色調を選択し 
て {◎? . *◎*、 コント□ーラーを 
押します®。 

アンビエントランプの色調が設定さ 
れまず。 



" 明るさ" を選択して i@j - •◎*、 
コント□ーラーを押しまず®。 

アンビエントランプの照度設定>< 
こユーが表示されまず。 
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► アンビエントランプの照度を選択し 
て {◎! . *◎*、 コント□— ラーを 
押します®。 

アンビエントランプの照度が設定さ 
れます。 


アンビエントランプの色調/照度を設 
定ずる® 



► アプリケーシヨンエリアの"車両" 
を 選択して* ◎、コント□ーラーを 
押します®。 

車両設定メこューが表示されまず。 



■II プろ 

ド7さラ — M 

イージーエントリ— なサダ心ート 
〜巧か NIMS W 
み-ムゎ巧！•，•，が 
7>ビエ シ巧か — ,ク 

nq クイす一5イモ41/ヴ 
•■aw 巧。。。 

■けん 4 IK と 


►" アンビエントライト"を選択して 
{◎ I . *◎*、 コント□—ラ—を押し 
ます®。 

アンビエントランプ照度設定 
ニューが表示されまず。 

アンビエントランプの色調および明 
るさが設定でさまず。 



► アンビエントランプの色調を選択し 
て {◎} ■ *◎*、 コント □ーラーを 
押しまず®。 

アンビエントランプの色調が設定さ 
れます。 



►" 明るさ" を 選択して ■ *◎*、 
コン ト □ーラーを 押しまず®。 

アンビエントランプの照度設定;>< 
こユーが 表示されまず。 
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►アンビエントランプの照度を選択し 
て {◎! . «◎*、 コント □ーラーを 
押します®。 


アンビエントランプの照度び設定ご 
れます。 

フツトウエルランプ 


ダッシュボード下にフットウエルラン 
プびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとをに、し i (下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

•イグニッシヨン位置を2にずると 
ほい照度で点灯しまず。 

イグニッシヨン位置を0か1にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜くと約7秒後に消灯しまず。 

• U モ コン 操作または キー レス3’ 一 操 
作で解綻するとない照度で点灯し、 
約30秒後に消灯しまず。 


• いずれかのドアを開<と巧る<点灯 
します。 

◊イグニッシヨン位置び2のとき 
は、ドアを閉じると減光しまず。 

◊イグニッシヨン位置び21；■(外の 
とさは、ドアを閉じると減光し、 
約30秒後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約5 
分後に消灯しまず。 

センターコン ソール ランプ 


ルームミラーの下部にありまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に点灯し、センターコンソールを照ら 
します。 

ドア下部のランプ 


ドア下部に柔降用のランプびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、 LU 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び2 Li (外でド 
アを開いたままのとさは、約5分 
後に消灯しまず。 

ドアミラー下部のランプ 


ドア S ラー下部に柔降用のランプびあ 
りまず。 

ドアミラー下部のランプは、□ケイ 
夕ーライティングや車外ランプ残照時 
間の設定に応じて点灯/消灯しまず。 

詳しくは077、122ぺージ）をご覧 
<ださい。 
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ワイ パー 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に作動させることびできまず。 



左八ンドル車 

の ワイノ f 一作 動 モー ドの マーク 
⑤ティップ機能/ウォッシャー液の噴射 


ワイ八一を作動させる 


► コンビネーションスイッチをまねし 
てワイパー作動 モー ドのマークの 
を B に合わせまず。 


位置 

作動内容 

〇 

停止 

— 

才ートモード' I 
〇 レインセンサーが感知し 
た雨滴量や走行速度など 
に応じて、ワイパーの作 
動が自動調整されまず。 


オートモード n 

オートモード I よりちかな 
し、雨滴量で作動します。 

〇 レインセンサーが感知し 
た雨滴量や走行速度など 
に応じて、ワイパーの作 
動が自動調整されまず。 


位置 

作動内容 

口 

ほ速作動モード 

日 

高速作動モード 


〇 オートモードのとさ、停車時にド 
アを開くとワイパーは作動を停止し 
ます。ワイパーは LU 下のとさに作動 
を再開しまず。 

-シフトポジションび EI または 
■21 のとさは、ドアを閉じてい 
ずれかのシフトポジションに変 
更したとを 

-シフトポジションび ra また 
は D のとさは、ドアを閉じ 
たとを 

〇 コンビネーションスイッチび D 
の位置のとさを、停車時およびほ速 
走行時のワイパーの作動は、レイン 
センサーにより自動調整されまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

►イグニッション位置び1か2のと 
を、コンビネーションスイッチを矢 
印③の方向に軽く押しまず。 

ワイパーび1回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび蕭れ 
ているとをだけ使用してください。 

ウォッシャー液を睛射ずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さ、コンビネーションスイッチを矢 
印⑤の方向にいっぱいまで押し続 
けまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーを作動しまず。 


■を邸昼册 
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ワイ パー 


レインセンサー 



の 


①レインセンサー 

フ□ントウインドウの図の位置にレイ 
ンセンサー®びありまず。 

D レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
りまず。 

H ワイパーやウォッシャーを使用ず 
るとをは、歩行をなどに水しぶさや 
ウォッシャー液がかからなし''よラに 
注意して< ださい。 

〇フ□ントウインドウを巧くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを D の位置にしてください。 
ワイパーび動さ、けびをずるおそれ 
びありまず。 

〇フ□ントウインドウび乾いてし、る 
とさはワイパーを使用しないでくだ 
ごい。ウインドウの表面に細かい傷 
び付 < おそれびあ0まず。 

フ□ントウインドウびミちれている場 
合は、必ずウォッシャー液を噴射し 
てた、 ら使用してください。 


〇エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイッチを D 
の位置に戻してください。コンビ' 
ネーシヨンスイッチび D や S 
の位置のままイグニッシヨン位置を 
1にずると、ワイパーび作動し、ウ 
インドウび請れていないとさは傷び 
付 < おそれびあ0まず。 

〇イグニッシヨン位置び1か2のと 
さにコンビネーシヨンスイッチを 
M か D の位置にずると、フロ 
ントウインドウび乾いていてを、ワ 
イパーび1回作動しまず。 

〇ワイパーを使用ずる必要びないと 
きは、必ずコンビネー シヨ ンスイッ 
チを D の位置にしてくださし)。 
フ□ントウインドウのミちれや光線 
の乱反射などでレインセンサーび 
誤作動し、フ□ントウインドウび 
請れていないとさでをワイパーび 
作動ずることびありまず。 

D ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

D 寒を時にはワイパーびフ□ントウ 
インドウに貼り付くことびありま 
す。作動させる前に貼0付いていな 
いことを確認してください。貼り付 
いたままワイパーを操作ずると、ワ 
イパーブ レー ドやモーターを損傷ず 
るおそれびありまず。 

D 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取0除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には 、安 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜くか、イグ ニッシヨン 位置 
を0にしてください。 


B を邸 S 恒掛 
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〇 ボンネットの□ックび解除されて 
し、るとをは、ワイパーは作動しま 
せん。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のワイパー作動モードを選択ずると 
作動することびありまず。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇 ウインドウび蕭れているとさで 
を、油膜などのミちれを防ぐためお 
要に応じてウォッシャー液を噴射 
して < ださい。 


パワーウインドウ 


J のーウイン ドウの開閉 


A けがや事故のおそれびあ0まず 

• ドアウインドウや1」アサイドウイ 
ンドウを開<とさは、ウインドウに 
触れたり、身体を寄0かけないでく 
ださい。ウインドウとウインドウフ 
レームとの間に身体が引さ込まれ 
て、けがをずるおそれがあります。 
引さ込まれそラになったとさは、た 
だちにドアウインドウスイッチやリ 
アサイドウインドウスイッチを操作 
して、ウインドウを閉じてくださし、。 

• ドアウインドウや U アサイドウイン 
ドウを閉じるときは、身体や物が挟 
まれないよラにを意してくださし、。 
挟まれそラになったとさは、ただち 
にドアウインドウスイッチやリアヴ 
イドウインドウスイッチを操作して 
ウインドウを開いて<ださい。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで <ださい。 

◊運転装置に触れてけがをした 
り、事故の原因になりまず。 
◊車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがあります。 

• テ供が車内からドアやドアウインド 
ウ、 I 」アサイドウインドウを開くと、 
事故やけがの原因になります。 

テ供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せ、リアサイドウインドウのチヤ 
イルド プルーフ □ックを使用してく 
ださい。 


■を邸昼冊 











パワーウインドウスイッチは各ドア 
と、 U アシート脇のアームレストにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウとリアサイドウインドウのスイツ 
チがありまず。 


ウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さます。 


イグこッシヨン位置が1わ、2のとき 
に開閉でさまず。 



運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車) 


©左ドアウインドウスイッチ 
@もドアウインドウスイッチ 

③ 左リアサイドウインドウスイッチ 

④ も I 」アサイドウインドウスイッチ 



U ア左側のスイッチ 

©左リアサイドウインドウスイッチ 


ウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

ドアウインドウは、スイッチをいつ 
ぱいまで引<と、自動で閉じまず。 

〇車から離れるときや洗車のときは、 
ウインドウが完全に閉じていること 
を確認して < ださい。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉して 
いるときや U アサイドウインドウ 
が自動で開いているとさに、スイッ 
チを操作ずると、その位置で停止 
しをず。 


〇 イグこツシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイツチからキーを抜い 
てから約5分間は、ドアウインド 
ウとリアサイドウインドウを開閉 
でさまず。約5分内にドアを開 
<と、ウインドウの開閉はでさな 
<なります。 


〇 ドアウインドウを開<と、同じ側 
の U アサイドウインドウち自動的に 
かし開きまず。ドアウインドウを閉 
じると、リアサイドウインドウも閉 
じまず。 


〇 ドアウインドウがかしでち開いて 
いるとさは、同じ側の U アサイドウ 
インドウを完全に閉じることはでき 
ません。 
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〇 リモコン操作でドアウインドウと 
リアサイドウインドウを開くことが 
できまず （>140 ぺージ）。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作でドアウインドウと U アサイド 
ウインドウを閉じることがでさまず 
0141 ページ)。 

〇 エアコンディショナーの内気循環 
スイッチ （021 9ページ）の操作に 
連動して、ドアウインドウと U アサ 
イドウインドウを開閉でさまず。 

© PRE-SAFE (039 ページ）が作動 
したとさは、ドアウインドウが自 
動で閉じ、わずかに開いた状態で 
停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウやリアサイドウインドウ 
を開閉しているとさは、助手席ドア 
やリアシート脇のスイッチで開閉中 
のドアウインドウやリアサイドウ 
インドウを操作することはできま 
せん。 

挟み込み防止機能 


ドアウインドウとリアサイドウインド 
ウには挟み込み防止機能がありまず。 


スイッチを引を続けてドアウインドウ 
やリアサイドウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、スイッチから手を放 
すとその位置からかし開さまず。 

その状態からただちにスイッチを引 
き続けてウインドウを閉じると、ウ 
インドウはより強い力で閉じまず。 

上記の状態でウインドウが閉じている 
とさに、挟み込みなどの抵抗があると、 
ウインドウはただちに停止して、スイッ 
チから手を放ずとその位置からかし下 
降しまず。さらに、この状態からただ 
ちにスイッチを引さ続けてウインドウ 
を閉じると、ウインドウは挟み込み防 
止機能が作動しない状態で閉じまず。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドア 
ウインドウはただちに停止して、そ 
の位置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちにドアウイン 
ドウを閉じたとさは、ドアウインドウ 
は自動で閉じな<なり、挟み込み防止 
機能ち作動しません。 

A けびのおそれびありまず 

より強い力でウインドウを閉じると 
さや挟み込み防止機能が作動しない 
状態でウインドウを閉じるとさは、 
身体を挟まれなし''よラに十分ミ主意し 
て < ださい。 


■を邸昼冊 





140 


1 巧ーウイン 


コンビニエンスオープニン グ機自 g 

車内び暑くなっているとをなど、柔車 
する前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作でドアウインドウや 
U アサイドウインドウ、スライデイン 
グルーフを開くことびでさまず。 



ち八ンドル車 
①発信部 
⑤解綻ボタン 


► キーの発信部のを運転席ドアのド 
ア八ンドルの受光部に向けて、解錠 
ボタン⑤を押し続けまず。 

ドアウインドウと U アサイドウイン 
ドウ、スライデイング ルーフび 開き 
ます。 

解錠ボタン⑤から指を放ずと、作 
動中のドアウインドウと U アサイ 
ドウインドウ、スライデイン グルー 
フはその位置で停止しまず。 


n 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動ずることびありまず。 

D U モコン操作でドアウインドウと 
U アサイドウインドウを開くとを 
は、ウインドウに身体を寄りかけ 
ないで<ださい。ウインドウとウ 
インドウ フレームの 間に身体び引 
さ込まれてけびをずるおそれびあ 
りまず。 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行な5こ 
とびでさまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作はで 
きません。 

〇 リモコン操作でドアウインドウな 
どを開くと、運転席のシートベン 
チレーターが強で約5分間作動し 
まず。 


B を邸 e 恒冊 
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コンビニエンスク□—ジング機能 

U モコン操作またはキーレス3—操作 
により、車外からドアウインドウや U 
アサイドウインドウ、スライデイング 
ルーフを閉じることびでさまず。 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 


U モコン操作での作動 



ち八ンドル車 

①表示な 
⑤施錠ボタン 


► キーの発信部®を運転席ドアのド 
ア八ンドルの受光部に向けて、施錠 
ボタン⑤を押し続けまず。 

ドアウインドウと U アサイドウイン 
ドウ、スライデイング ルーフび 閉じ 
ます。 

施綻ボタン⑤から指を放ずと、作 
動中のドアウインドウや1」アサイ 
ドウインドウ、スライデイン グルー 
フはその位置で停止しまず。 


キーレスゴー操作での作動 



ち側ドア 


⑤コンビニエンスク□ージング操作部 

► ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□ージング操作部⑤に触れ続け 
ます。 

ずべてのドアウインドウと1」アサイ 
ドウインドウ、スライデイン グルー 
フび閉じまず。 

コンビニエンスク□—ジング操作 
部⑤から指を放ずと、作動中のド 
アウインドウと U アサイドウインド 
ウ、スライ デ イング ルーフは その位 
置で停止しまず。 


B を馨恒冊 
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走行と停車 


A けびのおそれびありまず 

車がからドアウインドウとリアサイド 
ウインドウ、スライディングルーフな 
どを閉じているときに身体などが挟ま 
れそラになったとさは、ただちに施錠 
ボタンまたはコンビニエンスク□ージ 
ング操作部から指を放してください。 
そして、リモコン操作でドアウインド 
ウなどを閉じているとさは、解錠ボタ 
ンを押し続けて、ドアウインドウなど 
を開いて < ださい。 

キーレス3—操作でドアウインドウな 
どを閉じているとさは、すぐにドア八 
ンドルを引さ続けてください。ドアウ 
インドウなどが開さます。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3—操作を行なラと、作動しなかっ 
たり、誤作動ずることがありまず。 

〇ドアウインドウやリアサイドウイ 
ンドウ、スライディングルーフを閉 
じるとさは、開口部に異物がないこ 
とを確認してください。 

〇車がから施錠したとさは、車から 
離れる前に、ずべてのドアウインド 
ウとリアサイドウインドウ、スライ 
ディングルーフが閉じていることを 
確認して < ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、リモコン操作およ 
びキーレス3’ 一 操作はでさません。 


走行と停車 


エンジンの始動 

A 事故のおそれびあ0まず 

運転席の足元には、物を置かないでくだ 
さい。 ブレーキ ペダルやアクセルペダル 
の下に物び入ると、ペタレを操作でさな 
<なるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作びでさな<な 
るおそれびあ D ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでください。フ□アマットび 
滑った0、ペダル操作を巧げるおそ 
れびあ0ます。 


A 中毒のおそれびありまず 

車庫などの換気の悪い場巧ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死亡するお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 

"エンジンは、シフトポジションび 
Ui のとさを始動でさまずび、ま 
全のため、必ずシフトポジションを 
■ i ■にして、 ブレーキ ペダルを踏 
んで始動してください。 

Q かしでを車を動ひずとをはエンジ 
ンを始動して<ださい。エンジンび 
停止していると、ブレーキやステア 
U ングの操作に非常に大さな力びお 
要になりまず。 


B を邸 S 恒冊 
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B エンジンを始動ずるときは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 


シフト位置 



— 駐車およびエンジン 

パーキング 始動/停止の位置 


mm 動力び伝わらない 

ニュートラル位置 

押したり、けん引 
してをら5ことで 
車を移動でさます。 

〇 後退ずるときの位置 

リバース 

Mim 走行ずるときの位置 

ドライフ 1速〜7速 （CL 

600と CL 65 AMG 
は1速〜5速）の 
範囲で自動的に変 
透します。 

キーレスゴーによるエンジンの$台動 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび匿 ミ ■ になって 
し、ることを確認しまず。 


► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押します。 

A けびのおそれびありまず 

キーが車内にあるとさは、キーレス 
づースイッチによりエンジンを始動で 
さまず。そのため、子供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
短時間でも、車から離れるとさは、エ 
ンジンを停止して車を施錠し、キーを 
携帯してください。 


〇エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人が車から離れてち、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でち必ずエンジンを停止 
して、車を施錠してください。盗難 
のおそれがあ0まず。 

P エンジン始動後にキーを車がに持 
ち出して走行を開始すると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイが赤く 
なり、"キ-を認識でさません"と数 
秒間表示されまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施錠ずることちでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認して < ださい。 

Q ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーがあると 
さちエンジンは始動でさることが 
ありまず。車両の盗難にミ主意して 
<ださい。 


I 













走行と停車 


キーによるエンジンの$台動 


►パーキングブレーキび確実に効いて 
いることを確認しまず。 

► シフトポジションび EI になって 
いることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放します。 


発進 

。エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
ごい。 

P シフトポジションを ra にずる 
とをは、完全に停車してください。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとを 
は、駆動輪び空転しないよラにして 
ください。駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

Q CL 63 AMG、CL 65 AMG では、 
エンジンを却水び約 20° Cm 下のと 
さなどエンジンび暖まっていない場 
合は、エンジン保護のためにエン 
ジン回転数び制限されることびあ 
りまず。 

〇イ グニッション位置び2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさに、 
la から他のシフトポジションに 
でをまず。 

〇イ グニッション位置び1で、ブレー 
キペダルを踏んでいるとをは、シフ 
トポジシヨンを El から m に 
でをまず。 


〇 車速感応ドア □ ックび設定されて 
いるときは、走行速度び約 15 km / 
h LU 上になると自動的に車び施淀さ 
れまず。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については080ぺージ）をご覧 
<ださい。 

〇 パーキングブレーキび効いている 
とさに発進ずると、パーキングブ 
レーキび自動的に解除されまず。詳 
しくは （>146 ページ）をご覧くだ 
さい。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジシヨンを〇にしまず。 

A 事故のおそれがあ0まず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレク 
ターレバーを操作しないでください。 
車び急発進した0、オートマチックト 
ランス吉ッシヨンを損傷ずるおそれび 
あります。 


►パーキングブレーキを解除しまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みまず。 

〇 エンジンび;令えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プびなわれまず。これにより、お民 
気ガスをミき化ずる触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 
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ヒル スター トアシスト 


お道での発進時に車び後退または前進 

するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

ヒルスタートアシストの作動 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
まには前進ずるのを防ざまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

• ヒルスタートアシストはパーキング 
ブレーキに代わるちのではありませ 
ん。駐車ずるとさは必ずパーキング 
ブレーキを確実に効かは、シフトポ 
ジションを la にしてくださし、。 

• ヒルスタートアシストび作動して車 
び停止していてち、絶巧に車から離 
れないでください。約1秒をには 
ヒルスタートアシストは解除され、 
車び動を出ずおそれびあ0まず。 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 

〇 ヒルスタートアシストはじ(下のと 
をには作動しません。 

-傾斜していない路面や下り坂で 
発進するとを 

• シフトポジションび m のとさ 

• パーキングブレーキび効いてい 
るとを 

- ESP び故障して解除されている 
とを 


駐車 


心 事故のおそれびあ0まず 

. 停車する前にエンジンを停止しない 
で<ださい。ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
な0まず。 

. 駐車時や車を離れるとさは、シフト 
ポジションをにして、パーキ 
ングブレーキを確実に効かせ、エン 
ジンを停止してください。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
な0ます。 


A 义災のおそれがありまず 

マフラーは非常に高温になります。周 
囲に枯れ草や紙<ず、油など燃えやす 
いちのびある場所には駐停車しないで 
ください。 

〇短時間でを車から離れるとさは、 
ドアウインドウやスライデイング 
ルーフを閉じて、車を施結してくだ 
さい。 

車び動さ出ずのを防ぐため、し U 下のこ 

とを確認してください。 

-パーキングブレーキび効いている 
こと 

-パーキングブレーキび EI になっ 
ていて、エンジンスイッチからキー 
び巧いてあるかイグニッション位置 
び0になっていること 

-上りあや下り坂に駐車ずるとさは、 
前輪び路肩方向に向けていること 
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) \ーキンクブレーキ 


心 事故のおそれびありまず 

パーキングブレーキを効かせていて 
ち、アクセルペダルを踏むとパーキン 
グブレーキは自動的に解除され、車は 
発進しまず。周囲の状況を十分確認し 
てから発進してください。 



左八ンドル車 

のノ くーキングブレーキスイツチ 


パーキングブレーキを効かせる 

►パーキングブレーキスイッチ©を 
押します。 

木ータ ー ) てネルのノ くーキングブレー 
キ表示灯^が点口しまず。 

〇 パーキングブレーキは、エンジン 
スイッチにキーを差し込んでいな 
いときや、イグこッシヨン位置が0 
のとさち効かせることがでさまず。 


ノ（ーキングブレーキを解除ずる 

► イグこッション位置が2のとさに、 
ノてーキングブレーキスイッチ©を 
引さまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、イグニッション位 
置が1のとさち、パーキングブレー 
キスイッチを引いてパーキングブ 
レーキを解除でさまず。 

または 

► エンジンがかかつていて、シフトポ 
ジションが El か眶ミ画のとさに 
アクセルペダルを踏みまず。 

^ 一ターノ くネルのノて ー キング ブレー 
キ表示灯^が消口しまず。 

OliTF のとさは、アクセルペダルを 
踏んでちパーキングブレーキは自 
動的に解除されません。また、マ 
ルチファンクションディスプレイ 
に IW ド-キンク'' フ''レ-キ解除してくださ 
し、"の^ッセージが表示され 、木一 
ターパネルのパーキングブレーキ 
表示灯^が点滅しまず。 

• 運転席の乗員がシートベルトを 
着用していない状態で運転席ド 
アを開いているとさ、および、 
その後運転席ドアを閉じたとさ 

• ボンネットの□ックが解除され 
ているとさ 

• トランクが開いていて、シフト 
ポジションが眶ミ画のとさ 
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〇 ぶールド機能 （M 97ページ）が 
作動しているとさに、(下の操作を 
するとパーキングブレーキが自動で 
効さ、ーターパネルのパーキング 
ブレーキ表示口 ^が点灯しまず。 
また、ホールド機能ち解除されまず。 

-ボンネットの□ックを解除ずる 

-シフトポジションが眶ミ画のとさ 
に、トランクを開< 

-トランクが開いているとさにシ 
フトポジションを D にずる 

-ホールド機能を作動させたまま 
にずる 

また、 liTF のときはシフトポジショ 
ンが自動的に EI になりまず。 

• エンジンを停止ずる 

-運転席の乗員がシートベルトを 
着用していない状態で運転席ド 
アを開<か、運転席ドアを開い 
て運転席の乗員がシートベルト 
を列す 

〇 イグこッション位置が2 がの 
とさ（エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいるとさは、イグこッ 
ション位置が1か2政外のとき） 
に、パーキングブレーキを解除し 
ようとずると、マルチファンクショ 
ンディスプレイに、 " A " -キングフ''レ- 
キ イク''ニッシヨンオンで解除できまず"と 
表示されます。 


心 事故のおそれびありまず 

運転席ドアが開いていて運転席の乗員 
がシートベルトを着用していないと 
さ、および、その後運転席ドアを閉じ 
たとさはアクセルペダルを踏んでを 
パーキングブレーキは 自動的に解除さ 
れませんが、じ TF のとさは、アクセル 
ペダルを踏むと、 パーキングブレーキ 
が自動的に解除され、車は発進します。 
事故につながるおそれがありまずので 
を意して < ださい。 

• 運転席ドアを閉じ、シフトポジシヨ 
ンを m にしてから再度№1か 
〇にしたとさ 

• 運転席ドアを閉じてからシートべル 
卜を着用し、その後シートベルトを 
外したとさ 


緊急時のパーキングブレーキ操作 

緊急時には、パーキングブレーキス 
イッチでブレーキを効かせることがで 
さまず。 

► 走行しているとさにパーキングブ 
レーキスイッチのを押し続けまず。 

ブレーキが作動している間 、木一 
ター ノてネルのノてーキングブレーキ表 
示灯^が点滅しまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに11/ド-キンク''アレ-キ解除して 
<ださい"と表示され、警告音ち鳴 
りまず。 

完全に停車ずると、ノ （ー キングブレー 
キが効いている状態になりまず。 

〇 パーキングブレーキスイッチを押 
し続けるに従い、ブレーキの制動力 
は強 < なりまず。 
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エンジンを停止ずるとを _ 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンを;ち却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 

イッチを取り付けているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキを確実に効かせて、 
シフトポジシヨンを EI にしまず。 

►エンジンび停止ずるまで、キーレス 
づースイッチを押します。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり放 
します。 

A 事故のおそれびあ0まず 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押ずとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
0、ブレーキやステア1」ングの操作 
に非常に大さな力び必要にな0ます 
ので、走行中はエンジンを停止しな 
いで < ださい。 

〇 走行中にキーレス3—スイッチを 
押してエンジンを停止したときは、 
再度キーレス3'—スイッチを押すと 
エンジンび始動しまず。 

〇 キーレス： n ースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとをは、イグニッ 
シヨン位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 


エンジンスイッチにキーび差し&まれ 
ているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキを確実に効かせて、 
シフトポジションを EI にしまず。 

►キーをまわして、イグニッション位 
置を0にしまず。 

エンジンび停止しまず。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
し 9 〇 

〇 シフトポジションび〇か〇 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に m に 
なりまず。 

さらに、この状態でドアを開くか、 
エンジンスイッチに差し込まれてい 
るキーを巧くと、シフトポジション 
び EI になりまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションを ■— か ■ から ■〜 に 
して、エンジンを停止したとさは、 
ドアを開いてをシフトポジションは 
EI になりません。 
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オートマチックトランス S ッシ 


セレクターレバー 



左 A ンドル車 
①セレクタ ーレバー 
⑤ノてーキングポジシヨンの選択 
⑤ ニュー トラルポジシヨンの選択 

④ ニュー トラルポジシヨンの選択 

⑤ U ノ（ースポジシヨンの還択 
® ドライブポジションの選択 


シフトポジシヨンを選択ずる 

► セレクターレバー①を操作して、 
シフトポジションを選択しまず。 

セレクターレバーから手を放ずと、 
セレクターレバーは中立の位置に戻 
りまず。 


A 事故のおそれびあ0まず 


のに 

まった< 


走行中にシフトポジションを 
ずると、エンジンブレーキびま- 
効かなくなり、事故を起こした0、卜 
ランス吉ッションを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇セレクターレバーはステア1」ング 
のち側にありまず。方向指おやワイ 
パーの操作をずる際は、誤ってセレ 
クターレバーの操作をしないよ5に 
ま意してくださし、事故を起こした 
り、車を損傷ずるおそれびありまず。 


ポジション 


操作ち法 

■a 

パーキング 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置 

►セレクターレノ（一先端のボタ 
ンを⑤の方向に押しまず。 

wm 

ニュートラル 

動力が伝わらない位置 

押したり、けん引して 
ちらラことで車を移動 
でさまず。 

►セレクターレバーを⑤まには 
④の方向に軽く操作しまず。 

〇 

リバース 

後退ずるとさの位置 

►セレクターレバーを⑤の方 
向にいっぱいまで上げまず 

E 1 

ドライブ 

走行ずるとさの位置 

1速〜7速 (CL 600 
と CL 65 AMG は1速 
〜5速）の範囲で自動 
的に変速します。 

►セレクターレバーを®の方 
向にいっぱいまで下げます。 
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A 事故のおそれびあ0まず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさなくなるおそれびあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったをのを使 
用しないと、ペダル操作びでさなくな 
るおそれびありまず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用し 
ないで < ださい。 


A 事故のおそれびあ0まず 

路面び滑0やすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、駆動輪びグリップを失って車両び 
ス1」ップし、事故を起こずおそれびあ 
0まず。 

[ I エンジンを停止してシフトポジ 
ションび自動的に m になったと 
をは、シフ h ポジションを ra に 
して、パーキングブレーキを効かせ 
てください。車び動を出ずおそれび 
ありまず。 

。セレクターレバーを操作ずるとを 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んで行なってください。 

H 約 lOkm/hLU 下で走行している 
とさは、 ra から〇、または 
〇から〇にシフトポジション 
を変更でさまずび、一旦停止して、 
シフトポジションび変更されたこと 
に気付かずに再度走り出ずと、車び 
不意に後退または前道して事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


P シフトポジションを EI にずる 
とさは、完全に停車してください。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 

〇滑りやずい路面で発進ずるとさ 
は、駆動輪び空転しないよラにし 
て<ださい。駆動系部品を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇イ グニッション位置び 2 で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさに、 
口 から他のシフトポジションに 
でさまず。 

〇 イグニッション位置び 1 でブレー 
キペダルを踏んでいるとさは、シ 
フトポジションを EI ひら mm 
にでさまず。 

〇 シフトポジションび〇ひ〇 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に m に 
なりまず。さらに、この状態でドア 
を開くか、エンジンスイッチに差し 
込まれているキーを巧くと、シフト 
ポジションび El になりまず。 
ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションを ■— か ■— ひら ■〜 に 
して、エンジンを停止したときは、 
ドアを開いてを、シフ h ポジション 
は EI になりません。 
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〇 シフトポジションを E 1 から化 
のシフトポジションにずるとさにブ 
レーキペダルび踏まれていないと、 
マルチファンクションディスプレイ 
に lip レンシ''からシフトフ''レ-キを踏んで 
<ださい"と表示されまず。 

〇 約 lOkm/hii (上で走行している 
とさは、 ra から D 、 まには 
〇から〇にシフトポジショ 
ンを変更しよ5とずると、■に 
なりまず。 

〇 イグニッション位置び 2 のとさ、 
シフトポジションび EI (外の状 
態で運転席ドアを開くと、マルチ 
ファンクションディスプレイに"セレ 
クタび走行位置"と表示され、警告音 
び鳴0まず。 

〇 シフトポジションを〇にした 
とさは、確認音び鳴りまず。 


シフトポジション表示 



①シフトポジション表示 

( ドライプポジションび逞択されてい 
る状態） 


メーターパネルび点灯しているとさ 
に、シフトポジション表おのび表示 
ごれます。 


〇メーターパネルび故障してシフト 
ポジション表示び表示されないと 
きは、セレクターレバーを慎重に 
操作してゆっくりとアクセルぺダ 
ルを踏み、シフトされたポジショ 
ンを確認してから走行してくださ 
し、。なるべくシフトポジションを 
MiM にし、走行モードを C か S に 
して、テイツプシフトにしないで 
ください。また、ただちにメルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 


テイップシフト _ 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより不必要に変速しないよ5 
にずることびでさまず。 

走行モード（>153ページ）び S モー 
ドまたは C モードのとさにテイップ 
シフトにでをまず。 



①を側パドル（ほいギアレンジを選択) 
⑤ち側バドル（高いギアレンジを逞択) 


※車種や仕様により、バドルの色やあ巧は 
異なります。 


■を邸昼冊 
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⑤ギアレンジ表示 


テイップシフトにずる 

► シフトポジションび ra のとさに、 
左側パドル®を弓 I さまず。 

テイップシフトになり、還択された 
ギアレンジびメーターノ くネルのギア 
レンジ表示⑤に表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► 左側パドルのを弓 I さまず。 

ほいギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示⑤に表示されまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I さまず。 

高いギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示⑤に表示されまず。 

テイップシフトを解除ずる 

► ち側パドル⑤を弓 I いて保持しまず。 

テイップシフトび解除ごれ、ギアレ 
ンジ表示⑤び消灯しまず。 


まには 


► セレクターレバーを El の方向に 
操作しまず。 


レンジ 


E1 

1速〜7速 (CL 60日と 
CL 65 AMG は1速〜5 
速）の範囲で変速します。 

四* 

1速〜6速の範囲で変 
速します。 

四* 

1速〜5速の範囲で変 
速します。 

QQ 

1速〜4速の範囲で変 
速します。 

四 

1速〜3速の範囲で変 
速します。 

エンジンブレーキが必 
要なとさに使用しまず。 

QS 

1速〜2速の範囲で変 
速しまず。 

下り坂や山道、悪路を 
走行するとさに使用し 
ます。 

un 

1速に固定されます。 

エンジンブレーキが最 
大に作用します。急な 
下り坂や長い下り坂を 
走行するとさに使用し 
まず。 


B を邸 S 恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 事故のおそれびありまず 

滑りやすい路面やカーブを走行してい 
るとさは、低いギアレンジを選択して 
エンジンブレーキが効<と、駆動輪が 
グ U ップを失ラおそれがあります。低 
いギアレンジを選択ずるときは十分を 
意してください。 

P ーターパネルが故障してシフト 
ポジシヨンやギアレンジが表示され 
ないときは、テイップシフトを解除 
して走行"して<ださし、。また、ただ 
ちに^ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けて < ださい。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの 
走行速度やエンジン回転数などに 
より異なりまず。 

〇 テイップシフトび選択されていな 
いとをにち側パドル⑤を引 < と、 
走行速度やエンジン回転数に応じ 
てシフトアップび行なわれまず。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるようなときは、自動的にシ 
フトアップび行なわれまず。 

〇 ギアレンジ表示⑤は選択したギ 
アレンジを示しており、実際のギ 
アを示すちのではありません。 

〇 左側パドル®を引いてち、選択 
したギアレンジび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シ 
フトダウンされません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを選択したギ 
アレンジに変わらないことびあり 
ます。 


走行モード 


路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックトランスミッションの走行モー 
ドを切り替えることびでさまず。 



♦ 


わぶが tl か 

①走行モード選択スイッチ 

走巧モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイツチのを押し 
まず。 


C モードー S モードー M モードー 
C モードと切り替わりまず。 



@走行モード表示 


^ーターパネルが点灯しているとさに、 
走行モード表示®が表示されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

選択した走行モードにより変速特性が 
変わります。必ず路面の状況に含った 
走行モードを選択して < ださい。 


I 
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走巧モード 

作動内容 

C モード 

快適性と経済性を重 
視したモードでず。 

S モード 

スポーテイな走行に 
適したモードでず。 

M モード 

マこユアルでギア 
シフトでさるモー 
ドでず。 

走行モードが C モードのとさは、 


下のよラになりまず。 

• 快適性を重視したエンジン-サスぺ 
ンション制御になりまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップずるため、燃 
費び向上しまず。 

• 前進-後退とをに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進しまず。 

•滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行ま定性び向上しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップずるため、エ 
ンジン回転数びが P えられ、車輪び空 
転しにくくなりまず。 

走行モードび S モードのときは、(下 

のよラになりまず。 

• スポーツ性を重視したエンジン■サ 
スペンション制御になりまず。 

• 1速で発進しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップしまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップずるため、消 
費燃料び増加しまず。 


〇 エンジンを停止ずると、選がした 
走行モードに関わらず、巧にエンジ 
ンを始動したとさは C モードにな 
りまず。 

〇 車種や仕様により、トランスミツ 
シヨンび暖まっていないときは、走 
行モードに関わらず、変速特性び自 
動的に制御されまず。 


マニュアルギアシフト 

ステア U ングのパドルを操作して、マ 

ニュアルでギアを選択でさまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

滑りやずい路面やカーブを走行してし、 
るとさは、シフトダウンによってエン 
ジンブレーキび効<と、駆動輪びグ 
U ップを失ラおそれびあ0ます。シフ 
トダウンするときは十分;主意してくだ 
さし、。 

B エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担がかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 

Q 滑りやずい路面で発進ずるとさ 
は、駆動輪が空転しないよ5にし 
て<ださい。駆動系部品を損傷ず 
るおそれがありまず。 

〇 マこュアルギアシフトでは ESP 
の機能を解除しないで走行ずるこ 
とをお勧めします（[>48ぺージ）。 


B を邸 S 恒掛 
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〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを、シフトチェ 
ンジされないことびありまず。 

〇 運転をびシフトアップ/ダウン操 
作をしてを、選択したギアび適切 
でない場合は、エンジン保護など 
のため、 シフトアップ/ダウンさ 
れません。 

マニュアルギアシフトの選択 


マニュアルギアシフトを解除ずる 

►走行モード選択スイッチ（>153 
ページ）を押して、走行モード表 
示®に" S " または" C " を表示させ 
9 〇 

〇 マニュアルギアシフトび選択され 
た状態でエンジンを停止してイグ 
ニッシヨン位置を0にずると、な 
にエンジンを始動したとさは C モー 
ドになりまず。 



①走行モート表术 
⑤ギア表示 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► シフトポジシヨンを El にしまず。 

►走行モード選がスイッチ0153 
ページ）を押して、走行モード表示 
①に" M " を表示させまず 

オートマチックギアシフトはオフに 
なりまず。 

現在選択されているギアびギア表示 
③に表示されまず。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
お③の数字は実際のギアをおして 
います。シフトアップ/シフトダ 
ウンに応じてギア表示⑤の数字を 
変わりまず。 


のを側パドル（シフトダウン） 

⑤ち側ノ f ドル（シフトアップ） 

※車種や仕様により、バドルの色や形状は 
異なります。 

シフトダウンずる 

► 左側パドルのを弓 I をまず。 

操作するたびに]段ほいギアにシフ 
トダウンしまず。 

シフトアップずる 

► ち側パドル⑤を弓 I をまず。 

操作ずるたびに]段高いギアにシフ 
トアップしまず。 


■を邸〇恒冊 















156 


才ートマチックトランス S ッ 


P CL 63 AMG と CL 65 AMG はエ 
ンジン回転数び上限まで近づいて 
を自動的にシフトアップされず、 
燃料供給びカットされまず。エン 
ジン回転数び上限まで近づかない 
ようにミ主意してください。エンジ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 ほ速で走行したとさ、または停車 
したとをは、ギアは自動的に1速 
にシフトされまず。 

0 車種や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なりまず。 

〇 運転をびシフトダウン操作をしな 
くてを、走行速度とエンジン回転 
数に応じて、自動的にシフトダウ 
ンされまず。 

0 CL 63 AMG、CL 65 AMG を除く 
車種では、エンジン回転数び上昇ず 
ると、自動的にシフトアップしまず。 

OCL 63 AMG、CL 65 AMG を除く 
車種では、マニュアルギアシフト 
でを、キックダウンを行なラこと 
びでさまず。 


シフトアツプ表示 (CL 63 AMG / 
CL 65 AMG ) 



①ギア表お 
⑤シフトアップ表示 


エンジン回転数び上昇し、シフトアッ 
プずるタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイにギ 
ア表示のとシフトアップ表示⑤" UP " 
びホく表示されまず。必要に応じてシ 
フトアップ操作を行なってください。 


B を邸 e 恒册 
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メーターパ不ル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（[>23ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

ー ターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障ずると、 
走行速度やが気温度、表示灯/警告 
灯や故障/警告; ッ セージなど車両 
の状態に関する情報を把握でさな< 
なることがあります。十分ミ主意して 
走行してください。また、ただちに 
ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場に連絡してください。 


I メーター パネルの点灯 

メーターパネルはじ(下のとさに点灯し 
ます。 

•イグこッシヨン位置を1か2にし 
たとさ 

イグこッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約3日秒後に消口しまず。 

• 車がランプが点灯したとさ 

車外ランプが消灯してから約3日秒 
後に消口しまず。 

また、下のとさに点灯して約3日秒 
後に消灯しまず。 

• リモコン操作またはキーレス一操 
作で解錠したとさ 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 開いている運転席ドアを閉じたとき 

• ステア U ングスイッチの OI また 
は EI を押したとさ 

• パーキングブレーキスイッチを操作 
したとさ 


メーター パネルの照度を調整ずる 


^ーターパネルの照度は、周囲が暗く、 
車がランプを点灯しているとさに調整 
でさまず。 



左八ンドル車 ち八ンドル車 

①少ーターパネル照度調整ノブ 


巧る < ずる 

► ノブのを時計回りにまわしまず。 

暗 < ずる 

► ノブのを反時計回0にまわします。 

〇 周囲が日月るいとさは 、木ーター八 
ネルの照度が自動的に調整されま 
す。手動で照度を調整することは 
でさません。 


义 t - —。メー ツ — 

車の走行速度を表示しまず。 


タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

P 指針がエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にして<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれがありまず。 


I 
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メーター パネル 


エンジン;を却水温度計 _ 

エンジンのを却水温度を表おしまず。 

〇 指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとをは、約120でまで 
はオーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとさなど 
に、を却水温度の表示び 120° C 付 
おを示すことびありまずび、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイにを却 
水に関ずる故障/警告メッセージ 
([>306、316ページ）び表示されな 
い限り、問題ありません。 


燃料計 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンク容量は約90 U ットルでず。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告な 

燃料の残量びかなくなると点灯しまず。 

警告灯び点灯したとさの残量は約 
11 1」ットル (CL 63 AMG、CL 65 
AMG は約14 1」ットル）でず。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 


エンジン警告な BSl _ 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとをは警告灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンがかかっているとさに点灯した 
ときはエンジンの制御システムに異常 
がありまず。ただちに ルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

〇 エンジン警告灯び点灯ずるとエン 
ジンびエマージェンシーモードに 
なることびあ0まず。エ7— ジェ 
ンシーモードではエンジンの回転 
数び制限されアクセルペダルを踏 
んでをエンジンの回転び上昇しな 
くなりまず。この場合、ほ速で走 
行できることをありまずび、ただ 
ちにま全な場所に停車して、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 


夕惊温度表示 _ 

が気温度を表おしまず。 

A 事故のおそれがありまず 

外温度表示び O ’ CliLh でち、路面びま 
結していることびあ0まず。走行には 
十分ミ主意してください。 

D 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れてが気温度表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの歸射熱などの影響を受 
けまず。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、車両に関する各種情報や故障/警 
告^ッセージなどを表示ずるシステム 
です。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に表示でさまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

マルチファンクシヨンディスフレイを 
操作するとさは、常に周囲の状況にを 
意してください。 

〇 画面表おや操作方法などは、予告 
な < 変更される場合びありまず。 



①マルチフアンクシヨンディスプレイの 
メインメニュー 

⑤マルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示エ1」ア 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
ス ピー ド メーターの 内側にありまず。 

メインメニューのの選が項目に応じ 
た内容び、表おェ U ア⑤に表示され 
ます。 


マルチフアンクシヨンステアリング 



マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
操作はステア U ングスイツチで行ない 
9 〇 


ステア U ングスイッチでは、 
COMAND システムの一部の操作を行 
な5ことをでさまず。 

詳しくは別冊 「 COMAND システム取 
扱説明書」をお読みください。 

A 事故のおそれびありまず 

走行中にステア I 」ングスイッチを操 
作すると量は、直進時に行なってく 
ださい。ステアリングをまわしなが 
ら操作すると、事故を起こすおそれ 
がお0ます。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 
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ンクシヨンディスプレイ 


名称 

のマルチフアンクシヨンディス 
プレイ 

⑤音量スイッチ ■■ ^9 

各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 

通話開始/ .俊了スィッチ傳說 

電話の受信/保留/切断 

S ュートスイッチ IS ! 

オーディオやナビの音声案内 
などの消音 

⑤音声認識スイッチ IM 

音青認識の開始 

④ リターンスイッチ/音声認識 
锅除スイッチ巨！ 

一つ前の画面への移動/音声 
認識の中止 

⑤ スク□—ルスイッチ 

n ロロ n 

•メインメニューやサブメ 
ニューの選択 

•オーディオの操作 
• 電話帳登録項目の選が 
確定スイッチ EH 
•選択している項目の確定 
•選択している設定の変更 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作上の特徴は(下の通りでず。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
には、メインメニューびありまず 
(>161ページ)。 

• メインメニューを選択ずるとさは、 
スク□—ルスイッチ⑤の D また 
は D を押しまず。 

選択したメインメニューび白色で表 
示されまず。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の基本画面はオドメーター/卜1」ッ 
プメー ター表でず。基本画面に 
戻ずときは、 U ターンスイッチ® 
EI を1回または数回押ずか、押 
して保持します。 
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※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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マルチファンクシヨンデイスプレイ 



さメイン メニューの 表示項目 

各 イン こユーで表示/設定でさる項目は下の通りでず。 


トリップ 

(01 62ぺージ） 

基本画面（オドメーター/トリップメーター）、ショートト 

U ップメーター、□ングト U ップメーター、瞬間燃費* ■走 
行巧能距離表示、走行速度表示 

ナビ 

(01 66ページ） 

進行ち向ち位表示、ルート案内の表示 

オーディオ 

(01 66ページ） 

ラジオ局の選局 、 CD / DVD 才ーデイオ/ MP 3 /ミュージッ 
クレジスターの選曲、 DVD ビデオのチャプター/トラック 
番号の選択 

AMG * 

(01 68ページ） 

ギア表示、油温表示、電圧表示、レースタイマー、計測結 
朵ふ 7J\ 

電話 

(01 72ぺージ） 

電話帳の表示 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

娘画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることびあります。 
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アシスト 

(01 74ぺージ） 

車間ディスプレイの表示 ESP の設定、車間距離警告音 
の設定 * 、パーキングアシスト U アビユーカメラの起動設定、 
パーキングアシスト U アビユーカメラの音声ガイド設定 

メンテナンス 

([>176ぺージ） 

故障/警告メッセージの表示、タイヤ空気圧警告システム 
の表示、メンテナンスインジケーターの表示、エンジンオ 
イル量の点検* 

設定 

(>178 ページ） 

へッドランプ点灯モードの設定、インテ U ジェントライト 
システムの設定 


トリップメニュー _ 

走行に関ずる車両情報を表おします。 



① 

き本画面 

⑤ 

ショートト1」ップメーター画面 

⑤ 

□ングト U ップメーター画面 

④ 

走行可能距離画面 

⑤ 

走行速度表示画面 


B を邸6恒掛 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 









基本画面（オドメーター/トリップ 
メーター) 



①オドメーター 
⑤卜1」ップメーター 

オドメー ターのは これまでに走行し 
たお離の総合計を表示しまず。 

卜 U ッ プ メーター ⑤は1」セツト後の 
走行距離を表示します。 


トリップメーターを U セツトずる 



► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、"トリツフ° " を選択 
します。 


► D まには D を押して、基本画 
面を表示ごせます。 

► E 3 を押しまず。 

画面に" トリツアメ-夕-リセット'' と表おさ 
れます。 

► D を押して ''はし、'' を選がし、 
尼田を押しまず。 

卜1」ップ メーターび 0.0 km に1」 
セツトされます。 


シヨートト U ップメーター画面 



①エンジン始動か!5の走行距離 （ km ) 

⑤エンジン始動か S の経過時間 （ h ) 

⑤エンジン始動からの平均ま度 （ km / h ) 
④エンジン始動からの平均燃費 （ km / I ) 

ショートトリップメーター画面を表示 
させる 

ショートト1」ップメーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
S 7 T \ します。 

► ステア1」ングスイッチの D また 
は a を押して、"トリッフ° " を選択 
しまず。 

► D または D を押して、ショー 
トト1」ップメーター画面を表示させ 
まず。 

イグニッション位置を0にしてから、 
またはエンジンスイッチからキーを巧 
いてひら約4時間経過ずると、ショー 
トトリップ メーターは 自動的に U セッ 
卜されます。 

〇 約4時間経過ずる前に再度イグこッ 
ション位置を1 わ、2 にしたときは、 
ショートト U ップ 一夕一は、999 
時間経過後、または9,999 km 走行 
後に自動的に U セットされまず。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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シヨー トトリツ プメーターを 手動でリ 
セツトずる 

シヨートト U ツプメーターは、手動で 
を I 」セツ トでさまず。 



► ショートト U ップメーター画面を表 
示しているとさに、ステア U ングス 
イッチの GO を押しまず。 


画面に "数値リセット" と表示されまず。 

► D を押して"ない"を選択し、 
E ! a を押しまず。 

ショー トト U ップ メーターび U セツ 
卜されます。 


□ングト U ップメーター画面 



① U セツトか S の走行距離 （ km ) 

③ U セツトからの経過時間 （ h ) 

⑤ U セツトか S の平均ま度 （ km / h ) 

④ U セツトか S の平巧燃費 （ km / I ) 


□ングトリップメーター画面を表。さ 
せる 

□ングト U ップメーターは、 U セット 
したとをを起点とした情報を表示し 
ます。 

► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、"トリッフ° " を選択 
し 9 〇 

D まには D を押して、□ング 
卜 U ップメーター画面を表おさせ 
ます。 


□ングトリップメーターをリセット 
ずる 



► □ングト U ップメーター画面を表 
示しているとさに、ステアリング 
スイッチの Gj を押しまず。 


画面に "数値リセット" と表示されまず。 

► 【1を押して "はし）" を選択し、 
Eia を押しまず。 

□ングト1」ップ メーターび 1」セッ 
卜されまず。 

〇 U セット後、□ングト U ップメー 
夕一は、9,999時間経過後、または 
99,999 km 走行後に自動的に U セッ 
卜されます。 


B を邸6恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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瞬間燃費*.走行可能距離表示画面 



①瞬間燃費 
⑤走行可能距離 


瞬間燃費のは、そのとさの瞬間燃費 
を km / l で表示しまず。エンジンびか 
かっているときに表示されまず。 

走行可能距離⑤は、現在の燃料残 
量で走行可能なおよそのお離を計算 
し、予測値として表示しまず。イグ 
ニッシヨン位置び2のとをに表示で 
さまず。 

瞬間燃費-走行可能距離表示画面を表 
示させる 

► マルチフアンクシヨンステア1」ング 
の D または D を押して、"トリッ 
フ° " を選択しまず。 

► n または D を押して、瞬間燃 
費-走行可能距離表示画面を表示さ 
せます。 

〇走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
<変動ずることがありますので、燃 
料計を確認して、早めに給油して< 
ださい。 


〇 燃料残量がかないとさは、 iU 下の 
マークが表示されまず。 

最寄りのガソリンスタンドでずみや 
かに給油してください。 



①走行速度表示 


走行中の速度を表おします。 

走行速度表示画面を表示させる 

► ステア U ングスイツチの D また 
は D を押して、"トリツ T II を選択 
します。 

► a または D を押して、走行速 
度表示画面を表示させます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

娘画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることびあります。 


■を邸 i 冊 











①進行方向のち位表示 

COMAND システムのナビ機能でルー 
卜案内を行なっているときに、ルート 
案内をマルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに表示できまず。 

ルート案内を行なっていないときは、 
進行ち向のち位のが表示されまず。 

ナビメニューを表示させる 

► ステア U ングスイッチの D または 
D を押して、"化''"を選択しまず。 

ナビの詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」を 
お読み < ださい。 


オーディオメニユー _ 

ラジオ局の選局 、 CD / DVD オーディ 
才/ MP 3 /三 ユージ ックレジスター 
の選曲、 DVD ビデオのチャプター/ 
トラック番号の選択などがでさまず。 

0 COMAND システムをテレビにして 
いるとさは、 " TV " と表示されまず。 

また、ステア U ングスイッチでのテ 
レビの操作はでさません。 

〇 オーディオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 


ラジオ局を選局ずる 



①放送局の周波数 

运)プリセット番号、 FM 1/ AM 表示 


► COMAND システムで " FM " または 
" AM " のいずれかを選択しまず（た 
別冊)。 

► ステア U ングスイッチの n また 
は〇を押して、"才-テ''ィオ"を選択 
します。 

► n または匿1を押しまず。 

次に受信した放送局で停止しまず。 

受信している放送局がプリセットされ 
ているときは、のにはプリセット番 
号が表示されまず。 


を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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音楽を選曲ずる 



の トラック番号/巧名 


⑤ CD / DVD チェンジャーのス□ットま号 

► COMAND システムで " CD"、"DVD 
才ーディオ"、" MP 3"、 " ミュージッ 
クレジスター"のいずれかを選択し 
ます〇別冊)。 

► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、"才-デ'ィオ"を選択 
します。 

► n または D を押しまず。 

なまには前のトラックび再生され 
ます。 

〇 再生中のメディアに文字データび 
含まれている場合は、①には曲名 
び表示されまず。 


DVD ビデオのシーンを選択ずる 



①チャプター/トラック番号 
⑤ CD / DVD チェンジャーのス□ットま号 

► COMAND システムで " DVD ビデ 
才"を選択しまず瓜別冊）。 

► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、"才-デ'ィオ"を選択 
しまず。 

► n または D を押しまず。 

次または前のチャプター/トラッ 
クが再生されまず。 


■を邸 i 冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 
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AMG メニュ ー* 

車両の状態を確認したり、ヴーキットコースなどでラップタイムを計測-記録 
でさまず。 


© 


&画面表示や操作方まなどは予吉なく変更されることびあります。 

①ギア.油温.電圧表示画面 
⑤ レースタ イマー画面 
⑤計測結果表示画面（全ラップ） 

④計測結果表示画面（ラップ別） 


ギア.油温.電圧表示画面 


ギア位置、油温、電圧のそれぞれの状 
態を表示でさます。 



①ギア表示 
⑤油温表示 
⑤電圧表示 



B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ギア-油温-電圧表示画面を表示さ 

せる 

► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、 " AMG " を選択し 
まず。 

ギア-油温-電圧表示画面び表示さ 
れます。 

ギア表示のは、才ートマチックトラ 

ンス S ッシヨンの実際のギア位置を表 

示します。イグニッシヨン位置び2の 

とさに表示でさまず。 

油温表示⑤は、エンジンオイルの油 

温を表おしまず。 

電圧表示®は、バッテ U —の電圧を 

表:のしホ9—。 

〇油温び青色に表おごれているとさ 
は、エンジンオイルび温まっていま 
せん（油温び約 80 °C 未満になって 
います）。このとをは必要じ(上にエ 
ンジン回転数を上げないよ5に運転 
して < ださい。 

〇 パークト□ニック(>201ぺージ） 
び作動しているとをは、ギア表示 
①は表示されません。 

〇 イグニッシヨン位置び1のとをは、 
油温は表示されません。このとさは 
II - " び表示されまず。 


キア•レースタイマー画面 


ギア. レースタイマー 画面では、 サー 
キッ ト コースな どで周回ごとの ラップ 
タイムを計測-記録したり、その結果 
を一覧表おでさまず。 

イグニッシヨン位置び2のとを、また 
はエンジンびかかっているときに使用 
でをまず。 



①ギア表示 
⑤レースタイマー 
⑤計測タイム 
④ラップタイム表示 

ギア- レースタイマー 画面を表示さ 
せる 

► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、 " AMG " を選択し 
9 〇 

► D または D を押して、ギア- 
レースタイマー画面を選択しまず。 

〇 ギア.レースタイマー画面を表 
示させているとをは、 D まには 
B を押してオーディオなどの音 
量を調節することはでさません。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 
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タイム計測を開始ずる 

► n を押しまず。 

タイム計測び開始されまず。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に D を押しまず。 
タイム計測び停止しまず。 

〇 タイム計測を停止しているとさに 
■■を押ずと、停止した時点から 
タイム計測び再開されまず。 

〇 タイム計測中に、停車してイグニッ 
シヨン位置を0か1にしたり、エ 
ンジンスイッチからキーをなくと、 
タイム計測び停止しまず。 

その後、イグニッシヨン位置を2 
にずるかエンジンを始動して ■■ 
を押すと、停止した時点からタイム 
計測び再開されまず。 

スプリットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に D を押しまず。 

スフ U ットタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

〇 スプ U ットタイムを表示している 
とさに再度 D を押ずと、スフ1」ッ 
トタイムびラップタイムとして記録 
され、次のラップのタイムび表示さ 
れます。 


計測したタイムを消ちずる 

► タイム計測び停止しているとさに 
B を巧します。 

計測タイムび消去され、表おび 
00:00〇〇に戻りまず。 

〇 消去したタイムび最速ラップタイ 
ムのとさは、2ま目のラップタイ 
ムび最速ラップタイムに繰り上び 
りまず。 


ラップタイムを IS 録ずる 

最大16件までの計測タイムをラップ 
タイムとして記録できまず。 



①ギア表示 
⑤計測タイム 
⑤最まラップタイム 


► タイム計測中に D を押しまず。 

〇 このとさからなのラッフのタイム 
計測び開始されまず。 

スフ I 」ットタイムび約5秒間表示 
されます。 

► スフ U ットタイムび表示されている 
とさに、再度 D を押しまず。 

スフ I 」ットタイムびラップタイムと 
して記録され、次のラップのタイム 
び表示されまず。 


B を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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〇 2件政上のラップタイムが記録さ 
れているときは、最速ラップタイム 
( D が表示されます。 

〇 ラップタイムが16件記録される 
と、それ iU 上計測がでさな<なりま 
す。新たにタイム計測を行なラとき 
は、16件目のラップタイムだけを 
消去ずるか、記録したラップタイム 
をすベて消去してください。 

全てのラップタイムを消'去ずる 

► タイム計測び停止しているとさに、 
B を約3秒間押し続けまず。 

表示び00:00〇〇に戻りまず。 

► n を押しまず。 

全てのラップタイムび消去ごれ、新 
たにタイム計測び開始されまず。 

まには 

► タイム計測び停止しているときに 
E!3 を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "Reset Race Timer " と表示され 
まず。 

► D を押して " Yes " を選択し、四 
を押します。 

表示び00:00〇〇に戻りまず。 

► n を押しまず。 

全てのラップタイムび消去され、 
新たにタイム計測び開始されまず。 

〇 ラップタイムは個別に消去できま 
せん。 


全ラップ①計測結果を確認ずる 


ラップタイムび記録されているとき 
は、全ラップの計測結まを表おでさ 
まず。 



計測結果表示画面（をラップ) 
①合計時間 


⑤計測した全ラップでの最高ま度 

⑤計測した全ラップの走行距離 

④計測した全ラップの平均ま度 

《上記は、車両の機能を説明するためのイ 
ラストです。公道では、法定ま度や制限 
ま度を遵守してください。 

計測結果表示画面（全ラップ）を表示 

させる 

► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、 " AMG " を選択し 
まず。 

► D または D を押して、計測結 
果表示画面（全ラップ）を選択し 
9 〇 

〇 タイムを計測しているときは、 
全ラップの計測結果は確認でさま 
せん。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 
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ラップごとの計測結果を確認ずる 


2周しツ上のラップタイムび記録されて 
いるとをは、ラップごとの計測結まを 
表示でさまず。 



計測結果表示画面（ラップ別) 
①ラップ表示 
⑤ラップタイム 


⑤表示されているラップでの最高ま度 

④ 表示されているラップの走行距離 

⑤ 表示されているラップの平均ま度 

&上記は、車両の機能を説明するためのイ 
ラストです。公道では、法定连度や制限 
速度を遵守してください。 

計測結果表示画面（ラップ別）を表示 

させる 

► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、 " AMG " を選択し 
ます。 

► D または D を押して、表おさ 
せにし''ラップの計測結果表示画面を 
選択します。 

〇 表示されているラップび最速ラッ 
プのとをは、ラップ表示®び点滅 
します。 

〇 タイムを計測しているときは、 
ラップごとの計測結果は確認でさ 
ません。 


電話メニュー _ 

携帯電話を COMAND システムに接続 
ずることにより、八ンズフ U —通話び 
でさまず。 

電話機能の詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
お読み < ださい。 


待機状態にずる 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に電話メニューを表示してし''るとさ 
は、電話機能に関ずる情報を表示で 
をます。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続しまず （ C > 別冊）。 

► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、"電話"を選択し 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 待ち受け" と表示されまず。 


B を邸6恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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電メニューをオフにずる 

►フアンクシヨンスイツチの ON / 
OFF スイッチ061ページ）を押 
します。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに"スタンバイ"と表示され、 
COMAND システムの電源と電話メ 
ニューびオフになりまず。 


着信した電話を受ける 



► 着信呼び出し中にステア U ングス 
イッチの^を押します。 


通話を終える（電話を切る） 

► ^を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 


電話帳か5電話をかける 


COMAND システムに登録した電話帳 
データを呼び出して、電話をかけるこ 
とびでさまず。 



► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、"電話"を選択し 
9 〇 


► EU 、 D または D を押して、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にリストを表おしまず。 

► a または D を押して、電話帳 
データを検索しまず。 

► 目的の電話帳データを選択したら、 
IS まには GO を押しまず。 

電話び発信されまず。 

〇 電話帳の登録データに複数の電話 
ま号び登録されているとさは、さら 
に D または D を押して電話帳 
データを選択し®または Ga を 
押して発信します。 

〇 D まには D を約2秒し U 上押 
し続けると、電話帳データのスク 
□ールび速くなりまず。 

さらに D または D を押し続け 
ると、電話帳登録項目の読みびなの 
あい5えお順にスク□ールしまず。 


■を邸 i 冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 
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ンクシヨンディスプレイ 


アシストメニュー 


運転装置 I こ関ずる設定を行なラことびでさまず。 



①車間ディスプレイ* 

⑤ ESP 設定画面 

⑤車間距離警告音設定画面* 

な^パー キングアシスト U アビ ユー 
U カメラの起動設定画面 

^パーキングアシスト U アビユー 
U カメラの音声ガイド設定画面 


車間ディスプレイ 


ディスト □ニック 装備車は、先行車と 
の距離などを表示でさまず。 



詳しくは0185ページ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸6恒册 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ESP 設定画面 


ESP の機能を解除/設定でさまず。 


wmi 


詳しくは瓜51ページ）をご覧くだ 
さい。 

車間距離警告音設定画面 * 

ディスト□ニック装備車は、車間距離 
警告音を設定でさまず。 



A ’ー キンクアシストリアビユーカメラ 
の起動設定画面 

シフトポジションを D にしたとさ、 
パーキングアシスト1」アビユーカメラ 
び COMAND ディスプレイに自動的に 
表おされる機能を設定でさまず。 



詳しくは （ C >213 ページ）をご覧くだ 
さい。 

A ’ー キングアシストリアビユーカメラ 
の音声ガイド設定画面 

パーキングアシスト1」アビユーカメラ 
の音声ガイドを設定でさまず。 


詳しくは （W 92ぺージ）をご覧くだ 
ごし、。 



詳しくは （ C >213 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


* オプションや仕様により、異なる萬備です。 

※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 


■を邸昼冊 
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ンクシヨンディスプレイ 


メンテナンスメニュー 


故障の有無やメーカー指定点検整備時期などの車両の状態を確認でさまず。 



①故障表お画面 

感 タイヤ空気圧警告システム画面 

。メンテナンスインジケーター 
U 画面 

④エンジンオイル量点検画面* 

故障表示画面 


車両に故障や異常び発生したとさ、車 

の状況びメッセージで表示されまず。 

〇表おされる故障や異甫は一部の限 
日れた装備についてであり、表示さ 
れる内容を限られてし''まず。故障や 
異常の表示は運転者を支援ずるをの 
です。発生した故障や異苗に対処し 
て車の安全性を確保する責任は運転 
ちにありまず。 

〇故障/警告メッセージび表おされ 
たとをは、必ずメルセデス.ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については（[>300ページ）をご覧 
<ださい。 



► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、"メンサの"を選択 
し 〇 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"りメッを-ゾ ' II と表示されていると 
きは、故障や異常はありません。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"り メッを-グ "と表示されている 
ときに GO を押ずと、"メッセ-シ''は 
あ0ません"と表示されまず。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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自動表示機能 

イグニッシヨン位置び2のとをやエ 
ンジンびひかっているとさに故障や異 
常び発生したとさは、故障/警告メッ 
セージ画面び自動的に表示されまず。 

複数の故障や異常びあるとをは、故 
障/警告メッセージ画面び約5秒間 
隔で順まに表示されまず。 

メッセージを消ずとさは、ステア U ン 
グスイッチの Gj または El を押し 
て、故障/警告メッセージ画面を順 
まに表示させまず。ずべて表示される 
と、故障/警告メッセージは消えまず。 

故障/警告メッセージ画面を手動で 
表示させる 


イグニッシヨン位置び1か2のとき 
に表示されまず。 



► ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、"メンテナンス"を選 
択します。 

故障件数び数字で表おごれまず。 


► Eia を押しまず。 



► D まには D を押して、故障/ 
警告メツセージ画面を順まに表示さ 
せます。故障表示画面に戻ずとさは、 
ステア1」ングスイツチの EI を押 
し 9 〇 

〇 イグニツシヨン位置を0にして、 
なにイグニツシヨン位置を1か2 
にずると、故障メモ U に記憶された 
故障/警告メッセージは消去され 
まず。 

タイヤ空気圧警告システム画面 


タイヤ空気圧警告システムを再起動で 
をます。 



詳しくは （^275 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


メンテナンスインジケーター画面 


な回のメーカー指定点検整備の実施時 
期を表示しまず。 



詳しくは （ C >286 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 



















ンクシヨンディスプレイ 


エンジンオイル量点検画面* 

エンジンオイルの量を点検し、表示し 
ます。 



詳しくは0264ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


設定メニユ ー 

車の使用状況に合わせて車両の設定を 
変更でさまず。 

ヘッドランプ点！打モード設定画面 

へッドランプの点灯モードを設定でさ 
ます。 



表示 

内容 

オフ 

手動点灯モードです。 

へッドランプなどを点灯ず 
るとをはランプスイッチを 
操作しまず。 

日本ではこのモードを選択 
して < ださい。 

オン 

甫時点灯モードでず。 

エンジンを始動ずると、 
へッドランプなどび苗に点 
灯します。 


〇設定び常時点灯モードのときは、 
ま全のためエンジンびかかっている 
とさに設定を変更ずることはでさま 
せん。このとをはマルチファンク 
シヨンディスプレイに"エンジンオ 
フ時のみ"と表示されまず。 

〇 甫時点灯モードは、走行中の昼間 
点灯び義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
灯モードに設定して使用してくだ 
さし、。 

〇 常時点灯モードで自動的に点口ず 
るランプは、へッドランプ、車幅口、 
テールランプ、ライセンスランプで 
ず。その他のランプを点灯ずるとさ 
は、各スイッチを操作してください。 


► ステア U ングスイッチの D また 
は a を押して、"設定"を選択し 
ます。 

► 、、デ、イタイムライト、、 を選択しまず。 

► EH を押しまず。 

設定内容が変更されまず。 


を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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インテリジェントライトシステム設定 
画面 


インテ U ジェントライトシステムの設 
定びでさまず。 



► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、"設定"を選択し 
ます。 


► D を押して、" インテリダ、。トライト"を 
選択します。 

► E!3 を押しまず。 

画面に '、イタリグ。トライト ぷ九"と表示 
されます。 

► E!3 を押しまず。 


設定内容び変更されまず。 


表示 

内容 

オフ 

インテ1」ジェントライトシ 
ステムび作動しまず。 

オン 

インテ1」ジェントライトシ 
ステムは作動しません。 


詳しくは0126ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


走巧装備 


走行装備には、 iU 下のものがありまず。 

クルーズコント□—ル/ディストロ 
ニック* /可変スピードリミッター 

走行速度を制御ずる機能でず。 

ホールド機能 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせな<てち、 停 
車した状態を維持でさまず。 

ABC 

サスペンションを調整して、走行安定 
性を高めまず。 

パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、障 
書物とのおよその距離を知らせまず。 

パーキングアシストリアビューカメラ 

車両後ちの映像を C 0 MAND ディス 
プレイに表示し、ガイドラインや音声 
案内で後退操作を補助しまず。 

ナイトビ ューア シスト 

夜間走行時の視認性を向上しまず。 

ABS 、 BAS 、 アダプティブブレーキラ 
ンプ、 ESP 、 EBV 、 アダプティブブレー 
キについては、走行安全装備([>46 
ページ）をご覧< ださい。 


■を邸昼册 


オプションや仕様により、異なる装備です。 









180 


走行装備 


クルー乂 -3 ノト1_1—ル _ 

クルーズコント□ールは、アクセルぺ 
ダルを踏まなくてを、設定した速度を 
自動的に維持して走行でさまず。 

設定できる速度は約 SOkm/h 上 
です。 

A 事故のおそれびありまず 

車の走行ま度や先行車との車間距離の 
確保など、クルーズコント□ール使用 
時の安全確なや危険回避については運 
転者に全責任びあ D まず。 


A 事故のおそれびあ0まず 

lii 下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないでください。車の 

コント□ールを失い、事故を起こずお 

それびあ0まず。 

• 急な下り坂、急カーブ、巧び0< ねつ 
た道路 

• 加減まを繰り返すよラな交通状況や 
交通量の多い道路 

• 降雨時や雪道、凍結路などの滑0や 
すい路面 

• 降雨時や降雪時、濃霧時など視界び 
確保できない場合 

B クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定しにをのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 


Q クルーズコント□ールの設定速度 
の表示と、スピードメーターおよび 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差び生じ 
ることびありまず。 

Q マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは （0305 ページ）をご覧く 
ださい。 

〇急な上りあでは、速度を維持ずる 
ためにシフトダウンしまずび、設定 
した速度を維持でさないことびあり 
ます。このよラなとさはアクセルべ 
ダルを踏んで加速してください。 

〇急な下りおなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
ずび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなとさは、ブレーキペダル 
を踏むか、ティップシフ h でほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑0やすいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。スリップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびありまず。 


B を邸6恒冊 






クルーズ コント □ー ルの使いかた 


可変スピードリミッター（[>194ぺ一 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 



①〜⑤レ J (一の操作ち向 
® 表示な 
⑦ダイヤル 

〇 車種や仕様により、レバーにダイ 
ヤル⑦び装備されまずび、機能しま 
せん。 

レバーの表示灯®び消灯していると 
さに、クルーズコント□ールを操作で 
さまず。 

レバーの表示灯®び点灯していると 
きは、巧変スピード U ミッターを操作 
でさる状態でず。レバーを⑤の方向 
に押ずと表示灯®び消灯し、クルー 
ズコント□ールを操作でさる状態に切 
り替わりまず。 

クルーズ コント □ー ルを設定ずる 

► レバーの表示灯®び消灯している 
ことを確認しまず。 

点灯しているとさは、レバーを⑤ 
の方向に押して、表示灯を消灯させ 
ます。 

► 希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 


走行装備 


►希望の速度に達したとさ、レバーを 
©か⑤の方向に操作しまず。 

そのとをの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

-速度び記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
9 〇 

-速度び記憶されていないときは、 
そのとさの速度に設定されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されているま度に設定ずるとさ 
は、周囲びま全な状況であることを確 
認してください。走行中のま度と設定 
ま度に大さな差びあると、急加まして 
事故を起こすおそれびあります。 


アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持するよ5に走行し 
9 〇 



④設定速度 


® クルーズコント□ールインジケーター 



を邸 S 恒冊 
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走行装備 


スピード メーターの 設定速度部分に 
クルーズコン ト □ール インジ ケー 
ター®び表おごれ、設定速度より上 
の 速度部分び点灯しまず。 

また、マルチフアンクションデイス 
プレイに"クル-スノト □-) レ"と設定速度 
® び数秒間表示されまず。 

〇 上りあなどを走行ずるとさは、設 
定したを度を維持でさないことびあ 
りまずび、路面び平坦になると、設 
定した速度で走行を再開します。 

Olu 下のとさは、クルーズコント 
□ールを設定でさません。このと 
きは、マルチフアンクションデイ 
スプレイに数秒間"クルーズコン 
卜□ール"と表示され、 "--- km / h " 
び点滅しまず。 

• ブレーキぺ夕 V レを踏んでいるとさ 
• パーキングブレーキを効かせて 
し、るとさ 

• シフトポジションが ■— 政が 
のとさ 

• マルチフアンクションデイスプ 
レイで ESP の機能を解除してい 
るとさ 

• 走行速度が約 30 km/h Li (下の 
とさ 

設定速度を上ばる 

► レバーを©のち向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 


► レバーをのの方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

1日 km / h 単位で設定速度が上がり 
まず。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り上 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が上がりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 

〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるときは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放ずと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レパーを⑤の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
まず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

または 

► レバーを③の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

10 km / h 単位で設定速度び下びり 
まず。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていにとさは、設定速度び切り下 
びり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度び下びりまず。 


B を邸 S 恒掛 


まには 
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► 希望ずる速度になったらレバーから 〇 クルーズコント□ールは！; TF のと 
手を放します。 を自動的に解除されまず。 


そのとをの速度に設定されまず。 

〇 レバーを⑤の方向に操作して減 
速しているとをに、シフトダウンし 
た0、自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまず。 

クルーズコント□ールの設定を解除 
ずる 

► レバーを⑤の方向に軽く押しまず。 
次の操作をしたとさち解除されまず。 

• ブレーキペダルを踏んだとさ 
• レバーを⑤の方向に押したとさ 
レノく一の表示灯®び点灯し、可変 
スピード U ミッターを操作できる 
状態に切り替わりまず。 

クルーズコント□ールの設定を解除ず 
ると、クルーズコント□ールインジケー 
ター®び消灯し、スピードメーターの 
すべての速度部分び点灯しまず。 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグニッシヨン位置を一度 
0か1にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 


-走行速度び約 30 km/hLU 下に 
なったとさ 

-シフトポジションを m にした 
とを 

- ESP び作動したとさ 

• マルチファンクションディスフレ 
イで ESP の機能を解除したとき 

このとさ警告音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに"クル-で] 
ン阳-ルオフ"と数秒間表示されまず。 

まに、パーキングブレーキスイッチ 
でブレーキを効かせたとをを自動的 
に解除されまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

クルーズコント□ールはシフトポジ 
ションを m にしても解除されま 
すび、走行中はシフトポジションを 
El にしないでください。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を起こ 
したり、トランスミッションを損傷す 
るおそれびあります。 
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ディスト□ニック * _ 

ディスト□こックは、設定した速度を 
自動的に維持して走行するクルーズコ 
ント□ール機能に、センサーによる車 
間距離感知機能と車間距離警報、自動 
ブレーキ機能を組み合わせたシステム 
です。 

先行車がいるとさは、設定した車間距 
離を維持するよラに、速度を調整しな 
がら走行しまず。 

設定できる速度は約 SOkm / h から約 
200 km / h の間でず。 

《上記は、車両の機能の説巧でず。公道を走行 
ずる際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

©前ち に車両がいないときは、ディス 
卜□ニックはクルーズコント□ール 
0180ページ）と同じ働きをしまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ディスト□ニックは先行車への追突を 
回避ずるよラな自動操縦システムでは 
ありません。 

A 事故のおそれびありまず 

ディスト□ニックは、歩行者や停車中 
の車、対向車や道路を横切る車などに 
は反応しません。 


心 事故のおそれびありまず 

車の走行速度や先行車との車間距離の 
確保など、デイスト□ニック使用時の 
安全確保や危険回避については運転者 
に全責任があります。 

デイスト□ニックによるブレーキは最 
大制動力の約20%程度のため、運転 
者はこのシステムだけに頼らず、常に 
先行車との車間距離や周囲の状況を確 
認し、必要に応じてブレーキを操作し 
て < ださい。 


心 事故のおそれびありまず 

し U 下のよラな場をはディスト□ニック 
を使用しないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれが 
あります。 

-急な下り坂、急カーブ、曲が0 くねつ 
た道路を走行ずる場合 
- ETC ゲートを通過する場を 

-加減速を繰り返ずよラな交通状況や 
交通量の多い道路を走行ずる場合 

-鼎れた路面や積雪路、凍結路などの 
滑りやすい路面を走行する場含 

. 降雨時や降雪時、濃霧時など視界が 
確保できない場を 


A 事故のおそれびありまず 

みぞれやひよラなどの悪天候下では 
ディスト □ニック を使用しないでくだ 
さい。先行車との車間距離を正確に計 
測でさず、事故を起こすおそれがあり 
ます。 
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〇ディスト□ニックは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用ずること 
を想定しにをのです。市街地では使 
用しないで < ださい。 

〇ディスト□ニックの設定速度の表 
示と、スピードメーターおよびマル 
チファンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびありまず。 

D マルチファンクシヨンディスフ 
レイにデイスト□ニックに関ずる 


〇自動的にブレーキを効かせている 
ときは、ブレーキペダルび奥に引き 
込まれまず。ブレーキペダルの下に 
足を置いていると、足を挟まれたり、 
ブレーキの作動を巧げるおそれびあ 
りまず。 

車間ディスプレイ 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車間ディスプレイを表示させると、先 
行車との距離などを表示でさまず。 


故障/警告メッセージび表おご 〇 車間デイスプレイは、デイスト □ 


れたときは（|>302、303ぺージ） 
をご覧< ださい。 

U 急な上り坂では、速度を維持ずる 
ためにシフトダウンしまずび、設定 
した速度を維持でさないことびあり 
ます。このようなときはアクセルぺ 
ダルを踏んで加速してください。 

〇急な下りおなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
に ブレーキを 効かせることびあ0ま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなときは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、テイップシフ h でほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強く して、 減速してくだ 

A 事故のおそれびあ0まず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあります。 


:ックを解除しているとをを表示で 
をます。 

〇 道路や交通の状況により、先行車 
との距離を正確に表示でさないこと 
びありまず。 

車間ディスプレイを表示させる 



イグニツシヨン位置を1か2にし 
まず。 

ステア U ングスイツチの nn 
を押して、マルチフアンクシヨン 
デイスプレイのメインメこ ユーから 
II アシスト"を選択しまず。 
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► ステア U ングスイッチの WMKM 
を押して、 "車間テ''ィスフ‘レイ "を選 
択して、ステア U ングスイッチの 
Ea を押しまず。 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに車間ディスプレイび表示され 
ます。 



ディスト□ニックを設定していないとさ 

①車間距離警告音表示 
⑤先行車（先行車を感知した場合） 

⑤先巧車と自車とのおよその車間距離 

④ 先行車と自車との設定した車間距離 

⑤ 自車 

〇 マルチフアンクシヨンディスフレ 
イから車間ディスプレイを消去ずる 
とさは、ステア U ングスイッチの 
DD を押して、他のメインメ 
ニューを選択しまず。 


デイスト□ニックの使いかた 


巧変スピードリミッター （>194 ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 



左八ンドル車 

①〜⑤レノ（一の操作ち向 
©表示灯 

⑦車間距離設定ダイヤル 

レノ（一の表示灯®び消灯しているとさ 
に、デイスト□ニックを操作でさまず。 

レバーの表示灯®び点灯していると 
さは、可変スピード U ミッターを操作 
でさる状態でず。レバーを⑤の方向 
に押ずと表示灯®び消灯し、デイス 
卜□ニックを操作でさる状態に切り替 
ねりまず。 

デイスト□ニックを設定ずる 

► レバーの表示灯®び消灯している 
ことを確認しまず。 

点灯しているとをは、レバーを⑤ 
の方向に押して、表示灯を消灯させ 
ます。 

►希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

►希望の速度に達したとさに、レバー 
を①か⑤の方向に操作しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
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または 

► レバーを®の方向に引さまず。 

-速度が記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

-速度が記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に設定ずるとき 
は、周囲が安全な状況であることを確 
認してください。走行中の速度と設定 
速度に大さな差があると、急加速して 
事故を起こすおそれがあります。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持するよラに走行し 
ます。 

先行車がいるとさは、設定した車間距 
離 （ M 90 ページ）を維持ずるように、 
速度を調整しながら走行しまず。 

スピードメーターの設定速度部分に 
デイスト□ニックインジケーター® 
が表示されまず。 



また、マルチフアンクションディスフ 
レイに"テ''ィストにック"と設定速度が数 
秒間表示されまず。 

マルチフアンクションディスプレイに 
車間ディスプレイを表示してし^なし^と 
きは、車間ディスプレイが数秒間表示 
されまず。 

〇 ディスト□ニックは政下のときに 
は設定でさません。このとさは、マ 
ルチフアンクションディスプレイ 
に数秒間"テ''ィスト□こック"と表示され、 
"— km / h " が点滅しまず。 

-走行速度が約 30 km/h Li (下、ま 
たは約200 km/h LU 上のとき 

《上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
走行ずる隙は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守して < ださい。 

-マルチフアンクションディスプ 
レイで ESP の機能を解除してい 
るとさ 

-ブレーキ ペダルを踏んでいるとさ 
• シフトポジションが眶ミ■、 
ra のとさ 

-パーキングブレーキを効かせて 
し、るとさ 

また、エンジンを始動してから約2 
分間経過していないとさは、設定で 
さないことがありまず。 


® デイスト□ニックインジケーター 
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設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定されまず。 
まには 

► レバーをのの方向にいっぱいまで 
操作します。 

10 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていにとさは、設定速度び切り上 
びり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度び上びりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを⑤の方向にいっぱいまで 
操作します。 


1 km / h 単位の端数で速度び設定ご 
れていたとさは、設定速度び切り下 
びり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度び下びりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

〇 レバーを⑤の方向に操作して減 
速しているとさに、シフトダウンし 
た0、自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまず。 

D 自動的にブレーキを効かせている 
ときは、ブレーキペダルび引き込ま 
れます。ブレーキペダルの下に足を 
置し''たり、足元に物を置かなし)で< 
ださい。足を挟まれたり、ブレーキ 
の作動を妨げて事故を起こずおそれ 
びありまず。 

U 設定速度を上げるときは、周囲の 
状況にミ主意して<ださい。レバー 
から手を放した後ち、設定した速 
度と車間距離に到達ずるために車 
が加速しまず。 

〇 速度が設定されたときは、スピー 
ド 一夕一の設定速度部分にディス 
卜□ニックインジケーター®が表 
示されます。 

また、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに"テ''ィストにック II と設定速度 
が数秒間表示されまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車間ディスプレイを表示していな 
いときは、車間ディスプレイが数秒 
間表示されまず。 
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一時的に速度を上げる 

► 追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るときは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げて < ださい。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定速度に戻りまず。 

〇 ディスト□ニック作動中にアクセ 
ルペダルを踏んで速度を上げると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"テ''ィスト□こック制御待機中"と表示 
され、ディスト□ニックによる速度 
調整び一時的に解除されまず。 

巧巧車を感知したとを 

前方を走行している車を感知すると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイの 
車間ディスプレイに先行車の表示が現 
れ、自車の走行速度よ0遅い速度で走 
行しているときは、車間距離が詰まる 
につれ、先行車の表示が左からちへ移 
動します。 

速度に応じた設定車間距離に達ずる 
と、ディスト□ニックで先行車に追従 
走行^します。 

また、スピード一夕一のディスト □ 
こックインジケーター®と先行車の 
走行速度®の間の速度部分が点灯し、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに 
II テ''イス阳こック II と表示されまず。 



感ディスト□ニックインジケーター 
® 先行車の走行速度 


ディスト□ニックを解除ずる 

► レバーを®の方向に軽<押します。 
次の操作をしたとさち解除されまず。 

-ブレーキ ペダルを踏んだとさ 

-レバーを®の方向 （01 86ページ） 
に押したとさ 

レバーの表示口®が点口し、可変 
スピード U ミッターを操作できる状 
態に切り替わりまず。 

ディスト□こックが解除されると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
"テ''ィストにックむ"と数秒間表示されま 
す。また、ディスト□ニックインジ 
ケーターが消灯しまず。 

〇 ディスト□ニックを解除ずる前の 
設定速度は記憶されまず。ただし、 
イグニッシヨン位置を一度0占、1 
にずると、記憶された設定速度は消 
モされます。 
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〇 デイスト□ニックは LU 下のときに 
自動的に解除されまず。 

• 走行速度び約 25 km/hLU 下に 
なったとさ 

• シフトポジションを眶 II にしに 
とさ 

• ESP び作動したとき 

• マルチフアンクションデイスフ 
レイで ESP を解除したとさ 

このとをは確認音び鳴り、マルチ 
フアンクションデイスプレイに"デ'イ 
ス阳ニックオフ"と数秒間表示されまず。 

また、パーキングブレーキスイッチ 
でブレーキを効かせたとさを自動的 
に锅除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

じ(下のよラなとさはデイスト□ニック 
を解除してください。 

• 自車の設定ま度よりちほい速度で走 
行している先巧車への追従走巧か 
5、車線を変更するとさ 

• 合流車線や分岐車線を走行するとさ 
これらの場合にデイスト□ニックを作 
動させていると、設定したま度まで自 
動的に加ま' 減まを行ない、事故を起 
こすおそれびあ0まず。 


A 事故のおそれげありまず 

デイスト□ニックはシフトポジション 
を m にしてち解除されまずび、走 
行中はシフトポジションを m にし 
ないで<ださい。エンジンフレーキび 
効かないため、事故を起こしたり、卜 
ランス S ッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


車間距離の設定 


車間距離を設定ずる 

走行しているとを、先行車との車間距 
離を1秒から2秒の範囲で設定でさ 
まず。 

車間距離の1秒間とは、ある速度のと 
さ1秒間で走行ずる距離のことで、約 
100 km / h で走行しているときの1秒 
の車間距離は約 28 m になりまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にディスト□ニック画面び表示ごれ 
たとさは、設定した車間距離を表示さ 
れます。 



ち八ンドル車 


⑦車間距離設定ダイヤル 
⑩車間距離を短くする 
⑩車間距離を長くする 

車間距離を短くずる 

► ダイヤル⑦を®の方向にまわし 
まず。 

車間距離を長くずる 

► ダイヤル③を®の方向にまわし 
まず。 
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走行速度と車間距離の関係 


走行速度 
(km/h) 

設定で走る車間距離 
(m) 

40 

11—22 

60 

17〜33 

80 

22 — 44 

100 

28 — 56 


《車間距離はおよその距離です。 

U 走行中は、十分な車間距離を保っ 
て運転して < ださい。 

車間距離の警告 

先行車に近付さずざると、車間距離警 
告灯と車間距離警告音による警告び行 
なわれ、運転をにブレーキ操作を促し 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

-走行中に車間距離警告が行なわれた 
とさは、大幅な減速が必要にな0ま 
ず。必ずブレーキペダルを踏んで減 
速してください。ブレーキペダルを 
踏まないと、先行車や前方の障害物 
に衝突するおそれがあります。 

-車間距離警告が頻繁に行なわれるよ 
ラなときは、ディスト□ニックを使 
用しないで <ださい。 

-周囲の状況によっては、先行車がい 
てち車間距離警告が行なわれなかっ 
たり、先行車がいないとさに車間距 
離警告が行なわれることがありま 
す。運転者は車間距離警告だけに頼 
らず、常に先行車との車間距離や周 
囲の状況を確認し、必要に応じてプ 
レーキペダルを踏んで<ださい。 


〇 道路幅の狭い道やカーブなどを走 
行しているとさは、車道脇に設置さ 
れた静止物やガードレールの U フレ 
クターなどを感知して、警告が行な 
われることがありまず。 

〇 デイスト□ニックが自動的にブ 
レーキを効かせたとさは、ブレーキ 
ランプち点灯しまず。 

B 車間距離警告灯 

イグこッシヨン位置を2にずると点丹 
し（点口しないとさは警告灯が故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 

cJv y 〇 

走行中は、先行車に近付さずざたとさ 
や他車が割り込んでさたとさ、または 
前方に静止している障害物があるとさ 
など、先行車との車間距離が短 < な 
り、大幅な減速が必要なとさに点口し 
ます。 

また、車間距離警告音を設定している 
とさは警告音ち鳴り、運転者にブレー 
キ操作を促しまず。 
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車間距離警告音の設定 



► イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


► ステア1」ングスイッチの nn 
を押して、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイのメインメニューから 
II アシスト"を還択しまず。 

► ステア1」ングスイッチの nn 
を押して、 "車間警報装置 "を選 
おして、ステア1」ングスイッチの 
Ea を押しまず。 



© 車間距離警告音表示 


► ステア1」ングスイッチの Ea を押 
すたびに、 "オン"と"オフ "び切り替 
わりまず。 


表示 

内容 

オン 

マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに車間距離警告音 
表示®び点灯しまず。 


先行車に近付< と、車間お 
離警告音び鳴りまず。 

オフ 

先行車に近付いてを、車間 
距離警告音は鳴0ません。 


〇 デイスト□ニックを解除している 
とさでを、先行車との車間距離の 
測定は引さ続を行なわれ、先行車 
に近付さずざると、車間距離警告 
灯と車間距離警告音による警告を 
行ないまず。 

ただし、車間距離警告音を解除して 
いるときは警告音は鳴りません。 

〇 道路や交通の状況により、デイス 
卜□ニックび先行車との距離を正確 
に認識でさない場合びありまず。 

デイスト□ニックを使用して走行ずる 
ときのを意 

デイスト□ニックを使用ずるときに、 
特にま意び必要な道路と交通の状況 
を、 m 下に記載していまず。 

このよ5な状況下では、必要に応じ 
てブレーキペダルを踏んでください。 
デイスト□ニックび解除されまず。 
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力ーブでの走力ーブに入るときや 
カーブを抜けるとを 



カーブでは、デイスト□ニックび先行 
車を感知でさなかった0、感知び早ず 
ざることびあ0まず。その結ま、車び 
加速したり、ブレーキを効かせること 
びありまず。 


異なるライン上を走行しているとを 



ディスト□ニックは、同一車線でを異 
なるライン上を走行している先行車を 
感知でさないことびあ0まず。その結 
果、先行車に接近しずざることびあり 
ます。 


巧巧車との間に割り込みびあつたとを 



前方に割り込んでさた車びディスト □ 
ニックの感知範囲巧に入らないことび 
ありまず。その結果、割り込んでさた 
車に接近しずざることびありまず。 


巧巧車の横幅び狭いとを 



ディスト□ニックは、同一車線の端を 
走行している横幅の狭い先行車（才一 
h バイなど）を感知でさないことびあ 
りまず。その結果、先行車に接近しず 
ざることびありまず。 
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可変スピードリミッター _ 

巧変スピード U 三ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏ん 
でいてち、設定した速度を超えないよ 
ラに走行^でさまず。 

設定できる速度は 30 km / h から 
21 Okm / h または 250 km / h の間でず。 

ただし、車の最高速度1；(上に制限速度 
を設定してち、車の最高速度上の速 
度では走行で'きません。 

ぷ上記は、車両の機能の説巧でず。公道を走行 
ずる際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

ぷ車種や仕様により設定でさる制限速度び異な 
る場合びありまず。 

A 事故のおそれびありまず 

走行時は法定速度を遵守して < ださ 
し、。可変スピード us ッター使用時の 
安全確保や危険回避については運転者 
に全責任がありまず。 

A 事故のおそれびありまず 

運乾を交代するとさは、必ず交代する 
運乾者に、可変スピード us ッターの 
機能と設定した制限速度を伝えて<だ 
さし、。 

巧変スピード U S ッターの機能を知ら 
ずに運転ずると、アクセルペダルを踏 
んでを速度が上がらず、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 


A 事故のおそれびありまず 

可変ス ピー ド1」 吉ッターはブレーキぺ 
ダルを踏んでち解除でさません。 


A 事故のおそれびありまず 

可変スピード1」云ッターは設定した制 
限速度 LU 上に加速ずる必要のないとさ 
に使用してくださし、。 

〇巧変スピード U S ッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに可変スピード U ミッターに関 
する故障/警告メッセージび表示 
されにときは（[>303、305ページ） 
をご覧ください。 

〇急な下りおなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
ずび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなとさは、ブレーキペダル 
を踏むか、テイップシフ h でほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑0やすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、。スリップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあります。 


A 事故のおそれびあ0まず 

走行しているとをは、軽くブレーキを 
効かせ続けるなど、ブレーキペダルを 
踏み続けないでください。ブレーキシ 
ステムび過熱して制動距離び長くなつ 
た0、ブレーキび効かな<なるおそれ 
びあ0まず。 
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可変スピードリミッターの使いかた 

クルーズコント□ール(>180ページ） 
と同じレバーを使用しまず。 



左八ンドル車 

①〜⑤レ J (一の操作ち向 
® 表示な 
⑦ダイヤル 

〇 デイスト□ニック非装備車のレ 
パ'-にダイがレ⑦び装備されること 
びありまずび、機能しません。 

レバーの表示灯®び点灯していると 
をに、可変スピード U ミッターを操作 
でさまず。 


►レノ く一をのまには⑤の方向に操作 

します。 

.停車中および走行速度が約 
30 km/h (下のときは、 30 km/h 
に設定されまず。 

-走行速度が約 30 km/h 上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
まず。 

または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

-速度が記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
まず。 

-速度が記憶されていないとさ 
で、停車中および走行速度が約 
30 km/h (下のときは、 30 krn/h 
に設定されまず。 

-速度が記憶されていないとさで、 
走行速度が約 30 km/h Li (上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
まず。 


レバーの表示灯®び消灯していると A 事故のおそれびあ0まず 


さは、クルーズコント□ールの操作び 
でさる状態でず。レバーを⑤の方向 
に押ずと表示灯®び点灯し、巧変ス 
ピード U S ッターを操作でをる状態に 
切り替わりまず。 

可変スピード U 5ッターを設定ずる 

► レバーの表示灯®び点灯している 
ことを確認しまず。 

消灯しているとさは、レバーを⑤ 
の方向に押して、表示灯を消灯させ 
ます。 


可変スピードリ S ッターを設定すると 
さは、周囲の安全、特に後方の車など 
にま意しながら操作してください。 
記憶されている設定速度が走行速度よ 
り低いとさは、記憶されている設定速 
度に設定ずると、アクセルペダルを踏 
んでいてを車は減速しまず。 

スピードーターの設定速度部分に巧 
変スピードリミッターインジケーター 
® が表示され、設定速度より下の速 
度部分が点灯しまず。 
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® 可をスピード U 云ッターインジケー 


夕一 

® 設定速度 

また、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに"制限速度"と設定速度®が 
数秒間表示されまず。 

〇 キックダウンしているときは、巧 
変スピード US ッターは設定でさ 
ません。 

設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に軽<操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーをのの方向にいっぱいまで 
操作します。 

10 km / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り上 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が上がりまず。 


► 希望する速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを©の方向に軽<操作し 
^ 〇 

1 km / h 単位で設定速度が下がり 
弓 〇 

► 希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを®の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

10 km / h 単位で設定速度が下がり 
まず。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り下 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が下がりまず。 

► 希望する速度になったらレパーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
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可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に押しまず。 

次の操作をしたとさち解除されます。 

► レバーを®の方向に押しまず。 

レノ（一の表示口®が消口し、クルー 
ズコント□ールの操作がでさる状態 
に切り替わりまず。 

巧変スピードリミッターを解除ずると、 
可変スピードリミッターインジケー 
夕一®が消口し、スピード^-ターの 
すべての速度部分が点口しまず。 

〇 可変スピード U 三ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグこッシヨン位置を一度 
0か1にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

〇 次の操作をしたとさは可変スピー 
ドリミッターが自動的に解除され 
ます。 

-アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
上低い速度までは、一時的に 
キックダウンしても可変スピード 
U 三ッターは解除されません。 

-エンジンを停止したとき 


ホールド機能 _ 

坂道での発進や信号待ちをしていると 
さなどに、車が前進または後退ずるこ 
とを防ぐ機能です。ブレーキペダルを 
踏み続けた0、パーキングブレーキを 
効かせな< てち、通常の路面で、停車 
した状態を維持でさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 積雪路面や凍結路面、極端な急勾配 
の道路などタイヤが路面をグ U ップ 
しない状況では、停車した状態を維 
持できません。ホールド機能を使用 
しないで < ださい。 

• ホールド機能使用時の安全確保やを 
険回避については運転者に全責任が 
お0まず。 

• エンジンを停止するとさや駐車ずる 
とさ、車から離れるとさは、必ずパー 
キングブレーキを効かせ、シフトポ 
ジシヨンを EI にしてください。 

• ホール ド機能は パーキングブレーキ 

に代わるものではありません。絶対 

にノてーキングブレーキとして使用し 

ないで < ださい。 

• ホールド機能が作動している状態で 
車から降りないでください。他の柔 
員がペダルなどに触れることにより 
車が動さ出ずおそれがありまず。 

• ホールド機能は、車外から、または 
運転者似外の同乗者が操作した0解 
除しないで < ださい。 

〇ホールド機能が作動しているとさ 
は、車に ブレーキが かけられていま 
す。けん引などで車を動かずときは、 
ホールド機能を解除して<ださい。 
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ホールド機能を作動させる 


►じ(下のとさに、ブレーキペダルを意 
識的に素早<深<踏み込みまず。 

• シフトポジシヨンび〇、 m 、 
MM のいずれかのとさ 

• エンジンびかかっていて停車し 
ているとさ 

• パーキングブレーキび解除され 
ているとさ 



メーターパネルに Roiia び表示され 
ます。 


メーターパネルに RoldI び表おされな 
し、とさは、 ブレーキ ペダルをかし戻し 
て、再度意識的に素早く深く踏み込み 
ます。 

ホールド機能び作動して、ブレーキぺ 
ダルか日足を放してち車は停止したま 
まになりまず。 

〇し U 下のとさはホールド機能を作動 
させることはでをません。 

• ボンネットの□ックび解除され 
ているとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを 
着用していない状態で運転席ド 
アを開いているとさ 

• トランクび開いていて、シフト 
ポジションび〇のとさ 


〇 ホールド機能び作動しているとさ 
は、ブレーキペダルび引さ込まれた 
ままになりまず。 

ホールド機能を解除ずる 


し iTF のいずれひの操作をずると、ホー 

ルド機能は解除され、メーターパネル 

の HOLl び消灯しまず。 

• シフトポジションび〇または 
■ a で、アクセルペダルを踏んだ 
とさ 

• シフトポジションを ra にした 
とさ 

• ブレーキ ペダルを踏んだとさ 

• パーキングブレーキを効かせたとさ 

〇 ホールド機能を作動させたままに 
ずると、ブレーキシステムへの負荷 
を軽減ずるために、自動的にホール 
ド機能び解除され、パーキングブ 
レーキび効さまず。 

〇 ホールド機能び解除されると、ブ 
レーキペダルび手前に戻りまず。 

P パーキングブレーキを効かせて 
ホールド機能を解除したとさは、シ 
フトポジションを EI にして確実 
に停車してください。 

P シフトポジションを EI にして 
ホールド機能を解除したときは、 
ノてーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
して < ださい。 
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H ホールド機能は、 iu 下のいずれ 
かの操作を行なったとさち解除さ 
れます。 

• ボンネットの□ックを解除した 
とさ 

-シフトポジションが〇にのと 
さは、トランクを開いたとさ 

これらのとさは自動的にパーキング 
ブレーキが効さまずが、シフトポジ 
ションを ra にして確実に停車し 
て < ださい。 

-エンジンを停止したとき 

-運転席の乗員がシートベルトを 
着用していない状態で運転席ド 
アを開<か、運転席ドアを開い 
て運転席の乗員がシートベルト 
を列したとき 

これらのとさは自動的にパーキング 
ブレーキが効さ、シフトポジション 
が EI になります。 

P ホールド機能を解除したときは、 
車の動さに十分ミ主意して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

し^下のとさは、ホールド機能が解除さ 
れ、車が動きだすおそれがあります。 

-アクセルペダルを踏んだとさや、ブ 
レーキペダルを再度踏んだとを 
• エンジンを停止したとき 

-システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあがりなど）がある 
とさ 

-バッテリーの接続が断たれたと量 
• エンジンルームの電気システムや 
ヒューズなどが変更されたとを 


ABC 

ABC (アクティブ•ボディ-コント□一 
ル）は、走行速度や路面状況、運転ス 
タイルなどに応じてサスペンションを 
自動的に制御し、走行安定性を高める 
装置でず。 

車高の自動調整 


車高は走行速度に応じて自動的に調整 
されます。 

走行速度が上がると、車高が最大約 
10 mm 下がり、走行安定性の向上と 
燃料消費の軽減を図りまず。 

走行速度が下がると、標準の車高に戻 
りまず。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンを停止すると車高が自動的に 
下がることがありまず。 

エンジンを停止するとさは、ホイール 
八ウスの近<や車の下に人がいたり物 
がないことを確認して<ださい。身体 
や物が挟まれるおそれがあります。ま 
た、車体の下方に十分な空間があるこ 
とを確認してください。 

〇駐車ずるとさに車の下や周りに縁 
石や突起物などがないことを確認し 
て<ださい。エンジンを停止して車 
高が下がったとさに接触し、車を損 
傷ずるおそれがあ0まず。 
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車高の手動調壁 


悪路を走行するとさや、スノーチェー 
ンを装着して走行ずるとをは、車高を 
上げることびでさまず。 


エンジンびかひっているとさに操作で 
をます。 



ちノ Vンドル車 
①車高調整スイッチ 
⑤表示な 


車高を上げる 

► 車高調整スイッチ®を押しまず。 
スイッチの表示灯⑤び点灯しまず。 
標準より高い車高になりまず。 

車高を元に戻ず 

►再度、車高調整スイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示灯⑤び消灯しまず。 
標準の車高レベルに戻りまず。 

A けびのおそれびありまず 

車高調整スイッチを操作するとさは、 
ホイール八ウスのお<や車の下に人が 
いないことを確認して<ださい。車高 
が変化するとさに、身体を挟むおそれ 
があ0まず。 


〇安全のため、車高の調整は停車中 
に行なってください。 

〇連続して車高の調整を行なわない 
でください。ポンプの巧護機能によ 
り、作動び停止ずることびありまず。 

〇 エンジンを停止してを、選択した 
車高レベルは記憶されまず。 

〇 エンジンルーム内の温度び極端に 
上びると、車高び自動的に上下ずる 
ことびありまずび、走行を開始ずる 
と、車高は正苗に戻りまず。 

ヴスペンシヨンの自動制御 


ABC は、 LU 下のような状況に応じて各 
輪ごとにサスペンションを自動的に制 
御し、走行ま定性や快適性を高めまず。 

• 運転ちの運転スタイル 
• 路面の凹凸などの状況 
-柔車人数や積載荷物の量 

ヴスペンションモードの手動選択 

サスペンションの特性を、スポーツ 
モードとコンフオートモードに切り替 
えることびでさまず。 



①ヴスペンシヨンモード還択スイツチ 
⑤表示な 


B を邸 e 恒冊 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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〇 エンジンを停止してち、設定した 
モードは記憶されまず。 

スポーツモードにずる 

スポーツモードではヴスペンション制 
御が固くなり、ステアリング操作時の 
路面追従性が向上しまず。カーブが連 
続する道路などを走行ずるとさに、ス 
ポーツモードにして<ださい。 

►エンジンがかかっているとさに、ヴ 
スペンションモード選択スイッチ 
のを押して、スイッチの表示口® 
を点灯させます。 

マルチフアンクションディスフ 
レイに数秒間 "ABC Active Body 
Control SPORT " と表示されまず。 

《車種や仕様により 、 "AIRMAIX SPORT " と表 
示されることびありまず。 

コンフオートモードにずる 

コンフオートモードでは、快適性を重 
視したヴスペンション制御になりま 
す。直線の多い道路や高速道路を走行 
するとさ、より快適性を向上させたい 
とさに、コンフオートモードにして< 
ださい。 

►エンジンがかかっているとさに、ヴ 
スペンションモード選択スイッチ 
のを押して、スイッチの表示灯® 
を消灯させまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に数秒間 "ABC Active Body Control 
COMFORT " と表示されまず。 

《車種や仕様により、 " AIRIVIAT に COMFORT " 
と表おされることびありまず。 


パークト□ニック 

パークト□ニックは、フ□ントバン 
ノて一の6個のセンヴーと U アノ くンパー 
の4個のセンサーで障害物などを感知 
し、車と障害物とのおよその距離を、 
インジケーターと警告音で運転者に知 
らせまず。 

A 事故のおそれびありまず 

パークト□ニックは運転者を支援ず 
るシステムでず。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。特に周辺 
に人や動物がいないことを確認して 
ください。 


パークト□ニックセンヴー 



⑤リアセンサー 


■を邸昼冊 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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U センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとをは正し< 
作動しないことびありまず。このと 
さは赤色インジケーターび点灯しま 
す。センサーに損傷を与えないよラ 
ま意して、定期的に清掃 （^292 ペー 
ジ）をして<ださい。 

インジケーター/作動表示な 


フ□ントのインジケーターはメーター 
パネル巧に、1」アのインジケーターは 
ルーフ後方にありまず。 



フ□ント 

のを側インジケーター 
③ち側インジケーター 
⑤作動表示な 



1」ァ 

のを側インジケーター 

③ ち側インジケーター 

④ 作動表示灯 


フ□ント、 U アとをにち側インジケー 
ター⑤は車のち側を、左側インジケー 
ター®は車の左側を感知した状況を 
ち5汀^します。 

ノ（ンノ（一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点口数でおし 
まず。 

D システムに異苗びあるとさは、赤 
色インジケーターび点灯して警告音 
び鳴り、約20秒後にパークト□ニッ 
クの機能び解除されることびありま 
ず。このとさは、パークト□ニック 
オフスイッチ（[>205ページ）の表 
示灯び点灯しまず。 

〇イ グニッシヨン位置を 2 にしたと 
さ、またはキーレス3—でのエンジ 
ン始動操作直後に、1」アの作動表示 
灯とずべてのインジケーターび一瞬 
点の' しまず。 
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八ークト□ニックの作動条件 


イグニツシヨン位置び2のとさ、シフ 
トポジションに応じて下のよ5に作 
動します。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

の 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯⑤び点 
灯しまず。 

〇の 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーが作動し、フ 
□ントとリアの作動 
表示灯③®が点口し 
ます。 

■a 

パーク ト □ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
を、センサーの感知範囲に障害物 
などびあると、その距離に応じて 
インジケーターび点灯し、警告音 
を鳴りまず。 

〇 パークト□ニックは、速度び約 
1 8 km / h じ(下のとさに作動しまず。 
速度び約 18 km / hi ； (上になると作 
動を停止します。 

〇 エンジンびかかっていないとさや 
シフトポジションび m のとをは、 
パーキングブレーキび効いていると 
パークト□ニックは作動しません。 


八ークト□ニックの作動 


センサー感知飽囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲（[>204ページ）に 
障害物び入ると、黄色インジケーター 
び1個点灯しまず。 

障害物との距離び短くなるにつれ、点 
灯ずる黄色インジケーターの数び増え 
ていさまず。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ター5つに加えて1個目の赤色イン 
ジケーターび点灯し、警告音び断続的 
に約3秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約 20 cm ) になると、 
上記のインジケーターに加えて2個目 
の赤色インジケーターび点灯し、警告 
音び連続的に約3秒間鳴りまず。 

〇障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりをおくなると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正苗に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、点灯していたインジケーター 
び消灯ずることびあ0まず。 


I 
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センサーの感知節囲 



フ□ントバンパー側 



センサー感知節囲 

センター宜13 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 60 cm 〜 20 cm 

IJ ァバン パー 

側 


センサー感知節囲 

センター自13 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 80 cm 〜 20 cm 


U バンパーから約 20 cm じ(内にある 
障害物は感知でさません。 

D センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックび正苗に作動せず、車 
を損傷しにり事故につなびるおそれ 
びありまず。 


〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分を意してく 
ださい。これらびを近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

D センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

D 電波を発ずる物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく機能 
しないことびありまず。 

D 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正雷に作動しないこ 
とびありまず。 

D 温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。運転者はパークト〇 
ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して<ださい。特に車 
の周辺に人や動物びいないことを 
お認して < ださい。 
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八ークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックの機能を解除でさ 
ます。 



左八ンドル車 

①バークト□ニックオフスイッチ 
⑤表示な 


パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとを、 
パークト□ニックオフスイッチの 
を押します。 

スイッチの表示灯⑤び点灯しまず。 

A ’ー クト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ®を押しまず。 

スイッチの表示灯⑤び消灯しまず。 

〇システムび故障ずるとパークト〇 
ニックオフスイッチの表示灯び点灯 
し、警告音び鳴って機能び解除され 
ます。メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
機能を解除してを、次にイグニッ 
シヨン位置を2にしたとさ、パーク 
卜□ニックは自動的に作動しまず。 


パーキングアシスト U アビューカ 

メラ _ 

パーキングアシスト U アビューカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムです。 

A けびのおそれびありまず 

後退操作を行なラときは、周囲に人 

や動物がいないことを確認して < だ 

さい。 

A 事故のおそれびありまず 

• パーキングアシストリアビューカ; 

ラ使用時の安全確保やを険回避につ 
いては、運転者に全責任があります。 

• パーキングアシストリアビューカ; 
ラは運転者を支援するシステムで 
ず。絶対に COMAND ディスプレ 
イの映像だけを見て後退や車庫入れ 
などをしないでください。 

• システムの特性上、 COMAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近感 
が正しく映し出されなかったり、映 
像が非常に見えづらいことがありま 
す。 COMAND ディスプレイの映像 
だけを見て後退などをずると、人や 
他の車、障害物に衝突した0、事故 
につながるおそれがあります。必ず 
自分の目や S ラーで後ちや周囲の安 
全を直接確認してください。 

• U アバンパーの至お距離や下方に 
ある物は映し出されないため、運 
転者は COMAND ディスプレイの 
映像だけに頼らず、必ず自分の目 
や S ラーで周囲の状況を直接確認 
して < ださい。 
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心 事故のおそれびありまず 

政下のとさは、パーキングアシストリ 

アビューカ^ラが正常に作動しなかっ 

たり、機能が制限されるおそれがあり 

ます。 

• トランクが完全に閉じていないとさ 

• 激しい雨や雪が降っているとさ、霧 
のと量 

• カメラがミちれているときなど、 
COMAND ディスプレイの映像が見 
えづらいとさ 

• 夜間や暗い場所にいるとを 

• 急激な温度変化があったとさ（寒;令 
時に暖房されたガレージに入ったと 
さやカメラに;令水や温水がかかった 
とさなど） 

• カメラにヘッドランプや曰光の反射 
などの強い光が直接当たったとさ 
(映像に白い縦線が入ることがあり 
ます 

• 董光灯の下で使用するとさ（映像に 
ちらつさが出ることがありまず） 

• 急激な明るさの変化があったとさ 
(ガレージから出し入れするとをな 
ど） 

• カメラが曇ったり、水滴が付着した 
とさ（雨の曰や湿度の高い曰、洗車 
した直後など） 

• カメラ付近の温度が極端に高いとさ 
や低いとさ 

• カメラにミ尼やミちれが付着したとさ 

• カメラや力^ラの周囲に損傷が 
おるとさ 


. 車の後部を損傷したとさは、ずみ 
やかに^ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で力;>< ラの点検および調 
整を行なってください。 

上記のよラな場合は、パーキングアシ 
スト U アビューカメラを使用して後退 
操作を行なわないでください。人や他 
の車、障害物に衝突したり、事故につ 
ながるおそれがありまず。 

Q 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
iU がのぶイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
がありまず。 

Q 力ラの周囲に強い衝撃を与えな 
いで<ださい。故障の原因になり 
まず。 

[ I 乗員人数や荷物の積載量びを < 車 
両びミ尤み込んだ0傾いた0している 
場合は、画面に表示されているガイ 
ドラインに誤差び生じまず。必ず自 
分の目や S ラーで後方や周囲のま全 
を直接確認してください。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場にお 
たずね < ださし、。 

〇トランクを開閉ずるとさなどは、 
カメラを損傷しないよ5にま意し 
て < ださい。 

〇し U 下のよ5な場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびス1」ップしやずいとを 

• 坂道やカーブなどの平坦または 
直線でない道路 
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u 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するとさは、ノズルを力ラや力 
ラの周囲に近付けないで < ださ 
し、。水圧が高いため、故障の原因に 
なりまず。 

U 力^ラを清掃ずるときは、きれい 
な水でミちれを落とし、やわらかい巧 
でおさ取って<ださい。有機溶剤や 
強アルカ U 洗剤などは使用しないで 
<ださい。また、強い力で乾拭さし 
ないで<ださい。変色の原因になっ 
たり、力ラを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇ボディにワックスをかけるとさは、 
カメラにワックスが付着しないよう 
にミ主意して<ださい。付着してし 
まった場合は、水に カーシ ヤン プー 
などを混ぜた洗浄液です式さ取って< 
ださい。 

カメラの位置 


力；<ラのはトランク八ンドルの横に 
装備されています。 



©カメラ 


COMAND ディスプレイの映像 


の 

-J 



後退駐車の映像 

①予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤1 . Om ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（赤色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 

る映像は、 ルーム S ラー やドア S ラー 

で見るのと同じ左ち反転させに鏡像と 

なりまず。 

〇 トランクび開いているとさにシフ 
トポジションを ra にしたとをや、 
パーキングアシスト1」アビユーカメ 
ラび作動しているとさにトランクを 
開いたとさは、パーキングアシスト 
U アビユーカメラは作動しません。 
このとをは COMAND ディスフレ 
イに"トランクび開いていまずガ 
イドでをません"と数秒間表示され 
ます。 
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〇 シフトポジションを〇ひら 
ra にしたとさは、数秒間パーキ 
ングアシスト U アビューカメラの 
映像び COM AND ディスプレイに 
表示されます。 

〇 後退駐車または縦列駐車をしてい 
るとをに、 C 0 MAND システムの他 
の機能を作動させると、パーキング 
アシスト1」アビューカメラの映像び 
中断ごれます。 

P 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスフ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けでお離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認してください。 

〇障害物に向かって後退していると 
をは、障害物び 0.25 m ガイドライ 
ン@を越えないよラにミ主意してく 
ださい。障害物によっては、 0.25 m 
ガイドライン④まで後退ずるしツ前 
に衝突ずるおそれびありまず。 

〇ステア1」ングをまねしなびら後退 
するとをは、車のフ□ント部び他の 
車や障害物に接触しないよ5にミ主意 
して < ださい。 

〇路面に接していない障害物や上方 
の空間にある障害物はガイドライン 
内になくてを接触ずる可能性びあり 
ます。十分にミ主意してくださし、 


後退駐車モード 


駐車場の駐車スペース I こ後退ずるとを 
などに補助をずるモードでず。 



ステア1」ングをまわしていないとさ 

①予想進路ガイドライン（黄色） 

⑤ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④0.25 m ガイドライン（ホ色） 

0.25 m ④、 1.0 m ®、 4.0 m ③のガイ 
ドラインは、それぞれ車の後端からの 
およその距離を示しまず。 

予想進路ガイドラインのは、車び後 
退ずるとさの予想進路を示しまず。 



ステア1」ングをまわしているとさ 

⑤直進ガイドライン（青色） 

④予想進路ガイドライン（黄色) 
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直進ガイドライン⑤は、ステアリン 
グび直進状態で車び後退ずるとさの進 
路を示します。 

予想進路ガイドライン®は、そのと 
をのステア U ングの角度で車び後退ず 
るとをの予想進路を示します。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを眶ミ画にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

► —J び表示されていないとさ 
は 、 nJ を選択して 

コント□ーラーを押しまず®。 

後退駐車時のガイドラインび表おご 
れます。 

〇" 戻る" を選択して • • ◎、コ 
ント□ーラーを押ずと®、パーキ 
ングアシスト U アビユーカメラの映 
像び消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビユーカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジションを■，じ(かにして、 
再度 MM にしまず。 


ステア IJ ングをまねさないで、まつず 
ぐ後退駐車ずる 



① COMAND ディスプレイの表示例 
③①び表示されているとさの自車位置 

►周囲にま意しなびら、まっすぐ後退 
しまず。 

〇ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
し、ことを確認してください。 

ステアリングをまわしなび5、後退駐 
車ずる 


感0 な）® 



① COMAND ディスプレイの表お例 
⑤①び表示されているとさの自車位置 
⑤直進ガイドライン（青色） 

④予想進路ガイドライン（黄色） 

► 予想進路ガイドライン④び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
U ングをまわしなびら、ま意して後 
退しまず。 


■を邸昼册 
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►直進ガイドライン③び、駐車しよ 
うとしているスペースと平行になっ 
たら、 ステア U ングを直進位置に戻 
して、後退してください。 

〇ガイドライン巧およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
し、ことを確認してください。 

D ステア U ングをまねして予想進路 
ガイドライン④の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 

るとさに、画面表示と音声案巧で後退 

操作を巧助するモードでず。 

縦列駐車ずる 


1 

の _ If 

がの 

の 1 

0— 

f 

|_ 

B 

1 


〇 駐車スペース⑤の前方に駐車車 
両③びないとをは、後退駐車モー 
ドで駐車ずることをお勧めしまず。 

► シフトポジションを ra にしまず。 

► — / び表示されていないと 
きは、立/ ■ =を選択して ：◎! - 
•◎■►、コン ト□ーラーを押しまず®。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像と、縦列駐車時のガイドラインび 
表示されまず。 

〇" 戻る" を選択して mi - • ◎、コ 
ント □ーラーを 押ずと®、パーキ 
ングアシスト1」アビユーカメラの 
映像び消え、元の画面に戻りまず。 
パーキングアシスト1」アビユーカ 
メラの映像を再度表示させるには、 
シフトポジションを ra な■外にし 
て、再度〇にしまず。 



①自車 

③駐車スペース前方の駐車車両 
③駐車スペース 

► 駐車スペース前方の駐車車両③か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両⑤の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車しまず。 

ステアリングは直進状態にしまず。 


⑤駐車スペース前ちの駐車車両 
④垂直ガイドライン 

► 垂直ガイドライン④び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両 ⑤ の後端に合5 
までステア U ングをまねさずに後退 
します。 

► 垂直ガイドライン④び駐車車両の 
後端に合ったら、停車しまず。 


B を邸6恒掛 
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〇垂直ガイドライン®び駐車車両 
⑤の後端から外れていると、正し 
し、位置に駐車でさません。 



⑤駐車位置ガイドライン 


停車すると、数秒後に駐車位置ガイド 
ライン⑤び表示されまず。 



④垂直ガイドライン 
® 駐車位置ガイドライン（道路側) 
⑦駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）©び駐車車両の夕 
イヤの接地面に接ずるまで、ステア 
U ングをまわしまず。 

また、このとを駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）©び、駐車スペース 
の前後の車両や道路の縁石、摄や電 
柱など道路脇の障害物にかかってい 
ないことを確認して < ださい。 


U 駐車位置ガイドライン（道路側） 
©び駐車車両のタイヤ部分に交 
わってし''ると、正しし^位置に駐車ず 
ることびでさません。 

U 駐車位置ガイドライン（縁石側） 
①び正しい位置に合っていること 
を確認してください。正しい位置に 
合わせないまま後退ずると、駐車車 
両や障害物に衝突ずるおそれびあ0 
ます。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）©の位置 
を調整してを、駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑦巧に駐車車両や障 
害物び入ってしまう場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

〇ステア U ングをまわしずざたとさ 

は"ガイドでをませんステアリン 
グを戻してください"と表示され 
9 〇 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）@ 
を正しい位置に合わせにら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退しまず。 

後退をはじめると、画面から垂直ガ 
イドライン④、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）®、駐車位置ガイド 
ライン（縁石側）⑦び消えまず。 

〇 周囲の安全を確認しながら、ゆっ 
<り後退して < ださい。 


■を邸昼冊 
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OiU 下のとさはガイドが中止され 
ます。 

-シフトポジシヨンを〇政がの 
位置にしたとさ 

•" 戻る"、または : emJ ' を選択 
したとさ 

- COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

-ステアリングを操作したとき 

D 後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車の 
フ□ント部び人や他の車、障害物 
などに衝突しないよ5にま意して 
<ださい。 

U 後退をはじめた後は、ステア U ン 
グをまねさないで<ださい。ステア 
U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、 COMAND ディスプレイに"ガ 
イドでをません" または" ガイド 
でをませんステアリングびずれまし 
た"と表示されまず。 

〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
ごし、。 


® ステア U ング角度ガイドライン 


ゆっくり後退をはじめると、ステ 
アリング角度ガイドライン④び表 
示されます。 

► 縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テア U ング角度ガイドライン④び 
合5までステア U ングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退しまず。 

► ステア U ング角度ガイドライン④び 
正しい位置に合ったら、停車しまず。 

► ステア U ングを反対方向にいっぱい 
までまわしまず。 

直進ガイドライン③と予想進路ガ 
イドライン®び表示されまず。 



® 直進ガイドライン（青色） 

⑩予想進路ガイドライン（黄色) 


► 予想進路ガイドライン®び縁石な 
どの駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 

D 後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよ5にま意してください。 




B を邸 S 恒掛 









走行装備 


213 


►車が、駐車しよラとしているスペー 
スと平行になったら、ステアリング 
を直進位置に戻しまず。 

〇ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なって < ださい。 

パーキングアシストリアビューカメラ 
の起動設定 



►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


► ステア1」ングスイッチの nn 
を押して、マルチフアンクシヨン 
デイスプレイのメインメニューから 
II アシスト', を選択しまず。 

► ステア1」ングスイッチの Ea を押 
します。 


表示 作動内容 

R シフト時 シフトポジションを 

自動起動 〇にずると、パー 
キン グ アシス 卜1」ア 
ビューカメラの映像び 
自動的に表示されまず。 

オフ パーキングアシスト U 

アビューカメラの映像 
は表示されません。 

〇 工場出荷時は " R シフト時自動起動" 
に設定されていまず。 

〇イグ ニッション位置を0にしてを、 
設定内容は記憶されていまず。 

A ’ー キングアシスト IJ アビューカメラ 
の音声ガイド設定 



を 

邸 

恒 

皿 

貨 



ステア1」ングスイッチの no 
を押して、"ソノで' -がラ "を選択して、 
ステア1」ングスイッチの E 3 を押 
します。 

► ステア1」ングスイッチの田3を 
押すたびに、 " R シフト時自動起動" 
と"が"び切り替わりまず。 


パーキングアシスト1」アビューカメラ 
の音声ガイドをオフにでさまず。 

► イク'ニツシヨン位置を1か2にしまず。 

► ステア1」ングスイツチの nn 
を押して、マルチフアンクシヨン 
デイスプレイのメインメニューから 
II アシスト"を選択しまず。 


► ステア1」ングスイッチの Ea を押 
します。 


ステア1」ングスイッチの no 
を押して、"ソ巧 r ''J -カメラ"を選択して、 
ステア U ングスイッチの Ea を押 
します。 
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► ステア U ングスイッチの KM を押 
して、" リアピュ-カメラホ''イスカ''イタ'''ノス'' を 
選択します。 


► ステア U ングスイッチの Ea を押 
すたびに、"が" と''オフ'' び切り替 
わりまず。 


表示 

作動内容 

オン 

音声ガイドび行なわれまず。 

オフ 

音声ガイドは行なわれま 
せん。 


〇 パーキングアシスト U アビユーカ 
メラの起動設定をオフにしている 
とさは、音声ガイドの設定はでさ 
ません。 

〇 音声ガイドの音量は、ステアリン 
グスイッチの DD 、 まにはファ 
ンクシヨンスイッチの音量調整ダイ 
ヤル （ C >61 ページ）で調整でさまず。 


ナイトビ ューア シスト 

ナイトビューアシストは、赤外線照射 
ランプ0339ぺージ）から照射され 
た赤外線の反射光をナイトビューア 
シストカメラび映像化して、マルチ 
ファンクシヨンデイスプレイに映し 
出すシステムでず。 

巧向車のランプの眩惑などの影響を 
受けにくいため、道路状況や障害物、 
前方の歩行者などを確認して走行で 
さまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ナイトビューアシストは、夜間の運転 
操作を補助するシステムです。ナイト 
ビューアシスト使用時の安全確保や危 
険回避については運転者に全責任があ 
0まず。 

A 事故のおそれびありまず 

運転中は常に周囲の交通状況に注意 
し、ナイトビューアシストの映像のみ 
を見て運転しないでください。 


A 事故のおそれびありまず 

ナイトビューアシストは、夜間にカー 
ブのかない道路を走行ずるとさに使用 
することを想定したちのです。坂道や 
急カーブ、巧びりくねった道路ではナ 
イトビューアシストを使用しないでく 
ださい。 


B を邸6恒掛 
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A けびのおそれびあ0まず 

ナイトビューアシストの作動時は、目 
に見えない強い光線がへッドランプか 
ら照射されまず。停車時にはこの光線 
は照射されませんが、安全のため、へッ 
ドランプをのぞさ込まないでください。 

A 事故のおそれびありまず 

し U 下のよラな状況下では、ナイト 
ビューアシストの映像が不鮮明になる 
場含がありまず。注意して運転してく 
ださい。 

-エンジン始動直後 

. 降雨時や降雪時、濃霧時などの悪天 
候のとさ 

-フ□ントウインドウや赤外線照射ラ 
ンプ周辺のへッドランプが曇ってい 
たり、氷や雪、泥やミちれなどが付着 
しているとさ 

• バッテ U —電圧が低下しているとさ 


〇ナイトビューアシストの画像の全 
部または一部が、暗<なったり、不 
鮮明になる場合があります。運転ず 
るとさは、周囲の状況を直接確認し 
て < ださい。 

U 車の周囲にある人や物はナイト 
ビューアシストの映像に映りませ 
ん。運転するとさは、周囲の状況を 
直接確認して < ださい。 

U ナイトビューアシストの作動時は、 
必要政上に^ーターパネルを明る< 
しないで<ださい。周囲の状況が見 
えにくくなる場合がありまず。 

U 急なカーブや坂道では、映像を表 
おでさない場合がありまず。 

〇看板の文字や道路案内板の情報な 
どは、映像に映りに<い場合があ 
りまず。 

〇街口などの光で日月るいところでは、 
映像が眩し < 映る場合がありまず。 

U 天候や道路の状況により、映像の 
見え方が変化ずることがあります。 

〇 ホが線は人の目には見えないた 
め、对向車を眩惑することはあり 
ません。 


■を邸昼冊 
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ナイトビ ユーア シストカメラの位置 



のナイトビューアシストカ分ラ 


ナイトビューアシストカ^ラ©はフ 
□ントウインドウ上部にありまず。 

ナイトビューアシストの作動 



左八ンドル車 

① ナイトビ ユーアシス トスイ ツチ 
《ち八ンドル車のナイトビューアシストスイツ 


チは、ランプスイッチのち側にありまず。 

ナイトビューアシストを作動させる 

►ナイトビューアシストスイッチの 
を上または下に操作しまず。 


ナイトビューアシストは、 LU 下の条 

件がずベて満たされたとさに作動し 

ます。 

• 周囲が暗いとさ 

-イグこッション位置が2のとき 

• ランプスイッチが D または画 g 
でへッドランプが点灯しているとき 

• シフトポジションが ra Li (がの 
とさ 

〇ホが線は走行速度が約1日 km/h m 
上になると照射されまず。走行速度 
が約 lOkm / hLU 下のときも画像は 
表示されますが、赤が線が照射され 
てし''るとさの画像に比べると暗くな 
りまず。 

ナイトビューアシストを停止ずる 

►再度、ナイトビューアシストスイッ 
チのを上または下に操作しまず。 

〇 周囲が明るいとさにナイトビュー 
アシストスイッチを操作ずると、マ 
ルチフアンクションディスプレイに 
II ナイトピ 1-7 シスト使用は暗い場合のみ" 
と表示されます。 

©周囲が 暗<、ヘッドランプが点灯 
していないとさにナイトビ ューアシ 
ストスイッチを操作ずると、マルチ 
フアンクションディスプレイに"ナイ 
トヒ''ュ-アシストラ仆確実に点口"と表示 
されまず。 

〇 シフトポジションが〇のと さ 
にナイトビ ューア シストスイッチを 
操作すると、マルチフアンクション 
ディスプレイに"ナ仆ヒ''ュ-アシスト R レン 
グ m がにシ7卜"と表示されまず。 


B を邸6恒掛 
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ナイトビ ユーア シストの映像 


フ□ントウインドウの曇りや巧れ 



か迫 • am * わ 

①ナイトビューアシストの映像 
⑤スピードメーター 

ナイトビ ューア シストを作動させる 
と、マルチファンクションディスフレ 
イに映像び表示されまず。 

マルチファンクションディスプレイ下 
部には、スピードメーター⑤び表示 
されます。 

〇 ナイトビューアシストを作動させ 
ているときは、マルチファンクショ 
ンディスプレイの表示を見ることは 
でさません。 

ただし、シフトポジション表示や一 
部の警告灯などは表示されまず。 

〇 ナイトビューアシストを作動して 
いるとさに ーターパネルの明るさ 
を調整すると、ナイトビューアシス 
卜の映像の明るさが調整されまず。 


ナイトビューアシストカ；><ラ前方のフ 
□ントウインドウの内側またはが側が 
曇っていたりミちれていると、ナイト 
ビューアシストの映像が不鮮日月になり 
弓 0 

フ□ントウインドウの量りを取る 

► エアコンディショナーの設定を確 
認し、力 ラのカパーを開さまず。 

フ□ントウインドウ内測のミちれを取る 

►力；>< ラのカバーを開いて、フ□ン 
トウインドウを清掃しまず。 


I 
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エアコン デ イシ ヨナー 


エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度、日射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 送風温度を高めに設定してあると 
さは、送風口が過熱して高温にな 
ることがあ0ます。火傷をするお 
それがあ0まずので十分にま意し 
て < ださい。 

• 送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風口に身体をお付けると、しわ 
皆けなどを起こずおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

• 皮膚の弱い人は、送風口に身体を 
お付けずぎないよラにミ主意して< 
ださし、。 


平環境 

• エアコンディショナーのを媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ンガ 
スを大気放出することはま律で禁止 
されています。また、すべての自動 
車オーナーは、フ□ンガスが適切に 
処理されるよラ努めなければな0ま 
せん。 

• エアコンディショナーのを媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ず;レセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってくださし、。 


〇車内が高温になっているときは、 
エアコンディシヨナーを作動させる 
前に換気をして < ださい。 

〇ボンネットの吸気口が雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

〇送風口や車内の吸排気口が覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

が気温度が高いとさは、エアコンディ 

シヨナーを作動させる前に換気をして 

ください。リモコン操作で車がからド 

アウインドウとスライデイングルー 

フを開くことができまず（た140ペー 

ジ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。 

〇 ウインドウやスライデイン グルー 
フが開いていると、設定温度を維持 
でさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナー のフイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。フィルター類び目づま 
りを起こしていると送風量び減るこ 
とびありまず。 
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エアコンデイシヨナーの基本的な操作 
は、センターコンソールのコント □— 
ルノ くネルで行ないまず。 

さらに詳細な設定は、 COMAND シス 
テムで行なし''まず。 


① 

AUTO スイッチ（左側） 

⑤ 

送風温度調整スイッチ（左側） 

⑤ 

送風量調整スイッチ（左側） 

④ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

内気循環スイッチ 


オフスイッチ 

⑦ 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨ 
ンスイッチ 

④ 

U アデフォッガースイッチ 

@ 

送風量調整スイッチ（ち側） 

⑩ 

送風温度調整スイッチ（ち側） 


AUTO スイッチ（ち側） 


COMAND システムでの操作 

COMAND システムでは LiTF の操作を 
行な5ことびでさまず。 

• 送風温度の調整 （^221 ページ） 

• 送風量の調整 （ C >222 ページ） 

• 送風□の選択 （ C >224 ページ） 

• AC モードの設定/解除0228ぺ一 
ジ） 

• 運転席連動モードの設定/解除 
0232ページ） 

• 足元への送風温度の調整 （0233 
ページ） 

• 送風モードの設定0234ページ） 
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COMAND ディスプレイのエアコン 
ディシヨナー王リア 

COMAND ディスプレイのエアコン 
ディシヨナーエリアには、エアコン 
デイシヨナーの作動状況び表おされて 
し、ます。 



感 

送風温度インジケーター（左側） 

⑥ 

送風□インジケーター 

(左側） 

⑥ 

送風量インジケーター 

(左側） 

③ 

モー ドインジケーター 


© 

送風量インジケーター 

(も側） 

① 

送風□インジケーター 

(も側） 

貧 

送風温度インジケーター（ち側） 


通常の使いかた （AUTO モード) 



① AUTO スイッチ（左側） 

⑤送風温度調整スイッチ（左側） 

④オフスイッチ 

⑩送風温度調整スイッチ（ち側） 

⑩ AUTO スイッチ（ち側） 

エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ①⑩を上まには下 
に操作しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、 
COMAND ディスプレイの送風□イ 
ンジケーター⑥①と送風量インジ 
ケーター⑥©に "AUTO" と表示さ 
れまず。 

まには 

► オフスイッチ®を上まには下に操 
作ずるか、 COMAND ディスプレイ 
のエアコンディショナーエ1」アで 
モードインジケーター③の "off" を 
選択してコント□ーラーを押 
します®。 

エアコンディショナーび停止前の設 
定で作動します。 

〇 エアコンディショナーび AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
量や送風□を手動で操作ずると、操 
作した側の AUTO モー ドび 解除 さ 
れ、 AUTO スイッチの表示灯び消灯 
します。 
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エアコンデイシ ヨナー 


送風温度の調壁 _ 

〇 通常は22でに設定ずることをお勧 
めします。 

〇 ;ち却水温度びほいとさは、設定し 
に温度の送風び行なわれないことび 
ありまず。 

〇 送風温度の設定を高<、まにはほ 
くしてを、送風量び上びるとは限り 
ません。 

コント□-ルパネルでの操作 
送風温度を上げる 

► 送風温度調整スイッチ⑤颇を上に 
操作します。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整スイッチ⑤⑩を下に 
操作しまず。 

エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているとさは、 設定温度に 
合わせて、送風□の組み合わせと送風 
量、送風温度び自動的に調整されまず。 

Oauto モードのとさ、送風温度調 
整スイッチでほい温度に設定ずる 
と、状況によりモードインジケー 

夕一③に "MAX COOL on" と表お 

されることびありまず。 


COMAND システムでの操作 



4む -y ta … S マ ■、-—畔 リ， 


►エアコンディショナーエ U アで、送 
風温度インジケーター負)貧を選択し 
て コント□— ラーを 
押しまず®。 



送風温度調整画面び表示されまず。 



► 送風温度を選択して . ♦ ◎、コ 
ント □ーラーを 押しまず®。 
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送風温度が設定されまず。 

〇 左側またはち側の送風温度を L 0 
または HN こ設定ずると、ちラー 
方の席側ち同様の内容に設定され 
ます。 

その後、設定した席側の送風温度 
を変更すると、ちラーちの席側は 
元の送風温度に戻りまず。ちラー 
ちの席側の送風温度を変更ずると、 
設定した席側の送風温度が L 0 のと 
きは16でに、 HI のときは28でに 
なりまず。 


エアコンディシヨナーの停止 



® オフスイッチ 

エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ®を上または下に操 
作しまず。 

スイッチの表示口が点口し、 
COMAND ディスプレイのモードイ 
ンジケーター®に "off" が表示され 
ます。 


再度、オフスイッチ®を上または 
下に操作ずると、スイッチの表示 
灯が消口し、停止前の設定で作動 
します。 

〇 ウインドウやスライデイングルー 
フび閉じているとさにエアコンデイ 
シヨナーを停止ずると、ウインドウ 
び曇0やず< な0まず。 


送風量の調壁 _ 

送風量を手動で調整でさまず。 

コント□-ルパネルでの操作 



⑤送風量調整スイッチ（左側） 

® を風量調整スイッチ（ち側） 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ⑤®を上に操 
作します。 

COMAND ディスプレイの送風量 
インジケーター⑥©の数字び増え 
ます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ⑤®を下に操 
作しまず。 

COMAND ディスプレイの送風量 
インジケーター⑥©の数字び減り 
ます。 
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エアコンデイシヨナー 


COMAND システムでの操作 



な，1 or -1^ 


►エアコンディショナーエ u アで、送 
風量インジケーター⑥®を選択し 
て {◎} . *◎*、 コント□— ラーを 
押します®。 



送風量調整画面が表おされまず。 



►送風 量を 選択して S ◎さ••◎*、] 
ント □ーラーを押 しまず®。 



送風量が設定されまず。 

〇 左側またはち側の送風量を7に設 
定すると、ちラー方の席側ち7に 
設定されます。その後、設定した席 
側のスイッチで送風量を変更する 
と、ちラー方の席側は元の送風量に 
戻りまず。ちラー方の席側のスイッ 
チで送風量を変更すると、設定した 
席側の送風量は6になりまず。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動して いると さに、送 
風量を手動で調整すると、調整し 
た側の送風量の AUTO モードが解 
除され、 AUTO スイッチの表示口 
が消灯しまず。再度、 AUTO モー 
ドにずるとさは、 AUTO スイッチ 
を操作します。 
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送風□の選択 _ 

送風口を手動で選択でさまず。 

送風口の選択は COMAND システムで 
行ないまず。 

送風□を選択ずる 



け. "Tf ぃ巧 — ■ド 巧 "■ 


► エアコンディショナーエ U アで送風 
□インジケーター⑥①を選がして 
コント□ーラーを押し 

ます®。 



送風□選択画面び表示されまず。 



► 送風したい送風□の矢印を表おさせ 
て i @ j 、 コント□ーラーを押しま 
す®。 



選択した送風□に設定されまず。 
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エアコンデづ 
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送風□インジケーター 

主に送風される送風 □ 

4 ♦ 

フ□ントウインドウ送風□◎、サイド送風□©、 

ドアウインドウ送風 □© 

ソ 

フ□ントウインドウ送風サイド送風□©、 

ドアウインドウ送風□©、中央送風□©、 

中央上部送風 □© 

ソ 

中央送風□©、中央上部送風□©、サイド送風 □© 


中央送風□©、中央上部送風□©、サイド送風□©、 
足元送風口 ◎ 

一’ 

足元送風口 ◎ 


〇 送風ロインジケーターに複数の矢 
印を表示させると、組み合わせた送 
風口から送風がでさまず。 

〇 送風ロインジケーターの矢印の大 
ささは、各送風口から送風される割 
合を表していまず。 


〇 選択した送風口政がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 

〇 エアコンデイ シヨ ナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
口を手動で選択ずると、送風口の 
AUTO モードが解除され、 AUTO ス 
イツチの表示灯が消灯しまず。 

再度、 AUTO モードにずるときは、 
AUTO スイツチを操作しまず。 
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送風□の開閉 _ 

サイド送風 □© と中央送風□©、中央 
上部送風□©を開閉でさまず。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル©©を上側にま 
わします。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル©©を下側にま 
わします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤル©©を停止ずる 
まで下側にまねずと、送風□び閉じ 
ます。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはできません。 

〇 中央送風□と中央上部送風□の開 
閉ダイヤルは共通でず。 


ピ風□の風问きが]壁_ I 

サイド送風 □© と中央送風□©は風向 
さを調整でさまず。 

風向きを調壁ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、中央送風 
□の風向をを中央にずることをお勧 
めします。 


前席アームレスト下段のル物入れの 
送風 □ 



のを風□開閉ダイヤル 


(ち風口を開じた状態） 

⑤を風□を開く 

⑤を風□を閉じる 

送風□を開< 

► ダイヤル®を矢印⑤の方向にまわ 
しまず。 

送風□を閉じる 

► ダイヤル©を矢印®の方向にまわ 
し 9 〇 

D エアコンディショナーの送風温度 
を高くしたり、デフ□スターモード 
にずるとさは、下段のル物入れの送 
風□を閉じてください。ル物入れ内 
部び高温になり、ガスライターやボ 
ンベ、熱に弱いをのなどび入ってい 
ると、爆発しにり、溶けて変あずる 
おそれびあ0まず。 

〇 下段のル物入れの送風量は、エア 
コンディショナーの送風量や送風 □ 
の選択により変化しまず。 

〇 送風温度は中央送風□からの送風 
温度とほぼ同じでず。 
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エアコンデ- 



グ□ーブボックス送風 □ 


AC モード 





左八ンドル車 

①開閉ダイヤル 

⑤送風□を開く 

⑤送風□を閉じる 

グ□ーブボックス内に送風ずることび 

でさます。 

グ□ーブボックス送風□を開< 

►開閉ダイヤルのをまわして、送風 
□を⑤の位置にしまず。 

グ□ーブボックス送風□を閉じる 

►開閉ダイヤルのをまわして、送風 
□を®の位置にしまず。 

〇 送風量はエアコンディショナーの 
設定に連動しまず。 

〇グ □ーブボックス巧には、外気ま 
にはを気び送風されまず。 

〇外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス巧の送風□を開さ、エア 
コンディショナーの AC モードを 
設定して<ださい。収納物を損傷 
しにり、ガスライターやボンベな 
どび入っている場合は爆発ずるお 
それびあ0まず。 


AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されまず。 

AC モードの設定/解除は COMAND 
システムで行なし^まず。 

〇ドアウインドウやリアサイドウイ 
ンドウ、スライディング ルーフが閉 
じているとさに AC モー ドを解除ず 
ると、ウインドウが曇りやずくなり 
9 〇 

〇 除湿/を房された空気は、エンジ 
ンがかかっているとさに行なわれ 
まず。 

聲環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 
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AC モードを設定/解除ずる 



► エアコン デイ シヨナーエ U アでモー 
ドインジケーター® を 選択して 
{◎I . コント□— ラーを 押し 

ます®。 


AC モードび解除されているとさ 
は、左側のボックスにチェックマー 
クび表示されまず。 



け r ： H ■•万ーゴ J ム 


► コント□—ラーを左かちに操作し 
ます 



►サブメニューで " AC ° FF " を 選択し 
て {◎) . »◎、 コント □ーラーを 押 
します®。 


AC モードび解除されているとさ 
は、モードインジケーター③に 
" AC ^ f " と表示されまず。 

〇 AC モードを解除してを、しばら 
<は除湿/を房された空気び送風 
される場合びありまず。 

〇 エアコンディシヨナーのを媒び 
減っているとさは、除湿/を房は 
行なわれません。ずみやかにメル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けてください。 



コント□ーラーを押ずたびに、左側 
のボックスのチェックマークび表示 
/消去されまず。 






















エアコンデイシヨナー 


デフ□スターモード 


フ□ントウインドウやドアウインド 
ウの内側の量りを取るときに使用し 
ます。 



④デフ□スタースイッチ 


〇 フ□ントウインドウやドアウイン 
ドウの内側び曇つているときは、 
曇0び取れるまでデフ□スター 
モードを解除しないでください。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ④を上また 
は下に操作しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、 
COMAND ディスプレイのモードイ 
ンジケーター③に"而> " び表示さ 
れます。 

しツ下の内容でエアコンディショナーび 

作動します。 

• エアコンディショナーの送風量び上 
びり、送風温度び高くなりまず。 

• フ□ントウインドウ送風□とドアウ 
インドウ送風□、サイド送風□を中 
むに送風されまず。 

〇 サイド送風□び開いていることを 
確認してください（>226ページ）。 

• 内気循環モードに設定していにとさ 
は、内気循環モードび解除されまず。 

• AC モードを解除していにときは、 
AC モードに設定されまず。 


デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ④を 
上まには下に操作しまず。 

または 

► COMAND デイスプレイのエアコン 
デイシヨナーエ U アに表示されて 
いる"棘"を選択して ◎*、 コント 
□ーラーを押しまず®。 

スイッチの表示灯とモードインジケー 

ターの"領> II び消灯し、け前の設定 

に戻りまず。 

ただし、デフ□スターモードにずる前 

に内気循環モードに設定していたとさ 

は内気循環モードび解除され、 AC モー 

ドを解除していたとさは AC モードに 

設定されます。 

〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

ウインドウの夕1•側び量るとを 

► ワイパーを作動させまず。 

► AUTO モードに設定しまず （>135 
ページ)。 

〇 上記の設定は、曇0び取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 
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リアデフオッガー 


リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに雪や氷が付着していると 
さは、運転前にそれらを取り除いて視 
界を確保してください。事故を起こす 
おそれがあ0まず。 


〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォッガーが自動的に停止ずるま 
での時間は異な0まず。 

〇 バッテ U —の電圧びほくなると自 
動的に停止しまず。電圧び回復ずる 
と自動的に作動を再開しまず。 

〇 外気温度びほいとさは、 U アデ 
フォッガースイッチを押してをずぐ 
に作動しない場合びありまず。 



内気循環モード 


® 1」アデフォッ ガース イッチ 

リアデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ④を上 
まには下に操作しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
④を上まには下に操作しまず。 

スイッチの表示なび消灯しまず。 

U アデフォッガーは、一定の時間び経 
過すると自動的に停止しまず。 

D 消費電力び大さいため、曇りび取 
れにら早めに停止してください。 


トンネル内など、空気びミちれた場所で 
が気を車内に入れたくないとさなどに 
使用します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

巧気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ウインドウやスライディングルー 
フを自動で開閉でさまず。 

A 事故のおそれがあ0まず 

外気温度び低いとさや、ウインドウや 
スライディングルーフび閉じていると 
さは、内気循環モードに設定するとウ 
インドウび曇0やすくなりまず。内気 
循環モードの設定は短時間にとどめて 
<ださい。 



lb 

⑤内気循環スイッチ 
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エアコンデイシ ヨナー 


内気循環モードに設定ずる 

►が気導入モードのとさに、内気循環 
スイッチ®を上または下に操作し 
ます。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

内気循環スイッチ®を2秒 Li (上操 
作し続けると、操作している間、開 
いているウインドウとスライデイン 
グ ルーフが 閉じまず。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでウインドウやスラ 
イデイングルーフを閉じているとさ 
に、挟み込みなどの抵抗があると、た 
だちに動さを停止して少し開く機能が 
ありますが、乗員が身体を挟まれない 
よラ、十分にま意してください。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過ずると(下のよラに自 
動的にが気導入をはじめまず。 


外気温度が5で iU 上の 
とさ 

約30分後 

外気温度が日む iU 下の 
とさ 

約5分後 

AC モードを解除して 
し、るとさ 

約5分後 


内気循環モードを解除ずる（が気導入 
モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに、内気循環 
スイッチ®を上または下に操作し 
9 〇 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

内気循環スイッチ®を2秒上 
操作し続けると、操作している間、 
ウインドウとスライデイン グルー 
フが開さ、前回開いていた位置に 
なりまず。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでウインドウを開い 
ているとさは、ウインドウに身体を寄 
りかけないで<ださい。ウインドウと 
ドアフレームの間に身体が引き込まれ 
てけがをするおそれがあります。 


〇 内気循環モードのとさに、 AC モー 
ドを解除するかデフ □スターモー 
ドにずると、外気導入モードにな 
りまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたウイン 
ドウやスライデイングルーフを別 
のスイッチで開いた場合、開し^た 
ウインドウやスライデイングルー 
フを内気循環モードの解除操作と 
連動して、前回開いていた位置ま 
で開 < ことはでさません。 

〇 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わる 
ことがありまずが、このとさ内気循 
環スイッチの表示口は点灯しませ 
ん。約3日分経過ずると、一定の割 
合でが気導入をはじめまず。 
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を 熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 



⑦を熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ 

エンジンを停止した後に車内を暖房し 
たり、車内に外気を導入して換気を行 
なラとをに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとき、 
またはキーを巧いているとをに使用で 
をます。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ®を上または下に操作し 
ます。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度や 
外気温度により' 送風□や送風温度 
は自動的に調整されまず。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、 を熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ①を上または下に操作 
します。 

スイツチの表示灯び消灯しまず。 


し U 下のとさは、ホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

•イグニッシヨン位置を2にしたとさ 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• バッテ1」一の電圧びほ下したとを 

〇 冷却水温度が低いとさは、暖気が 
送風されないことがありまず。 

〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

〇 が気温度が高いとさは換気のみが 
行なわれます。このとさは、中程度 
の送風量になりまず。 


運転席連動モード _ 

助手席のエアコンデイシヨナーの設定 
を運転席と同じ設定にでさまず。 

運転席の設定を変更ずると、助手席の 
設定ち同時に変更されまず。 

運転席連動モードの設定は C 0 MAND 
システムで行なし''まず。 


運転席連動モードを設定/解除ずる 



► エアコン デイ シヨナーエ U アでモー 
ドインジケーター ③を 選択して 
コント □ーラーを 押し 

ます®。 
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► サブメニューで" 運転席連動" を 
選択して、コント□ーラー 
を押します®。 


■ cACr* 

■j W が 

互氏《« C 

rlMII •， 

コント□ーラーを押ずたびに、左側 
のボックスのチェックマークび表示 
/消去されまず。 

運転席連動 モー ドび設定されている 
ときは、左側のボックスにチェック 
マークび 表示されまず。 

〇 助手席の設定を変更したとさは、 
運転席連動モードは自動的に解除ご 
れます。 




足元への送風温度の調壁 


足元への送風温度を独立して調整でさ 
ます。 


足元暖房の調整は COMAND システム 
で行ないまず。 

〇 設定温度や送風温度レべ J レにより、 
を風び送風されることをありまず。 

足元への送風温度を調壁ずる 



► エアコンデイシ ヨナー エ1」アで モー 
ドインジケーター®を選択して 
コント□— ラー を押し 

ます®。 



►サブメニューで" 足元暖房" を選 
択して1@3’*©*、 コント□ーラー 
を押します®。 
















送風温度レベルを選択して i@J - 
* ◎、コン ト□—ラーを押しまず®。 

車内の設定温度を基準にして、一2 
〜+ 2まで設定でさまず。 



〇 車内び非常に高温になっていると 
をは、選択した送風モードび一時的 
に解除されることびありまず。 

送風モードを設定ずる 



エアコンデイシヨナーエ U アでモー 
ドインジケーター③を選択して 
コント□—ラーを押し 

ます®。 


足元暖房び設定されまず。 


送風モードの設定 

エアコンデイシ ヨナーを AUTO モー 
ドで作動させたとさの送風のしかたを 
し U 下のよラに設定できまず。 

" 集中" 

主に送風されている送風□からの送風 
びさらに強調されまず。 

" 標準" 

標準の設定です。 

"} 広散" 

主に送風されている送風 aii (外の送風 
□からの送風の割合を高めまず。 



けド 

S モ iM 口 

ホ null 



► サブ こユーで" 送風調整" を選 
おしてコント□— ラー 
を押します®。 


B を邸 S 恒掛 











エアコンデ- 




U ア送風 □ 



送風モードび設定されまず。 


U ア中巧送風 □ 


現在選択されている送風モードの左側 
には" •" び表示されていまず。 

► 送風モードを選択して- 
コント□ーラーを押しまず®。 





I 」ア中央送風口 
@送風□開閉ダイヤル 
©風向調整ノブ 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル®をち側にまわ 
します。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル@を左側にまわ 
します。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤル®を停止する 
まで左側にまわずと、送風□び閉 
じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で左側にまねしてち、送風□を完全 
に閉じることはでをません。 
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風向きを調壁ずる 

► 各送風□の風向調整ノブ®を上下左 
ちに動かしまず。 

〇 フ□ントシートの下に U ア足元送 
風□びありまず。 

〇 1」ア送風□からの送風温度と送風 
□選がは、巧応ずる前席左ちのエ 
アコンデイシ ヨナー の設定に連動 
します。 

〇 フ□ントの送風口から暖気を送風 
しているとさち、リア中央送風口か 
らは暖気が送風されないことがあり 
ます。このときは、必要に応じてリ 
ア中央送風口を閉じて < ださい。 


スライディン グルー フ 


A けびのおそれびありまず 

• スライディングルーフを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラにま 
意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
ディングルーフを開いてください。 

• 子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スライディング 
ルーフを操作してけがをしたり、事 
故の原因になります。 

• スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれがありま 
ず。シートベルトを着用していない 
と、車が横転したときにスライディ 
ングルーフの開口部から車外に放り 
出されて、致命的なけがをずるおそ 
れがあります。乗員全員がシートべ 
ルトを着用してください。 


〇走行中はスライデイングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けが 
をするおそれがありまず。 

D スライデイングルーフの開口部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないで<ださい。ス 
ライデイングルーフを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

〇車から離れるときや洗車のときは、 
すべてのウインドウとスライデイン 
グルーフが完全に閉じていることを 
確認して < ださい。 
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〇スライディングルーフの開口部か 
ら、角の尖ったちのを出し入れしな 
いで<ださい。スライディングルー 
フのシール部を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを 開くとさは、 ルーフ 上の水 
や雪な どを 取り除いて<ださい。車 
巧に水や雪などが入るおそれがあ0 
ます。 

〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライディングルーフを損傷 
するおそれびありまず。 

〇 U モコン操作でスライディン 
グルーフを開< ことびでさまず 
(>140 ぺージ)。 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作でスライディングルーフを閉じ 
ることびできまず（[>141ページ）。 

〇 スライディング ルーフび 自動で作 
動してし''るときに、スイッチを操作 
すると、その位置で停止します。 

OpRE-SAFE (>39 ぺージ）び作動 
すると、スライディングルーフはね 
ずかに開いた状態まで自動的に閉じ 
ます。 

〇イグ ニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを操作でさます。約5分し U 
内にドアを開くと、スライディング 
ルーフの操作はでさなくなりまず。 


〇 スライデイングルーフを開いて走 
行しているとき、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イデイングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウをかし開くと、解消 
することびありまず。 

〇 エアコンデイシヨナーの内気循環 
スイッチ（[>230ぺージ）の操作に 
連動して、スライデイングルーフを 
開閉でさます。 


スライディング ルーフを 開閉ずる 



のスライデイングルーフスイッチ 
⑤開く 

⑤チルトアップ 
©閉じる/チルトダウン 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 
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スライディングルーフを開く 

► スライディングルーフスイッチの 
を⑤の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開をまず。 

サンシエードび閉じている場合は連 
動して開をまず。 

②の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、前回開し''てし''た位置まで自動で 
開をます。 

さらに⑤の方向にいっぱいまで操 
作すると、自動で全開します。 

スライディング ルーフを 閉じる 

► スライディングルーフスイッチの 
を®の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

④ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 

スライディングルーフをチルトアップ 
/チルトダウンずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スライディングルーフスイッチの 
を⑤の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

⑤ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップしまず。 

〇 スライディングルーフび開いてし、 
るときにスイッチを⑤の方向に 
いっぱいに操作ずると、スライディ 
ングルーフは閉じ、チルトアップし 
た状態になりまず。 


スライデイングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スライデイングルーフスイッチの 
を④の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトダウンし 
9 〇 

® の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトダウンしまず。 


挟み込み防止機能 

スライディング ルーフには 挟み込み防 
止機能びありまず。 

スイッチを操作し続けてスライディン 
グルーフを閉じたりチルトダウンして 
いるとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、スライ 
ディングルーフはただちに停止して、 
その位置からかし開をまず。 

その状態からただちにスイッチを操 
作し続けてスライディングルーフを 
閉じたりチルトダウンごせると、ス 
ライディングルーフはより強い力で 
閉じたりチルトダウンしまず。 

上記の状態でスライディングルーフび 
閉じたりチルトダウンしているとき 
に、挟み込みなどの抵抗びあると、ス 
ライディングルーフはただちに停止し 
て、その位置からかし開さまず。さら 
に、この状態からただちにスイッチを 
操作し続けてスライディングルーフを 
閉じたりチルトダウンごせると、ス 
ライディングルーフは挟み込み防止機 
能び作動しなし^状態で閉じたりチルト 
ダウンしまず。 
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心 けびのおそれびあ0まず 

挟み込み防止機能び作動しない状態で 
スライデイングルーフを閉じたりチル 
トダウンさせるとさは十分を意してく 
ださい。 


自動でスライディングルーフを閉じた 
りチルトダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、スラ 
イディングルーフはただちに停止し 
て、その位置からかし開さまず。 

[I スライディングルーフを閉じたり 
チルトダウンずるとさは、身体や物 
び挟まれないよラにま意して<ださ 
し、。挟まれそうになったとさは、た 
だちにスイッチを操作して、スライ 
デイングルーフを開いて<ださい。 


閉じているスライデイングルーフび 
途中で停止したとを 

閉じているスライデイングルーフび途 
中で停止したとさは、しツ下の方法でス 
ライデイングルーフを閉じまず。 

► スライデイングルーフび停止した 
日、ただちにスイッチを再度④の 
方向い237ぺージ）に軽く操作 
し続けまず。 

挟み込み防止機能の感度び弱い状 
態でスライデイングルーフび閉じ 
ます。 

それでを、スライ デ イング ルーフび 
途中で停止する場合は、し i (下の操作 
を行なってくださし)。 


► スライディングルーフび停止した 
ら、ただちにスイッチを再度④の 
方向0237ページ）に軽く操作 
し続けまず。 

挟み込み防止機能び作動しない状 
態でスライディングルーフび閉じ 
ます。 

A けがのおそれびありまず 

巧み込み防止機能の感度び弱い状態 
や、挟み込み防止機能び作動しない状 
態でスライディングルーフを閉じると 
さは、身体び挟まれないよラにミ主意し 
てください。致命的なけびをするおそ 
れびあ0ます。 


自動チルトアップ機自 g _ 

スライディングルーフを開いた状態 
で、イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを巧い 
にときは、 LU 下のときにスライディン 
グルーフび自動で閉じ、チルトアップ 
した状態で停止しまず。 

-降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとさ 

-外気温度び極端に高いとき、まには 
ほし''とを 

-約6時間経過したとさ 

-バッテ U — 電圧びほ下したとさ 

〇自動チルトアップ機能は、イグこッ 
シヨン位置が1か2のときやスラ 
イディングルーフがチルトアップし 
ているときは作動しません。 
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H イグこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約30秒間は、自動チルトアッ 
プ機能は作動しません。 

D スライディングルーフから身体や 
物などを出さないで<ださい。自 
動チルトアップ機能でスライディ 
ングルーフが閉じているときに挟 
み込みなどの抵抗があると、挟み 
込み防止機能が 働 さ、スライディ 
ングルーフがただちに停止し、そ 
の位置からかし開さまず。その後 
自動チルトアップ機能は解除され 
ます。 

D 請れたタオルなどでフ□ントウイ 
ンドウを巧くと、スライディング 
ルーフび閉じることびありまず。 

〇 レインセンサーに雨滴びかからな 
いとをは、自動チルトアップ機能は 
作動しません。 



①グリップ 
③ヴン シエー ド 


サンシェードを開閉ずる 

► グ U ップ①を持って開閉しまず。 

スライディングルーフを開<と、連動 
して開をまず。 

〇スライデイングルーフび開いてい 
るとさに、サンシェード⑤とルー 
フ内張りとの間に身体び挟まれない 
よ5にミ主意してください。 

〇 スライデイングルーフび開いてい 
るとさは、サンシェード⑤を閉じ 
ることはでをません。 


スライディングル~フのリセット 

じ(下のときは、スライディングルーフ 
び自動で全開しないことびありまず。 
スライディングルーフの1」セット作業 
を行なってくださし、 

• バッテ U —の交換や電圧ほ下などで 
電源び断たれたとさ 
• スライディングルーフびスムーズに 
作動しないとさ 

• スライディングルーフを修理した 
とを 

スライディングルーフをリセットずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►スイッチを⑤の方向（[>237ぺ一 
ジ）に操作し続けてスライディン 
グルーフを完全にチルトアップさ 
せ、そのまま約1秒じ(上保持しまず。 

► スライディング ルーフび 自動で全 
開/全閉ずることを確認しまず。 

スライディング ルーフび 自動で全 
開/全閉しないときは、再度 U セッ 
卜作業を行なってください。 
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〇スライディング ルーフび 自動で全 
開/全閉しないとさは、おず U セッ 
卜作業を行なつてください。 

スイッチを繰り返し軽く操作してス 
ライディングルーフを全開/全閉 
すると、スライディングルーフを損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇スライデイング ルーフの リセット 
作業びできないときは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 



A けびのおそれびあ0まず 

走行中は、ル物入れなどのカバーを開 
いたままにしないで<ださい。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故のと 
さなどに収納物び飛び出して、乗員び 
けびをずるおそれびあ0まず。 

〇収納物びル物入れからはみ出さな 
し、よラにして < ださい。 

〇ル物入れなどのカパーび閉じなく 
なるよ5な物をノ」\物入れに入れない 
でください。ル物入れのカバーや収 
納物び損傷ずるおそれびあ0まず。 

〇ル物入れなどには食料品を収納し 
ないで < ださい。 

[I貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 


グ□ーブボックス 



左八ンドル車 


①ボタン 
@施錠 
感解錠 

④ キーシ I 」ンダー 
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グ□ーブボックスを開< 

► ボタンのを押しまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバーを押して□ックしまず。 

〇 グ□ーブボックス内部に ETC 車載 
器を装備していまず。詳しくは、別 
冊 「COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► キーシ1」ンダー④にエマージェン 
シーキーを差し込んで、水平位置 
⑤にまねしまず。 

お実に施錠されていることを確認し 
ます。 

グ□-ブボックスを解綻ずる 

► エマージェンシーキーをまわして垂 
直位置⑤にしまず。 

P 貴重品はグ□ーブボックス巧に保 
管しないでください。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施結して < ださい。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 


サンクラスケース 



③カバー 

サングラスケースのカバ’一を開< 

► マークのを押しまず。 

カバー⑤び開さまず。 

〇走行中はカバーを閉じてください 

前席アームレストのル物入れ 


が 



①ボタン（上段用) 
⑤開<方向（上段) 
⑤ボタン（下段用) 
④開く方向（下段) 


前席アームレスト上段のル物入れの力 
バーを開< 

►ボタン®を押して、カバーをちま 
には左の方向⑤に開をまず。 
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前席アームレスト下段のル物入れを 
開< 

►ボタン③を押して、アームレスト 
全体を④の方向に引さ上げまず。 

〇 前席アームレスト下段のル物入れ 
を開くと、内部の照巧び点灯しまず。 

携帯電話の接続 

前席アームレスト上段のル物入れに 
は携帯電話用のコネクターび装備さ 
れています。 

コネクターに携帯電話を接続ずると、 
電話の発信/受信などびでさまず。 

電話の操作については、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」を 
ご覧くださし、。 

〇携帯電話をコネクターに無理に取 
り付けないでください。携帯電話 
やコネクターを損傷するおそれび 
ありまず。 


後席アームレストのル物入れ 



①レバ ー 
⑤ カバー 


〇カバー⑤び確実に閉じていること 
を確認してアームレストを収納して 
ください。次にアームレストを使用 
しよ5としたとさに、カバー⑤び 
引つかかって損傷ずるおそれびあり 
まず。 

後席間のル物入れ 



⑤ヵ バー 

ル物入れのカパー を開く 

► ノブのを持ち、カバー⑤を矢印の 
方向に開をまず。 


ル物入れのカバーを開く 

►レバーのを引いて、カバー⑤を矢 
印の方向に開をまず。 
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後席中央のル物入れ 



① レバー 
③ カバー 


ル物入れのカパー を開く 
►レバーのを引いて、カバー⑤を矢 


印の方向に開さまず 

フ□ントシート下部のル物入れ 




① A ンドル 
⑤ カバー 


ル物入れのカバー を開く 

► 八ンドル®を上方に引いて、カバー 
⑤を矢印の方向に開をまず。 

〇重い荷物は収納しないでください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


U 走行ずるとさは、カバーが確実 
に閉じていることを確認してくだ 
さし、。 


カップホルダー 


A けがのおそれびありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用しな 
いで<ださい。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどにカッ 
プホルダーに置いた容器が飛び出し 
て、乗員が火傷をずるおそれがあり 
ます。 

• カップ ホルダーの サイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくださ 
し、。また、火傷防止のた故、熱い 
飲み物が入った容器を置かないで 
ください。 

H カップぶルダーに飲み物を置<と 
きは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないよラにミ主意して < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれ 
がありまず。 
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センターコンソールのカツプホルダー 



① マーク 
⑤つまみ 


カップホルダーを使用ずる 

► マークのを押しまず。 

カバーび開さまず。 

カップホルダーを閉じる 

► カバーを押して□ックさせまず。 
カップホルダーを取りがず 

►カップホルダー中央のつまみ⑤を 
両側からつまんで引さ上げまず。 

〇 カップホルダーを取り付けるとさ 
は、 "▲ FRONT " び前方にくるよう 
にして < ださい。 


リアアームレストのカップホルダー 



の 力 ップホルダー 


カップホルダーを使用ずる 

► カップホルダーのを押しまず。 

カップホルダーび開さまず。 

カップホルダーを閉じる 

►カツプホルダーを押して、□ックさ 
せまず。 


「トランク内の収納 


トランクフ□アポード 



①八ンドル 

⑤トランクフ□アボード 
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トランクフ□アボードを開< 

►八ンドルのを起こし、トランクフ 
□アボード③を引を上げまず。 

► トランクフ□アボード⑤を支えな 
びら、八ンドル®を U アウインド 
ウ下側のトランクの縁にかけまず。 



① A ンドル 

⑤トランクフ□アボード 
⑤ラゲツジトレイ 


n ハンドル®を U アウインドウ下側 
のトランクの縁にかけたままトラン 
クを閉じないでください。八ンドル 
やシール部を損傷しまず。 


ラゲツジトレイ* 



①ラゲツジトレイ 


トランクフ□アボードの下にはラゲッ 
ジトレイのびありまず。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


ラゲツジトレイの下には、車載工具や 
応急用スペアタイヤなどびありまず 
(>298 ページ)。 


トランクフック 



①ストラップ 
⑤フック 


トランクルームの上部に、バッグなど 
をかけるフックびありまず。 

トランクフックを使用ずる 

►ストラップのを引いて、フック③ 
を下げまず。 

D 重い物や割れやずい物、鋭利な 
物などをフックにかけないで < だ 
ごし、。 
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A 事故のおそれびあ0まず 

走行中はノ くニテイ云ラーのカノ（一を開 
じてください。眩惑により事故を起こ 
すおそれびあ0ます。 



①サンバイヴー 
⑤ バニテイ云ラーカバー 
⑤照明 

④ フック 

⑤ カー ドク1」ップ 

前ちからの眩しさを防ぐ 

► サンノ（イヴーのを下げまず。 

横方向か5の眩しさを防ぐ 

► サンノ（イヴーのを下げまず。 

► サンバイヴーをフック④から外し、 
横にまわしまず。 

使用後は、サンバイヴーを元の位置に 
戻しまず。 

〇サンバイヴ ーを 横にまわずとさ 
は、バニテイ云 ラーカバー ③を閉 
じてください。ルーフ内張りやバ 
ニテイ S ラーカバーを 損傷ずるお 
それびあ0まず。 


バニテイーミラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンノ（イヴーのを下げまず。 
►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さまず。 

照巧③び点灯しまず。 

〇 サンバイヴー®をフック④から 
外すと、照日月⑤は点灯しません。 

〇 バニテイミラーの横に力ードク 
U ップ⑤を備えていまず。 


電動ブラインド _ 

電動ブラインドは、フアンクシヨンス 

イッチまたは COMAND システムで操 

作しまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 

に操作でさまず。 

〇ブラインドび作動ずる範囲に、物 
を置かないでください。ブラインド 
や物を損傷するおそれびありまず。 

〇ブラインドを閉じるときは、身体 
や物び挟まれないよ5にま意してく 
ださし)。挟まれそうになったときは、 
ただちにスイッチや COMAND コ 
ント□—ラーを操作してブラインド 
を開いて < ださい。 

〇 U アウインドウにアクセヴ U —な 
どを装着しないでください。ブライ 
ンドを作動させにときにブラインド 
やアクセサ U —などを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇 外気温度び約 一 20°Cii (下のとさ 
は、ブラインドは作動しません。 


■を邸昼冊 









248 


室内装備 


フアンクシヨンスイツチでの操作 


/- を-、 



①電動ブラインドスイッチ 

ブラインドを開閉ずる 

► スイッチのを押しまず。 

ブラインドび自動で開閉しまず。 

〇 ブラインドび自動で開閉している 
時にスイッチを押ずと、反対方向に 
作動します。 

COMAND システムでの操作 



► メインエ U アび車両設定画面 LU 外の 
とさは、アプ1」ケーシヨンエ U アで 
" 車両" を選択して •、コ 
ント□ーラーを押しまず®。 

メインェ1」アび車両設定画面にな0 
ます。 


ブラインドを開閉ずるの 



► 開いているブラインドを閉じると 
をは、メインエリアに"電動ブラ 
インド閉める" を表おさせて- 
•◎■►、コン ト□ーラーを押しまず®。 

ブラインドび自動で閉じ、"電動ブ 
ラインド開ける"と表示されまず。 



► 閉じているブラインドを開<とさ 
は、メインエリアに"電動ブライ 
ンド開ける" を表示させて- 

•◎■►、コン ト□—ラーを押しまず®。 

ブラインドび自動で開さ、"電動ブ 
ラインド閉める"と表示されまず。 
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ブラインドを開閉ずる③ 



■JS ブ，インが ■iW 


アプリケーシヨンェリアの"車両" 


を選択して *◎、 
押します®。 


コント □ーラーを 


車両設定メこューが表示されまず。 


m ，, イン: 



前 

■か 


vTi^-mw 

ィ ー y - エンい J - 
Ay 卜ろィ HWHI 
ホームラ^^ブ|1||>圓（か 
口扑9イトがか ’j 
Of イサ〜クイティング 
■■SR 口口け 
けん 4 IU 止 ■■■■ 


開いているブラインドを閉じるとさ 
は、"電動ブラインド閉める"を選 
択して{@3-*@*、 コント□ーラー 
を押します®。 

ブラインドが自動で閉じ、"電動ブ 
ラインド開ける"と表示されまず。 


KT 巧-« 

ィ —y-i> い J— が 
AV 巧ィ HWH P が 
ホー占ウ;^プ IHWB W 
7>ピエ>卜，イト * 口かづ 
〇ケイや—3イサィ>グ 
■が R 口日け 
けん wn 止 ■■■■ 


► 閉じているブラインドを開<とさ 

は、"電動ブラインド開ける"を選 

択してコント□—ラー 
を押します®。 

ブラインドが自動で開さ、"電動ブ 
ラインド閉める"と表示されまず。 


灰皿 


I 吸いがらやマッチの火は確実に消 
して < ださい。 

I 紙<ずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで <ださい。 

I 使用後は確実にカバーを閉じて< 
ださい。 

I 灰皿を取りがしてル物入れとして 
使用しているときは、灰皿として使 
用しないで < ださい。 
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①ノブ 
③ カバー 


灰皿カバーを開< 

► カバー⑤を前方に押しまず。 

閉じるとさは、カバー⑤を前方に 
軽く押します。 

灰皿を取りがず 

► ノブのを左側にスライドさせまず。 

の皿の □ ックび解除されまず。 

► の皿を取り外しまず。 

巧皿を取り付ける 

► の皿を押し込んで、□ックさせまず。 


ライター 



①ライター 


ライターを使用ずる 

►イグニツシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ライターのを引き巧きまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A けびのおそれびありまず 

• ライターはおずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれびありまず。 

• ま全のため、子供を乗車させるとさ 
はライターを巧さ取ってください。 

D ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを損 
傷するおそれびありまず。また、ラ 
イターび過熱して乂災び発生ずるお 
それびありまず。 

D 赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないで<ださい。乂災び発生 
するおそれびありまず。 

D ライターを改造したり、純正品 LU 
外のライターを使用しないでくださ 
し、。ライターやコンソールを損傷し 
に0、乂災び発生ずるおそれびあ0 
ます。 

D ライターび戻らなくなったとさは、 
イグニツシヨン位置を 0 にずるか、 
エンジンスイツチからキーを巧い 
て、メルセデス.ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡して < ださい。 
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12 V 電源ソケット 


グ□-ブボックス内の 12 V 電源ソ 
ケット 



左八ンドル車 
の ソケットカバー 


トランク内の 12 V 電源ソケット 



① ソケッ ト カバー 


U 最大消費電流 1 5A m 下（最大消費 
電力 180Wii (下）の規格に合った 
電気製品を使用してください。規格 
外の製品や規格(上の大をな容量の 
製品を使用ずると、ヒューズび切れ 
に0、乂災び発生ずるおそれびあ0 
ます。 

〇電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

〇ソケット内に指などを入れないでく 
ださい。感電ずるおそれびありまず。 

〇電源ソケットを使用しないとさは 
カバーを閉じて<ださい。異物び 
入ったり' 水びかかると故障の原因 
になることびありまず。 

〇エンジンびかひっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ U —びあびるおそれびあ0まず。 


グ□ーブボックス内とトランク内に 
12 V 電源ソケットを装備していまず。 

12 V 電源ソケットを使用ずる 
►ソケットカバーのを開を、電気 
製品の電源コネクターを差し込み 
ます。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 
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アシストグリップ 

ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」ップびあ0まず。コーナ1」ング時の 
姿勢保持などに使用しまず。 

A けびのおそれがありまず 

アシス h グ1」ップに八ンガーやアクセ 
ヴ U —など物をかけないで < ださし、。 
SRS ウインドウバッグの作動を巧げた 
0、作動時に物び飛んで乗員びけびを 
するおそれびあ0まず。 


n アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要しツ上の大さな荷重をかけな 
いで<ださい。アシストグ1」ップを 
損傷するおそれびありまず。 

D 運転者は運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないでください。 


コー トフック 


1」アサイドウインドウの上方にコート 
フックびありまず。 



①コートフック（ち側) 


コートフックを使用ずる 

► コートフックの①の部分を押し 
まず。 

コートフックび下方に開さまず。 

A けびのおそれびありまず 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げた 
0、作動時に物び飛んで乗員びけびを 
ずるおそれびあ0ますので、 liTF の点 
にを意して < ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい巧服 
し^(外の物をかけないで < ださい。 

• コートフックを使用するとをは、ノ、 
ンガーなどを使用せず、巧服を直接 
かけて < ださい。 


〇コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転ちの視界の妨げにならな 
いよラにま意してください。 


B を邸 S 恒冊 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキパッドは、目安として走行距 
離が数百 km を超えるまでは制動能力 
を完全には発揮で量ません。この期間 
は、必要に応じてブレーキペダルをか 
し強めに踏んでください。 

また、ブレーキパッドの交換を行なっ 
たとさを、目安として走行距離が数百 
km を超えるまではま意してください。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは LU 下のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置の！、〇互、 E 1 お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけ使用して< 
ださい。 


走行距離が1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 

OCL 63 AMG と CL 65 AMG は、最 
初の1,500 km までは！; TF のま意事 
項を守って < ださい。 

• 走行速度が 140 km / h を超えな 
いよ5にして <ださい。 

《上記は車両の機能の説明です。公道を走 
行する際は、必ず法定速度や制限速度を 
遵守してください。 

• エンジン回転数が4,50日回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数が上がって素早<加 
速しまず。これをキックダウンとい 
いまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さが強 
<な0まず。 


B こな〇芭 s 邮田 
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燃料の給油 


燃料を給油ずる 


A 火災や爆発のおそれびありまず 

給油するとさは、必ずエンジンを停止 
してください。また、周囲に燃料があ 
るとさや燃料の巧いがするとさは、決 
して火気をお付けないで<ださい。乂 
災が発生したり、爆発するおそれがあ 
ります。 


A 健康を害ずるおそれびありまず 

肌や衣服に燃料が付着しないよラにま 
意してください。燃料が肌に直接触れ 
たり、気化した燃料を吸い込むと、健 
康を害するおそれがありまず。 


研 j/r ' グ 


©燃料給油フラップ 
©キャップ 
⑤ホル ダー 
@タイヤ空気圧ラベル 


燃料給油フラップは、 U モコン操作 
やキーレス 3— 操作による車の解錠/ 
施綻に連動して解远/施錠されまず。 


燃料給油フラップを開く 

► イグニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、エンジンスイッ 
チからキーを巧さまず。 

► 燃料給油フラップのの矢印の部分 
を押します。 

キャップを夕1•ず 

► キャップ②を反時計回りにかしま 
わしてタンク内の圧力を巧をまず。 

►圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまねして外しまず。 

►外しにキャッフ⑤を燃料給油フ 
ラップの裏側にあるホルダー⑤に 
置をます。 

キャップを取り付ける 

►キャップ⑤を補給□に合わせ、時 
計回りにいっぱいまでまねしまず。 

キャップび□ックずる音び聞こえ 
まず。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップのを押しまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル④び貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については（[>274ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 U モコン操作やキーレス 3— 操作 
で燃料給油フラップび解錠されない 
とさは、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

〇 燃料給油 □ は車両のち側後方にあ 
りまず。また、メーターパネル内に 
は給油□の位置をおず f 画び表示 
されています。 


I 
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燃料の給油 


〇燃料を給油ずるとさは、 ii (下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して < ださい。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 
がの燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

•軽油を燃料に使用したり、無鉛 
プレミアムガソ U ンに混ぜて使 
用しないで<ださい。か量を混 
ぜただけでちエンジンなどを損 
傷するおそれがありまず。また、 
このよラな場合は保証の適用が 
になりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで< ださい。軽油が燃料 
系部品全体にまわるおそれがあ 
りまず。誤って給油した場をは 
ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡し、燃料タンクや 
燃料系部品を交換して < ださい。 

• 目的地までを裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品がの 
キャップを使用しないで < ださい。 

Q セルフ式のガソ U ンスタンドな 

どで給油するとをは必ずけ下の点 

を守り、ま全に十分ま意して作業 

を行なって < ださし、。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 


• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をずる人(がは燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
た0、火傷をずるおそれがあ0 
まず。 

. 作業中は車内に戻らないで<ださ 
し、。帯電するおそれがありまず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
は確実に行ない、火気を近付け 
ないよ5にして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5 
に注意して< ださい。塗装面を 
損傷するおそれがあります。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んで < ださい。 

•給油が自動的に停止したら、そ 
れ上は給油しないで < ださい。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止ずるおそ 
れがあ0まず。 

• 手動で給油しているとさは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守して<だ 
さい。 


B こな〇芭 s 邮田 
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I 



A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないで<ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
りまず。 

A 乂傷のおそれびありまず 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<ださい。 
火傷をずるおそれがあります。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとを、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、エンジンルーム 
内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転し 
ている部分があり、それらに触れると 
非常に危険です。 


ボンネットを開< 


A けびのおそれびあ0まず 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にして、ワイパーの 
スイッチが停止の位置になっている 
ことを確認してください013日ぺ一 
ジ）。ボンネットを開いているとさに 
ワイパーが作動すると、けがをした 
り、車やワイパーを損傷するおそれ 
があ0ます。 

P ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損傷 
ずるおそれがありまず。 

Q 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の強 
い曰は十分に注意してください。 

また、ボンネットに雪が積ちつてい 
るときも同様にミ主意してください。 


心 けびのおそれびありまず 

イグニッシヨン位置が0のときや、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込んでい 
ないとさでを冷却水の温度が高いとを 
は、エンジンファンなどが自動的に回 
転することがあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお付 
けないで < ださし、。 


I 
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エンジンルーム 



ち八ンドル車 

①ボンネット□ック解除レバー 


► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
て、ワイパーのスイッチび停止の位 
置になっていることを確認しまず 
(>135ページ)。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
パ'—®を手前に弓 I きまず。 





⑤□ック解除ノブ 


ボンネットを閉じる 


A 事故のおそれびあ0まず 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してくださし、。 
走行中にボンネットび開いて事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


公 けびのおそれびあ0まず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分注意して< 
ださい。 


ボンネットを閉じる 

►ボンネットを引き下げ、約 20 cm 
の高さから手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形ずるおそれびあ0まず。 

〇 ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されまず。 


► □ック解除ノブ®を矢印の方向に 
押しなびら、ボンネットを開さまず。 


B こな〇芭 s 邮田 
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ボンネットをを直に開く 


⑤ □ックレバー 

を直位置まで開く 

► 開いてし''るボンネットをかし押し下 
げなびら、向かってち側のヒンジに 
ある□ックレバー@を矢印の方向 
に押して □ ックを解除しまず。 

► 同様に、向かって左側のヒンジにあ 
る□ックレノ く一を押して□ックを解 
除します。 

※車種や仕様によ0、向かって左側のヒン 
ジには□ックレバーはありません。 

► ボンネットを垂直の位置に開さまず。 

垂直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし押し上げなびら、 
向かってち側のヒンジにある□ック 
レバー®を押し、□ックを解除して 
ボンネットを閉じまず。 


1 



CL 550 (左八ンドル車) 



名称 

ぺージ 

① 

冷却水 U ヴーブタンク 

267 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

263 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

266 

④ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

269 

⑤ 

ウォッシャー液 
リヴーブタンク 

270 


※ち八ンドル車の④は左ち対称の位置にあ 


ります。 



I 
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エンジン ルー ム 



CL 600 



名称 

ぺージ 

① 

を却水 U ヴーブタンク 

267 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

266 

⑤ 

ブレーキ液 

1」ヴーブタンク 

269 

④ 

ウォッシャー液 

1」ヴーブタンク 

270 



名称 

ぺージ 

の 

を却水 U ヴーブタンク 

267 

⑤ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

263 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

266 

④ 

ブレーキ液 

1」ヴーブタンク 

269 

⑤ 

ウォッシャー液 

1」ヴーブタンク 

270 
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CL 65 AMG 



を妳 

ぺージ 

① 

冷却水リヴーブタンク 

267 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキヤップ 

266 

⑤ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

269 

④ 

ウォッシヤー液 

U ヴーブタンク 

270 


〇 CL 600 / CL 65 AMG は、エンジ 
ン上部後方にあるキャッフ ® を絶 
巧に開かないでください。エンジン 
を損傷するおそれびありまず。 



CL 65 AMG 


〇 CL 600 / CL 65 AMG には、 X 
ンジンオイルレベルゲージはありま 
せん。マルチフアンクシヨンデイス 
プレイのエンジンオイル量点検画面 
0178ページ）で点検し、必要に 
応じて規定のオイ J レ量を補給してく 
ださい。 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検ずると 

さは LU 下の事項を厳守してください。 

A けびのおそれびあ0まず 

• イグ ニッシ ヨンシステムおよびキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧び発生しているため、感電ず 
るおそれびあ0まず。 

• エンジンスイッチか S キーを抜し、 
ていたり、イグニッシヨン位置び0 
のとさを、をま P 水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に回 
転することびあ0まず。エンジン 
フアンなどの回転部には身体や物を 
近付けないでくださし、。 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてください。乂傷や感電 
をしないよ5にま意してください。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ミきをしないで<だ 
ごい。 

A 义傷やけびのおそれびありまず 


I 


エンジンや補器類の熱や動きに十分を 
意してください。火傷やけがをずるお 
それがあ0まず。 






262 


エンジン ルー ム 


U ラジェターに手を触れないでくだ 
ごい。乂傷やけびをずるおそれびあ 
りまず。 

D 作業はま全な場所で行なって<だ 
ごい。 

D 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分注意して取り 
扱って < ださい。万一、目に入った 
場合は、ただちに清潔な水で十分に 
洗い流し、医師の診断を受けて < だ 
さし、。 

〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
しにとをは、ずぐに石けんを使用 
して洗い流して<ださい。放置ず 
ると皮膚に障害を起こずおそれび 
ありまず。 

〇適切な工具を使用してください。 

D 部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム巧に置かないでくだ 
さし、。中に落とずおそれびありまず。 

D 油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手び届くところや乂気のおくに 
保管しないで < ださい。 

V ベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 

ません。亀裂や損傷びないか点検して 

<ださい。 

9環境 

環境保護のため、油脂類やフルード類 
の交換および廃棄は、メルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さし、。 


エンジンオイル 

D エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないでください。エンジ 
ンび熱<なっているとをにエンジン 
オイルび付着ずると、発乂して乂傷 
をするおそれびありまず。 

D エンジンやエンジンオイルび熱< 
なっているとさは、身体に触れない 
よ5にま意して<ださい。乂傷をず 
るおそれびありまず。 

D エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かしまず。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

D マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表おされに 
とをは （0318 ページ）をご覧く 
ださい。 

D 運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 
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エンジンオイル量の点検 


CL 550 / CL 63 AMG 



CL 550 


① エンジン オイルレベル ゲージ 
⑤上限 ( max ) 

⑤下限 （ min ) 

エンジンオイルレベル ゲージで エンジ 
ンオイル量を点検しまず。 

► を全で水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動させ、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

►エンジンを停止して、約5分間待 
ちます。 

エンジンオイルび温まる前にエンジ 
ンを停止しにとさは、約30分じ(上 
待ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージのを 
なさ取り、されいに巧いていっぱい 
まで差し込みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着しにエンジンオイル 
量とミちれ具合を点検しまず。 

エンジンオイル量はエンジンオイ 
ルレべル ゲージ の上限 （ max ) ⑤ 
と下限 （ min ) ⑤の間にあれば正 
苗です。 


► エンジンオイルび下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルフイラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は約2 U ットルでず。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量はをか増加ずることびありま 
ず。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行ずると、エンジンオイル 
消費量は増加しまず。 

〇 CL 600 / CL 65 AMG には、エン 
ジンオイルレベルゲージはありませ 
ん。マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイのエンジンオイル量点検画面で 
点検し、必要に応じて規定のオイル 
量を補給してくださし、。 
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CL 600 / CL 65 AMG 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
エンジンオイレ量点検画面でエンジン 
オイル量を点検します。 

〇 CL 550 / CL 63 AMG は、エン 
ジンオイル量点検画面は表おされ 
ません。エンジンオイルレベルゲー 
ジ （0263 ページ）でエンジンオ 
イル量を点検し、必要に応じて親 
定のオイル量を補給してください。 

► 巧全で水平な場所に停車しまず。 

►エンジンを始動して、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

►エンジンを停止して、約5分間待 
ちまず。 

エンジンオイルび温まる前にエンジ 
ンを停止したとさは、約30分じ(上 
待ちます。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 



► D または D を押して、 " I ングン 
オイル量'' を選がしまず。 

► Eia を押しまず。 



画面に" I ングンオイル IA '' ル測定中正し 
い測定は車両水平時のみ巧能"と 
表示されまず。 

〇 エンジンを停止してからの待ち時 
間び足りないとさは、マルチファン 
クシヨンディスプレイに"をうかし 
待ってから I ングンオイル量を測定して 
<ださい"と表示されまず。 

〇 マルチファンクシヨンディスフ 
レイに" I 'ノシ '' ンオイル量測定ずるに 
はイク''こッシヨンオン"と表示されたと 
きは、イグニッシヨン位置を2に 
して < ださい。 

点検結果に応じて、し iTF のいずれかの 

メッセージび表おごれまず。 


ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、" かテナンス "を選択 
します。 
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エンジンルー, 


このときは、エンジンオイル量は適正 
です。 



このときは、エンジンオイル量び不足 
しています。 

表示される数値に従ってエンジンオイ 
ルを補給してください。 

〇 ネ甫給ずるエンジンオイル量に応じ 
て、表示される数値び変わりまず。 

〇 エンジンオイルの巧給については 
([>266ページ）をご覧ください。 



このとをは、エンジンオイル量びをず 
ざまず。 

走行しないで、エンジンオイル量を適 
正にして < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると、 
エンジンや触媒を損傷ずるおそれび 
ありまず。 


このとさは、エンジンオイル量びま定 
していません。 

約5分ほど待ち、エンジンオイル量 
びま定してから点検をやり直してく 
ださい。 

エンジンオイルび温まっていない場合 
は、約30分ほど待ってから点検をや 
り直してください。 

〇エンジンびかかっているとさに、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジンオイルに関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとをは 
([>318ページ）をご覧ください。 

〇 エンジンびかかっているとさは、 
エンジンオイル量を点検でさませ 
ん。マルチフアンクシヨンディスフ 
レイに"Iの''ンオイル量Iングン停止時の 
み測定でさまず"と表示されまず。 
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エンジンオイルの補給 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さし、。 



CL 550 

①エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフイラーキヤップ 
© を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを規定の量ま 
で巧給します。 

► エンジンオイルフイラーキヤップ 
©を補給□に合わせ、時計回りに 
まわして取0付けまず。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定！;■(外のエンジ 
ンオイルを使用して故障び発生し 
に場合は、保証び適用されないこ 
とびありまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないで<ださい。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

D エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧さ取つ 
て < ださい。 


D エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。入れずざた 
エンジンオイルはなさ取ってくだ 
さし、。 

D エンジンオイルの減りかにびきし 
し、ときは、ただちにメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

エンジンオイル交換の時期 


エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメンテ 
ナンスインジケーターを目まとして 
<ださい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ 指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 
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冷却水 


A 义傷のおそれびありまず 

• 冷却水の水温びかしで右高いとさ 
は、絶巧に1」ヴーブタンクのキヤッ 
プを開かないでください。高温の蒸 
気や熱湯び巧さ出して、火傷をする 
おそれびありまず。 

• 不凍液をエンジンルームにこぼさ 
なし、よラにしてくださし、。熱くなつ 
たエンジンに不凍液び付着すると、 
発火して火傷をずるおそれびあり 
ます。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにを却水に関ずる故障/警告メッ 
セージ （031 6ページ）び表示され 
たとさは、オーバーヒートしてエン 
ジンを損傷ずるおそれびありまず。 
にだちにを全な場所に停車し、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 


を却水の量の点検 



①キャップ 
⑤1」ヴーブタンク 
⑤バー 


► 水平な場所に停車しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
まず。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくりと約1回転 
までまわして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ®をさ 
らに反時計回りにゆっくりとまわし 
て取り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク⑤ 
巧のバー⑤の上面に達していれば 
適量でず。 

〇 を却水の水温び高いときは約 
1 5 mm ほど液面び高くなりまず。 

〇を却水の減りひにびきしいときは 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

冷却水の補給 


を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► 水平な場所に停車しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
9 〇 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくりと約1回転 
までまわして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップのをさ 
日に反時計回りにまわして取り外し 
まず。 
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► 液面の高ごにま意してを却水を補給 
します。 

通常は水道水Iこ純正の不凍液をミ屋ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最な気温）によつ 
て濃度を変えます。 

冷却水の交換時期 

を却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
して < ださい。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

オーバーヒートしたとを 


才ーパーヒートしたとをは、じ TF のよ 

ラな症状びあ5われまず 

• 冷却水温度び約120度 LU 上をおし 
てし、る 

• 冷却水に関ずる故障/警告メッセー 
ジび表示される 

• エンジン ルームから 蒸気び出ている 

D マルチファンクションデイスフ 
レイに、冷却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
([>316ページ）をご覧ください。 

H オーバーヒートした状態で走行し 
にり、を却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で点検を受けてください。 


A 义災のおそれびあ0まず 

エンジンルームから蒸気び出ていると 
さや;令却水び吹を出しているときは、 
ただちにエンジンを停止し、十分に;令 
えるまで車から離れてください。エン 
ジンルームの中に漏れた液体び発火し 
て义巧び発生ずるおそれびあ0ます。 


A 乂傷のおそれびあ0まず 

水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜や1」ヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や;令 
却水び吹さ出して火傷をするおそれ 
びあ0まず。 

才ーパーヒートしたとをは、じ TF のよ 
5に処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド1」ング状態で;ち却 
し 9 〇 

エンジン ルームから 蒸気が出ている 
とさやを却水が吹さ出していると 
き、エンジンフアンが停止している 
ときは、エンジンを停止して冷却し 
て < ださい。 

►エンジンが十分に冷えてから、冷ま P 
水量、水漏れ、エンジンフアンなど 
を点検しまず。 

► 冷却水が不足していたら補給しまず 
(0267 ページ）。 

U; ち却水は、エンジンび熱いとさに 
巧給しないで<ださい。エンジンを 
損傷ずるおそれびありまず。 
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ブレーキ液 ブレーキ液量の点検_ 


心 事故のおそれびありまず 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告:>< ッ 
セージが表示されたり0309 ぺ一 
ジ）、ブレーキ警告灯 （0323 ペー 
ジ）が点灯したとさは、むやみに 
ブレーキ液を補給しないでくださ 
し、。補給によって故障が解消ずるこ 
とはあ0ません。 

安全な場所に停車し、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

• 必ず指定のブレーキミ夜を使用して 
ください。指定し:^外のブレーキ液 
を使用したり、他の銘柄を混ぜる 
と、 ブレーキの効き具合やブレー 
キシステムに悪影響を与え、安全 
なブレーキ操作がでさな<なるお 
それがお0ます。 


心 乂傷や火災のおそれびありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンが冷え 
てから行なってください。また、上限 
( MAX ) を超えないよラに補給してく 
ださい。あふれたブレーキ液がエンジ 
ンや排気系部品などに付着すると、発 
火して火傷をしたり、火災が発生ずる 
おそれがあります。 


Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告;< ツセージが 表示されたと さは 
(0309 ページ）をご覧ください。 



左八ンドル車 

① ブレーキ 液 U ヴーブ タンク 
@レベルインジケーター上限 （ MAX ) 

感レベルインジケーター下限 （ MIN ) 

►ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 
リヴーブタンク©のレベルイン 
ジケーター上限 (MAX) @と下限 
(MIN) @の間にあれば正常でず。 

ぷち八ンドル車のブレーキ液リヴーブタン 
クは、エンジンルームに向かって左側に 
お0ます。 

ブレーキ 液の交換 


定期的にルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
<はルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

Q ブレーキ液の減りかたが著しいと 
きは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 

H ブレーキ液の補給や交換は、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 
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〇補給のとさは、づミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな：： I ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇補給はエンジンびをえてから行 
なってください。エンジンや排気 
系部品などにブレーキ液び付着ず 
ると、火災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

P レベルインジケーターの上限を超 
えて補給ずると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流してください。 

〇ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ く一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー □ッ ク： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキぺダ J レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ巧に気泡び発生し、 
ブレーキぺダ j レを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かなくなる現 
象のことでず。 


ウオッシヤー液 


A 火災のおそれびあ0まず 

ゥォッシャー液は可燃性でず。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないで< 
ださい。また、エンジンが熱くなって 
いるとさには補給しないでください。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類があります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果があり、冬用には凍 
結温度を下げる効果がありまず。 

〇 ウインドウウォ ッ シャー液と へッ 
ドランプウオツシヤー液の U ヴーブ 
タンクは共用でず。 


ウォッシャー液の補給 



①ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 


► U ヴーブタンクのキャップ®を開 
いて巧給します。 
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使用ずるウオッシヤー液 


専用の純正ウォッシャー液を水にミ畳ぜ 

て使用します。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
0319ページ）をご覧ください。 

〇へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るにめ、おず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
ごし''。専用(外のウォッシャー液 
を使用すると、レンズを損傷ずる 
おそれびありまず。 

H ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

U ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ畳ぜてください。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 純正品および承認されている製品 ！; i 
外のタイヤがホイールを装着する 
と、ブレーキシステムやサスペン 
シヨンを損傷したり、事故を起こず 
おそれがありまず。 

• タイヤの摩耗には十分にミ主意し、ス 
U ップヴイン（別冊「整備手帳」参 
照）が現われたら、ずぐに交換して 
ください。タイヤの溝の深さが約 
3 mml ^ TR こなると著しく滑りやず 
くなり、事故につながるおそれがあ 
ります。 


心 事故のおそれびありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、。燃料給油フラップの裏側に、規 
定のタイヤ空気圧を記載したラべ 
ルが貼付してあります（>274ぺ一 
ジ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
で < ださい。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれが 
あ0ます。 


• ホイールボルトはホイールに適合し 
た純正品だけを使用してください。 
純正品似外のホイールボルトを使用 
ずると、ホイールが脱落して事故を 
起こすおそれがあります。 
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タイヤとホイール 


y ぶイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたずおそれがあ 
りまず。 

P 装着ずるタイヤは指定されたサイ 
ズ' および4輪とを同じ銘柄のを 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性や燃費に悪影 
響をおよぼしたり、騒音び発生ずる 
おそれびありまず。また、重い荷物 
を積載しているとさやスノーチェー 
ンを装着しているとさに、タイヤび 
フェンダー巧側やサスペンションに 
接触して、タイヤや車体を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇再生タイヤを装着した場合、ま全 
性の保罰はでをません。 

P 純正品または承認されている製 
品(外のタイヤやホイールを装着 
すると、道路運送車両法違反にな 
ることびありまず。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年 LU 上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤを同様に交換し 
て < ださい。 

〇トレッドびひどく摩耗したタイヤ 
では走行しないでください。蕭れた 
路面では特に、アクアプレーニング 
現象び発生しやず<な0まず。 

〇タイヤ/ホイールは、オイルや 
グリース類、燃料などの付着ずる 
おそれのない、乾燥したを暗所に 
保管して < ださい。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約 100km を超えるまで 
は速度を控えて運転ずることをお勧 
めします。 


タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

► タイヤに大さな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込んで 
いないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしにり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
ず。ス U ップサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び出ているときは、新し 
いタイヤに交換しまず。 

〇ほこりや水分の浸入を防ざバルブ 
を保護ずるため、ホイールパルブ 
のキャップを必ず装着して<ださ 
し、。 また 、市販のタイヤ空気圧測定 
装置をホイールノ（ルブに装着ずるな 
ど、純正品まには承認されたバルブ 
キャップ(がのをのをホイールノりレ 
ブに装着しないでください。 

B タイヤに空気を入れてを、ずぐに 
空気圧びほ下ずるとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
日の空気漏れなどのおそれびありま 
ず。ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

〇タイヤの摩耗は均一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検ずるとさ 
は、必ずタイヤの内側を点検して 
<ださい。 

〇タイヤのトレ ッ ドやサイドウ オー 
ルびひど<ず0減った0、傷び付い 
ているとさは交換して < ださい。 
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走巧時のま意 


• タイヤやぶイールが損傷している 
と、走行しているとさに振動や騒音 
が発生したり、ステア U ングがどち 
らか一方に取られるなど不自然な動 
さをずることがありまず。このよ5 
なとさはただちに安全な場所に停車 
して、タイヤとホイールを点検して 
<ださい。 

異常が見つからないとさち、ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けて < ださい。 

• 駐車時は、タイヤやホイールが縁石 
に接触しないようにしてください。 

また、縁石や路面の段差、凹凸物な 
どを乗り越える必要があるときは、 
縁石に巧してタイヤをでさるだけ直 
角にして速度を落として乗り越えて 
<ださい。タイヤやホイールを損傷 
するおそれがありまず。 

タイヤを清掃ずるとを 


• タイヤを清掃するとさは、高圧式ス 
プレーガンなどを使用しないでくだ 
さい。タイヤを損傷するおそれがあ 
りまず。 

• ホイールには酸性のぶイールク 
U —ナーを使用しないで< ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクが腐食ずるおそれがあ 
りまず。 


• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走ネ子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


タイヤの回転方向について 

回転方向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるよラに装着ず 
ることで、アクアプレーニング現象 
などを発生しに<< し、タイヤの性 
能を発揮ずることがでさまず。 

タイヤの側面に記載された回転ち向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 
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タイヤとホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあ0まず。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 

プ裏側に貼付されていまず。 

乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と 

後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は 「 bar ( = kg / cm 2 )」 と fpsij 

で示してし''ます。 

A 事故や火災のおそれびありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤが過熱して破裂し 
たり、火災を起こすおそれがありま 
す。必ず規定の空気圧を守って<だ 
さし、。 

• タイヤに空気を入れずぎないでくだ 
さい。空気を入れずぎたタイヤは、 
路上の破片や凹みなどにより損傷し 
た0パンクしやず< な0まず。ま 
た、タイヤ空気圧警告システムが正 
しく作動しな<なったり、車両操縦 
性に悪影響をおよぼずおそれがあり 
ます。 


9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して< 
ださい。タイヤの空気圧が低いと、燃 
料をを計に消費します。 

〇必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

Q 周囲の気温が約1日で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約日. Ibar 変化しま 
す。タイヤ空気圧を点検するときは 
周囲の気温 I しま意してぐたさい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず行なっ 
て < ださい。 

〇 走行した直後や炎天下のよ5に夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ■ほど空気圧が高くな 
りまず。空気圧はタイヤが冷えてい 
るとさに測定して<ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧につ 
いては （0378 ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 "up to 21日 km / h " の表示がある 
ときは 、 "up to 210 km / hi | の空気 
圧に調整してください。 
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タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪ずベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告^ッセージを表 
7 J \ します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやずし作各面を走行してし^る 
とさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとき 
• 重い荷物を積んでいるとさ 

上記に該当しない条件で約 20 krn/h 
上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 空気の入れすざなど、誤ったタイヤ 
空気圧の調整に対しては警告が行な 
われません。燃料給油フラップの裏 
側にあるタイヤ空気圧ラベルを参照 
し、必ず規定の空気圧に調整してく 
ださい。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気が漏れた場 
合などは検知でさません。また、夕 
イヤ空気圧の点検を行なラシステム 
ではありません。 


• 急激な空気圧低下（タイヤに異物が 
貫通した場をなど）に対しては警告 
を行なラことができません。このと 
きは、急ブレーキや急八ンドルを避 
け、しっかりステアリングを支えな 
がら、徐々に減速して安全な場所に 
停車して < ださい。 


タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 


下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（¢>274ページ）を参照 
して、ずべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤ 
空気圧が適正に調整されていないとさ 
は、正常に作動しません。 
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タイヤとホイール 


イグニッシヨン位置を2にしまず。 

ステア1」ングスイッチの D また 
は D を押して、メインメニュー 
から"メンテナンス"を選択しまず。 

D または D を押して、"タイヤ空 
気圧"を選択しまず。 

EI3 を押しまず。 

画面に"タイヤ空気圧警告システム作動 
0 K ホ''タンで再起動"と表示されまず。 




D を押して、"はい"を選がし、 
E ! a を押しまず。 



画面に"タイヤ空気圧警告システム再始動 
しました"と表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムび作動を始めまず。 

再起動を中断ずる 

► ステア1」ングスイッチの EI を押 
しまず。 

または 


〇 画面に"夕仆空気圧警告システムイク''二 
ッシヨンオンで作動できまず"と表おさ 
れたとさは、イグこッシヨン位置を 
2にして<ださい。 

► EH を押しまず。 

画面に"タイト空気圧は正常でずか？" 
と表示されます。 


画面に"夕仆空気圧は正常でずか？" 
と表示されているときに、"朴ンセル" 
を選択し、 GO を押しまず。 


タイヤ□ーテーシヨン 


A 事故のおそれびありまず 

• タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なるときは、タイヤ □ー テ ー 
シヨンを行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると走行安定 
性や車両操縦性が確保でをません。 

• ホイールボルトの締め付けトルクは 
1己 kg - m (1 日日 Nm ) でず。タイヤ □ — 
テーシヨンを行なったあとは、^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
ホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してください。 
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タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
ち法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,00日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 



タイヤ□ーテー シヨ ンのち法 


タイヤ□ーテーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることがでさまず。この結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさます。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動して<ださい。 
タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラベルで確認して < ださい。 


寒を時の取0扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず下のを意事項を 
守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で、冷却水の不凍液の濃度が適正 
であることやバッテ U —の液量や充 
電状態に不足がないことを点検して 
<ださい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ、 
スノーチェーンが必要でず（>279、 
280.378ページ)。 

スノーチェーンは 、 Daimler AG の指 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従って<ださい。 

※ウィンタータイヤ、スノーチェーンにつ 
いて、詳しくは六ルセデス■ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 
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寒を時の取り扱い 


を季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし''。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま < 地方の場合、か 
なくとを1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
さはずベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を巧げるおそれび 
ありまず。 

ドアやトランクのま結 

ドアやトランクび凍結しているときは 
し U 下のよラな方法で走行ずる前 I こ解凍 
するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを傷付けないよ5にま意して 
<ださい。 

• ドアやトランクび凍結して開かない 
とを は、 開□部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、 キー シ U ン ダーには めるま湯 
びかからないよ5にして < ださい。 

• 再凍結を防止ずるため、ホ分な水分 
はされいに巧さ取って < ださい。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとずると、周囲の防水シー 
ルを損傷するおそれびありまず。 


ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷塊び付 
着していたり、フェンダーの内側に 
雪び詰まって固まっていると、ボ 
ディを損傷したり、車のコント□一 
ルを失って事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラにミ主意しなび 
ら、雪や氷塊を取0除いて < ださい。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着しまず。 
休憩時などにこまめに点検し、雪や 
氷塊び付着しているとさは 、大きく 
なる前に取り除いてください。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウやスライディングルーフ、自動 
開閉トランク U ッドなどび凍結して 
いるとさに、無理に動かずとモーター 
を損傷ずるおそれびありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
<ださい。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除し、 
てから柔車してください。ペダルを操 
作ずるとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
す < なりまず。 
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雪道を走行ずるとを 

雪道や凍結路面ではタイヤび非甫に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間お 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重 I こ走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、 i - u 下のま意事項を守って < ださい。 

• ウィンター タイヤまたは スノー 
チェーンを必ず使用してくださし)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けて < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪<なること 
びありまず。 

このよ5なとさは、後続車にま意し 
なびらほ速で走行し、ブレーキの効 
をび回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽 < 踏んで < ださい。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先に 
マフラー（排気ガスの出 □) と車の 
周囲から雪を取り除いてください。 
排気ガスび車内に侵入ずるおそれび 
ありまず。 

A 中養のおそれびありまず 

マフラーなどび雪に埋をれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入り一酸化炭素中妻を起こした 
り、中毒死ずるおそれびあ0ます。 


駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は Li (下の 

点にミ主意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、シフトポジシヨ 
ンを ra にして、確実に輪止めを 
して < ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび;ちえず 
ざないよ5にして<ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


ウィンタ~タイヤ _ 

外気温度び約 7° Cli (下のとさや雪道や 
凍結路を走行ずるときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよ5な路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで、 ABS や 
ESP の効果び発揮されまず。 

装着ずるウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のをの 
にしてください（1>378ページ）。 


I 






280 


寒を時の取り扱い 


A 事故のおそれびありまず 

ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm し U 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。タイヤがグリッ 
プを失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。 

Q 回転方向が指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記さ 
れた回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

H ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤを装着ずると、走 
行安定性や制動性能が大さ < 低下ず 
るのでま意してください。 

Q スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早< ウィンタータイヤに 
戻して < ださい。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、ぶールド 
機能やクルーズコント□ール、ディ 
スト□ニック*は使用しないでく 
ださい。 

Q ウィンタータイヤ/ホイールは、 
オイルやグ U —ス類、燃料の付着ず 
るおそれのなし\乾燥した冷暗所で 
保管して < ださい。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでち走行が困難なと 

きは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

• スノーチェーンは、 Daimler AG の 
指定品を使用して<ださい。取り扱 
いについては、スノーチェーンに添 
付されている取扱説明書に従って< 
ださい。 

• スノーチて ーンは必ず左ちの後輪に 
装着して < ださい。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないで<ださい。 

•スノー チェーン装着時は、約 
50 km / h 政下の速度で走行してく 
ださい。 

• スノーチェーン装着時は、 ESP の 
機能を解除したほ5が走行しやずい 
場合がありまず。 

〇スノーチェーン装着時は、車高調 
整スイッチで車高を上げて走行して 
ください （ C >200 ページ）。標準の 
車高ではスノーチェーンび車体に接 
触し、損傷ずるおそれびありまず。 

〇指定品！;■(外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

H スノーチェーンの着脱は、周囲の 
交通を妨げない、ま全で平坦な場所 
で行なってください。路面に雪や 
凍結びなくなったとさは、スノー 
チェーンを外してください。 
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走行時の注意 


エンジン 


A 事故のおそれびありまず 

エンジンび停止しているときは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常に 
大をな力び必要にな0まず。 

走巧中はエンジンを停止しないでくだ 
さし、。 


A 乂災のおそれびあ0まず 

ブレーキパッドは、目安として走行距 
離が数百 km を超えるまでは制動能力 
を完全には発揮でさません。この期間 
は、必要に応じてブレーキペダルを少 
し強めに踏んで < ださい。 

また、ブレーキパッドの交換を行なつ 
たとさを、目安として走行距離が数百 
km を超えるまでは注意してください。 


ブレーキ 


A 事故のおそれびあ0まず 

• 滑りやすい路面で急激なエンジンプ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
1」ップして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびありまず。 

• 長い下0坂や急な下0坂ではおず 
ティップシフトであいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキを併用し 
てください。エンジンブレーキを併 
用しないでブレーキペダルを踏み続 
けたり、急ブレーキを繰り返すと、 
ブレーキび効かな < なり停車でさな 
くなるおそれびあ0まず。 


A 义災のおそれがあ0まず 

ブレーキペダルの上に足を置いたまま 
運転しないでください。ブレーキバッ 
ドび早く摩耗するだけでな <、ブレー 
キび過熱して効かなくなった0、义災 
び発生ずるおそれびありまず。 


〇ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからないよ5 
にして<ださい。ブレーキディスク 
を損傷ずるおそれびありまず。 

〇高速道路の走行時などブレーキを 
効かせずに長時間走行していると 
さや、水たまりの通過後、洗車直後 
は、ブレーキの効さび悪<なること 
びありまず。このとさは後続車にま 
意しなびら速度を落として走行し、 
ブレーキの効をび回復ずるまで、ブ 
レーキペダルを数回軽< 踏んで< だ 
ごい。 

〇必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わって、を全なブレーキ操作び 
でさな<なるおそれびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに ブレーキ 液または ブレーキパッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表示されにときは(>309ぺージ) 
をご覧ください。 

〇ブレーキシステムに高い負荷を与 
えるような走行をした後は、必ずメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 
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走巧時の 注意 


〇 クルーズコント□ールやディスト 
□ニック*、可変スピード U ミッ 
ターの作動中を、ほいギアレンジを 
選択することによりエンジンブレー 
キを効かせることびでさまず。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび;ちえるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 

闕 ブレーキ警告打 

イグニッシヨン位置を2にしたとき、 
まにはキーレス3’一でのエンジン始動 
操作直後に点灯し（点灯しないとさは 
警告灯び故障していまず）、エンジン 
始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとをやエ 
ンジンびかかっているとさに点灯ずる 
場合は、ブレーキ液の量び減っていま 
す。ま全な場所に停車し、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して く 
ださい。 

CL 63 AMG、CL 65 AMG のブレー 
キの注意事項 

CL 63 AMG 、 CL 65 AMG の高性能 
ブレーキシステムは、走行速度やブ 
レーキペダルの踏力、気温や湿度など 
の外気環境により、ブレーキノイズび 
発生することびありまず。 

また 、 CL 63 AMG 、 CL 65 AMG の 
ブレーキパッドやブレーキディスク 
などブレーキシステムを構成ずる部品 
は、運転スタイルや走行状況に応じて 
摩耗度合いび異なってさまず。走行お 
離は摩耗度合いを測る目まにはなりま 
せん。負荷の高い運転を行なったとを 
は、摩耗度合いは高くなりまず。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッション、駆動系部品 
を損傷ずるおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発造や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとさは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
ンプを点灯して<ださい。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 

エンジンブレーキのま用 

下りあび続くときは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびありまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
ず。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 
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滑りやずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびありまず。このよ5なとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

スタック（立ち往生）したとを 

• めかるみなどでタイヤび空転しにり 
脱輪した状態から脱出ずるときは、 
タイヤを高速で空転させないで < だ 
さい。脱出直後に車び急発進し、事 
故を起こずおそれびありまず。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な週熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起さた0、トラ 
ンス云ッションを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スタックした状態から脱出ずるとを 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてび5と効果的でず。 

また 、低速でシフトポジションを交 
互に 151 と〇にずることにより、 
めかるみから脱出でさる場合びあり 
まず。 

道路冠水や車び水没したとを 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は、約 25 cm 
です。 


• 波び立たないよ5な速度で走行して 
<ださい。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジン 
を始動しないで < ださい。 

そのままエンジンを始動ずると、エ 
ンジンに重大な損傷をちえるおそれ 
びありまず。 

. 車び水没した場合は、水び引いたあ 
とでをエンジンを始動せずに、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 


走行中に異常を感じた5 

警告なび点!打したとをやマルチファン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷をちえるおそれびありまず。 

ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちに安全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキあや 
燃料などび漏れていないか確認して 
<ださい。漏れやボディ下部に損傷 
を見つけたとさは、運転を中止して 
メルセデス.ベンツ指定サービスエ 
場に連絡して<ださい。損傷を放置 
したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 
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走巧時の注意 


走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキ や急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとき 

駐停車ずるとをのま意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転者び確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非苗に高くなりまず。ステア 
1」ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 


• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
おず取り除いて<ださい。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車内 
に水び侵入ずるおそれびあ0まず。 

雪び降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているとをは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび& 
ごびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 
それびあ0まず。 

急な坂道では 

急なあ道で駐車ずるとさは、シフトホ’ 
ジシヨンをにして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 

仮眠ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止して<ださい。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して、 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 
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雨降りや濃霧時のま意事項 

雨が降っていたり、濃露が発生してい 
るとさは、路面が蕭れて滑りやず<視 
巧ち悪<なりまず。下の点にミ主意し、 
いつちより慎重に運転して<ださい。 

• 路面が滑りやずいので、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いので歩行者や障 
害物の発見が遅れがちにな0ます。 
いつちより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保して < ださい。 

• 蕭れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

• 路面が蕭れているとさは、ホールド 
機能やクルーズコント□ール、ディ 
スト□ニック*を使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪 < なることがありまず。 

このとさは、後続車にミ主意しながら 
低速で走行し、ブレーキの効さが回 
復するまでブレーキペダルを数回軽 
<踏んで < ださい。 

• 安全な視界を確保するため、必要に 
応じてデフ□スターや U アデフオッ 
ガーを作動させて<ださい。または 
エアコンデイシヨナーを作動させて 
車内を除湿して < ださい。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラン 
プやフォグランプを点灯して < ださ 
し、。ただし、へッドランプを上向き 
にずると、雨や霧に反射して視界を 
損なつたり、对向車を較惑ずるので、 
下向さで点灯して < ださい。 

• 濃露のときはフォグランプを点丹 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、露が 
晴れるまで安全な場所に停車して 
<ださい。 
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メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全か 
つ快適に運転ずるためには、ルセ 
デス•ベンツ指定サービスエ場で点検 
整備を受ける必要がありまず 。六ル 
セデス•ベンツ指定サービスエ場では 
1；(下のよ5な点検を行ないまず。 

• Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備 
項目がありまず。これらは><ンテナ 
ンスインジケーターの表示に応じて 
実施します。 

• 1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施ずるちので 
す。次の点検時期を示すステッカー 
がフ□ントウインドウに貼付してあ 
りまず。詳しくはルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

整備手帳 

車には整備手帳が備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとさに、お客 
様ご自身の判断で実施していただ<点 
検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常が発見され 
た場合は、ずみやかにルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


メンァナンスインシケーター画固 

走行距離や経過時間などに応じて、 
乂一九 一指定点検整備の実施時期を表 
/ J 、し ^ 〇 

><ンテナンスインジケーター画面が表 
7] T されたとさは、^一力一指定点検整 
備を行なって < ださい。 


自動表示機能 

次の 一力一指定点検整備実施曰の 
約1力月前になると、イグこッシヨ 
ン位置を2にしたときやエンジンが 
かかってし''るとさに、ンテナンス 
インジケーター画面が自動的に表示 
されます。 

><ンテナンスインジケーター画面を消 
したいとさは、ステア U ングスイッチ 
の EI を押しまず。 

手動で表示させる 

><ンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさまず。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ステア U ングスイッチの D また 
は D を押して、 乂イン乂二 n 一 
から"メンテナンス"を選択しまず。 



k 

N P- 

间 

1 
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► n または D を押して、"メンサンス" 
を選択します。 

► Eia を押しまず。 

次回のメーカー指定点検整備実施時 
期び表示されまず。 

表示メッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化しま 
す。#には " A " から" H " までのアルファ 
べットび表示されまず。 

• 点検舊備実施前の表示例 

" 次回のメンテナンス#まであと XX 日 
です" 

II 次回メンサンス#は XX km 走行後でず" 

• 点検壁備実施時期になったときの表 
示例 

II メンテナンス#期限び切れまず II 

• 点検壁備実施時期を過ざたとを①表 
示例 

II メンサンス期限を XX 曰超えていまず" 
II メンサンス期限を XX km 超えていまず" 

〇 メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではあ0ません。 

P メーカー指定点検整備を期限まで 
に行なわなかった場合は、保証など 
の巧象がになることびありまず。 


〇 " メンテナンス A " " メンサンス B " など、"メ 
'ノテナ'ノス"の後に表示される" A " から 
" H " のアルファベットは、な回の 
メーカー指定点検整備の範囲び、点 
検項目のかない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当ずるひ 
を示ずをのでず。 

ただし、日本では法定点検びあるた 
め、これらの範囲は該当しません。 

〇 ' メンテナス A + " " メンテナンス目+ " など、 
" A " から " H " のアルファベットの後 
に"+ " の表示びあるときは、ブレー 
キ部品交換などの点検整備び含まれ 
てし''ることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備 m 前 I こ摩耗の限巧に達 
ずることびありまず。ブレーキパッ 
ドの交換については、メルセデス- 
ベンツ 指定サービスエ場で相談の 
上、し i (下のどちらかで対処してくだ 
さし、。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 メンテナンスインジケーターび表 
示される時期は一定ではなく、運転 
スタイルや走行距離などにより変わ 
りまず。 

エンジン回転数を適度に保ち 、短 
お離短時間の運転を避けると、次 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離び伸びることび 
ありまず。 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は加算されません。 
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曰常の手入れ 


メンテナンスインジケーターのリセット 

一力一指定点検整備後に、ルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場でンテ 
ナンスインジケーターを U セットして 
<ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の 一力一指定点検 
整備時期として表示します。 

Q ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かにルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 


曰甫の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定ずる用品のみを使用して< ださし、。 

詳し < は^ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


心 中毒や火災のおそれびありまず 

• 一部のを成ク U —ナーなどには、有 
機溶剤や可燃性物質が含まれている 
ことがあ0まず。カーケア用品を使 
用ずるとさは、必ず添付の取り扱い 
上のミ主意を読み、指示に従って<だ 
さし、。 

• 車巧でカーケア用品を使用するとさ 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それがお0ます。 

• 車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こすおそれがあ 
りまず。 

• カーケア用品は、デ供の手が届くと 
ころや火気のお<に置いたり保管し 
ないで <ださい。 


夕懐 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落として<だ 
さい。 

• かなくとち月に1度は洗車してく 
ださい。 
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• 飛び石により塗装面を損傷ずると、 
謂の原因になりまず。早めに補修を 
行なって< ださし、。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどが付 
着したとさは、ずみやかに拭さ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早 < 水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るようなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれが 
ありまず。 

• ボディの表面にはステッカーやフィ 
ルム、マグネットなどを貼付しない 
で<ださい。塗装面を損傷ずるおそ 
れがありまず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより謂などが発生したときは、 
早めにルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 

• アルカ U 性のクリーナーでマフラー 
の手入れを行なわないで<ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


洗車 

►ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
りな どを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
浄液を用意し、車全体にかけます。 
が気取0入れ口付近では少量にし、 
ダクト内に洗浄液が残らないよラに 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴をおさ取 
りまず。 

洗車時のま意 

洗車をずるとさは、(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 洗車をずるとさはマフラーやその周 
辺にミ主意して<ださい。マフラーや 
その周辺に触れて火傷をしたり、け 
がをずるおそれがあ0まず。 

• 水が凍るような寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクが熱 
いとさに急激に冷やずと、ディスク 
を損傷ずるおそれがありまず。 

• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないで<ださい。ホ 
イールやす、イールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 
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曰常の手入れ 


• ぶイールク U —ナーなどでぶイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走行=し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

• へッドランプを含むランプ類のレン 
ズは樹脂製でず。流水または水と 
カーシャンプーを混ぜた洗浄液で洗 
い流して<ださい。有機溶剤や強ア 
ルカリ洗剤などを使用ずると、レン 
ズを損傷するおそれがありまず。ま 
た、乾いた巧などで強< こずると細 
かい傷を付けるおそれがあ0まず。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り除 
いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

自動洗車機の使用 


A 事故のおそれびありまず 

自動洗車機を使用ずるとをは、必ず 
ホールド機能を解除してください。 


自動洗車機で洗車するとさは iu 下の点 
にミ主意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は、使 
用しないで<ださい。ドアやスライ 
ディングルーフなどから水漏れを起 
こずおそれがあ0まず。 

• 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして < だ 
さし、 


• ドアウインドウや U アサイドウイ 
ンドウ、スライディング ルーフが 
完全に閉じていることを確認して 
<ださい。 

• 自動洗車機が車のサイズにをってい 
ることを確認してください。 

• 洗車前にドア三ラーを格納して<だ 
さい。 

• 余熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
が停止していることを確認して< 
ださい。 

• つイパーの作動モードを停止の位置 
にして < ださい。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光沢が失わ 
れた0、劣化を早めるおそれがあ0 
cK g 〇 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
ホ式さ取って < ださい。 

高圧式スプレーガンの使用 


• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧が高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧が 
高いため、車内に水が侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それがあ0まず。 
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• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高 
し、にめ、タイヤを損傷するおそれび 
ありまず。 

• パークト□ニックセンサー、ディ 
スト□ニックセンサーのカバー*、 
パーキングアシスト1」アビユーカメ 
ラには、高圧式スプレーガンやス 
チームク U —ナーを使用しないでく 
ださい。センサーやカメラ、塗装面 
を損傷するおそれびありまず。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 

アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、曰 

苗の手入れなどで独特の質感を損な 

うおそれびありまず。詳しくはメル 

セデス•ベンツ指定サービスエ場にお 

たずね < ださい。 

B 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワックス 
や研磨剤、光沢剤のよ5なペイント 
保護剤は使用しないでください。質 
感を損なったり、塗装面を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇塗装面にちれび付着したときは、 
すみやかに取り除いて < ださし、。 

〇樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷 
するおそれびありまず。 

〇ワックスなどのミちれび付着したと 
をは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたをなびら汚れを巧さ取って 
<ださい。 


〇タールなどのミちれび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさなびらミちれを巧を取って < だ 
さい。 

Q 高圧式 スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくださ 
し、塗装面を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださし、。 

自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車ずるとさは、ノンブ 

ラシ式の自動洗車機を使用してくださ 

い。また、車のミちれびひどいとさは、 

自動洗車機で洗車する前に水洗いをし 

て < ださい。 

〇高温のワックス処理を行な5自動 
洗車機は使用しないでください。 

ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズでず。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗ミき液で洗い流して< 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いに巧などで強くこ 
ずらないでください。また、ヘッド 
ランプウォッシャーは必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
ます。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






292 


曰常の手入れ 


センサーの手入れ 


. パーク ト □ニック センサー(>201 
ページ）や ディ スト □ニック セン 
サーのカバー*を清掃ずるときは、 
流水または水とかシャンプーを混 
ぜた洗ミ争あで洗い流して < ださい。 

• ディスト□ニックセンサーの力 
バー*を清掃ずるときは、イグニッ 
シヨン位置を0にずるか、エンジ 
ンスイッチからキーを巧いてくだ 
さい。 

〇パーク ト □ニック センサー、 ディ 
スト □ニック センサーのカバー* 
を清掃するとをは、乾いた巧、目の 
粗い巧、かたい巧などは使用しない 
でください。また、純正外の手入 
れ用品を使用したり、強い力で乾な 
さしないでください。センサーを損 
傷するおそれびありまず。 

〇パーク ト□ニックセンサーや ディ 
スト□ニックセンサーのカバー* 
には、高圧式スプレーガンやスチー 
ムク U —ナーを使用しないでくださ 
しんセンサーや塗装面を損傷ずるお 
それびあ0まず。 


パーキンクアシストリアビューカメラ 
の着掃 



①バーキングアシスト U アビューカメラ 


►されいな水でちれを落とし、やわら 
かい巧で巧を取ってください。 

P カメラのレンズやカメラ周辺を 
清掃ずるとさは、じ(下のことにミ主 
意してください。カメラを損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用ずるときは、ノズ 
ルをカメラやカメラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾巧さしないでくだ 
さい。 

• 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 


• ボディにワックスをかけるとさ 
は、カメラにワックスび付着し 
ないよ5にま意してください。 
付着しにとさは、水にカーシャ 
ンプーなどを混ぜた洗;き液で巧 
を取って< ださい。 
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マフラーの 手入れ 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス•ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


心 けびのおそれびあ0まず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク I 」ーナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグが正常に 
作動しなくなり、けがをずるおそれ 
があ0まず。 


心 けびのおそれびあ0まず 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部やシート下部などにある U ンケー 
ジやヒンジなどの金属部分が露出した 
箇所にミ主意してください。触れるとけ 
がをずるおそれがあ0まず。 


• プラスチック部分は、少量の中性洗 
剤などを混ぜた水を柔らかい巧に含 
ませておさ取りまず。 

また、乾いた巧や目の粗い巧、かた 
い巧などを使用したり、強くこずら 
ないで< ださい。表面を損傷ずるお 
それがあ0まず。 

• ウッドト U ムなどの部分は、水で湿 
らせた柔らかい巧を使用しておさ取 
りまず。頑固なミちれには少量の石け 
ん水を使用しまず。 

また、有機溶剤を含むク U —ナーな 
どは使用しないでください。ウッド 
トリムなどを損傷するおそれがあり 
ます。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないようにま意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないで < ださい。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
り付けるとラジオなどの電波の受信 
性能が低下ずるおそれがありまず。 
詳しくは^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


I 










294 


曰常の手入れ 


ナイトビューアシストの映像び不鮮明 
なとを 


ナイトビューアシストカメラ前方のフ 
□ントウインドウの内側または外側 
び曇っていたり巧れていると、ナイ 
ビューアシストの映像び不鮮日月にな0 
ます。 


フ□ントウインドウ内測の巧れを取る 

►グ U ップ⑤をつまんで、カバーの 
を矢印の方向に開さまず。 



① カバー 
③ク U ップ 



⑤レンズ 

►湿らせた巧などで、レンズ⑤前面 
のウインドウを清掃しまず。 


Q カメラのレンズを巧かないでくだ 
さい。レンズびミちれているとさは、 
メルセデス-ベンツ指定サービス王 
場に作業を依頼してください。 

〇ウインドウク U — ナーなどを使用 
ずるとをは、カメラのレンズにかか 
日ないよ5にま意して < ださい。 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 
トラブルの原因と対応…… 
が常時の解館/施綻…… 

キーの 電池交換 . 

電球®交換 . 

ワイ パー ブ レー ドの交換… 

パンクしたと走 . 

バッテリー . 

バッテ U —びあびったとを 

けん引 . 

ヒューズ . 


se 占 


600468904692 

902333345556 
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車載品の収納場所 



A 义災や爆発のおそれがありまず 

燃料などび漏れている場合は、すぐに 
エンジンを停止してください。また、 
車に火気を近付けないよラにを意して 
ください。义災び発生した0、爆発す 
るおそれびあります。 

事故び起きたとを 

すみやかに、け下の処置を行なってく 
ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷ををむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してくださし)。 

路上で故障したとき 

ま全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅ごせてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちに安全な場 
所に避難してください。 


車び動かなくなったとを 

シフトポジションを lEl にして、同 
柔ちや付近の人に救援を巧めて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくださ 
し、。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを Ml にでさない 
とさは、乗員をま全な場所に避難させ、 
続発事故を防いで < ださい。 

B 踏切内で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用してください。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をドアポケットに装備してい 
まず。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙が挟まれていまず。 
使用するときは紙を取り除いて<だ 
さし、。 

懐中電灯が十分な明るさで点口ずる 
ことを定期的に点検してください。 


■か：？ S — り 
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停止表示板 


救急セツ 



①停止表示板 
⑤□ックノブ 


①ストラップ 
⑤救急セット 


停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
収納されています。 

► □ックノブ⑤を矢印の方向にまわ 
して、停止表示板のを取り外しまず。 

停止表示板の組み立て 


救急セットはトランクルーム内ち側の 
収納ネットに収納されていまず。 

ft 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
して < ださい。 



①スタンド 
⑤反射板 
⑤フック 


左ちのスタンドのを化げて地面に 
立てます。 

反射板⑤を引さ出し、頂点のフッ 
ク⑤をかみ合わせまず。 


I 
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車載品の収納場所 


車載工具 


車載工具はトランク内のトランクフ〇 
アボード下に収納されていまず。 



① A ンドル 

⑤トランクフ□アボード 

⑤ラゲッジトレイ* 

④フック 

►八ンドルのを起こし、トランクフ 
□アボード⑤を引さ上げまず。 

► トランクフ□アボード⑤を支えな 
びら、八ンドル®の上端部をリア 
ウインドウ下側のトランクの縁にか 
けまず。 

D 八ンドル®の上端部を U アウイ 
ンドウ下側のトランクの縁にかけ 
たままトランクを閉じないで<だ 
さい。八ンドルを損傷しまず。 



③ トランクフ□アボード 

④ フック 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


►ラゲッジトレイ⑤*を引き上げ、 
フック④をトランクフ□アボード 
⑤の縁にかけまず。 

D ラゲッジトレイ*に重い物を収納 
しているとさは、取り出してからラ 
ゲッジ h レイ*をかけて < ださい。 
重みで落下ずるおそれびあ0まず。 

D フック@の角でけびをしなし、よ 
うにミ主意してください。 

※車種や仕様により、ラゲッジトレイは装 
倫されません。 

応急用スペアタイヤび車載されている 

車種 



①ノブ 
⑤ ヵバー 

車載工具やジャッキなどは、応急用ス 
ペアタイヤに取り付けられたトレイに 
収納されています。 


■化：？ 6— り 
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車載工具には(下のをのび収納されて 
し、ます。 

• ホイールレンチ 
• ガイドボルト 
• けん引フック 
• ヒューズ配置表（英义） 

• 手袋 

車載工具ととをに、輪止めとジャッキ 
び収納されていまず。 

車載工具を取り出ず 

► ノブ®を押しなびらカバー⑤を 
開さまず。 


応急用スペアタイヤを取り出ず 



⑤ ホルダー 
④応急用スペアタイヤ 


► ホルダー③を反時計回りにまわし 
て取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ④を取り出し 
ます。 

※車種や仕様によ0、ホルダーのお巧び異 
なります。 


タイヤフイットび車載されている車種 



①電動エアポンプ 


⑤輪止め 
⑤ジャッキ 

④ タイヤフイット 

⑤ 車載工具 


輪止め 



@ © 



輪止めは、図の順まで組み立てまず。 

U 輪止めを使用ずるときは、図④ 
の矢印の方向にタイヤびあたるよ5 
にしまず。方向にま意してくださし、。 


I 











故障/警告メッセージ 


A 事故のおそれびありまず 

表示される故障や異常は、一部の限ら 
れた装備についてであ0、また表示 
される内容ち限られていまず。故障/ 
警告^ッセージの表示機能は運転者を 
支援ずるシステムです。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を維持す 
る責任は運転者にあります。 

車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告やま意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがあ0まず。 

分ッセージの色は白色、黄色、赤色で 
表示され、重要度の高い;メッセージは 
ホ色で表示されます。 

故障/警告><ッセージが表おされた 
場合は、本書の指示に従ってくださし、。 

A 事故のおそれびありまず 

• ^ーターパ ネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障した場含 
は、表示灯/警告口や故障/警告 
^ッセージが表示されません。車両 
操縦性などに悪影響をおよぼずよラ 
な故障や異常が発生した場合は内容 
が確認でさないた故、ただちにメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡してください。 

• 走行する前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、^一夕ーパネ 
ルの表示灯/警告灯が点灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認してくだ 
さし、。 


• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えた^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。 

特に安全に関わる整備については、 
必ず;><ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検整備や修理を行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 

〇 故障/警告メ ッセージを手動で 
表示させることびでさまず（[>177 
ページ)。 

故障/警告メッセージを消ず 

重要度のほいメッセージは、数秒後に 

自動的に消えまず。自動的に消えない 

メッセージは、ステア1」ングのスイッ 

チでメッセージを消ずまで表示され続 

けまず。 

重要度の高いメッセージは、故障や異 

雷び解消ずるまで、メッセージび消え 

ない場合びありまず。 

メッセージを消'ず 

► ステア1」ングの E 田または B を 
押しまず。 

メッセージび消え、故障内容び記憶 
されまず。 

※記載の故障/警吉メッセージは、取扱説 
明書作成時点のちのです。マルチフアン 
クションディスプレイの表記などは、予 
告な<変更-追加されることがあ0まず。 







故障/警告メッセージ 


文字メッセージ 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず;ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ABC 

故障 

停車してくだ 
さい 

車高び下びりずざている。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全な場所に停車し 
て < ださい。 

数秒後に車高調整び終わり、；ッセージは消えます。 

メッセージび消えないとさは、 ABC のシステムからオイルび漏れ 
ている。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全な場所に停車し 
てください。状況を問わず、走行しないでください。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

メッセージび消えないとさは、 ABC び故障している。 

► SOkm/h を超えないように走行してください。 

► ステア IJ ングを大をくまわさないで < ださい。 

フ□ントフェンダーやタイヤを損傷するおそれびありまず。 

► タイヤとボディの擦れる音びしないか確認してください。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

ABC 

車高が 

あがりまず 

お待ち 

<ださし、 

停車時の車高び下びりずざている。 

►走行しないでください。 

► 車高び上びり切るまで待ってください。 

車高調整び終われば、ッセージは消えます。 

ABC 

故障 

ABC の機能の一部び制限され、車両操縦性に影響ずる可能性びある。 

► SOkm/h を超えないように走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 


I 



















ディスブレイ表示 

考え 5 れる原因およびをが/ ► 对応 

M — ツクアツ フ° 

M '' ッテリ 

故障 

(白色で表示） 

オートマチックトランスミッション用の補助バッテ1」一び充電さ 
れていない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

M '' ックァッ フ° 

M — ツテリ 

故障 

(ホ色で表示） 

オートマチックトランスミッション巧の補助バッテ U —びあびっ 
ている。 

電気システムに異常びある場合は、オートマチックトランスミッ 
ションを変速でさない可能性びある。 

► 周囲の道路や交通状況にミち意しなびら、安全な場所に停車して 
ください。状況を問わず、走行しないでください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

テ''ィスト[]ニック 

— km/h 

デイスト□ニックの作動条件を満たしていない。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

► シフトポジションを m にしてください。 

► 周囲の状況に問題びなければ、約 30 km/h L ソ上の速度で走行し、 
デイスト□ニックを設定してくださし、。 

► ESP を待機状態にしてください。 

システムび作動可能な温度の範囲を超えている。 

► システムび作動巧能な温度になるまで待ってください。 

テ'’ィスト [] ニック 

制御待機中 

アクセルペダルを踏んで速度を上げたため、デイスト□ニックに 

よる速度の調整びでさない。 

► アクセルペダルから足を放して<ださい。 


—ジ 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

テ..ィスト [] ニック 

現在使用でさ 
ません 

取扱説明書 

参照 

UTF のことび原因でディスト□ニックび解除され、一時的に作動 
停止している。 

• フ□ントグ1」ルのディスト□ニックカバーび巧れている。 

• 豪雨や雪などのため機能び解除されている。 

• 近<のテレビ局やラジオ局からの電磁波や、その他の干渉などに 
より、レーダーセンサーシステムび一時的に作動停止している。 

• レーダーセンサーシステムび車両や信号機などの静止物を長時 
間にわたり検知していない。 

• システムび作動可能な温度になっていない。 

UTF のとをは、ッセージび消え、ディスト□ニックび再び作動 
でさる状態になりまず。 

• 走行中に巧れなどび落ちたとを。 

• センサーび再び完全に機能していることを、システムび検知し 
たとさ。 

• システムび作動可能な温度になったとを。 

メッセージび消えないとさ 

► フ□ントグリルのディスト□ニックカバーを清掃してください 
([>292ぺージ)。 

► エンジンを再始動して<ださい。 

テ•イストにック 

故障 

ディスト□ニックび故障している。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

テ"イスト [] ニックと 

巧歡ピ-ド嚇 

故障 

ディスト□ニックまたは可変スピードリミッターび故障している。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


■化：？ Q - 跨 
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ディスブレイ表示 

考え5れる原因およびをが/ ► 对応 

停止時のみ 

P レンシ‘’にシフト 

約101<の/11し^^上で走行しているときにシフトポジションを眶3 
にしよラとした。 

► 周囲の状況にを意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► シフトポジションを n にしてください。 

セレクタが 

走行位置 


シフトポジションび D 、 wm または m のときに運転席ドアを 
開いた。 

► シフトポジションを n にしてください。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

シフトチIンシ''せず 

工場で点検！ 

シフトポジションを変更でをない。 

シフトポジションが m のとさ 

► シフトポジションを m から動かさないよラにして、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してください。 

または 

シフトポジションが匿1、 d 、ra のいずれかのとさ 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

HOLD 

オフ 

車び横滑りをしているため、ホールド機能が解除されている。 

► 安全な状況で、再度ホールド機能を作動させてください。 

チャイルドシ-卜 

位醫)‘喧いまず 

取扱説明書 

参照 

A けがのおそれがありまず 

チャイルドセーフテイシート検知システム装備車 

センサー付さ純正チャイルドセーフテイシートび不適切な位置に 
裳着されている。 

► チャイルドセーフテイシートを正しい位置に裳着してください。 

A けがのおそれがありまず 

チャイルドセーフテイシート検知システム装備車 

チャイルドセーフテイシート検知システムのセンサーび故障して 
し)る。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

T レセ-フ 

故障 

取扱説明書 

参照 

A けがのおそれがありまず 

PRE - SAFE び故障している。 

エアバッグなど、その他の栗員安全装置には異萬びない。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を貴けてください。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

タイヤ空気圧 

警告システム 

空気圧点検を 

再起動 

故障 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 

► ずべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧警告システムび故障している。 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を憂けてください。 

タイヤ空気圧 

タイヤを点検 

してください 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検 
知した。 

警告音ち鳴った。 

► 周囲の安全を確認し、急八ンドルや急ブレーキを避けて停車し 
して < ださい。 

► タイヤを点検してくださし、。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてくだ 
さし、。 

► 必要であれば該当ずるタイヤを修理ずるか、交換してください。 

►適正なタイヤ空気圧に調整し、またはタイヤを交換した横に、 
タイヤ空気圧警告システムを再起動してください（[>275ペー 
ジ)。 

クル-ス '' T ノト []-1 レ 

故障 

クルーズコント□ールび故障している。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

クル-ス '' ] ン阳-ルと 

巧類!:。-ド 1 が 

故障 

クルーズコント□ールと可変スピード1」ミッターび故障している。 

警告音わ鳴った。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

クル-; r コントトル 

—— km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。 

► ESP を待機状態にしてください。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / hU (上の速度で走行し、 
クルーズコント□ールを設をしてください。 

システムび過熱している。 

► システムび冷えるまで待ってください。 

P レンシ‘' か 6 シフト 

フ’'レ-キを踏ん 
で < ださい 

► ブレーキペダルを踏んだ状態で、セレクターレバーを操作して 
<ださい。 

I ンシ''ン始動 

P または 

N にシフト 

シフトポジションび C ■か眶 j のとをにエンジンを始動しよラ 
としている。 

► シフトポジションを ra か U ■にしてください。 







































イラストメッセージ 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧がしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス■ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ表示 

考えられる原因および症が/ ► 対応 

^^3 


A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全な場所に 
停車して < ださい。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 



トランクび開いたまま走行している。 

► トランクを閉じて < ださい。 

〇 


ドアび完全に閉じていない状態で走行速度び約 6 km / h を超えた。 

► ドアを閉じて < ださい。 

囲 


オルタネーターか車の電気システムび故障している。 

バッテ IJ 一び充電されていない。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全な場所に停車して 
<ださい。ただしエンジンを停止しないで<ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► 回輯している部分に十分注意しなびら、 V ベルトび切れていな 
いか目視で点検してください。 

Vベルトび切れているとを 

〇走行しないでください。オーバーヒートずるおそれびありまず。 

► エンジンを停止して<ださい。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトに問題がないとを 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 






























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

Ba 


ラジェターの冷却ファンび故障している。 

► :令却水温度び約120むし^^下であることを確認してください 
([>23ぺージ）。 

► 山道の走行などでェンジンに大さな負担をかけたり、発進と停 
止を繰り返すよラな運転は避けてください。 

► 最寄りの六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行して点 
検を黃けてください。 

圆 

ABS と ESP 

故障 

取扱説明書 

参照 

A 事故のおそれびあります 

ABS 、 ESP 、 BAS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプび、故障のため作動しない状態になっ 
ている。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► ミち意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

圆 

ABS と ESP 

現在使用でさ 
ません 

取扱説明書 

参照 

A 事故のおそれがありまず 

ABS 、 ESP 、 BAS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプび、一時的に作動しない状態になって 
いる。システムの自己診齡び終了していない。加えて六ーターパ 
ネルの g と ra 、 ^ち点なしている。 

プレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

^六ッセージび消えるまで、約 20 km / hL 分上の速度でステアリン 
グを軽く左ちに操作し、短い距離をミち意して走行してください。 

A 事故のおそれびあります 

ABS 、 ESP 、 BAS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティプブレーキランプび、一時的に作動しない状態になっ 
ている。バッテリーの電圧び低下している可能性びある。加えて 
六ーターパネルの ra と®画、右点なしている。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► ミち意して走行してくださし、。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 


se 占 


























ディスブレイ表示 

考え5れる原因およびをが/ ► 対応 

a 

故障 

取扱説明書 

参照 

または 

システム故障 

A 事故のおそれがありまず 

ESP 、 BAS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプび、故障のたゆ作動しない状態になっ 
ている。加えて六ーターノ ネルの Q と^ち点打している。 

► 注意して走行してください。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

口 

現在使用でを 
ません 

取扱説明書 

参照 

A 事故のおそれがあ 0 まず 

ESP 、 目 AS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプび、一時的に作動しない状態になって 
いる。システムの自己診聯び終了していなし、。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。加え 
てメーターノ f ネルの@と^ち点灯している。 

► ；><ッセージび消えるまで、約 20 km / h 政上の速度でステア U ン 
グを軽く左ちに操作し、短い距離を注意して走行してください。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP 、 BAS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプび、電圧低下のため作動しない状態 
になっている。バッテリーび充電されていない可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

ーターパネルの la び点滅している。 

A 事故のおそれがありまず 

ETS の機能び解除されている。 

► y ッセージび消え、；><ーターパネルの ra ち消灯ずるまで、 
プレーキを冷やしてください。 

ETS は再び待機状態になりまず。 























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

圆 

フ“レ-キ液 IA ■'ル 

点検して 

<ださし、 

A 事故のおそれがあります 

1」ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

さらに、六ーターパネルの胃び点なし、警告音ち鳴った。 

► 周囲の状況に注意しなびら、すみやかに安全な場所に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないでください。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
てち問題は解消しません。 

圆 

EBV、ABS、 

ESP 故障 

取扱説明書 

参照 

A 事故のおそれがありまず 

EBV 、 ABS 、 ESP 、 臣 AS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシスト、 アダプティブブレーキランプび、故障のため作動し 
ない状態になっている。 

さらに、メーターパネルの Q と®国、 mi . 胃ち点灯し、 
警告音び鳴った。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► ミち意して走行してください。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

の 

フ“レ-キパ°ット '' 

摩耗 

点検してくだ 
さい 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


/ r - キンク’’フ”レ-キ 

解除 

してください 

赤色の^パーキングブレーキ表をなび点滅し、警告音び鳴った。 
パーキングブレーキを効かせた状態で走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

または 

►慎重に走り出してくださし、。 

赤色の^パーキングブレーキ表示灯び点滅し、警告音び鳴った。 

緊急時のパーキングブレーキ操作をしたとき 

► 緊急時のパーキングブレーキ操作を終えたら、パーキングブレー 
キスイッチから手を放して<ださい。 
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故障/警告メッ • 


化：？ el 杉 






























ディスプレイ表示 考え5れる原因およびをが/ ► 対応 




/ド-キンク'' フ。レ-キ 
解除 

して<ださい 


赤色の wmj (ーキングブレーキ表示むび点滅するととちに、黄 
色のパーキングブレーキ警告巧び点なし、警告音び鳴った。 
パーキングブレーキの故障によ0、制動力び制限されている。 

走行しているとを 

►パーキングブレーキを解除してください。 

停車しているとを 

►イグニッシヨン位置を0にし、再度イグニッシヨン位置を2に 
して < ださい。 


►パーキングブレーキを解除して<ださい。 


メ ッセー ジが消えないとさ 

► シフトポジションを n にしてください。 

►車び動かないように輪止めをしまず（>299 -ジ）。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくださし、。 




/ド-キングフ " レ-キ 

取扱説明書 

参照 


黄色の^パーキングブレーキ警告灯び点なしている。また、ホ 
色のパーキングブレーキ表示灯び点むする。 

パーキングブレーキび故障している。 


パーキングブレーキを解除ずる 


►パーキングブレーキスイッチを引いて<ださい。 


または 


►1 真重に走り出してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

パーキングブレーキを効かせる 

► イグニッション位置を0にします。 

► メッセージび消えるまでパーキングブレーキスイッチを約10砂 
m 上巧してください。 

メッセージが消えないとさ 
► シフトポジションを n にしてください。 

►車び動かないように輪止めをしまず（[>299ぺージ)。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 



















故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 




/ r - キンク’’フ''レ-キ 

取扱説明書 

参照 


赤色の胃パーキングブレーキ表示巧び点滅している。 

ノ f ーキングブレーキへの電力供給び断たれた。 

► パーキングブレーキスイッチを引いて<ださい。 

または 

►慎重に走り出してください。 

または 

► >< ッセージび消えるまでパーキングブレーキスイッチを引いて 
<ださい。 


赤色の IPM パーキングブレーキ表示灯び点滅するととをに、黄 
色のパーキングブレーキ警告むび点なし、警告音び鳴った。 
パーキングブレーキび故障している。 

►イグニッシヨン位置を0にし、再度イグニッシヨン位置を2に 
します。 

►パーキングブレーキを効かせるか解除しまず。 

または 

►慎重に走り出してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 


黄色の IPM パーキングブレーキ警告灯び点なする。また、パー 
キングブレーキを効かせたとさや辭除したとさに、赤色のパーキ 
ングブレーキ表示打び約1日秒、間点滅し、 その後 、消灯するか点 
灯し続ける。 

過電圧または電圧不足のため、パーキングブレーキび故障している。 
►慎重に走り出してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

過電圧または電圧不足のとを 

►パ’ッテ U —の充電やエンジンの再始動などにより、電圧を正常 
に戻してください。 

►イグニッション位置を0にし、再度イグニッション位置を2に 
してから、パーキングブレーキを効かせるか解除しまず。 

バー キングブレーキが解除でさないとを 

►走行しないで < ださい。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


I 

















ディスブレイ表示 

考え5れる原因およびをが/ ► 对応 


/ド-キンク'' 7’レ-キ 

取扱説明書 

参照 

黄色の IPl パーキングブレーキ警告なび点むずる。また、パー 
キングブレーキを効かせたとさや解除したとさに、ホ色のパーキ 
ングブレーキ表示灯び約10秒間点滅し、その體、消灯するか点 
むし続ける。 

システムび過熱している可能性びある。 

►システムび冷えるまで待ってください。このときは、パーキン 
グブレーキを効かせたり解除しないでくださし、。 

►車び動かないように輪止めをしまず（[>299ぺージ)。 

► システムび冷えた後にイグニッション位置を0にし、再度イグ 
ニッション位置を2にしてから、パーキングブレーキを効かせ 
るか解除しまず。 


/ド-キンク‘‘フ”レ-キ 

故障 

黄色の胃パーキングブレーキ警告灯び点むする。また、パー 
キングブレーキを効かせたとさや解除したとさに、ホ色のパーキ 
ングプレーキ表示灯び約10秒間点滅し、その後、消巧するか点 
灯し続ける。 

パーキングブレーキび故障している。 

► イグニッション位置を0にし、再度イグニッション位置を2に 
してから、パーキングブレーキを効かせてください。 

パーキングブレーキが効かないとさ 

► シフトポジションを D にしまず。 

►車び動かないように輪止めをしまず（[>299ぺージ）。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を貴けてください。 


/ド-キンク‘‘フ”レ-キ 

イク''こッシヨンオンで 

解除でをまず 

赤色の胃パーキングブレーキ表示灯び点滅している。 

エンジンスイッチにキーを差し込んでいないとき、またはイグニッ 
ション位置び0のとさにパーキングブレーキを解除しようとして 
し)る。 

►エンジンスイッチにキーを差し込み、イグニッション位置を1 
か2にして<ださい。 

または 

► キーレスコ f 一で、イグニッション位置を1か2にしてください。 























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


ES3 


停車してくだ 
さい 

車高が 
低ずぎまず 


ES3 


ES3 


〇 


車高 

あびりまず 
お待ち 
<ださい 

故障 


SRS システム 
故障 

工場で点検 

フ□外を 
故障 

工場で点検 
または 
フ□外ち 
故障 

工場で点検 


A 事故のおそれがあります 

車高調整システムび故障している。 

► SOkm / h を超えないように走行してください。 

► ステア U ングを大をくまねさないでください。フ□ントフエン 
ダーやタイヤを損傷ずるおそれびあります。 

► タイヤとボディの擦れる音びしないか確認してください。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車して、車高調整 
スイッチを押してください。故障内容によっては、これにより 
車高び上びることびありまず。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点横を毒けてください。 


車高び下びりすざている。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 
数秒後に車高調整び終わり、少ッセージは消えまず。 


停車時の車高び下びりずぎている。 

►走行しないでください。 

►少ッセージび消えるまで待って<ださい。 
走巧に適した車高になりまず。 


A 事故のおそれがありまず 

機能の一部び制限され、操縦安定性に影響ずる可能性びある。 

► 8日 km / h を超えないよラに走行してください。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点横を毒けてください。 


A けがのおそれがありまず 

栗員保護裳置に異萬びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


A けがのおそれびありまず 

前席ち側または前席ち側の乗員保護装置び故障している。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点横を毒けてください。 


I 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因およびをが/ ► 対応 


W 1 M 


リア左 

A けがのおそれがあ0まず 




故障 

禮席左側または後席ち側の栗員保護装置び故障している。 


工場で点検 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


または 



リアち 



故障 



工場で点検 



左ウインドウ"’.ッグ 

A けがのおそれがありまず 


故障 

左側またはち側のウインドウバッグび故障している。 


工場で点検 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


または 



ちウインド卵’.ッグ 



故障 



工場で点検 





キ-が違いまず 

エンジンスイッチに違ラ車のキーを差し込んでいる。 





►正しいキーを差し込んでください。 




キ-の電池を 

キーの電池び消耗している。 




交換 

► キーの電池を交換して<ださい。 


して<ださい 





キ-を交換 

キーび機能しなくなっている。 




して<ださい 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 




キ-読み込み中 

システムびキーの認識を行なっている。 




お待ち下さい 

► ；><ッセージび消えるまで待ってください。 




スタ-トホ’'タンを 

キーレスゴーび一時的に機能していないか故障している。 




外し 

► エンジンスイッチからキーレスゴースイッチを取り外しまず。 


キ-を入れて 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでエンジンを始動します。 


<ださい 





キ-が 

キーレスゴーで施錠ずるときに、システムび車内にキーびあると 


1^^ 


車内に 

判邮している。 


ありまず 

► 車内にあるキーを取り出してくださし、。 


■化：？ SI り 





















































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


嗎 


キ-を 

認識 

でをません 
(白色で表示） 




キ-を 

誘證なでさません 
(ホ色で表示） 




卜'’アを閉めて 
から 

□ツクしてくだ 
さい 


車外から辭錠/施錠するとさにシステムびキーを認識でさない。 
►キーを探して < ださい。 

キーが認識されないとさ 

► 解錠するとをはエマージェンシーキーで運輯席ドアを解錠して 
ください（[>33斗ぺージ）。 

►施錠するときは「車両の施錠」（1>335ぺージ）をご覧ください。 


キーび車内にあるとさにシステムびキーを認識でをない。 

► 車内に置いてあるキーの位置を変えてください。 

キーが認識されないとさ 

► エンジンスイッチからキーレス3’ースイッチを取り外して < だ 
さい（>89ぺージ)。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 


エンジンびかかっているとさにこの;><ッセージび表示されたとさ 
は、システムび車内にキーびないと判敞している。 

エンジンを停止ずると、車の施歸やエンジン始動びでをなくなる。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車して 
ください。 

►キーを探して < ださい。 


エンジンびかかっていて、キーび車巧にあるときにこのメッセー 
ジび表示されたとさは、電磁波などの影響により、システムびキー 
を認識でさない。 

► 周囲の状況にを意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車して 
<ださい。 

► エンジンスイッチからキーレスコ[ースイッチを取り外して<だ 
さい（>89ぺーシつ。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 


システムびキーを認識でさない。 

► 車内に置いてあるキーの位置を変えてください。 

キーが認識されないとさ 

► エンジンスイツチのキーレスゴースイツチを取り外してくだ 
さい089ぺージ）。 

►エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 


いずれかのドアび開いている。 

► すべてのドアを閉じ、再度施錠操作を行なってください。 


I 




























ディスブレイ表示 

考え5れる原因およびをが/ ► 対応 

|BI| 

冷却水を点検 

して<ださい 

取扱説明書 

参照 

冷却水量び不足している。 

►冷却水を補給してください（[>267ページ）。補給時の注意に 
従ってください。 

►通常より頻繁に冷却水を補給している場合は、；><ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で冷却 システムの点検を受けて くだ 
さし)。 

WM 

冷却水 

停車して 

I ンシ'’ンを停止 

冷却水の湿度び高すぎる。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車し、ェンジン 
を停止して < ださい。 

► ラジェターグ U ルに雪やミ尼などび付着していないか確認して< 
ださい。 

► y ッセージび消えてか6ェンジンを始動してください。；ッ 
セージび消えるまで待たないと、ェンジンを損傷ずるおそれび 
おじます。 

► ;令却水湿度を点検してください（[>158ページ）。 

V ベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ただちにま全な場所に停車して、 
V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ 

► 走行しないでください。メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

► メッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動してく 
ださい。ェンジンを損傷するおそれびありまず。 

► ;令却水温度を点検してください（>158ページ)。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくだ 
さし)。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

の S - ピ-ぃ， 

左へッドランプ （ □-ビーム）び切れている。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でランプを交換してくだ 
さし、。 

アクテイ： r ラ仆システム 

アクティブライトシステムに異萬びある。 

システム故障 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

トトラ仆 

ランプセンサーび故障している。 

故障 

ランプび萬時点なモードで点なする。 


► マルチファンクションディスプレイのへッドランプ点なモード 
設定画面（[>178ページ）で、常時点灯モードをオフにしてく 
ださい。 


► ランプスイッチでランプを点打/消灯して<ださい。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

ラ仆を 

車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチからキーを抜さ、運 

消して 

転席ドアを開いた。 

<ださい 

► ランプスイッチを匯1の位置にしてください。 

ナ仆ヒ''ュ-ァシスト 

ナイトビューアシストに異萬びある。 

故障 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

ナイトヒアシスト 

ナイトビューアシスト用力分ラの温度び高ずぎる。 

現在使用でさ 

► マルチファンクションディスプレイに"ナイトピュ-アシスト再び使用で 

ません 

さまず"と表示されるまで待ってください。 


UTF のち法でカメラを冷やすことちでさまず。 


► ナイトビューアシスト用力；ラのカバーを開いてください。 

► エアコンディショナーの送風び上を向くよラに調整してくだ 
さし、。 

V||H ナ仆ヒ''ュ-ァシスト 

ナイトビューアシストの作動条件を満たしていない。 

ラ仆確実に 

点灯 

► ランプスイッチを WM ね、画 の位置にしてください。 

ナイトヒアシスト 

ナイトビューアシストの作動条件を満たしていない。 

R レンシ'' 政夕りこ 

► シフトポジションを mam のいずれかにしてください。 

シフト 



1) 他のランプび切れたとさは、この例じ(外のメッセージび表示されまず。 
車がランプのいずれかに異常び発生ずると、その箇所び表示されまず。 






















ディスプレイ表示 

考え5れる原因およびをが/ ► 対応 

El 

ナイトヒ’'ュ-アシスト 

ラ仆確実に点灯 

R レンシ'' LU 夕りこ 
シフト 

ナイトヒ’'ュ-アシスト 

使用は暗い場 
合のみ 

ナイトビューアシストの作動条件を満たしていない。 

► ランプスイッチを匡画か^の位置にしてください。 

► シフトポジションを mam のいずれかにしてください。 

周囲び明るいときにナイトビューアシストを作動させよラとして 
し)る。 

ナイトビューアシストは、周囲び暗いとさにのみ作動させること 
びでをまず。 


I ンシ''ンすイル量 
減少 

停車して 

I ンシ'’ンを停止 

エンジンオイル量び不足している。エンジンを損傷ずるおそれび 
^5る。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車し、エンジンを 
停止して < ださい。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検してくださ 
い0263〜266ページ)。 


I ンシ”ンオイルを 

1 II ット 

輸して下さし> 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検してくださし、。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください瓜266ぺ一 
ジ)。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、ルセ 
デス•ベンツ指定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れて 
いないか点検を費けてください。 


I ンシ、’ンオイルを 

巧いて下さい 

r ノグンオイル量 

測定不可能 

給油の際に 

オイル量を点検 

エンジンオイル量びをすぎる。エンジンや触媒を損傷するおそれ 
びある。 

►適正量になるまで、エンジンオイルを旅いてください。エンジ 
ンオイルを廃棄するとさは規則に従ってください。 

エンジンオイル量計測システムび故障している。 

► ；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を覇けてください。 

エンジンオイル量び限界まで下びっている。 

► エンジンオイル量を点検して<ださい。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください（[>266ぺ一 
ジ)。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れ 
ていないか点検を受けて < ださし、。 

































ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

四 

ちフ□ント A '' ックに卜 

□ックされて 

し > ません 

または 

ちフ□ント A ” ックレスト 

□ックされて 

し、ません 

A けがのおそれがありまず 

運転席シート、または助手席シートのバックレストび□ックされ 
ていない。 

シートベルトび機能しない。 

►バックレストを□ックしてください。 

Fi^ 


燃料残量びほとんどない 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 

El 

給油してくだ 
さい 

燃料の残量びみな<なっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


ウォッ外液を 

補巧 

してください 

ウォッシャー液量び残り約1 U ットルまで減っている。 

►ウォッシャー液を補給してください（>270ページ）。 
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トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧がしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス■ベンツ指定サービスエ場で行なって < ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


スイツチやボタンの表示口 /警告灯 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

シートベンチレーターび短時 
間で自動的に停止ずる。 

を<の電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

►読書灯やルームランプなど、必要のない電気裳備を停止してく 
ださい。 

シートヒーターび短時間で自 
動的に停止する。 

を<の電気装備び使用されているために電圧びほ下している。 

►読書なやルームランプなど、必要のない電気裳備を停止してく 
ださい。 

COMAND システムで "AC 
OFF " 機能び辭除でさない。 

故障のため、エアコンディショナーの機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

1」アデフォッガーび短時間で 
自動的に停止ずる。または作 
動しない。 

をくの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► 読書灯やルームランプなど、必要のない電気装備を停止してく 
ださい。 

電圧び回復ずると、 U アデフオッガーは自動的に作動を開始し 
ます。 

チヤイルドセーフティシート 
検知システム装備車： 

；><ーターパネル横の助手席 

助手席シートにセンサー付を純正チヤイルドセーフティシートび 
裳着されているため、助手席エアバッグび作動しない状態になつ 
ている。 

エアバッグオフ表术灯び点 
灯する。 

A けびのおそれがあ0ます 

助手席シートにセンサー付を純正チヤイルドセーフティシートを 
裳着していないとさは、チヤイルドセーフティシート検知システ 
ムび故障している。 

► 助手席のシート座面に政下のよラな電子機器び置いてあるとを 
は取り除いて < ださい。 

• ノートパソコン 

• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

助手席エアバッグオフ表示灯が点灯したままのと走 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


■化：？ 6— り 























トラブルの原因と巧応 
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メーターパネルの表示口 /警告灯 


1 (®! 


トラブル 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ABS 警告灯び点灯 
する。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ABS の機能び辭除されている。 BAS 、 ESP 、 E 臣 V 、 
PRE - SAFE 、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティ 
プブレーキランプち作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
► マルチ フアン クシ ョン ディスプレイの故障/警告方ッセージに 
従ってください （0307 ページ）。 

► ミち意して走行してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


pgH 走行中にホ色の車 事故のおそれがありまず 

1""*臣3距離»胃なび点先行車との車間距離び短すざる。 

^ 了^ Sd ►車間距離を長<とって<ださい。 

走行中にホ色の車間 成事故のおそれがあります 


距離»告よ了び点な先行車に急激に近付いている。 

し、警告音ち鳴って 
し、る。 

►交通状況に十分ミち意してください。必要であれば、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、回避操作を行なってください。 


ただちにブレーキペダルを踏める準備を整えてください。 



エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP 表示灯と ESP 才 
フ表示な、ホ色のブ 
レーキ表示灯、黄色 
の ABS 警告打び点 
灯ずる。 


A 事故のおそれがあります 

ディスト□ニックび走巧線上に静止した障害物を検知している。 
この場合はディスト□ニックの自動ブレーキ機能は作動しない。 

► ただちにブレーキペダルを踏める準備を整えてください。 

►交通状況に十分ミち意してください。必要であれば、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、回避操作を行なってください。 

A 事故のおそれがあります 

EBV (こ異常だくおる。 ABS 、 目 AS 、 ESP 、 PRE - SAFE 、 ホー J レド機肯目、 
ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプち作動しな 
い状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
► マルチ フアン クシ ョン ディスプレイの故障/警告方ッセージに 
従ってください0307〜309ぺージ）。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■化？ s - り 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 



エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP 表示灯と ESP 才 
フ表示な、 ABS 警告 
灯び点灯し、警告音 
ち鳴っている。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP 表示灯と ESP 才 
フ表示な、 ABS 警告 
灯び点なする。 


走行中に黄色の ESP 
表示灯び点滅ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP オフ表示灯び 
点灯ずる。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

EBV び故障している。 ABS 、 BAS 、 ESP 、 PRE - SAFE 、 ホールド 
機能、ヒルスタートアシスト、アダプティプブレーキランプち作 
動しない状態になっている。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
► マルチフアンクシ ョン ディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください（[>307〜309ぺージ)。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


W 、 ESP 、 PRE - SAFE 、 ホール 
アダプテイブブレーキランプち 


A 事故のおそれがありまず 

A 巨 S と ESP び故障している。 [ 

ド機能、ヒルスタートアシスト、 

作動しない状態になっている。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
► マルチフアンクシ ョン ディスプレイの故障/警告メッセージに 
がってください（[>307〜309ぺージ)。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤびグ1」ップを失いかけているか車び横滑りをしている 
ため、 ESP 、 またはトラクションコント□ールび作動している。 
クルーズコント□ールまたはディスト□ニックび自動的に觸 
除される。 

► 発進ずるとをは、アクセルペダルを必要上に踏み込まないで 
<ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を除く）。 

A 事故のおそれがあります 

ESP の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や 
走行安定性を確保することびでをない。 

► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 


■化：？ 61 。 






















トラブルの原因と対応 


トラブル 考え6れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンびかかって 事故のおそれがあります 

レなと三に^色の ESP 、 目 AS 、 PRE - SAFE 、 ホールド機肯目、ヒルスタートアシスト、 
ESP 表のむと ESP すアダプティブブレーキランプび、故障のため作動しない状態 
っ 表术なび点灯ずる。になっている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や 
走行安定性を確保ずることびでをない。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。 


► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください （0307 〜309ぺージ）。 

► ミ主意して走巧してください。 




► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 
エンジンびかかって 成けがのおそれがありまず 

し）々とさにホのて栗員保護裳置に異常びある。エアバッグやシートベルトテン 
尸バッヴシスてム胃ショナーび不意に作動したり、事故のとをに作動しない可能 
告10か点灯ずる。 性びぁる。 


圓 


► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
<ださい。 


ホ色のパーキングブ 
レーキ表おなび点滅 
しているか、黄色の 
パーキングブレーキ 
警告灯び点灯してい 


A 事故のおそれがありまず 

パーキングブレーキび一時的に機能しないか故障している。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに 
がってください（[>309〜312ぺージ）。 


る。または、両方の 


表示灯と警告なび点 
滅/点なしている。 


画 


エンジンびかかって 事故のぉそれがぁりまず 


いるときに赤色のブ 
レーキ 警告なび点な 
し、警告音ち鳴って 
し、る。 


U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の状況にを意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車して 
ください。状況を問わず、走;子しないでください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 


さし)。 


► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告方ッセージに 
従ってください（[>309ページ）。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
ても問題は解消しません。 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

WSft エンジンびかかって 
いるときに黄色のエ 
ンジン警告灯び点灯 

下に異常びある。 

• エンジン制御システム 

• 燃料噴射システム 

• 排気システム 

• イグニツションシステム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェ 
ンシーモードになっている可能性びある。 

► ずみやかにルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃け 
て < ださい。 

ドアを閉じてエンジ 
MjM ンを始動すると、ホ 
色のシートベルト警 
告灯び点なずる。 

A けがのおそれがありまず 

運輯席または助手席の乗員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告'なび消なします。 


A けびのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を積んでいる。 

► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に固定 
して < ださい。 

シートベルト警告灯び消灯しまず。 

ホ色のシートベルト 
»告なび点滅し、警 
告音ち鳴る。 

A けびのおそれがあ0まず 

運輯席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない 
状態で走行し、速度が約2日 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告なび消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


A けびのおそれがあ0ます 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 

2己 km / h を超えた。 

► 安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、 
別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告'なび消なし、警告音ち鳴り止みまず。 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告なび点灯 
する。 

燃料の残量がかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■化：？ 61 。 
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トラブル 

考え6れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報システムび作動 
した。 

盗難防止警報システムび待機状態のとをに、運輯席ドアまた 
はトランクをエマージェンシーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとをに、車内からドアを 
開くか、ボンネットの□ックを辭除した。 

► 盗難防止警報システムを停止してください（>53ページ）。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッセージび表 
示されてし)る。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください（[>300ページ〜）。 


パーキングブレーキを効かせた状態で走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

車外ランプを消なしないでエンジンスイッチからキーを振くか、 
キーレス; d ’ ースイッチでイグニッション位置を 1 にして運転席ド 
アを開いた。 

► ランプスイッチを MM の位置にしてください。 


走行中にホ色の車間距離警告なび点なしている。 

先行車に急激に近付いているか、ディスト□ニックび走行線 
上に静止した障害物を検知している。 

► ただちにブレーキペダルを踏める準備を整えてください。 

►交通状況に十分ミち意してください。必要であれば、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、回避操作を行なってください。 

エンジンを始動すると、警告 
音び約6秒間鳴る。 

A けがのおそれがありまず 

運転席の栗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

速度び約 25 km/h 上になっ 
たとさに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがあります 

運転席または助手席の粟員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


警告音 


I 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 对応 

燃料び漏れている。 

A 火災のおそれがありまず 

燃料給油システム、または燃料タンクび損傷している。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止してください。 

► イグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキーを 
揣いてください。 

状況を問わず、エンジンを始動しないでください。漏れた燃料に 
引火したり、爆発するおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度び分からない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 ►通常通りエンジンを始動してください。 


燃料と燃料タンク 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 对応 

燃料び漏れている。 

A 爆党や乂がのおそれびありまず 

燃料給油システム、または燃料タンクに問題びある。 

►ただちにエンジンを停止し、イグニッション位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

► 1」モコン操作またはキーレスゴー操作で解錠してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 


燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


事故のとさ 


■化：？ 6— り 
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エンジン 


トラブル 

エンジンび始動しない。 

イグニ ッシヨ ン位置を3にず 
ると スターターモーターの 音 
びする。 


エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を3にし 
てち スターターモーターの 音び 
しない。 


エンジンの作動び滑らかでな 
く、ミスファイア右起さている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

• エンジンの電気システムに異常びある可能性びある。 

• 燃料供給に異常びある可能性びある。 

• バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ 
リーの電圧び低下している。 

►エンジンを再始動する前に、イグニッション位置を0に戻して 
<ださい。 

►再度、始動操作を繰り返してください（>88ページ）。ただし、 
エンジン始動操作を長時間何度ち巧なラと、バッテ1」一びあび 
るおそれびありまず。 

何度始動を試みてちエンジンが始動しないとき 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

バッテリーびあびっているか、充電されていないため、バッテリー 
の電圧び低下している。 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください（た356ペー 
ジ)。 

エンジンが始動しないとを 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により、スターターモーターび非常に高温になっている。 
► スターターモーターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

► エンジンを始動してください。 

エンジンが始動しないと走 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常び 
ある可能性びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないでください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
<ださい。 

触媒を損傷するおそれびありまず。 


■か：？ s - り 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


冷却水温度び約120でを超えて 
し)る。 

警告音ち鳴っている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

U ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 

冷却水の温度び高ずぎて、エンジンび十分に;令却されていない。 

► すみやかに停車して、エンジンと;令却水を冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び;令えてから;令却水量を点検し、不足してい 
る場合は;令却水を補給してください（[>267ページ)。 

冷却水量び正萬なとさは、；令却ファンび故障している可自剖ホびある。 
冷却水の温度び高すぎて、エンジンび十分に;令却されていない。 
►:令却水温度び約120で政下のとをは、最寄りのメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場まで走行して点検を受けて ください。 
► このとさは、山道の走行などでエンジンに大をな負担をかけた 
り、発進と停止を繰り返ずよラな運転は避けてください。 


オートマチックトランスミッション 


トラブル 


トランスミッションび正しく変 
速しなし)。 


加速性能び悪化している。 
トランスミッションび蜜速し 
ない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

トランスミツションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミツ 
ションの点検を費けてください。 

トランス S ツションに異常びあり、エマージェンシーモードになっ 
ている。 

2速ギアか U ノ（ースギアにできる場合びあります。 

►安全な場所に停車してください。 

►イグニツション位置を0にしてください。 

►1 日砂政上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを El にしまず。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを E 1 にします。 

I 」 バース ギアになりまず。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミツ 
ションの点検を受けてください。 


■化：？ 6— り 












トラブルの原因と対応 


パークト□ニック 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点なして約 
2秒間警告音び鳴り、約2日秒 
後にパークト□ニックび解除 
され、パークト□ニックオフ 
スイッチの表示なび点灯した。 

パークト□ニックに異萬びあり、機能び停止している。 

► 問題び觸決しない場合は、六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でパークト□ニックの点検を受けて<ださい。 

パークト□ニックの赤色イン 
ジケーターだけび点灯し、約 
20秒後にパークト□ニックび 
辭除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください（>292ページ）。 

►再度、イグニッション位置を 2 にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び停止している。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
0203ぺージ)。 


へッドランプ 


トラブル 

考えられる原因および症が/ ► 対応 

へッドランプの巧側び曇って 

外気の湿度び高くなっている。 

いる。 

► へ、ソ ドランプを点灯して走行してください。 


しばら<走行すると、へッドランプの内側の曇りは取れます。 


へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び侵入して 
いる。 


► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でへッドランプの点検を 
夏けてください。 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 对応 

ワイノ く一び正しく作動しない。 

葉や雪など、フ□ントウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチからキーを揣くか、イグニッショ 
ン位置を0にしてください。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれがあります 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選がしてく 
ださし、 （01 35ページ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を養けて 
<ださい。 

ウォッシャー液びフ□ントウイ 
ンドウに正しく噴射されない。 

ウォッシャー液の噴射位置び正し <調整されていない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でウォッシャーノズルを調 
整してください。 


ウインドウ 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 

ドアウインドウや1」アサイド 
ウインドウを閉じることびで 
をない。 

ドア内部のガイドレールなどに障害になる物び挟まったり、詰まっ 
たりしている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 


原因び分からない場合 

► ドアウインドウまたは U アサイドウインドウび閉じるまで、パ 
ワーウインドウスイッチを引をまず。 


ワイパ— 


■か：？ S — り 
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S ラー 


トラブル 考え6れる原因および症状/ ► 対応 

ドアミラーび無理に前方/後 ► ドアミラー格納/展開スイッチ（[>107ページ）を、ギアび嘘 
方に曲げられた。 み合ラ音び聞こえるまで押します。 


A — _ 

トラブル 考え6れる原因および症状/ ► 対応 

U モコン操作で解錠/施錠でキーの電池び消拜している。 

さない。 ►キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から 

再度 U モコン操作をしてください。 

リモコン操作がでさないとさ 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください0336 
ページ)。 

キーび故障している。 

► 解錠ずるとをはエマージェンシーキーで運転席ドアを解錠して 
ください（:[>334ページ）。 

►施錠ずるときは「車両の施錠」をご覧ください （>335 ぺージ)。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてく 
ださい。 

キーレスゴーで解錠/施錠で長い時間キーレスゴーで辭錠しなかったため、キーレス zr —の臟 

さない。 能び停止している。 

► ドア八ンドルを2回引いて、キーをエンジンスイッチに差し込 
んで < ださい。 

キーレス3—に異萬びある。 

► キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から 
リモコン操作で解錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場でキーの点検を受けてく 
ださい。 

強い電波や超音波などの干渉を毒けている。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

►施錠ずるときは「車両の施錠」をご覧ください（1>335ぺージ)。 


■化：？ s - り 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 对応 

キーを紛失した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効 
にして < ださい。 

新しいキーの入手については、ルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね<ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

►必要であればキーシリンダーも交換してください。 

エマージェンシーキーを紛失 
した。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換して < ださい。 

キーによるエンジン始動びで 
をない。 

バッテ1」一の電圧び低下している。 

►エンジンスイッチからキーを抜を、再度差し込んでください。 

►キーを差し込んでから約3日秒じ(巧にエンジンを始動してくだ 
さし、。 

►始動操作を繰り返してください （01 44ぺージ)。 

それでちエンジンが始動しないとさ 

►バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。 

または 

►他車のバッテ U - を電源として始動してください （>3 己6ぺ一 
ジ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンスイッチに取り付け 
たキーレスコ f ースイッチを押 
してち、エンジンび始動しな 

ドアび開いているため、キーび認識されにく<なっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なって<ださい。 

し'!。キーは車内にある。 

強い電波や超音波などの干渉を養けている。 

► エンジンスイッチからキーレス zr —スイッチを取りがし、エンジ 
ンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


■化：？ 6— り 
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トラブル 

考え6れる原因および症状/ ► 対応 

ナイトビューアシストの画質 
び悪い。 

フ□ントウインドウにワイパーのおさ残しによるミちれび付着して 
いる。 

► ワイパーブレードを交換してください。 


洗車後にフ□ントウインドウに巧れび付着している。 

► フ□ントウインドウを清掃してください。 


飛び石などにより、ナイトビューアシストカメラ前方のフ□ント 
ウインドウび損傷している。 

► フ□ントウインドウを交換してください。 


フ□ントウインドウの内側び量っている。 

► フ□ントウインドウの内側の量りを取ってください。 


フ□ントウインドウび凍結している。 

► フ□ントウインドウの氷を取り除いてください。 


フ□ントウインドウの内側に巧れび付着している。 

□ントウインドウの内側を清掃してください。 


車を使用しないとを 


トラブル 

考え6れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンを始動しない期間び 
約4週間 ULL におよぶとさ。 

バッテリーび完全にあびると、バッテ U —を損傷するおそれびある。 

►パ'ッテ U —からケーブルをがすか、バッテリー充電器を接続し 
て < ださい。 

〇バッ テリーの点検は;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び 
約6週間 ULL におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生ずる可能性び 
る。 

►対応について、方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ねください。 


ナイトビューアシスト 


I 
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非常時の施錠/解錠 


が常時の解館/施綻 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレス 3’ 一 操作で車 
を解錠でさないとさは、エマージェン 
シーキーで運転席ドアやトランクを解 
錠でさまず。 

車を施錠してから約1日秒上経過し 
た後に、エマージェンシーキーで運転 
席ドアやトランクを解錠して開くと、 
盗難防止警報 システムが 作動しまず。 

下のいずれかの操作をずると、警報 
が停止しまず。 

-キーをエンジンスイッチに差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押ず 

-キーがキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲にあるときはドア八ン 
ドルに触れる 

• キーがキー レス 3 ’ 一の トランク側ア 
ンテナの検知範囲にあるときは、卜 
ランクの八ンドルを引くか、トラン 
クの キー レス 3' —スイッチを押す 

• キーが車室内またはトランク内にあ 
るときは、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレス3’ースイッチを押ず 

ただし、キーがトランク内にあると 
さは、位置によっては警報を停止す 
ることはでさません。 


キーか5エマージエンシーキーを取り 
出ず 



① エマージェンシーキー 
©ストッパー 

►ストツパー®を矢印の方向に押し 
ながら、エマージェンシーキー© 
を矢印の方向に抜さまず。 

収納ずるとさは元の位置に差し込み 
まず。 


運転席ドアの解錠 

リモコン操作やキーレス3’一操作によ 
り車を解錠でさないとさは、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダーに 
エマージェンシーキーを差し込み、解 
錠ずることがでさまず。 



左八ンドル車 


■化：？ G — り 
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ち八ンドル車 

©エマージェンシーキーを 差し込む/抜 
<位置 

® 解錠の位置 

〇 助手席ドアのドア八ンドルには 
キーシ U ンダーはありません。 

解錠ずる 

►エマージェンシーキー （0334 ぺ_ 
ジ）を運転席ドアのドア八ンドルの 
キーシ U ンダーに差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを解綻の位置 
@にまわしまず。 

► ドア八ンドルをいっぱいに引きまず。 

運転席ドアの □ ックノブび上び0、 
運転席ドアび解錠されまず。 

〇エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錯してを、他のドア、トラ 
ンク、燃料給油フラップは解錠さ 
れません。 

〇 エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解綻して開いた後、エンジン 
スイッチにキーを差し込むと、燃 
料給油フラップび解湿されまず。 


車巧の她綻 _ 

U モコン操作またはキーレス3—操作 

で車両を施結でさないとさは、 LiTF の 

操作を行なってください。 

►運転席ドアを閉じた状態で、助手席 
シートに柔車しまず。 

► 運転席ドアの □ ックノブを押し込み 
ます。 

► 助手席ドアから車を降りまず。 

► キーび車内に残っていないことを確 
言忍します。 

► 助手席ドアの□ックノブを押し込 
み、ドアを閉じまず。 

► トランクび施錠されていないとさ 
は、トランクを独立施湿086ぺ一 
ジ）して< ださい。 

〇キーの閉じ込みにま意してくだ 
ごし、。 


I 
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キーの電池交換 


トランクの解錠 _ 

U モコン操作やキーレス3—操作によ 
りトランクを開いたり、解湿でさない 
とさは、エマージェンシーキー （0334 
ページ）で解錠して開さまず。 

〇トランクを開くとさは、上方や後 
方に十分な空間びあることを確認し 
て < ださい。 



① キーシ 1」ン ダー 


► トランクのキーシ1」ンダーのにエ 
マージェンシーキーを差し込みまず。 
► エマージェンシーキーを反時計回0 
に停止ずるまでまわしまず。 

トランクび解綻し、開をまず。 

〇 エマージェンシーキーでトランク 
を解綻してを、ドアと燃料給油フ 
ラップは解錠されません。 

〇 エマージェンシーキーでトランク 
を解結した後に、エマージェンシー 
キーをキーシ U ンダーから巧いて卜 
ランクを閉じると再び施錯されま 
す。エマージェンシーキーをトラン 
ク内に放置していると取り出せなく 
なります。 


キーの 電池交換 


U モコンの作動可能距離が短 < なった 
り、リモコン操作ができない場をは、 
電池の消耗が考えられまず。ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 

電池の交換はルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。 

A けびのおそれびありまず 

電池はテ供の手の届かないところに保 
管してください。誤って電池を飲み込 
むおそれがあります。 

電池を飲み込んでしまったとさは、た 
だちに医師の診断を受けてください。 


9環境 

電池を家庭用として廃棄しないで 
ください。電油には非常に強い有毒物 
質が含まれています。 

環境保護のため、使用済みの電池を廃 
棄するとさは、新しい電池をお買い巧 
めになつた販売店で処分を依頼して< 
ださい。 


■か：？ 6— り 
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キーの電池を点検ずる 


キーの解蟲ボタンまには施錠ボタン 
を押します。 

キーの表示灯び一回点滅ずれば電池 
は正甫でず。 


電池交換の手順 




① エマージェンシーキー 
⑤電池ケース 
④凹部 


エマージェンシー キーの を凹部④ 
に差し込み、矢印の方向に引さなび 
ら電池ケース⑤を引さ巧さまず。 



① エマージェンシーキ ー 
⑤ ストツバー 

►ストツパー⑤を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー① 
を矢印の方向に巧さまず。 


⑤電池ケース 
⑤電池 
® 電極板 

►電池⑤を外し、新しい電池と交換 
しまず。 

電池は2個とを苗を上にして、電 
極板®の間に取り付けまず。 

► 電池ケース⑤を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エマージ; L ンシーキーのをキーに 
収納します。 

〇 U チウム電池 ( CR 2025) を2個 
使用しています。 

〇 電池を交換ずるとさは2個同時に 
交換して < ださい。 

〇 電池の表面に、ミちれや脂分などび 
付着していないことを確認してく 
ださい。 


■化？0 >- り 
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電球の交換 


電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつです。ずべてのランプ類が正し< 
点灯することを確認して<ださい。 

電球が切れてランプが点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したランプが点灯しな 
い場合やずぐに切れた場合は、^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

電球の交換は ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。やむを得ずお客様自身で交換ず 
るとさは、下のミ主意を守って該当箇 
所の電球を交換して < ださい。 

電球には素手で触れないよ5にして< 
ださい。電球の表面にかしでちミちれや 
脂分が付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命が短<なりまず。電球 
に触れるとさは、されいな巧や手袋な 
どを使用するか、パルブの金属部を持 
つよ5にして < ださい。 

D 指定政がの電球を使用しないで< 
ださい。週熱してレンズを損傷した 
0、故障の原因にな0まず。 

H 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などが付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたときは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 拭いて < ださい。 

D マルチファンクシヨンデイスプ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告^ッセージが 表示されたとさは 
([>317ページ）をご覧<ださい。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 


A けがのおそれびあ0まず 

• 電球は非常に熱<なりまず。電球の 
交換は電球が冷えた状態で行なって 
ください。火傷をするおそれがあり 
まず。 

• 電球は子供の手の届かないところに 
保管してください。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球を 
使用しないでください。破裂ずるお 
それがあ0まず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封入 
されているため、電球が熱<なって 
いるときに電球に触れたり、電球を 
取0外さないでください。破裂する 
おそれがあります。 

• 電球を交換するとさは、防護眼鏡や 
手袋などを着用し、直接手で電球に 
触れないよラにして < ださい。 

A けびのおそれびあ0まず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、バイキセノン 
へッドランプのバルブソケットや配線 
に手を触れないで<ださい。高電圧の 
発生部分や高温部分があり、それらに 
触れると非常に危険です。 

バイキセノンへッドランプの交換は行 
なわないでください。交換は必ずレ 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なってください。その他の電球の交 
換についても、^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に作業を依頼するこ 
とをお勧坡しまず。 


■化：？ S— り 
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お客様自身で交換でさる電球は下 
の通りでず。交換でさない場合や、そ 
の他の電球の交換については、必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
作業を依頼して<ださい。 

へッドランプ 



の 

へッ ドランプ 
(上向さ） 

H 75 已 W 

⑤ 

コーナ U ングラ 
ンプ 

H 7 55 W 

⑤ 

赤外線照射ラ 
ンプ * 

H 1 155 W 


ワイパーブレードの交換 


A 事故のおそれびあ0まず 

ワイバーブレードのゴムび劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ取 
ることびでさません。視界を妨げて周 
囲の交通状況を巧握でさず、事故の原 
因になりまず。 

ワイパーブレードは年に2回の目まで 
交換してくださし、。 


A けびのおそれびありまず 

ワイパーブレードを交換ずるとをは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜い 
てください。ワイバーび作動してけび 
をするおそれびあります。 

〇損傷を避けるため、ワイパーアー 
ムを起こずとさは、ワイパーブレー 
ドのゴムに触れないよ5にしてくだ 
ごし、。 


ワイパーブレードを取り夕1•ず 

► イグニッション位置を1または2 
にしまず。 

► コンビネーションスイッチを B 
の位置にして、ワイパーを作動さ 
せます。 

► ワイパーび作動している途中で、 
イグニッション位置を0にして、 
ワイパーを途中で停止させまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーを巧さまず。 


■か？ 6- り 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パンクしたとを 



①ワイバーアーム 
③ワイバープレード 


► ワイパーアームのをいっぱいまで 
起こしまず。 

〇ワイパーアームを起こずとさにボ 
ンネットと接触ずるときは、ワイ 
ノ く一を停止ずる位置び不適切でず。 
ボンネットを損傷ずるおそれびあり 
ますので、再度ワイパーを作動させ、 
適切な位置でワイパーを停止させて 
<ださい。 

► ワイパーブレード⑤を図の位置に 
まわします。 

► ワイパーブレード®を矢印の方向 
に動かし、つイパーアームのの固 
定部から取りがしまず。 


ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、取り付 
けたとさとは反対の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みまず。 

► ワイパーブレードをワイパーアー 
ムと平行の位置にしまず。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


パンクしたとを 


A 事故のおそれびあ0まず 

• パンクしたとさは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。ス 
テア U ングをしっかり握って徐々に 
ま度を落とし、安全な場巧に停車し 
て < ださい。 

• パンクしたタイヤで走巧しないでく 
ださし、。 車のコント□-ルを失い、 
事故を起こすおそれびあります。ま 
た、タイヤび異常に過熱し、火巧び 
発生ずるおそれびあ0まず。 


タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 _ 

►巧全を確保でさる、かたくてずべり 
にくい、水平な場所に停車しまず。 

► 非甫点滅灯を点滅させまず。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションを ra にし 
9 〇 

► 周囲の状況にミ主意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチか 
らキーを抜さまず。 

► 車から降りまず。 

► ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 


■化：？ S— り 
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H 車速感応ドア□ック080ページ） 
を設定した状態で車を押したり、夕 
イヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、イグこッシヨン位置を0にし 
て<ださい。車輪が回転ずると車が 
自動的に施錠され、車がに閉め出さ 
れるおそれがありまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後ちに停止表示板を置 < ことが 
法律で義務付けられていまず。 

〇 応急用スペアタイヤを装着したと 
さは、タイヤ空気圧警告システムは 
正常に作動しません。 


応急用スペアタイヤび車載されてい 

る場合 

A 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズが異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場を、走行 
特性が大さ<変化します。ま意し 
て走行してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、必ず 80 km / hl ；^ 下で走行して 
ください。また、 ESP の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の使 
用にとどめ、でさるだけ早く標準夕 
イヤに戻して < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本！;^上装 
着して走行しないでください。 


タイヤ交換の準備 


► 輪止め、ホイールレンチ、ジャッキ、 
ガイドボル K 応急用スペアタイヤ、 
応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜 * を準倫しまず （0298 ページ）。 

〇応急用スペアタイヤを取り出ずと 
をは、おず保護のため手袋を着用し 
て<ださい。素手で作業ずるとけび 
をするおそれびありまず。 

〇応急用スペアタイヤは各車専用で 
ず。他車のをのは使用しないでくだ 
さい。 

► 作業中に車び動を出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
し 9 〇 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
をラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

► やむを得ず傾斜：曲でタイヤ交換をず 
るとさは、交換ずるタイヤの反巧側 
の両輪下り側に輪止めをしまず。 


ジャッキアップ 



W 口 4419— 

①ホイールレンチ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■化：？〇-り 
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パンクしたとを 


►ホイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト巧本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

〇ホイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびあり 
ます。 

下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<ださい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 




► ジャッキ八ンドル®を矢印の方向 
にまわして起こしまず。 

《ジャッキの色やお状び異なる場合びあり 
ます。 


感ジャ ッキサポート 

④ ジャッキアーム 

感ジャッキ 

► ジャッキ®のジャッキアーム④の 
の先端をジャッキサポート感の位 
置に合わせまず。 

〇 ジャッキヴポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 

〇ジャッキヴポート iU がの位置で 
ジャッキアップしないで<ださい。 

Q ジャッキアップずる前に乗員や荷 
物を車から降ろして < ださい。 

H 側面から見て、ジャッキが垂直に 
なるよ5にして < ださい。 

H ジャッキの底面が、確実に路面に 
接地するようにして < ださい。 



(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 


■化：？ 6— り 
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H ジャッキの下に、ブ□ックや木材 
などを置いてジャッキアップしない 
でください。ジャッキアップした車 
が落下ずるおそれがありまず。 

► ジャッキ八ンドルを矢印の方向にま 
わし、タイヤが地面から離れるまで 
ゆつ<りとジャッキアップしまず。 



A けびのおそれびありまず 

車び車載のジャッキだけで支えられて 
いるとさは、決して車の下に身体を入 
れないで <ださい。 

ジャッキが外れると、車に挟まれて致 
命的なけがをずるおそれがあります。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げると 
さだけに使用して < ださい。 

► ジャッキ八ンドルを矢印の方向にま 
わし、タイヤが地面から離れるまで 
ゆつ<りとジャッキアップしまず。 

P ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクを開閉したり、パーキングブ 
レーキを解除しないで<ださい。車 
が落下ずるおそれがありまず。 

Q ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高ごは、 i せ面から約 3 cm (内に 
して < ださい。 


► 上側のホイールボルトを1本外し 
まず。 



® ガイドボルト 


► そのネジ巧に車載工具のガイドボル 
卜 ® をねじ込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 

〇ホイールボルトに砂やミ尼び付着し 
ないよ5にミ主意してください。 

。タイヤを i せ面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでくだ 
さい。ホイールに傷び付くおそれ 
びありまず。 

〇ホイールを外したときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て < ださい。1」ムの凹みや巧びりは 
タイヤ空気圧減かの原因になり、夕 
イヤを損傷ずるおそれびありまず。 


I 
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ホイールホルト 


A 事故のおそれびあ0まず 

ホイールボルトは、ホイールに適合し 
た純正品だけを使用してください。純 
正品し:■(外のホイールボルトを使用ずる 
と、タイヤび外れて事故を起こすおそ 
れびあ0ます。 


〇ホイールボルトに損傷や鐘びある 
とさは交換して<ださい。また、ネ 
ジ山にはみしてオイルやグ U スを塗 
巧しないでください。ホイールボル 
卜びゆるむおそれびありまず。 

〇ホイール八ブのネジ巧を損傷した 
ときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

CL550 、 CL600 



①応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
③標準タイヤ用ホイールボルト 


応急用スペアタイヤ用ホイ ー j レボル 
卜の（短いホイールボルト）を用 
意しまず。 

応急用スペアタイヤ用ホイールボル 
卜は、応急用スペアタイヤに添付さ 
れているか、車載工具 （0298 ペー 
ジ）に収納されていまず。 



の応急用スペアタイヤに添付された、応 
急用スペアタイヤ用ホイールボルト 

A 事故のおそれびありまず 

標準タイヤ用ホイールボルトで応急 
用スペアタイヤを取り付けないで< 
ださい。 

ホイールを確実に取り付けることがで 
さず、ブレーキシステムを損傷した0、 
走行中に車輪が外れて事故を起こずお 
それがあります。 


CL63AMG 、 CL65AMG 

応急用スペアタイヤ用ぶイールボルト 
は車載されていません。標準タイヤを 
取り付けているぶイールボルト®で、 
応急用スペアタイヤを取り付けて<だ 
さし、。 


■化：？ 6— り 
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応急用スペアタイヤの取り付け 



①ガイドボルト 
⑤応急用スペアタイヤ 


► 応急用スペアタイヤ⑤のホイール 
およびノ \ブの接合面に砂や巧れなど 
びないことを確認しまず。 

► ガイドボルト®に合わせて応急用 
スペアタイヤ⑤を取り付けまず。 



► 4 本のホイールボルトを取り付け、 
対角線の順まに軽く締め付けまず。 

► ガイドボルトを取り外し、5本目の 
ホイールボルトを取り付け、軽く締 
め付けまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強く締め付けないでくださ 
し、。締め付ける勢いでジャッキび外 
れるおそれびあ0まず。 


ジャッキタウン 


► ジャッキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接化させます。 


► ジャッキを外しまず。 



►図の順まに従い、ホイールレンチ 
でホイールボルトを巧一に締め付 
けまず。 


ホイールボルトの締め付けトルクは 
15 kg-m (150 Nm ) でず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととちに元の位置に 
戻しまず。 

► 取りがしたタイヤはトランク巧に収 
納して < ださい。 


■化？ 6- り 
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P ホイールレンチを使用ずるとき、 
ぶイールレンチがホイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれがありま 
す。 LU 下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷ずるおそれがありまず。 


タイヤフィットび車載されている 
車種 

応急用スペアタイヤが車載されていな 
い車種は、タイヤフィットでパンクし 
たタイヤを修理します。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行ずることが 
でさまず。 

タイヤフィットはが気温度が一20で 
1；(上のとさに使用でさまず。 

応急用スペアタイヤが車載されている 
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換しまず。詳しくは 
0341ページ）をご覧ください。 


A 事故のおそれびありまず 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのでず。修理後は、 
空気圧が適正であってわ、必ず標準 
タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のと量はタイヤフィット 
でタイヤを修理することがでさませ 
ん。他の方まで車両を移動させて< 
ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場台' 

◊タイヤの接地面政外に傷がある 

+口- 

场口 

〇ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常におかっ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場合 
このよラなとさは、絶対に走行しな 
いで、^ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


U タイヤを修理ずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なうとけがをずるおそれがあり 
まず。 

。タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇異苗のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出ずおそれびあ0 
ます。 

Q タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で拭 
き取ってください。 


■化：？ 6— り 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 
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H タイヤフイットで修理したタイヤ 
は必ず交換して<ださい。そのまま 
使用することはできません。 

Q タイヤフイットには使用期限があ 
りまず。期限が過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フイットの使用期限が週ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


心 けびのおそれびありまず 

使用上のミ主意を記載したステッカーが、 
電動エアポンプに貼付してありまず。 
使用する前に内容を確認してください。 


車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプが異な0まず。 

►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
します。 



①最高速度のステッカー 
©タイヤフイットのステッカー 


► タイヤフィットに付属の最高速度の 
ステッカー①をはがし、運転者の見 
やずい場所に貼りまず。 

► 修理ずるタイヤのパルブ付近に夕 
イヤフィットのステッカー③を貼 
ります。 

A けびのおそれびありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付着 

しないよラに注意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場含は、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流して<だ 
さし、。 

• 巧服に付着した場音は、ただちに付 
着した巧服を着替えてください。 

• アレルギー症状が出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

タイヤフィットは、子供の手が届かな 

い場所に保管してください。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲み 
込んだ場含は、ただちに水で口を十 
分ずすぎ、水を大量に飲ませて< だ 
さし、。 

• タイヤフィットを吐かせないで<だ 
さい。ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 

• タイヤフィットの臭気を吸い込まな 
いで < ださい。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださい。 
乾燥ずればフィルム状になり、剥が 
すことがでさまず。 

もし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 


I 
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タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型) 



①タイヤフィット 

©フラップ 

@凹部 

® 電源スイッチ 

⑥電源プラグ 

愈 エアホース 

©バルブ 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないときは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ CD を開さ 
ます。 

► 電源プラグ®とエアぶース®を取り 
出します。 

► エアホース®をタイヤフィット①の 
パルブ③に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 


► タイヤフイット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 





愈タイヤ フイッ トの ホース 
@タイヤのバルブ 


►パンクしたタイヤのバルブ風からバ 
ルブキャップを取りがしまず。 



® 空気圧調整バルブ 
⑩空気圧 ゲージ 


► 空気圧調整バルブ⑩が閉じているこ 
とを確認しまず。 

►タイヤフィットのぶース®を、パン 
クしたタイヤのバルブ®に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
が0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 


■化：？ 6— り 
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► 電源プラク⑥をライターソケット 
0250ページ）または 12 V 電源ソ 
ケット(>251ぺージ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフイットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
を、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることがありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ®を0 (停止の位置）にしな 
いで <ださい。 

► 電動エアポンプを約日分間作動さ 
せます。空気圧がかな < とち 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認してください。 


電動エアポンプを約 5 分間作動させ 

てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、 場己： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフ ィッ トのホー 
スを取り外し、タイヤフィットび夕 
イヤ内に行き;度るように、ほ速で車 
を約1 Om 前道または後退させまず。 

[I タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってし、 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や巧服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

► 電動エアポンフからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► タイヤに空気を入れ直しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかな 0 損傷してい 
まず。それ！;•(上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

空気圧び 1.8 バールに達している 

場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケットまには 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ⑥を巧き 
ます。 

► タイヤのバルブ⑨からタイヤフィッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 


I 
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〇タイヤのバルブからタイヤフイッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフイットび入ってし、 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフイットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 修理しにタイヤのノ U レブキヤップを 
取り付けまず。 

► タイヤフイットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフイットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやず<な 
りまず。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑧を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
します。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧が1 .3 バール!; TF になっている 
場合は、タイヤがかな0損傷していま 
ず。それ！;<1上走行せず、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 

► 空気圧が1 .3 バール上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 


規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ®を緩めて調整しまず。 

► 最寄りの^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフイットについては、 
ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステッカー " max . 8日 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあ0 
ます。カーブ走行時やブレーキ時には 
慎重に運転してください。 

平環境 

タイヤフイットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。 


►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定 サービスエ場 
で交換してください。 


■化：？ G — り 
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タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型) 



①タイヤフィット 

③凹部 

③ 電源スイッチ 

④ 電源プラグ 

⑥ エアホース 

⑥バルブ 

《電動エアポンプの巧巧や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ちをびわか 
らないときは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
ます。 

► エア ホース ⑥をタイヤフ ィッ ト① 
のバルブ⑧に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けてください。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 

►タイヤフィット①のバルブ⑧を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 



⑦タイヤのバルブ 
⑨タイヤ フイツ トの ホース 


►パンクしたタイヤのバルブ⑦からバ 
J レブキャップを取り外しまず。 

►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑦にお実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認しまず。 

►電源プラグ④をライターソケット 
([>250ぺージ）まには 12 V 電源ソ 
ケット(>251ページ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を 2 にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで'高まることがありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 


I ^^ 6 —^ 
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パンクしたとを 


► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
に0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動ごせると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認して < ださい。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
ノ U レブからタイヤフ ィッ トのホース 
を取り外し、タイヤフィットびタイ 
ヤ内に行き;度るように、ほ速で車を 
約1 0 m 前進まには後退させまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► タイヤに空気を入れ直しまず。 


A 事故のおそれびあ0まず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してし、 
ます。それし:<(上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧び 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ④をなさ 
9 〇 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフイッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブひらタイヤフイッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフイットび入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外ずときにタイヤフイットび 
漏れ、身体や巧服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフイットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフイットびタイヤ巧に行さ 
渡り、損傷箇所び固まりやずくな 
りまず。 


■化：？ 6— り 
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►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理しに夕 
イヤのパルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージでタイ 
ヤ空気圧を点検しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧び1 .3 バール！; TF になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ lil 上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して く 
ださい。 



⑨ 空気圧調整ボタン 

⑩ 空気圧ゲージ 


► 空気圧び1 .3 バール上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の横にある空気正調 
整ボタン⑥を押して調整しまず。 


► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフイツトについては、 
メルセデス.ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 事故のおそれびあ0まず 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高ま度は約 
80 km/h でず。 

最高速度のステ ツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあり 
まず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時には 
慎重に運転してください。 

9環境 

タイヤフイツトやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス■ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってください。 


►タイヤフィットは、4年ごとに新品 
と交換してください。 


I 
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バッテリー 


バッテ IJ -取り扱いの一般的な注意 


バツテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 



ホ J 
AJ 
S 
I 
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車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ1」一の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


A 爆発の危険びあ0まず。 



バッテ U — を取り扱ってい 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
巧、タパコなどをお付けな 
いで < ださい。 


A バッテ U —液は腐食性びあ 
りまず。皮膚や眼、巧服に 
付着しないよ5にミ主意して 
<ださい。 


手袋やエフ□ン、マスクを 
着用して < ださい。 


バッテ1」一液び付着したと 
をは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の該 
断を受けてください。 

igw バッテ1」一を取り扱5とさ 
は保護眼鏡を着用してくだ 
ごい。 

テ供をお付けないでくだ 

® 取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 







A けびのおそれびありまず 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリーを 
取り扱ラとさはじ(下の事項を守ってく 
ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにしな 
いで < ださし、。 

• 金属製の工具などをバッテリーの上 
に置かないでください。バッテリー 
がショートして可燃性のガスに発火 
し、バッテ U —が爆発するおそれが 
あ0ます。 


• 静電気を防ぐため、含成繊維の衣服 
を着用しないで < ださい。また、カー 
ぺットの上などでバッテ U —を引さ 
ずらないでください。 

• バッテ U —に触れるときは、先に車 
体などに触れて、身体の静電気を放 
電させて < ださい。 


• 布などでバッテリーを拭かないでく 
ださい。静電気や火花が発生して、 
バッテ U —が爆発ずるおそれがあり 
ます。 


U 安全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたりがずときは、イグこッショ 
ン位置を0にして、エンジンスイッ 
チからキーを抜いて<ださい。電気 
系部品やオルタネーターを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

バッテ U —の点検や交換は、^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。かなくとち2年 
ごとまたは20,000 km ごとに点検- 
交換を行なって < ださい。 

〇バッ テ U —端テの取りがし、バッ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
いては、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
ます。 


9 I 黃境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄ずるとさは、新しいバッテ 
リーをお買い求めになった販売店に廃 
妻処分を依頼してください。 


バッテリーの位置 


バッテ U - は、エンジンルーム内助手 
席側にありまず。 



ち八ンドル車 

①©端テ 


③思端テ 


〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとさは、電力をわずひ 
に消費しまず。駐車時はエンジンス 
イッチからキーを巧いてくださし、。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下して 、 U 
モコン操作やキーレス ZI — 操作で 
解話でさないとさは、エマージェン 
シーキーで運転席ドアを解錠しまず 
0334ページ）。 
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VRLA バッテ U — 

バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
をません。また、を険ですので分解は 
絶巧に行なわないでください。点検に 
ついてはメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


インジケーター付き■バッテ U — 



①インジケーター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
ターのびあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとをは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとを 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで < ださい。 


—びあびったとを 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
1」一を電源として始動ずることびで 
さまず。 

作業を始める前に、必ずし U 降に記載ず 
る説日月を読んでください。 

• エンジンと触媒び;ちえているときに 
行なってください。 

• バッテ U — び凍結しているとさは 
エンジン始動を行なねないで<だ 
さい。 

•救援車のバッテ U —び、 12 V バッ 
テ U — であることを確認してくだ 
ごい。 

• 十分な容量と太さびあり、絶縁さ 
れたクランプを持つ ブースター 
ケーブルを使用して < ださい。 

A けびのおそれびあ0まず 

. 他車のバッテリーを電源として始動 
しているとさは、バッテリーをのぞ 
さ込まないでください。万一、爆発 
したとさにけがをずるおそれがあり 
ます。 

. 他車のバッテリーを電源として始動 
するときは、バッテリーを傾けない 
でください。バッテ U —が爆発して 
けがをするおそれがあ0ます。 


■化：？ G — り 
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A 爆発のおそれがありまず 

たばこなどの火気をお付けたり、火 
巧を発生さはたりしないでください。 
バッテリーび爆発してけびをずるおそ 
れびあ0まず。 


©パ' ッテ U —び凍結しているとき 
は、乂気を近付けずにバッテ U —全 
体を暖め （50° CLU 下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
て < ださい。 

©パ' ッテ U —の接続び一時的に断た 
れにとをは、 m 下のよ5な作業び必 
要になることびありまず。 

• スライデイングルーフのリセット 
• COMAND システムの再設定 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

D エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サー ビスエ場 I こ連絡して 
<ださい。 

エンジンを始動でさたとをを、ずみ 
やかにメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって < ださい。 

D 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないでください。 


D ェンジンと触媒び暖まっていると 
をは、他車のバッテ U —を電源とし 
て始動しないでください。 

D ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているをの 
は 使用しないでください。 

D ブースターケーブルび ラジェ ター 
を却フアンや回転ベルトにきき込ま 
れないよ5にして < ださい。 

D 救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書をお読みください。 


始動の方法 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認しまず。 

►パーキングブレーキを効かせまず。 
► シフトポジシヨンを EI にしまず。 
► 両車の電気装備をずべて停止しまず。 
► ボンネットを開さまず。 


I 







► 救援車のバッテ u —の [-] 端モ⑤ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
しまず。 

► 自車のバッテ U — の [-] 端モ④に 
黒色ブースターケーブ j レの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► 自車のバッテ U — の [-] 端子®一 
救援車のバッテ U —の [-] 端テ⑤ 
一自車のバッテ U — の [+] 端テ® 
一救援車のバッテリーの [+] 端子 
⑤の順序でケーブルの接続を外し 
ます。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 

ド U ング状態にしまず。 


①自車の [+] 端子 
⑤救援車の [+] 端子 
⑤救援車の卜]端モ 

④ 自車の卜]端子 

⑤ 救援車のバッテ1」 一 

&ち八ンドル車のバッテ I 」一は、エンジン 
ルームに向かってち側にあります。 


► 自車の [+] 端子のカバーを外しまず。 

► 自車のバッテリーの [+] 端モ①に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のノ くッテ U — ⑤の [+] 端モ 
③に赤色ブースターケーブルの反 
巧側を接続しまず。 

►救援車のエンジンを始動し、アイ 
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A 事故のおそれびありまず 

• エンジンがかかっていないとをはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし、。 

• ホールド機能が作動しているとさ 
は、車にブレーキがかけられていま 
す。けん引で車を動かずときは、ホー 
ルド機能を解除してください。 

D けん引はできるだけ避けてくださ 
し、。自走でさないときは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で移送して< 
ださい。 

H パーキングブレーキを解除してく 
ださい。解除でさないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 

D けん引されるとさは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
<ださい。車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇 -般道では SOkm / h し U 下の速度 
で、距離は 50 km Li (内に限り、け 
ん引走行ずることびでをまず。距離 
び 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。トラ 
ンス云ッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


D けん引されるとをは、キーレス3’一 
スイッチを取り外してエンジンス 
イッチにキーを差し込み、イグニッ 
ション位置を2にしてからシフト 
ポジションを眶21にしまず。そし 
て、イグニッション位置を0にして、 
キーは巧かないでください。 

D エンジンを始動でさないとさは、 
他車のバッテ U —を電源とした始動 
を試みて < ださい。 

D やむを得ず、他車にけん引してを 
ら5とさはじ(降に記載ずる説巧に 
従い、最寄りのメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場に移送してく 
ださい。 

D オートマチックトランス云ッショ 
ンを損傷しているときは、プ□ぺ 
ラシャフトを外してけん引してく 
ださい。 

〇けん引されるとさは、シフトポジ 
ションを匿21にしてください。 

。フ□ントまには U アをつり上げて 
けん引ずるとさは、おずイグニッ 
ション位置を0にしてくださし、 
ESP び作動して接 i せしている車輪 
にブレーキびかか0まず。また、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

U けん引される前に、バッテ U — び 
接続されていて、電圧びほ下してい 
ないことを確認してください。イク' 
ニッション位置を2にずることび 
でさないため、シフトポジションを 
■ a 1；■(外にでをなくなりまず。ま 
た、 エンジンび停止していると、ス 
テア U ングや ブレーキの 操作に非常 
に大をな力び必要になりまず。 
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けん引 


n エンジンスイッチにキーレス3’ 一 
スイッチを取り付けているときは、 
キーレス3—スイッチを取り外し 
て、キーを差し込んでぐださし、。 

U けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください （080 
ページ）。車輪び回転ずると車び自 
動的に施湿され、車列■に閉め出され 
るおそれびありまず。 

D けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで<ださい。車体を損 
傷するおそれびあ0まず。 

• □—プの長さは 5 m じ(巧とし、 
□ープの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm 1；■(上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に日月おして< ださい。 

• □ープは両車とをでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃びかか 
らないよラにして < ださい。 

• 走行中は□ープをたるませない 
よラに、前車のブレーキランプ 
にま意しなびら車間距離を調整 
して < ださい。 


けん引フックの取り付け 


取り付け位置（フ□ント/リア） 



① カバー 


►カバーのの矢印の部分を押しまず。 
► カバーのを外しまず。 

けん引フックを取り付ける 


►車載工具0298ぺージ）から、け 
ん引フックとホイールレンチを取り 
出します。 

► けん引フック取り付け部のネジ巧に 
けん引フックをねじ込み、止まるま 
で手で締め込みます。 

► ごらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん引フックの1」ング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 
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けん引ずる 


車を運搬ずる 


►イグニッシヨン位置を2にして、ブ 
レーキペダルを踏みなびらシフトポ 
ジシヨンを m にしまず。 

〇お離は 50 km じ(内に限り、けん引 
走行することびでさまず。距離び 
50 km を超えるときは、必ず車両運 
搬車を利用してください。 

D フ□ントをつり上げてけん引ずる 
とをやダイナモ メーターで パーキン 
グブレーキの検査を行な5とさは、 
必ずイグニッシヨン位置を0にし 
てください。 ESP び作動して接 i せ 
している車輪にブレーキびかか0ま 
す。また、ブレーキシステムを損傷 
するおそれびありまず。 

D エンジンスイッチにキーレス3’一 
スイッチを取り付けているとをは、 
キーレス3—スイッチを取り外し 
て、キーを差し込んでぐださい。 


けん引フックは、車両運搬車に車を積 
載ずるとさにを使用でさまず。 

D 車両運搬車に積載して車両を固定 
ずるとさは、固定□ープをヴスぺ 
ンシヨンや^ンバー部分にかけな 
いで<ださい。車体を損傷ずるお 
それがあ0まず。 


けん引フックを取りがず 


► 車載工具（>298ページ）からぶイー 
ルレンチを取り出しまず。 

► ホイールレンチの柄の部分をけん引 
フックのリング部分に差し込み、反 
時計回りにまわしまず。 

► けん引フックを取りがしまず。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックとぶイールレンチを車 
載工具に収納します。 


I 
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-ズ 


L - ズ 


電気装備に異苗び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

ヒューズび切れているとをは、ヒュー 
ズを交換してください。 

ヒューズー覧は （0364 ページ）をご 
覧ください。 

A 义災のおそれびあ0まず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造や 
修理をしたヒューズなどを使用しない 
でください。電気回路に負巧びかか0、 
火災の原因にな0まず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理はメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
作業を依頼してください。 


〇し U 下のよ5なとさは、ただちにメ 
ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してをすぐに切 
れにり、装備び作動しないとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
^ 〇 

• ダッシュボード左ち両端 

• エンジンルーム内運転席側/助手 
席側 

• 後席アームレスト奧 

ダッシュボード横のヒューズボックス 

ヒューズボックスはダッシュボードの 
左ち両端にありまず。 

〇ドライバーなどの先のとびったを 
のを使用してカノ（一を開かないで< 
ださい。ダッシュボードを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 



ちバンドル車 

① ダッシュボー ド左側の カバー 


ヒユーズボックスのカバーを取りがず 

► 左側またはち側のドアを開さまず。 

► カバーのを矢印⑤の方向に押し 
ます。 

カバーのの上部びかし開さまず。 

► カバーのの上部⑤®のずを間に 
手を入れ、カバーを手前に引いて 
開をます。 
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ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 
ける 

► カパーを押し込んで固定しまず。 


ヒューズボックス（エンジンルーム内 
運転席側） 



左八ンドル車 

①ネジ 
⑤カ バー 


カバーを外ずとさは、 六角レンチび必 
要です。 

ヒューズを交換するとさは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

※ち八ンドル車のエンジンルーム内の 
ヒューズボックスは、左八ンドル車と左 
ち巧称の位置にあ0ます。 


ヒューズボックス（エンジンルーム内 
助手席側） 



ち八ンドル車 

①固定部 

⑤ カバー 

ヒューズボ ックスの九 )(—をがず 

► ボンネットを開さまず。 

►固定部®を外側に開をなびら外し 
まず。 

► カバー⑤を取り外しまず。 

Q ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさは、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 

ける 

►カバー⑤を元の位置に合わせまず。 

► カバー③を下方に押して取り付け 
ます。 

► ボンネットを閉じまず。 

[ I ヒューズボックスの カバーは お 
ず正し<取0付けて< ださい。水 
分やホコ U びヒューズに付着して、 
ヒューズを損傷するおそれびあり 
ます。 
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後席アームレスト奥のヒューズボッ 
クス 



① レバー 

⑤ル物入れの カバー 


► U アアームレストを引さ出しまず。 

►レバーのを引いて、ル物入れの力 
バー®を開をまず。 



⑤ドライバーなど 
④ヒューズボックスのカバー 


► ドライバーなど⑤をずさ間に差し 
込み、ヒューズボックスのカバー 
④を開さまず。 

► ヒューズボックスのカバーを上方に 
取り外しまず。 

〇ヒューズボックスのカバーを開閉 
するとさは、カバーの端などを損傷 
しないよ5ま意して < ださい。 


ヒューズを交換ずる _ 

►キーを巧くか、イグニッシヨン位置 
を0にしまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► ヒューズー覧を参考に点灯しなし)ラ 
ンプや作動しない電気装備に該当ず 
るヒューズを確認しまず。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、む線部び切れて 
いる（溶断）ときは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換しまず。 

〇 ヒューズ配置表は、車載工具内 
(0298 ぺージ）にありまず。 


ヒュースー覧 


ヒューズボックス 
(エンジンルーム内助手席側) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

7 

4日 A 

ABS / BAS / ESP / アダプ 
ティブブレーキ 

8 

2己 A 

ABS / BAS / ESP / アダプ 
ティブブレーキ 

9 

20 A 

イグニッシヨン□ック 

10 

— 

未使巧 


ヒューズボックス 
(エンジンルーム内運転席側) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

20 

10 A 

エンジン制御/エンジン 
緊急停止 

21 

2日 A 

エンジン制御/エンジン 
緊急停止 

22 

1己 A 

エンジン制御 

23 

2日 A 

エンジン制御 

24 

2己 A 

エンジン制御 


■化：？ S — り 




















365 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置ち 

斗9 

10 A 

ディスト□ニック/方向 
指おな/オートマチック 
トランスミッション/へッ 
ドランプ（上巧さ）/ワイ 
パー/ステア1」ング調整 
/ステア U ングスイッチ 

已〇 

15 A 

エアコンディショナー 

51 

曰 A 

オプション 

己 2 a 

— 

未使用 

52 b 

15 A 

ホーン 

己3 

— 

未使用 

己斗 

40 A 

エアコンディショナー 

己5 

60 A 

エンジン制御 

56 

40 A 

オプション 

57 

30 A 

ワイパー U セス ヒーター 

60 

— 

未使用 

61 

7.5 A 

エアバッグシステム 

62 

己 A 

ナイトビューアシスト 

63 

— 

未使用 

6斗 

— 

未使用 

65 

15 A 

12 V 電源ソケット〔グ □- 
ブボックス内） 

66 

7.5 A 

デイスト□ニック 


ヒューズボックス 
(ダッシュボードち測) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

70 

40 A 

方向指示な/ドア S ラー 
/シートヒーター/マル 
チコント□ールシートバッ 
ク/セントラル □ ック/ 
アンビエントランプ/ルー 
ムランプ/パワーウイン 
ドウ/トランク U ッド開 
開/シート調整/シート 
ベンチレーター/ドア下 
部ランプ/キーレス3’一 

71 

15 A 

キーレスゴー 

72 

— 

未使用 


ヒユース 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

25 

7.5 A 

メーターパネル/ナイト 
ビューアシスト 

26 

10 A 

アクティブライトシステム 
/へッドランプ光軸調整 

27 

10 A 

アクティブライトシステム 
/へッドランプ光軸調整 

28 

7.5 A 

オートマチックトランス 
云ッション 

29 

日 A 

オプション 

30 

7.5 A 

エンジン制御/ 1 燃料ポンプ 

31 

— 

未使用 

32 

— 

未使用 

33 

— 

未使用 

3斗 

— 

未使用 

35 

曰 A 

パーキングブレーキ 

36 

10 A 

診断ソケット 

37 

7.5 A 

イグニッション□ック 
/キーレスコ[一 

38 

7.5 A 

オプション 

39 

7.5 A 

メーターパネル/ナイト 
ビューアシスト 

40 

7.5 A 

A 目 S / BAS / ESP / アダプ 
ティブプレーキ/アンビ 
エントランプ / A 目 C / パー 
ク 卜□ニック/ランプス 
イッチ/盗難防止警報シ 
ステム/非常点滅口/ U 
アデフォッガー/ナイト 
ビューアシスト/ヘッド 
レスト U U —ス（後席） 

/電動ブラインド/エア 
コンディショナー 

41 

30 A 

ワィパー 

42 

30 A 

ワィパー 

43 

15 A 

ライター 

斗斗 

— 

未使用 

45 

— 

未使用 

46 

15 A 

ABC 

47 

15 A 

ステア IJ ング調整 

48 

15 A 

ステアリング調整 
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ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

73 

己 A 

C 日 MAND システム/パー 
キングアシスト IJ アビュー 
力;ラ/電話/ V に S 

74 

3日 A 

トランク1」ッド開閉 

75 

— 

未使巧 

76 

— 

未使巧 

77 

— 

未使用 

78 

2己 A 

オプション 

79 

7.日 A 

盗難防止警報システム 

80 

40 A 

方向指示灯/ドア S ラー 
/シートヒーター/マル 
チコント□ールシートバッ 
ク/セントラル □ ック/ 
アンビエントランプ/ルー 
ムランプ/リモートトラ 
ンク uu —ス/シート調 
整/シートベンチレーター 
/ドア下部ランプ/ 1」ア 
ウインドウ-ブラインド 
/パワーウインドウ/卜 
ランク U ッド開閉 

81 

30 A 

セントラル□ック/アン 
ビエントランプ/ルーム 
ランプ/パワーウインド 
ウ（後席）/ドア下部ラン 
プ/電動ブラインド 

82 

3日 A 

セントラル□ック/アン 
ビエントランプ/ルーム 
ランプ/パワーウインド 
ウ（後席）/ドア下部ラン 
プ/電動ブラインド 

83 

30 A 

オートマチックトランス 
S ッシヨン 

84 

— 

未使用 

85 

— 

オプション 

86 

— 

未使巧 

87 

— 

未使巧 

88 

— 

未使巧 

89 

— 

未使用 

90 

— 

未使巧 

91 

— 

未使巧 


ヒューズボックス 
(ダッシュボード左測) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

92 

40 A 

シートヒーター/シート 
調整/シートベンチレー 
夕一/マルチコント□一 
ルシートバック/ドライ 
ビングダイナミックシート 

93 

7 .日 A 

エアバッグシステム 

94 

— 

未使巧 

9 曰 

— 

未使用 

96 

— 

未使巧 

97 

— 

未使巧 

98 

— 

未使巧 

99 

— 

未使用 

100 

— 

未使巧 

101 

— 

未使巧 

102 

40 A 

シートヒーター/シート 
調整/シートベンチレー 
夕一/マルチコント□一 
ルシートバック/ドライ 
ビングダイナミックシート 

103 

7 .日 A 

ABS / BAS / ESP / ァダプ 
ティブブレーキ 

10 斗 

40 A 

COMAND システム 

105 

— 

未使巧 

106 

1 A 

ETC/COMAND システム 

107 

— 

未使庙 

108 

— 

未使用 

109 

— 

未使巧 

110 

— 

未使巧 

111 

— 

未使用 

112 

— 

未使巧 

113 

— 

未使巧 
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ヒューズボックス 
(後席アームレスト奥) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置を 

115 

50A 

リアデフォッガー 

116 

10A 

低温ポンプ 

117 

15A 

オプション 

118 

15A 

または 

30A 

燃料ポンプ 

119 

7.5A 

COMAND システム/パー 
キングアシスト U ア 
ビューカ六ラ /COMAND 
ディスプレイ/エアコン 
ディショナー/オートマ 
チックトランス S ッショ 
ン/ドライビングダイナ 
S ックシート 

120 

— 

未使用 

121 

10A 

COMAND システム 

122 

7.5A 

COMAND システム/パー 
キングアシスト IJ アビュー 
カメラ /COMAND ディス 
プレイ 

123 

40A 

PRE-SAFE 

124 

40A 

PRE-SAFE 

125 

曰 A 

オプション 

126 

25A 

ドア S ラー/自動防眩機 
能/ルーム S ラー/読書 
打/レインセンサー/ラ 
イトセンヴー/バニティ 

S ラー照明/ルームラン 
プ/ドア下部ランプ/ス 
ライディングルーフ 

127 

30A 

マルチコント□ールシート 
バック/ドライビングダ 
イナ S ックシート 

128 

25A 

燃料ポンプ 

129 

7.5A 

電話 

130 

30A 

パーキングブレーキ 

131 

7.5A 

COMAND システム/トラ 
ンクリッド開閉/キーレ 
スゴー /VICS 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置ち 

13 斗 

15A 

12V 電源ソケット （ トラ 
ンク内） 

135 

— 

未使用 

136 

— 

未使用 

137 

— 

未使用 

138 

日 A 

COMAND システム 

139 

15A 

オプション 

140 

15A 

オプション 

141 

曰 A 

パーキングアシストリア 
ビューカ；ラ 

142 

7.5A 

パークト□ニック 

143 

— 

未使用 

14 斗 

— 

未使用 

145 

— 

未使用 

146 

— 

未使用 

147 

— 

未使用 

148 

— 

未使用 

149 

— 

未使用 

150 

7.5A 

COMAND システム 

151 

— 

未使用 

152 

— 

未使用 


〇 仕様-装備などの違いにより、 
ヒューズび異なることびありまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告なく変更されること 
びありまず。 


(2009-04-01• A 221 58418 83) 


133 — 未使用 


■化：？ e- 跨 






純正部品/純正アクセサリー•370 

ビー クルプ レート . 371 
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積載荷物の制限重量 . 376 
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タイヤとホイール . 376 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは必ず純正部品を使用して< 
ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でわ、ブレーキ関連部品な 
どの重要保安部品や走巧系統に使用す 
る部品に、純正部品し U 外の部品を使用 
しないで <ださい。 

事故や故障の原因になりまず。 

Uu (下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーのコ 
ント□ールユこットやセンサー類が 
取0付けられていまず。これらの部 
位にオーディオや電装品を追加装備 
したり、修理や銀金作業などを行な 
ラと、エアバッグやシートベルトテ 
ンシヨナーの作動に悪影響を与える 
おそれがあ0まず。 

• エアバッグ収納部 
• シートベルト 
• インスト ル ントパネル 
• センターコンソール 
• ドア 
• シート 
• ピラー付近 
• サイドシル付近 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


n 車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
るイ也の装備にを悪影響を与えるおそ 
れびあ0まず。 

n ウインドウに透日月な吸盤を貼り付 
けないでください。吸盤びレンズと 
して作用して、乂災び発生ずるおそ 
れびあ0まず。 

D 車載無線機など電装アクセサリー 
を装着するとさは、メルセデス -ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談してく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響をち 
えることびありまず。また、電気配 
線を間違えると、乂災や故障の原因 
になりまず。 

〇 純正部品 LU 外の部品を使用したと 
をは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じてち、保証を適用で 

平環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進ずるため、リサイクル部品を積極 
的に導入しています。 

をないことびありまず。 
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ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとさに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
ありまず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の箇所に記されていまず。 


ビークルプレート①位置 


感 ® 



硬 货 


ち A ンドル車 

① ニューカー プ レー ト 
⑤車台ま号 

⑤オプシヨンコードプレート 
④エンジン番号 


ニューカープレート 


/薛一 



① ニューカープレート 

いずれかのドア開□部の車体側に車台 
ま号やカラーコードなどを記載した 
ニューカープレート®び貼付されて 
し、ます。 



⑤車台ま号 

後席アームレスト後方の カバーの 下の 
フレームに、車台ま号⑤び巧刻され 
ています。 



⑤オプションコードプレート 

ボンネットの裏側にオプションコード 
をおすプレート⑤び貼付されていまず。 


エンジンま号 _ 

エンジンブ□ックち側後方上部 （CL 
550はエンジンブ〇ック後方上部） 
にエンジンま号④び巧刻されていま 
す。詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


■もふ51.4 
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u- 


オイル•液類/パ’ッ; 


オイル•液類に関ずる注意 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッションオイル、 
パワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳しくは、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

オイル-液類はモ供の手の届かない場 
所に保管してください。また、火気の 
近くには保管しないでください。 

オイル■液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、ずぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。 

平環境 

オイル■液類は、環境に配慮して廃棄 
してください。 

D 指定品(がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 


〇 ABC (アクティブ.ボディ.コン 
卜□ール）のオイル量を点検ずる必 
要はあ0ません。 ABC のオイルの 
漏れを見つけたり、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障/警告 
^ッセージが 表示されたと さは、^ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 


燃料 


燃料タンク容量 


心 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料を 
取り扱ラとさは、火をお付けたり、お 
<で喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停止 
してくださし、。 


A けびのおそれびありまず 

燃料が皮膚や巧類に触れないよラにま 
意してください。 

燃料が皮膚に直接触れた0、気化した 
燃料を聴い込むと、健康に悪影響を与 
えまず。 


燃料タンク容量 

約9日 e 

警告巧点な時の残量 
(CL 550 、 CL 600) 

約11 G 

警告巧点灯時の残量 
(CL 63 AMG 、 

CL 65 AMG ) 

約14 G 
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〇軽油を給油しないでください。ま 
た、 軽油をミ居ぜたガソ U ンを給油し 
ないでください。 ガソリ ンに軽油び 
ミ居じると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれびありまず。誤って軽油 
を給油して故障び発生したときは、 
保証の対象外になりまず。 

[■指定け外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定外の燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料に添加剤を使用しないで<だ 
さい。エンジン内部の摩耗び道んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。添加剤を使用して故障び発 
生しにとさは、保証の対象外になり 
ます。 

燃料消費について 


m 下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 


エンジンオイル 

〇エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれびありまず。添加剤を使用し 
て故障び発生したとさは、保証の巧 
象外になりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にミちれたり劣化ずるだけでなく、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

CL 550 

約 8.5 G 

CL 600 

約 9 .日 G 

CL 63 AMG 

約 8.75 e 

CL 65 AMG 

約 9 .日 G 


平環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、化球温 
暖化の大さな原因となります。 
緩やかな運転をむびけ、定期的に点検- 
整備を行なラことによ0、 C 0 2 排出量 
を最ル限に抑えることびでさます。 


■もふ51.4 








使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘嵐ま、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択して < ださい。 



を 


オートマチックトランスミッション 
オイル 

オートマチックトランス S ッションオ 

イルの交換については、別冊 r 整備手 

帳」を参照して<ださい。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないで< 
ださい。トランス三ッション内部の 
摩辞が進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の巧象がになりまず。 


〇オートマチックトランス三ッシヨン 
オイルの漏れを見つけたり、トラン 
ス S ッシヨンの作動に異常を感じた 
ときは、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは必 
ず指定品を使用して補給して<ださい 
(>267ぺージ）。 

A 乂災のおそれびあ0まず 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火するおそれがあ 
0まず。 

不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約55% 

- 45で 


冷却水 


リ— 
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ブレーキ 液 


定期的にレセデス-ベンツ指定 サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
<は;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


t 曰化□□目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、づ S や 
水分びリヴーブタンクの中に入らない 
よラにしてください。たとえルさなづ 
S でち、ブレーキが効かな<なるおそ 
れがあります。 

ブレーキ液は使用している間に大気中 
の湿気を吸収して劣化します。劣化し 
た状態で使用すると、過酷な条件下で 
はべーノ（一 □ ックが発生ずるおそれが 
あ0ます。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や急 
な下り坂などでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液が沸騰して気泡 
が発生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキが効かな< 
なる現象のことです。 


ウオツソヤ—;巧 

〇ウォッシャー液は、 U ザーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
ミ畳合比にミ畳ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とぞ用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウォッシャー液の1」ザーブタ 
ンクは兼用でず。 

A 乂傷のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体で 
ず。ウォッシャー液を取り扱ラときは、 
火気をお付けたり、お<で喫煙しない 
でください。発火して火傷をするおそ 
れがおります。 


バッテリー 

車載バッ テリーの 電圧/容量 

電圧 12 V 

容量 95 Ah 


■もふ51.4 
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積載荷物の制限重量、トランクを開いたときの高さ、タイヤとホイール 


積載荷物の制限重量 


車種 

トランクルーム 

全車 

100 kg 


トランクを開いたときの高さ 



①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをし）っぱし)まで開し)たとさの 
高さは、じ(下のよラになりまず。 

の約1754〜 1755 mm 

※車種や仕様により、数値び異なります。 


タイヤとホイール 


Q タイヤとぶイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用して< 
ださい。詳しくはルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださし、。 

ABS や ESP などの装備は、純正品 
および承認された製品を使用ずるこ 
とで効果が発揮されまず。 

純正品および承認された製品政がの 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでさません。 

D 純正品および承認された製品政が 
のタイヤやホイールを装着した場 
合は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響をちえるおそれがありま 
す。また、指定されたサイズ Li (が 
の タイヤやホイールを装着すると、 
フェ ン ダーの 内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷ず 
るおそれがありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルが 
貼付してありまず （ t >274 ページ）。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
<は;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


■み—.:£5—ゎ 
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〇 CL 已已日 AMG スポーツパッケージ 、 CL 6日0 、 CL 63 AMG、CL 65 AMG 
の標準タイヤ/ホイールにはスノーチェーンを装着しないでください。 

〇前後のタイヤサイズが異なる車種は、タイヤ□ーテーシヨンを行なわない 
で < ださい。 


〇 燃料給油フラップの裏側にタイヤ空気圧ラベルが貼付してありまず。 

オプションまたは仕様により、下のタイヤ/ぶイールが装着される場合があ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

17インチ 
アルミホイール 

235/55 R 1 7 

8 J X 17 

43 mm 

19インチ 
アルミ巧イール 

255/40 R 19 

8.5 J X 19 

43 mm 

2日インチ 
アルミホイール 

255/35 R 20 

8.5 J X 20 

43 mm 


車種 

タイヤ 

サイズ 

ホイール 
サイズ 

オフ 

セット 

ホイール 
ネオ質 

CL 550 

255/45 R 18 

8.5 J X 18 

43 mm 

軽合金 

CL 550 

AMG スポーツ 
パッケージ 

前輪 25 日/ 40 R 19 

後輪 275/40 R 19 

前輪 8.5 J X 19 

後輪 9.5 J X 19 

43 mm 

軽合金 

CL 600 

前輪 255/45 R 18 

後輪275/4日 R 1 8 

前輪 8.5 J X 18 

後輪 9.5 J X 18 

43 mm 

軽合金 

CL 63 AMG 

前輪2日日/ 40 R 19 

後輪27日/ 40 R 19 

前輪 8.5 j X 19 

後輪 9.5 J X 19 

43 mm 

軽合金 

CL 65 AMG 

前輪25日/3日 R 2 日 

後輪275/3日 R 2 日 

前輪 8.5 J X 2日 

後輪 9.5 J X 2日 

斗 3 mm 

軽合金 


標準タイヤ 































378 


タイヤとホイール 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

CL 5已〇 

255/45 R 18 M+S 

8.5 J X 18 

43 mm 

CL 63 AMG 

前輪255 / 40 R 19 M+S 

8.5 J X 19 

43 mm 

CL 65 AMG 

後輪275 / 40 R 19 M+S 

9.5 J X 19 



〇ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売ごれているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 


〇 CL 600のウインタータイヤについては、メルセデス.ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねください。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


応急用スペアタイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフ 

セット 

ホイール 
ネオ質 

タイヤ空気圧 

全車 

T 155/70 R 19 

4.已 0 B X 19 

35 mm 

スチール 

まには 

軽合金 

4.2 bar /60 psi / 

420 kpa 


ウィンタータイヤ 




D 応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 

























対象モデル 


CL 550 
CL 600 
CL 63 AMG 
CL 65 AMG 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説日月書の内容は、2009年10月現在のちのです。 





総輸入元 

メルセデス-ベンツ日本株式を社 


干1 06-8 己06東京都港区； A： 本木 一 T 目9番9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32460 -100900030 H 
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